
 

 

 

印 旛沼流域水循環健全化会議 

 

第 5 回 委 員 会 

 

 

 

資   料 

 

 

 

 

 

 

 

平成 16 年 1月 16 日 

千  葉  県 

 

資料 1 
2004年 1月 16日 
印旛沼流域水循環健全化会議

第 5回委員会 



－ 目 次 － 

 

委員会の開催について ..................................................................................................... 1 

 1 委員会の目的と確認事項 .............................................................................................. 1 
 2 緊急行動計画の策定に向けた流れ .............................................................................. 2 
 3 印旛沼流域水循環健全化会議の流れ .......................................................................... 3 

 

 

＝＝ 参考資料 ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

参考資料 1 これまでの会議の指摘事項の確認 ................................................資-1-1 

 1 これまでの会議における主な指摘事項と対応 ................................................資-1-1 
 2 3/3第 4回委員会 議事要旨 ..............................................................................資-1-3 
 3 12/16第 3回 NPO等合同意見交換会 議事要旨.............................................資-1-8 
 4 12/24第 2回学識者会議 議事要旨 ..................................................................資-1-14 
 5 12/26第 2回合同部会 議事要旨 ......................................................................資-1-21 
 6 緊急行動計画に関する委員ヒアリング結果 ....................................................資-1-24 
 

参考資料 2 施策実施状況および実施予定把握調査 調査結果 .......................資-2-1 

 1 施策把握調査の概要 ............................................................................................資-2-1 
 2 施策把握調査の結果 ............................................................................................資-2-2 
 

参考資料 3 対策による水質改善効果予測 ........................................................資-3-1 

 1 予測モデルの概要 ................................................................................................資-3-1 
 2 効果予測ケース ....................................................................................................資-3-4 
 3 予測結果 ................................................................................................................資-3-10 
 

参考資料 4 現地調査結果 ....................................................................................資-4-1 

 1 現地調査の概要 ....................................................................................................資-4-1 
 2 降雨時河川水質調査結果 ....................................................................................資-4-11 
 3 詳細流域調査結果 ................................................................................................資-4-12 
 4 印旛沼流域谷津埋め立てマップ ........................................................................資-4-24 
 

参考資料 5 高度処理型合併処理浄化槽の必要性について ............................資-5-1 

 



 

 1

委員会の開催について                                   

(1) 委員会の目的と確認事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○今回配付資料                          

資料 1（本資料） 

・合同部会の開催について 

・参考資料 1 これまでの会議の指摘事項の確認 

・参考資料 2 施策実施状況および実施予定把握調査 調査結果 

・参考資料 3 対策による水質改善効果予測 

・参考資料 4 高度処理型合併処理浄化槽の必要性について 

・参考資料 5 流域詳細調査結果 

資料 2 印旛沼流域水循環健全化 緊急行動計画書（素案） 

資料 3 意見募集での委員からの提案について 

資料 4 計画を策定する上での主要な課題事項について 

資料 5 谷津水源保全の重要性と水田の水質浄化機能 

 

 

○ 第 5回委員会開催の目的 

・ 緊急行動計画（中期計画；平成 22 年目標）の策定 

・ 2/3 緊急行動大会開催の確認 

○ 第 5回委員会での協議事項 

・ 緊急行動計画書（素案）の承認 

・ 2/3緊急行動大会開催の趣旨、内容の確認 
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(2) 緊急行動計画の策定に向けた流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 緊急行動計画策定に向けた流れ 

緊急行動計画の策定(1月)

施策効果の算出

第1回 合同部会(5/21)
・施策実施状況および実施予定把握調査

第1回 合同部会(5/21)
・施策実施状況および実施予定把握調査

行動計画第1案のとりまとめ

第1回県市町村行政担当者会議（7/14）
・緊急行動計画第1案の提示
・アンケート結果の確認（内容、表現、取
りまとめ方法、他組織等との整合など）

第1回県市町村行政担当者会議（7/14）
・緊急行動計画第1案の提示
・アンケート結果の確認（内容、表現、取
りまとめ方法、他組織等との整合など）

意見集約

（会議後も含む）

（必要に応じ）
確認再調査等

行動計画第2案のとりまとめ

第2回県市町村行政担当者会議（11/19）
・緊急行動計画第2案の提示
・施策不足量の確認

・施策の役割分担の確認

第2回県市町村行政担当者会議（11/19）
・緊急行動計画第2案の提示
・施策不足量の確認

・施策の役割分担の確認

第5回委員会（1/16）
・緊急行動計画の承認

第5回委員会（1/16）
・緊急行動計画の承認

（必要に応じ）
確認再調査等

調査依頼

回答

意見集約
（会議後も含む）

意見集約

施策効果の算出

第1回学識者会議(9/17)

第3回 NPO・漁協・土地改
良区意見交換会（12/16）

第2回 NPO・漁協・土地改
良区意見交換会(8/29)

第1回 NPO・漁協・土地改
良区意見交換会(6/5)

第2回学識者会議(12/22)

緊急行動大会(2/3)緊急行動大会(2/3)

第2回 合同部会(12/24)

・緊急行動計画の確認

第2回 合同部会(12/24)

・緊急行動計画の確認
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(3) 印旛沼流域水循環健全化会議の流れ 

平成16年度以降平成16年度以降

印旛沼流域の水循環健全化

水循環健全化計画策定水循環健全化計画策定

施策の実行 追跡調査 健全化会議の継続計画の適宜見直し

施策実行と計画見直しの枠組み

施策の実行 追跡調査 健全化会議の継続計画の適宜見直し

施策実行と計画見直しの枠組み

資料整理と現況把握

検討の流れ

目標と達成方針の設定

水循環上の課題の抽出

委員会の開催

水循環特性の検討

現地観測

第1回全体会議（10/18）第1回全体会議（10/18）

第2回治水部会（12/26） 第2回水環境部会（1/28）

第2回委員会(2/25)第2回委員会(2/25)

市町村アンケート

施策メニューの整理

優先実施施策の抽出

観測結果解析

第1回合同部会（5/21）
・03年度会議スケジュール
・行動計画意見集約
・WEBページ内容確認

現地観測実施

第2回合同部会（12/24）
・行動計画第3案の提示と確認

学識者現地見学会（6/16）

第1回NPO・漁業協同組合・土地
改良区　合同意見交換会（6/5）
・NPO、漁業協同組合、土地改良
区と意見交換

第2回NPO ・漁業協同組合・
土地改良区　合同意見交換会

（8/29）
・漁業協同組合・土地改良区の
取組紹介

第1回学識者会議（9/17）
・調査結果報告
・健全な水循環のイメージ確

認・共有
・水物質循環モデルの再現性

第3回NPO ・漁業協同組合・
土地改良区　合同意見交換会

（12/16)
・行動計画第2案の提示と確認

第5回委員会（1/16）
・緊急行動計画の承認

第5回委員会（1/16）
・緊急行動計画の承認

平成13年度

平成14年度

平成15年度

第1回行政担当者会議（7/14）
・行動計画第1案（県市町村意
見集約結果）の提示と確認

第4回委員会（3/3）第4回委員会（3/3）

第3回水環境部会（4/26）

第4回水環境部会（10/16）

合同部会（水環境部会・治水部会） （2/7）

第3回委員会（10/25）第3回委員会（10/25）

琵琶湖流域視察（7/24-25）
・関係者講演

・自治体・市民取り組み視察

調査結果の再確認・修正

市町村ヒアリング

第2回行政担当者会議
（11/19）

・行動計画第2案の提示と確認

情報交換・調整

緊急行動大会（2/3）緊急行動大会（2/3）

第2回学識者会議（12/22）
・施策量と効果予測の確認
・行動計画書の確認
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これまでの会議での指摘事項の確認 
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(1) これまでの会議における主な指摘事項と対応 

 これまでの会議および緊急行動計画に関するアンケート等において、委員からいただい

た主な指摘と、その指摘に対する事務局の対応および今回の資料への反映を、以下に示す。 

 

日付の凡例 3/3：第 4回委員会、9/17：第 1回学識者会議、アンケート：9/17学識者会議後に
各委員に実施したアンケート結果、12/22：第 2回学識者会議、意見募集：12月下
旬に実施した行動計画書（素案）に対する意見募集結果 

項目 No. 指 摘 対 応 資料への

反映 

1-1 降雨時のリン流出のうち、不活性リンがどの程度
を占めるのか。（白鳥委員：3/3） 

1-2 降雨時・平常時の負荷量比率が、全リンと全窒素
で違うの理由の考察がほしい。（味埜委員：3/3）

今年度調査で、河川水質調

査の分析項目に溶解性物

質を追加し、検討した。 

1-3 高崎川支川勝田川の上流部タキヤツ（高-32）で
の高窒素濃度の湧水の原因を確認すべき。（藤井

委員、白鳥委員：第 3回委員会 H14.10.25） 

今年度調査で、高-32にお
いて残土の土壌分析調査

を行い、汚濁原因を検討し

た。 

1-4 桑-18地点の水質汚濁は浄化槽だけが問題とは考
えにくい。データに基づいた客観的な判断が必要

である（白鳥委員、味埜委員：3/3） 

今年度調査で、桑-18を含
め、特に水質汚濁が著しか

った地点で詳細調査を実

施し、汚濁原因を検討し

た。 

1-5 印旛沼流域の残土処分場、谷津埋め立てのデータ
を提示し、皆で共通認識を持つことが必要であ

る。（中村委員：9/17） 

流域内の残土処分場デー

タを収集し、残土マップを

作成した。 

「 参 考 資

料 4現地調
査結果」に

記載 

1. 
現地調

査につ

いて 

1-6 県だけでなく市町村からも残土処分場、谷津埋め
立てのデータを収集し、残土マップを充実させ

る。（中村委員：12/22） 

今後、市町村に協力頂き、

資料収集を進める。 
－ 

2-1 「生きものにやさしい印旛沼の回復」という表現
であると、外来種も保護するとの誤解を与えかね

ない。（国環研 高村委員：9/17） 

2-2 外来種を印旛沼に入れず、在来種の保全・回復を
目指すべきである。（国環研 高村委員：9/17）

目標を「ふるさとの生き物

はぐくむ印旛沼・流域」と

変更した。 
また、重点対策として「外

来種の駆除」を挙げてい

る。 

「 緊 急 行

動計画書」

p9 ～ 10 、
p12～16 に
記載 

2-3 目標「沼底まで見える水質」の指標について、そ
の観測を住民が行うなど、工夫すべき。（国包委

員：9/17） 

今後、住民が参加できる観

測項目である透明度など

について、検討していく。 

－ 

2. 
水循環

健全化

の基本

理念・目

標につ

いて 

2-4 目標の指標には、住民自身が測定することのでき
る項目を入れるなど、住民を巻き込んだものとす

るべき。（国土交通省 河瀬委員：9/17） 

目標の管理指標には住民

にも分かりやすい指標を

挙げている。 

「 緊 急 行

動計画書」

p9～10、20
に記載 
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項目 No. 指 摘 対 応 資料への

反映 

2-5 目標に「良質な水道水源の確保」を加えてほしい。
（千葉県水道局：アンケート、12/22） 

重要課題として認識して

おり、水質改善技術検討会

での検討を踏まえ、今後検

討する。 

－ 

2-6 「泳げる印旛沼」を「泳ぎ、遊べる印旛沼・流域」
とした方が、親水性も感じられるのではないか。

（堀田委員、12/22） 

2-7 目標の言葉から、「印旛沼・流域」を除いてはど
うか。（中村委員、意見募集） 

2-8 目標の管理指標に、「湧水」を入れてはどうか。
（白鳥委員、意見募集） 

今回の会議（第 5 回委員
会）の中で、別途ご議論い

ただきたい。 

（ 委 員 会

で の 議 論

を踏まえ、

必 要 に 応

じ て 修 正

する） 

2-9 基本理念として、「昔から」という時代背景を整
理し、印旛沼と周辺に暮らす人々がどのような関

わりがあったのかを入れた前文とすべき。（原委

員：アンケート） 

2-10 前文に、住民が理解しやすいように、「恵みの沼」
のイメージを提示すべき。（中村委員：9/17） 

指摘を踏まえて、前文を見

直した。 
「 緊 急 行

動計画書」

p1に記載 

 

2-11 関係者の間で、様々な情報や印旛沼の将来イメー
ジの共有化を図ることが大事である。（国土交通

省 河瀬委員：9/17） 

ホームページなどを利用

し、情報の発信、共有を図

っていく。 

「 緊 急 行

動計画書」

p21に記載

3. 
目標年

次につ

いて 

3-1 健全化計画の目標年次は、約 30年後では長すぎ
るのではないか。（三浦委員、稲森委員、国土交

通省 池田委員、千葉県漁業資源課：アンケート）

30 年以上かけて汚した沼
を極端に短い期間で再生

するのは困難であると考

えられる。よって長期的な

目標は 30年とする。 
ただし、随時計画目標の達

成状況を把握し、計画を見

直す（みためし計画）。 

－ 

4-1 水田の冬期水張りは、水質改善効果や生物多様性
の回復なども考えられることから、水田での調査

を行ってはどうか。（中村委員：9/17、藤井委員：
12/22） 

今後の健全化会議の中で

検討する。 
また、中村委員から水田の

水質浄化機能について話

題提供いただく。 

－ 4. 
水循環

健全化

の取り

組みに

ついて 4-2 各対策をいかに流域に整備するかを、予算投入
額、実施部署等を含めて詳細に検討し実施するよ

うな計画を作成する必要がある。（稲森委員：ア

ンケート） 

行動計画の中で、施策の役

割分担（実施主体、実施

量・実施箇所等）を明記し

ている。 

「 緊 急 行

動計画書」

資 -7 以降
に記載 

5. 
モニタ

リング

計画に

ついて 

5-1 流域住民の環境保全対策への参加が重要である。
（稲森委員：アンケート） 

モニタリング調査で、住民

参加も考慮に入れた計画

を考えており、住民の意識

啓発を促進している。 

「 緊 急 行

動計画書」

p20に記載
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印旛沼流域水循環健全化会議 第 4回委員会 議事要旨 
 

日時：2003年 3月 3日（月） 14：00～16：30 

場所：ぱるるプラザ千葉 6F欅の間 

 

 

1. 議事要旨 

 

○ 現地調査について 

・ 降雨時水質調査結果を見ると、降雨時のリン流

出が高いが、不活性リンの占める割合を検討し

てほしい。（印旛沼環境基金 白鳥） 

・ 降雨時・平常時の負荷量比率が、全リンと全窒素で違うが、その理由について考察がほ

しい。（東京大学 味埜） 
→ 次年度、調査して確認する。（千葉県 吉田） 

・ 桑-18 地点は下水道が整備されているので、生活系負荷の影響だけとは考えにくい。水

質悪化要因を今一度確認する必要がある。（印旛沼環境基金 白鳥） 

・ 桑-18、浄化槽だけが問題とは考えにくい。データに基づいた客観的な判断が必要であ

る。（東京大学 味埜） 
→ もう少し詳しく要因を分析する。（千葉県 吉田） 

・ 水質調査結果を見ると、上流の汚濁が下流では浄化されており、河川の浄化機能が働い

ているとみることができる。（中央博物館 中村） 
→ 湧水による希釈効果もある。（虫明委員長） 

・ 同じ山林でも谷津頭にあるか別な箇所にあるかなど、土地利用が同一でも配置構造によ

って状況は異なる。土地利用の配置構造を踏まえた上で、土地利用と水質との関連性を

検討してほしい。（東京情報大 原） 

 

○ 水循環健全化施策について 

・ 上流の市民に、印旛沼の汚濁状況を見てもらいたいが、拠点となるところがない。水生

植物のビオトープを併設した親水拠点を設けてほしい。親水拠点の管理は、NPO11団体

が加盟する連合会に委託してほしい。（NPO印旛 太田） 
→ 船橋市など上流の市民にも流域意識を持ってもらう事は大切である。流域意識

を向上させることを常に意識したキャンペーンを展開する必要がある。（虫明

委員長） 
→ 親水施設は市民活動の拠点として大切である。（虫明委員長） 
→ 水生植物の保全・創出は大切と認識している。親水拠点は前向きに検討する。

（千葉県 吉田） 
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・ 無洗米の販売をはじめた。このような施策も取り上げてほしい。（NPO印旛 太田） 
→ 行政の大型プロジェクトだけではなく、無洗米のような市民取り組みが大切で

ある。（虫明委員長） 
→ p4-10の施策メニュー表には「No.20 家庭における生活雑排水負荷の削減」とし
て取り上げている。市民向けパンフレットに無洗米奨励について記しており、

今後もホームページなどで宣伝していきたい。（千葉県 千代） 

・ 水生植物の保全・創出のためには、植生が消失した原因をまず把握するべきである。 

・ 水質が改善するまで待っていられないので、まず水生植物種子の保存をはかるべきであ

る。（印旛沼環境基金 白鳥） 
→ 種子の保存については、後日改めて解答する。（千葉県 吉田） 

・ 印旛沼総合開発計画時の計画書をみると、植生などの対策では COD がほとんど下がら

ないとなっている。抜本的な対策として、浚渫を実施すべきではないか。（ネットワー

カーの会 金山） 
→ 浚渫は「実施」にする。手賀沼で浚渫を実施したノウハウを活かす。（千葉県

鈴木） 

・ 沼周辺は浚渫土の受け入れ準備ができている。早期にやってほしいという要望が強い。

（土地改良区 清水） 

・ 異なる環境の境界の保全が重要である。その意味でも、No.59 崖線回廊の保全 は優先

順位を上げてほしい。（東京情報大 原） 

・ 埋土種子からの印旛沼種の復活を目指してはどうか。（東京情報大 原） 

・ p4-10 の施策メニュー表にあげる施策は、一般的なものが多い。なるべく具体例を入れ

た方がよい。（虫明委員長） 

・ 施策メニュー表は行政的なので、もう一段階具体化したものも作成した方がよい。施策

メニュー表とは別に整理してもよい。（東京大学 味埜） 

・ 施策メニュー表は他流域でも見かける整理である。この次の段階の整理としては、印旛

沼流域独自の、市民にわかりやすい整理とするべきである。（虫明委員長） 

・ それぞれの施策の具体的な実施か所がわかるとよい。（東京大学 味埜） 
→ 施策実施箇所は参考資料にまとめている。（千葉県 吉田） 

・ 施策展開図には、自然地の保全に関する施策も記してほしい。（印旛沼環境基金 白鳥） 

・ 道路管理者に、道路清掃の実施や調査について協力いただいてはどうか。（千葉県 山

田） 

 

○ その他 

・ 笠井先生に顧問になっていただき、土地改良区と協働で、植生在来種の保存活動をやっ

ているが、なかなかうまくいかない。こういう活動も、行政から委託してほしい。（NPO

印旛 太田） 

・ 印旛沼はタナゴがいないが、イカダの会が設置したイカダ周辺にはタナゴが出現した。
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生態系が回復している証拠である。これについて調査したいが、NPOは金銭的な面で大

変であるので、支援してほしい。（イカダの会 美島） 

・ 設置後の浄化槽の浄化機能実態も調査により把握して欲しい。（印旛漁協 椿） 

・ 将来の構想を検討する上では、過去の流域・土地利用・ライフスタイル・生態系などの

状況をとらえることが重要である。（中央博物館 中村） 
→ 先生に指導いただきながら検討する。（千葉県 吉田） 

・ 河川管理者だけで全てを負担することは無理がある。例えば、中村部長には中央博物館

で予算を取っていただくなど、皆で少しづつでも協働して取り組むことが肝要である。

（虫明委員長） 

・ 目標に「泳げるような水質の確保」とあるが、水道水源として望ましい水質の観点から、

2-MIB、ジオスミンを指標とした目標についてはどう考えるか。（千葉県角山） 
→ 逆に水道からみた望ましい水質を言うべきである。（虫明委員長） 

・ 農業関係者、JA関係者に委員として加わってもらってはどうか（NPO印旛 太田） 
→ 農林関係者も入った県の検討会を、別途開催している。（千葉県 東條） 
→ 今後検討する。（虫明） 

 

 

2. 主な指摘と対応 

 
項目 主な指摘事項 対応 

・ 降雨時のリン流出のうち、不活性リンがどの程度を

占めるか検討してほしい。（印旛沼環境基金 白鳥）
・ 降雨時・平常時の負荷量比率が、全リンと全窒素で

違うが、その理由について考察がほしい。（東京大

学 味埜） 

・ 次年度、調査して確

認する。 

・ 桑-18地点は下水道が整備されているので、生活系
負荷の影響だけとは考えにくい。（印旛沼環境基金

白鳥） 
・ 桑-18、浄化槽だけが問題とは考えにくい。データ
に基づいた客観的な判断が必要である（東京大学 
味埜） 

・ 次年度、詳細に調査

する。 

現地調査につ

いて 

・ 土地利用の配置構造を踏まえた上で、土地利用と水

質との関連性を検討してほしい。（東京情報大 原）
・ 指摘に基づいて検討

する。 

・ 水生植物のビオトープを併設した親水拠点を設け

てほしい。管理は、NPO連合会に委託してほしい。
（NPOいんば 太田） 

・ 今後、水循環健全化

計画策定の中で検討

する。 

水循環健全化

施策について 

・ 水生植物の保全・創出のためには、植生がだめにな

った原因をまず把握するべきである。（印旛沼環境

基金 白鳥） 

・ 水質改善技術検討会

にて並行して検討す

る。 
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項目 主な指摘事項 対応 

・ 早急に水生植物種子の保存をはかるべきである。

（印旛沼環境基金 白鳥） ・ 今後検討する。 

・ 抜本的な対策として、浚渫すべきである。（佐倉印

旛ネットワーカーの会 金山） 
・ 浚渫は「実施」にす

る。 

・ No.59 崖線回廊の保全 は優先順位を上げてほし
い。（東京情報大 原） 

・ 優先順位を「実施」

にする。 

・ p4-10の施策メニュー表に、施策の具体例あわせて
示す方がよい。（虫明委員長） 

・ もう一段階具体化したものも作成した方がよい。施

策メニュー表とは別に整理してもよい。（東京大学

味埜） 
・ 印旛沼流域独自の、市民にわかりやすい整理とする

べきである。（虫明委員長） 

・ 指摘の通り検討し、

行動計画書に反映す

る。 

・ 施策展開図には、自然地の保全に関する施策も記し

てほしい。（印旛沼環境基金 白鳥） 
・ 指摘の通り修正す

る。 

 

・ 道路管理者に、道路清掃実施などで協力いただいて

はどうか。（千葉県 山田） 
・ 道路管理者には適宜

協力いただく。 

・ 植生在来種の保存活動をやっているが、うまくいか

ない。こういう活動も、行政から委託してほしい。

（NPOいんば 太田） 
・ NPO は金銭的な面で大変であるので、調査などで
は支援してほしい。（野菜いかだの会 美島） 

・ 支援内容を今後検討

する。 

・ 浄化槽の機能の実態も把握して欲しい。（印旛沼漁

協 椿） 

・ 環境研究センターの

調査結果を整理す

る。 
・ 将来の構想を検討する上では、過去の流域・土地利

用・ライフスタイル・生態系などの状況をとらえる

ことが重要である。（中央博物館 中村） 

・ 適宜ご指導いただき

ながら検討する。 

その他 

・ 農業関係者、JA関係者に委員として参加いただい
てはどうか。（NPOいんば太田） 

・ 現在も農政関係者に

参画いただいてい

る。 
・ 計画の実施にあたっ

ては、農業関係者と

も密接に連携をと

る。 
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－以上－ 

氏　　名 所　　属　　・　　職　　名 代理出席者
委員長 虫明　功臣 東京大学 教授
委員 味埜　俊 東京大学大学院教授
〃 藤井  國博 東京農業大学教授

〃 吉谷　純一 独立行政法人土木研究所 上席研究員 国土技術総合研究所主任
研究員　村瀬勝彦

〃 清水　豊勝 印旛沼土地改良区理事長
〃 椿     長雄 印旛沼漁業協同組合長
〃 白鳥  孝治 （財）印旛沼環境基金主任研究員
〃 太田　勲 NPO印旛沼広域環境研究会理事長

〃 金山　英二
佐倉印旛沼ネットワーカーの会代表幹
事

〃 高柳　正弘 NPO印旛野菜いかだの会 企画運営部会長

〃 池田　隆
国土交通省関東地方整備局利根川下流工
事事務所長

〃 高祖　幸晴
農林水産省関東農政局利根川水系土地改
良調査管理事務所長

〃 石川  吉康 水資源開発公団千葉用水総合事業所長
〃 米田　謙之輔県総合企画部次長 水政課主幹　山田雄三
〃 小林　喜一 県土木部 理事
〃 森山　茂男 県環境生活部次長
〃 佐藤　美彦 県都市部 技監
〃 渡邊　正彦 県農林水産部次長 農村整備課長岸田康則
〃 吉野　佑治 県農林水産部水産局次長 漁業資源課長高橋和嗣
〃 鈴木　久雄 県教育庁印旛地方出張所　指導主事
〃 須藤　欣一 千葉市 環境保全部長
〃 野村　武明 船橋市 下水道部長 課長　雨田　績
〃 宮野　茂 成田市 土木部長
〃 宮崎　愛司 佐倉市 土木部長
〃 小川　昇 八千代市 土木部長 課長　大河内　義昭
〃 飯塚　順一 鎌ヶ谷市 土木部長
〃 黒澤　道秀 四街道市 都市部長 課長　澤邊　賢司
〃 北條　憲司 八街市 建設部長
〃 大羽賀　了一印西市 都市建設部長
〃 岡田　一 白井市 建設課長 主任主事　宇賀　慎一
〃 岩舘　實 酒々井町 建設課長
〃 岡本　昇三 富里市 建設課長
〃 鈴木　宏茂 印旛村 建設課長
〃 海老原　守 本埜村 企画建設課長 課長補佐　鳩貝光洋
〃 大澤　幸男 栄町 まちづくり推進事業部長

アドバイザー中村　俊彦 千葉県立中央博物館生態・環境研究部長
〃 原　慶太郎 東京情報大学環境情報学科　教授

事務局
氏　　名 所　　属　　・　　職　　名

事務局 印東　亮 県土木部　河川海岸課長
〃 内藤　公夫 県土木部　都市河川課長
〃 小川　功 県環境生活部　水質保全課長
〃 井上　富雄 県土木部河川海岸課企画調査班主幹
〃 吉田　正彦 　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　副主幹
〃 鈴木　茂樹 県土木部都市河川課企画調整班主幹
〃 石井　豊和 　　　　　　〃　　　　　　環境班主幹
〃 高倉　久幸 　　　　　　〃　　　　　　　　　　副主幹
〃 千代　慎一 県環境生活部水質保全課湖沼浄化対策室長
〃 東條　孝夫 　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　　　　　副主幹
〃 パシフィックコンサルタンツ
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印旛沼流域水循環健全化会議 第 3回 NPO等合同意見交換会 議事要旨 
 

日時：2003年 12月 16日（火） 13：30～16：00 

場所：千葉県庁本庁舎 5F大会議室 

 

 

議事要旨： 
1. 前回会議（8/29）での指摘と対応の確認について 

・ 印旛沼の水質が悪いことは生息する魚のイメージダウンにつながり、食用としてのコイ

やフナなどの需要がなくなってしまうので、漁業協同組合としての希望は、印旛沼の水

質改善による一般の人のイメージアップである。（印旛沼漁業共同組合 椿委員） 

・ 漁業組合として、印旛沼の漁業で望ましい水質あるいは魚種は何であるのか。（藤井委

員） 

→一般に、動物プランクトンをエサとしている魚がおいしいと言われていることから、

動物プランクトンが棲める水質が望ましいと考えている。（印旛沼漁業共同組合 

椿委員） 

・ 将来的な施策として導水は必要であると考えるが、今後長期計画策定の中で、導水によ

る費用対効果等、検討を行ってほしい。（佐倉印旛ネットワーカーの会 金山委員） 

→導水には、下流域の生物に影響があることを十分理解してほしい。（印旛沼漁業協同

組合 椿委員） 

→今年度策定する緊急行動計画では、流域で実施可能な施策を行うことを重点に置い

ており、流域だけでは解決しないところがあれば、沼の中で何が実施可能なのかを

検討していこうと考えている。（事務局 吉田） 

・ 外来種であるナガエツルノゲイトウの駆除を早急に実施してほしい。（NPO印旛沼広域

環境研究会 太田委員） 

→県として国の方に平成 16年度から予算要求している新規事業のうち、沼の植生浄化

帯設置等河川整備事業の中で、外来種のナガエツルノゲイトウの駆除を考えている

が、駆除する対象地域や駆除方法等を検討する必要があると考えていることから、

平成 16年度から早急に駆除を行うということではない。（事務局 田中） 

・ 河川整備事業の中でナガエツルノゲイトウの駆除を行っていくと考えているのならば、

その河川整備事業に関する具体的な内容が知りたい。（NPO印旛沼広域環境研究会 太

田委員） 

→ナガエツルノゲイトウの生息範囲や状況などの情報を、NPO などから情報提供をい

ただきたい。（事務局 田中） 

・ 外来種の駆除は、県土木部の事業の中でしか考えられないのか。（藤井委員） 

・ 来年度から施行される移入種法との関連で、外来種に対して施策は考えられないのか。
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（印旛沼環境基金 本橋） 

→全体を把握した上で、個々の種の影響を考える必要がある。今後内部でも検討した

いし、地域としても一緒に考えてほしい。（事務局 千代） 

・ 自然再生法を利用することはできないか。（NPO印旛沼広域環境研究会 太田委員） 

・ 川の水は上から下に流れ、洪水により被害を受けるのは下流域の人々である。また、植

物は水よりも土が重要であり、底に堆積している泥をきれいにする必要がある。現実を

見て行動するべきである。（印旛土地改良区 清水委員） 

 

2. 緊急行動計画書に対する意見 
(1) 目標について 

・ 目標と評価指標を関係づけているが、「Ⅰ泳げる印旛沼」と「Ⅱ人が集い、人と共生す

る印旛沼・流域」は全く同じ評価指標となっており、関連づけを見直してはどうか。（印

旛沼環境基金 本橋委員） 

・ 印旛沼の環境基準 COD3mg/lと目標数値 5mg/lとの差をどう考えるのか。環境基準は水

利用の面から決まっている数値であり、必ずしも実情を捉えているわけではない。今回

の調査・検討を踏まえて、環境基準を見直すことも今後の検討の中で考えてみてほしい。

（藤井委員） 

→印旛沼環境基金白鳥氏によると、印旛沼 CODを 3mg/lにするには流域から住民を全

て排除する必要があり、現実的ではないことから、実現可能な数字として目標を設

定した。（事務局 吉田） 

 

(2) 実施施策について 

・ 「窒素濃度の高い湧水を水田用水として利用し、窒素を削減する」という施策について、

出てきた湧水の水質を改善することより、むしろ出てくる湧水の水質を改善するべきで

はないか。（敬愛短期大学 堀田学長） 

→湧水の窒素汚濁の原因として考えられる台地上の窒素肥料に関して、「化学肥料の

削減」、「ちばエコ農業の推進」を施策として挙げており、湧水の涵養域内での水質

改善も目指している。しかしながら、それらの施策だけでは不足する部分を「湧水

の水田利用」等により補うことを考えている。（事務局 湯浅） 

・ 「里山谷津の保全」という施策に「湧水の保全・利用」も含まれるのではないか。（敬

愛短期大学 堀田学長） 

→印旛沼の重要な特徴の 1 つとして湧水が挙げられることから、施策の中に湧水の施

策を特に挙げている。（事務局 湯浅） 

・ 土地改良区の管理している水田は下流域にあることから、湧水の再利用は難しいと考え

るが、かんがい用水には深層の地下水を利用していることから、水田からこの水を排出

することにより、希釈効果があるのではないか。（印旛土地改良区 高橋総務課長） 
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・ 重点施策として挙げている施策では、具体的に、どこが実施主体で、どの場所で、どの

期間、どんな規模で実施していくのか知りたい。（佐倉印旛ネットワーカーの会 金山

委員） 

→行動計画書資料編に、緊急行動計画における実施主体ごとの実施施策を示している。

（事務局 吉田） 

・ 今後実施しようとしている施策の予算をどのように考えているのか。（佐倉印旛ネット

ワーカーの会 金山委員） 

→県（河川管理者）としての考えは、国の方に予算要求している状況であり、補助事

業として施策を実施することを考えている。しかしながら、現時点では予算額、実

施時期など具体的な内容を明確に答えることは難しい。（事務局 大矢） 

・ 印旛沼流域水循環健全化に向けて、長期計画の施策の中で緊急行動計画（中期計画）で

位置づけを知りたい。（佐倉印旛ネットワーカーの会 金山委員） 

→過去 3 年間においていろいろな調査の中を実施し、現状の把握に努めてきたが、ナ

ガエツルノゲイトウの状況などまだ把握できていないことが多いため、現時点では

長期計画の施策は分からない。今後の長期計画策定の中で検討したい。（事務局 吉

田） 

・ 施策「排水機場の整備」について、酒直機場は揚水の機能であるため、「5水害から街や

交通機関を守ります」にはそぐわない。（水資源機構 村上課長） 

→酒直機場は削除する。（事務局 吉田） 

・ 養殖池の水質改善方法として水車を利用しているが、印旛沼の中に適用できないか。

（印旛沼漁業協同組合 椿委員） 

→水車は DOの供給を主な目的としている。しかしながら、水車により底泥を攪乱し、

底泥からの栄養塩供給、アオコの発生を助長する可能性がある。（印旛沼環境基金 

本橋） 

 

(3) 施策の効果予測について 

・ 施策を実施することにより西印旛沼では大幅に水質が改善されているが、北印旛沼では

ほとんど改善されていない。緊急行動計画では、西印旛沼の流域を中心とした施策を考

えているのか。（農林水産省 大畠） 

→西印旛沼流域では大きな負荷をかけていた神崎川や桑納川で水質が改善され、この

ため、西印旛沼の水質が改善される。西印旛沼と北印旛沼の CODの差は 1mg/l程度

である。（事務局 湯浅） 

→CODだけでは効果が見えない部分があるかもしれない。（事務局 吉田） 

 

(4) 計画の推進、モニタリング計画について 

・ 計画推進に向けた体制として印旛沼流域水循環健全化会議に、各首長の合意の元に、要
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綱の制定や時限立法などにより拘束力を持たせてはどうか。（佐倉印旛ネットワーカー

の会 金山委員） 

・ 事務局案として市民参加型のモニタリング計画を作成しているが、今後若干の追加があ

るかもしれないが、委員の了承をいただきたい。（事務局 吉田） 

→異論なし（藤井委員他） 

 

(5) その他 

・ 紹介になるが、佐倉市内の大規模圃場では学識者の指導を受けながら、湛水深を大きく

保つことを行っており、水質浄化の機能があるという結果が出ている。（印旛土地改良

区 清水委員） 

・ 緊急行動計画と印旛沼湖沼水質保全計画との整合は取れているのか。（佐倉印旛ネット

ワーカーの会 金山委員） 

→下水道整備や合併処理浄化槽の設置など湖沼計画に入れている施策は、緊急行動計

画の施策として入っている。また、今後第 5 期の湖沼計画を策定していくが、緊急

行動計画の施策を湖沼計画に取り入れていく予定である。（事務局 千代） 

・ 利水状況のデータが、水資源機構で把握しているデータと相違がある。（水資源機構 

村上課長） 

→県庁内の関連部署からデータを入手しているが、事務局のデータと水資源機構のデ

ータの整合を取らせてほしい。（事務局 伊東） 

・ 緊急行動大会での発表内容を教えてほしい、また配付資料はどんなものを考えているの

か。（佐倉印旛ネットワーカーの会 金山委員） 

→虫明委員長による緊急行動計画の発表では、目標、評価指標および実施施策の観点、

施策の具体例の紹介を考えている。配付資料は、本日配布した緊急行動計画書の簡

易版を考えている。 
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指摘と対応： 
項目 指摘 対応 

・ 将来的な施策として導水は必要である
と考えるが、今後長期計画策定の中で、
導水による費用対効果等、検討を行って
ほしい。（佐倉印旛ネットワーカーの会
金山委員） 

・ 今後必要に応じて検討
する。 

・ 河川整備事業の中でナガエツルノゲイ
トウの駆除を行っていくと考えている
のならば、その河川整備事業に関する具
体的な内容が知りたい。（NPO 印旛沼広
域環境研究会 太田委員） 

・ 事業の具体的な内容は
今後検討していくため、
今後の会議等で必要に
応じ、資料を提示する。

1. 
前回会議（8/29）で
の指摘と対応の確
認について 

・ 外来種の駆除は、県土木部の事業の中で
しか考えられないのか。（藤井委員） 

・ 来年度から施行される移入種法との関
連で、外来種に対して施策は考えられな
いのか。（印旛沼環境基金 本橋委員）

・ 全体を把握した上で、
個々の種の影響を考え
る必要がある。今後検討
する。 

・ 計画推進に向けた体制として印旛沼流
域水循環健全化会議に、各首長の合意の
元に、要綱の制定や時限立法などにより
拘束力を持たせてはどうか。（佐倉印旛
ネットワーカーの会 金山委員） 

・ 来年度以降、まずは、み
ためし期間として計画
を推進することとし、そ
の後、必要に応じて検討
する。 

・ 目標と評価指標を関係づけているが、
「Ⅰ泳げる印旛沼」と「Ⅱ人が集い、人
と共生する印旛沼・流域」は全く同じ評
価指標となっており、関連づけを見直し
てはどうか。（印旛沼環境基金 本橋）

・ 事務局案を提示し 12/22
学識者会議に諮った上
で、決定したい。 

2. 
緊急行動計画書に
対する意見 

・ 印旛沼の環境基準 COD3mg/lは水利用の
面から決まっており、必ずしも実情を捉
えているわけではないことから、本会議
の調査・検討結果を踏まえて、環境基準
を見直すことも今後の検討の中で考え
てみてほしい。（藤井委員） 

・ 今後必要に応じて検討
する。 
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出席者： 
所属・職名 氏名 代理出席者等 

委員：   
東京農業大学 教授 藤井 國博  
国土交通省利根川下流河川事務所 副所長 関根 保弘  
農林水産省利根川水系土地改良調査管理事務所

計画課長 大畠 学人  

（独）水資源機構千葉用水総合事業所 第二管理課

長 村上 喜昭  

印旛沼土地改良区 理事長 清水 豊勝 随行：総務課長 高橋 
印旛沼漁業協同組合 組合長 椿 長雄  
印旛沼環境基金 水質研究員 本橋 敬之助  
NPO印旛沼広域環境研究会 理事長 太田 勲  
佐倉印旛沼ネットワーカーの会 代表幹事 金山 英二  
   
オブザーバー：   
千葉敬愛短期大学 学長 堀田 和弘  
   
千葉県：   
耕地課 課長 星川 正晴  
耕地課 事業計画室長 豊川 忠幸  
農村整備課 課長 岸田 康則  
漁業資源課 副主査 永野 正人 （代理出席） 
成田土地改良事務所 所長 行木 一彦  
環境研究センター 主席研究員 平間 幸雄  
県教育庁印旛地方出張所 指導主事 鈴木 久雄  
千葉土木事務所 調整課長 出科 邦和  
葛南土木事務所 調整課 副主幹 桜井 茂 （代理出席） 
東葛飾土木事務所 調整課長 山崎 考一  
印旛土木事務所 調整課長 大道 等  
        調整課 副主査 丸山 茂樹  
成田土木事務所 調整課長 今関 誠  
   
事務局：   
県土木部 河川海岸課   
県土木部 都市河川課   
県環境生活部 水質保全課   
パシフィックコンサルタンツ（株）   

 

－以上－ 
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印旛沼流域水循環健全化会議 第 2回学識者会議 議事要旨 
 

日時：2003年 12月 22日（月） 14：00～17：30 

場所：千葉県庁中庁舎 10F大会議室 

 

 

 

議事要旨： 

1. 現地調査結果について                    

・ 高－4・6地点の上流部にある工業団地の業種を調べて、表示するべきである。（虫明委

員長） 

・ 埋め立て残土の位置は市町村が詳細な情報を把握しているはずなので、調査すべきであ

る。（千葉県立中央博物館 中村） 

⇒「谷津埋め立てマップ」に現在載せている情報は県が把握しているものだけなので、

今後は市町村からも情報を収集して、マップを充実させていきたい。（事務局 田中） 

・ 谷津の埋め立てに対する規制は行われているか。（虫明委員長） 

⇒佐倉市では残土に関して厳しい基準を設けている。しかしながら、残土処分ではなく

開発行為として申請する等、すり抜け行為も見られるようだ。（千葉県立中央博物館 

中村） 

・ 高－32地点で、窒素・イオン類汚濁の要因が残土の影響である、とのことだが、残土の

中に中間処理汚泥は含まれているのか。（東京農大 藤井） 

⇒県の条例で汚泥を廃棄する場合は届出が必要なので確認したところ、富里市の建設現

場の中間処理汚泥が含まれていることがわかった。（事務局 田中） 

・ 汚泥の影響によって全窒素の数値が高くなるのか。（東京農大 藤井） 

⇒残土の土壌分析を行った結果、問題はなかったが、土壌のサンプリングが表層土の一

部分に限られるので、残土全体は不明である。（事務局 湯浅） 

・ 残土に汚泥が含まれていることが水質に大きく影響するのであれば、緊急行動計画に対

策を盛り込むべきである。（東京農大 藤井） 

⇒現在、県の条例によって規制は行っている。（事務局 田中） 

・ 今後も窒素が高い水準で推移するようであれば、現在、存在している残土に対して対策

が必要ではないか。（東京農大 藤井） 

⇒残土処理申請と開発行為の両方で許可を取るようにすることや、里山条例での施策と

結びつけるなどして、対策を考えていきたい。（事務局 田中） 

・ 高－4・6で ECが高く、高－32で窒素の数値が高い理由は、残土の影響だけではなく産

業廃棄物等も考えられる。水質の分析や資料による情報だけでなく、残土の中に何が含

まれているかということも調べる必要がある。（東京大学 味埜） 
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・ 地域の特性をはっきりさせ、それぞれに合った対策を立てるために、さらに詳細な情報

を整理する必要があるのではないか。（東京大学 味埜） 

・ 研究の進め方を考える必要がある。農水省や千葉県耕地課、土地改良区などが共同で実

験や研究に取り組むなど、早急に検討してもらいたい。（虫明委員長） 

 

2. 流域水物質循環モデルについて 

・ 現況再現計算結果を見ると、Chl.a はリンの影響を大きく受けている。このことから、

現況においてリンを減らせば Chl.a が減少するのか。また、窒素にも影響が出るのか。

（中央大学 山田） 

⇒感度分析を行った結果、Chl.a はリンに制限を受けるが、夏場は無機態窒素が枯渇する

ことがわかった。（事務局 湯浅） 

・ 窒素やリンを減少させる根拠は、モデルの計算結果によって裏付けられるので、強調し

た方がよい。（中央大学 山田） 

・ 印旛沼は浅いので巻き上げの影響が大きいが、モデルの計算では巻き上げを考慮してい

るのか。（中央大学 山田） 

⇒現在は考慮していないが、水質技術検討会の中でより詳細なモデルを構築していくこ

とを考えている。（事務局 湯浅） 

・ 印旛沼での浚渫は検討しているか。（中央大学 山田） 

⇒現在、手賀沼で浚渫の効果を調査しているので、その結果を反映させて、今後、印旛

沼でも検討していきたい。（事務局 田中） 

 

3. 水田浄化機能調査について 

・ 利根川水系土地改良調査管理事務所では今後の調査方針をどう考えているか。（虫明委

員長） 

⇒水質保全のための指針を作ることや、協議会を設置することを考えている。（利根川水

系土地改良調査管理事務所 清水） 

 
4. 「谷津水源保全の重要性と水田の浄化機能」について 

・ 冬期の水田の水張りは水質改善などに効果がある。これまでは、機械化農業のため、乾

田化を進めてきたが、今後は水はけがよい等、条件が揃う水田では、冬期水張りを進め

ていってはどうか。（東京農大 藤井） 

・ 鹿島川上流では、農薬の空中散布が行われていたようだが、県では実態を把握している

のか。（千葉敬愛短期大学 堀田） 

⇒把握していない。農薬の空中散布については印旛沼土地改良区が担当窓口となってい

る。（千葉県耕地課 星川） 

⇒園芸農産課で管轄しているので、今後、必要であれば資料を提出できる。（千葉県園芸
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農産課 御子神） 

⇒今後の資料に反映してもらいたい。（虫明委員長） 

・ 水田の所有者も空中散布は避けたいと思っているが、現行のしくみでは空中散布をせざ

るを得ないような状況となっている。（千葉県立中央博物館 中村） 

 

5. 緊急行動計画書について 

(1) 第 2 章「印旛沼と流域の現状と課題」について 

・ 「水質汚濁の要因」の負荷量の円グラフでは利水や利根川揚水による負荷は考慮されて

いるのか。（利根川下流河川事務所 池田） 

⇒考慮していない。流域での発生負荷量を見ることを目的としている。（事務局 湯浅） 

・ 沼の内部生産を考慮する必要はないのか。（中央大学 山田） 

⇒緊急行動計画の中では、考慮しないこととする。（虫明委員長） 

 

(2) 第 3 章「水循環健全化目標」について 

・ 評価指標は、行政にとっては COD、窒素、リンがわかりやすいかもしれないが、住民

には生物指標の方が理解しやすいのではないか。（中央大学 山田） 

⇒市民参加型モニタリングや住民による不法投棄の監視等、住民が参加できるしくみを

検討している。（事務局 吉田） 

・ 評価指標の「アオコが発生しないこと」については、アオコ発生の基準となる窒素とリ

ンの値を提示できるのではないか。（印旛沼環境基金 本橋） 

・ 目標 1「泳げる印旛沼」の評価指標の COD の値は、次期の水質保全計画を考慮して決

定したのか。（印旛沼環境基金 本橋） 

⇒目標 1「泳げる印旛沼」の 2030 年の評価指標値は、千葉県環境基本計画から引用して

設定した。2010 年の評価指標値は、次期の水質保全計画が未定であり、健全化計画の

方が先んじて値を設定している。（事務局 千代） 

⇒COD 8mg/L という目標に向かって努力していくという姿勢でいいと思う。（虫明委員

長） 

・ 「アオコが発生しないこと」という評価指標は現実的なものなのか。（虫明委員長） 

⇒「全く発生しない」というのは現実的でないので、表現方法を検討する。（事務局 千

代） 

⇒「アオコを発生させない」という表現はいかがか。（千葉県立中央博物館 中村） 

・ アオコが発生しない場合でも、窒素とリンが正常な値であるとは限らないので、評価指

標に窒素とリンを加えてはどうか。そのためには、アオコが発生する窒素・リンの濃度

を把握しておく必要がある。（東京農大 藤井） 

・ 目標 1 について、「泳ぎ、遊べる印旛沼」とした方が、親水性が感じられるのではない

か。（千葉敬愛短期大学 堀田） 
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・ 目標に利水に関するものを追加してはどうか。（千葉県水道局 松尾） 

⇒「泳げる～」という目標には、水道のことも含まれると思う。（虫明委員長） 

⇒現在の段階では、指標や対策が十分に議論されていない。水質改善技術検討会での検

討を踏まえ、今後、目標の追加等を検討する。（事務局 吉田） 

 

(3) 第 4 章「緊急行動計画」について 

・ 緊急行動計画の中にも谷津の埋め立て規制の観点を盛り込んではどうか。（虫明委員

長） 

・ 80 項目以上ある施策の中から、重点的に行う対策を 5つに絞った経緯を説明してほしい。

（虫明委員長） 

⇒実際は、資料編に示しているように、全ての施策を実施する計画であるが、その中で

も特に重要という意味で強調するために 5つの施策を挙げている。（事務局 吉田） 

・ 重点施策の一つである「家庭から出る汚水を減らします」という言葉は曖昧なので、「家

庭から出る未処理の汚水を減らします」としたらどうか。（東京大学 味埜） 

・ 施策を実施する場所の情報が少ないので、入れたらどうか。（東京大学 味埜） 

⇒計画書の p.7、8 で具体的な場所を示している。（事務局 吉田） 

・ 調査、研究については、重点テーマを決めて推進していく必要があるのではないか。ま

た、合同研究などについても考えてほしい。（千葉県立中央博物館 中村） 

・ p.16「緑のダム」という表現ではなく、「湧水機能を持たせる」という表現の方がよい。

（虫明委員長） 

 

(4) 第 5 章「着実な計画推進のために」について 

・ 「計画推進に向けた体制」の中に、小・中・高校が含まれているので、緊急行動計画書

をわかりやすく編集して、教師・生徒に配布するのはどうか。（中央大学 山田） 

⇒千葉敬愛短期大学堀田教授に参画していただき、その点について検討を進めている。

（事務局 吉田） 

 

6. その他 

・ 資料の構成は、発生源→結果、のように順を追った説明の方がわかりやすい。（中央大

学 山田） 

・ 流域を歩くと、トタンなどで囲まれるなど、中が全く見えない場所が多い。このような

場所から汚濁が広がっているのかもしれない。今後は住民に理解を求めて、そのような

不明な場所をなくしていく必要があるのではないか。（中央大学 山田） 

⇒今後、市民参加型モニタリングを検討している。また、不法投棄の監視強化も行う計

画である。（事務局 吉田） 

・ 印旛沼の問題は、琵琶湖とは状況が違うが、より難しい問題に取り組んでいる。流域住
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民などに議論の過程を知ってもらうことも重要である。（琵琶湖研究所 中村） 

指摘と対応： 
項目 指摘 対応（案） 

・高－4・6 地点の上流部にある工業団地の業
種を調べておく。（虫明委員長） 

・指摘の通り、調査し、今
後資料を提示する。 

・埋め立て残土の位置は市町村が詳細な情報を
把握しているはずなので、調査すべきである。
（千葉県立中央博物館 中村） 

・今後、各市町村に協力い
ただき、資料を収集する。

・残土に汚泥が含まれていることが水質に大き
く影響するのであれば、緊急行動計画に対策を
盛り込むべきである。（東京農大 藤井） 

・残土に含まれる汚泥の成
分やその量を調査し、現状
の把握を行うなど、今後の
対応を検討する。 

・今後も窒素が高い水準で推移するようであれ
ば、現在、存在している残土に対して対策が必
要ではないか。（東京農大 藤井） 

・残土処理申請と開発行為
の両方で許可を取るように
することや、里山条例での
施策と結びつけるなどし
て、今後の対応を考える。

・高－4・6 で EC が高く、高－32 で窒素の数
値が高い理由は、残土の影響だけではなく産業
廃棄物等も考えられる。水質の分析や資料によ
る情報だけでなく、残土の中に何が含まれてい
るかということも調べる必要がある。（東京大
学 味埜） 

・地域の特性をはっきりさせ、それぞれに合っ
た対策を立てるために、さらに詳細な情報を整
理する必要があるのではないか。（東京大学
味埜） 

・今後、資料の収集、整理
を行い、必要に応じて、調
査を行う。 

1. 
現地調査結果に
ついて 

・農水省や千葉県耕地課、土地改良区などが共
同で実験や研究に取り組むなど、研究の進め方
を考える必要がある。（虫明委員長） 

・関連部署と連携し、検討
する。 

2. 
流域水物質循環
モデルについて 

・窒素やリンを減少させることの根拠は、モデ
ルの計算結果によって裏付けられるので、強調
した方がよい。（中央大学 山田） 

・指摘の通り、表現方法を
今後検討する。 

・冬期の水田の水張りは水質改善などに効果が
ある。これまでは、機械化農業のため、乾田化
を進めてきたが、今後は水はけがよい等、条件
が揃う水田では、冬期水張りを進めていっては
どうか。（東京農大 藤井） 

・関連部署と連携し、検討
する。 

4. 
「谷津水源保全
の重要性と水田
の浄化機能」につ
いて 

・鹿島川上流では、農薬の空中散布が行われて
いたようだが、県では実態を把握しているの
か。（千葉敬愛短期大学 堀田） 

・担当部署と連携し、情報
を収集整理した上で、今後
の会議で提示する。 

5. 
緊急行動計画書
について 

・評価指標は、行政にとっては COD、窒素、
リンがわかりやすいかもしれないが、住民には
生物指標の方が理解しやすいのではないか。
（中央大学 山田） 

・指標の中に、CODの他に、
透明度や利用者人口など、
住民にもわかりやすい項目
を入れている。 
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項目 指摘 対応（案） 
・アオコが発生しない場合でも、窒素とリンが
正常な値であるとは限らないので、評価指標に
窒素とリンを加えてはどうか。そのためには、
アオコが発生する窒素・リンの濃度を把握して
おく必要がある。（東京農大 藤井） 

・データを整理し、現状を
把握した上で、検討する。

・目標 1 について、「泳ぎ、遊べる印旛沼」と
した方が、親水性が感じられるのではないか。
（千葉敬愛短期大学 堀田） 

・今回の会議（第 5 回委員
会）の中で、別途、目標の
表現を議論いただきたい。

・目標に利水に関するものを追加してはどう
か。（千葉県水道局 松尾） 

・水質改善技術検討会での
検討を踏まえ、今後、目標
の追加等を検討する。 

・緊急行動計画の中にも谷津の埋め立て規制の
観点を盛り込んではどうか。（虫明委員長） 

・現在、県の条例により規
制を行っている。また、佐
倉市では独自に対策を行っ
ている。 

・重点施策の一つである「家庭から出る汚水を
減らします」という言葉は曖昧なので、「家庭
から出る未処理の汚水を減らします」としたら
どうか。（東京大学 味埜） 

・指摘の通り、修正する。

・施策を実施する場所の情報が少ないので、入
れたらどうか。（東京大学 味埜） 

・計画書の資-9 ページ以降
に、具体的に施策の実施場
所を示している。 

・調査、研究については、重点テーマを決めて
推進していく必要があるのではないか。（千葉
県立中央博物館 中村） 

・千葉県の各研究センター
において、水循環健全化に
資する研究が行われている
が、今後必要に応じて検討
する。 

 

・「計画推進に向けた体制」の中に、小・中・
高校が含まれているので、緊急行動計画書をわ
かりやすく編集して、教師・生徒に配布するの
はどうか。（中央大学 山田） 

・現在、堀田委員に協力い
ただきながら検討を進めて
いる。 

6. 
その他 

・流域を歩くと、トタンなどで囲まれるなど、
中が全く見えない場所が多い。このような場所
から汚濁が広がっているのかもしれない。今後
は住民に理解を求めて、そのような不明な場所
をなくしていく必要があるのではないか。（中
央大学 山田） 

・今後、市民参加型モニタリン

グや、不法投棄の監視強化の実

施を検討している。 

 
以上 
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出席者： 
所属・職名 氏名 代理出席者等 

委員：   
福島大学行政社会学部 教授 虫明 功臣  
東京大学大学院新領域創成科学研究科 教授 味埜 俊  
東京農業大学生物応用化学科 教授 藤井 國博  
中央大学理工学部土木工学科 教授 山田 正  
千葉県立中央博物館 生態・環境研究部長 中村 俊彦  
印旛沼環境基金 水質研究員 本橋 敬之助 （代理出席） 
国交省関東地方整備局 利根川下流河川事務所 所長 池田 隆  
農水省 利根川水系土地改良調査管理事務所 所長 清水 洋一  
（独）水資源機構 千葉用水総合事業所 所長 鈴木 康夫 随行：村上課長 
千葉敬愛短期大学 教授 堀田 和弘  
   
千葉県   
環境研究センター センター長 染矢 篤夫  

水質環境研究室長 小倉 久子  
農業総合研究センター 環境機能研究室長 松丸 恒夫  
内水面水産研究センター 弓削 義正  
   
千葉県関係各課：   
水道局技術部 次長 松尾 弘道  
農林水産部耕地課 課長 星川 正晴  

事業計画室 室長 豊川 忠幸  
         事業計画室 副主幹 関 光成  

園芸農産課 日暮 規夫 （代理出席） 
都市部下水道計画課 副主査 横土 俊之 （代理出席） 
千葉県土木事務所：   
千葉土木事務所 次長 志田 宣夫 （代理出席） 
葛南土木事務所 所長 池生 英知  
東葛飾土木事務所 次長 高見沢 一雄 （代理出席） 

印旛土木事務所 所長 越川 勝紀 随行：五十嵐次長 
   大道課長 

成田土木事務所 所長 稗田 政義  
環境生活部水質保全課 課長 守 敏夫  
土木部河川海岸課 課長 内藤 公夫  
   都市河川課 副課長 小坂 泰久 （代理出席） 
   
事務局：   
土木部 河川海岸課   
土木部 都市河川課   
環境生活部 水質保全課   
パシフィックコンサルタンツ（株）   
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印旛沼流域水循環健全化会議 第 2回合同部会 議事要旨 
 

日時：2003年 12月 24日（水） 13：30～15：00 

場所：千葉県庁中庁舎 10F大会議室 

 

 

 

 

議事要旨： 

・ 市民参加型モニタリングにおいて、アオコ発生回数の調査主体となっている佐倉市観光

協会は協力願えるか。（事務局 吉田） 

⇒佐倉市観光協会は、市が補助を行っているが外郭団体である。協力の依頼をする場合

には協議を行う必要がある。（佐倉市環境政策課 玉木） 

⇒協力依頼の際に必要となる資料などについては、詳細を事務局と佐倉市で今後協議す

る。（環境生活部 守） 

・ 印旛村をアオコ発生回数調査の調査主体から外すこととする。（事務局 吉田） 

⇒了解した。（印旛村） 

・ 現在、水資源機構が行っているパトロールの中でアオコ発生回数の調査はできないか。

（県環境生活部水質保全課 守） 

⇒週 1回パトロールを行っているので、それと同時に行う調査であれば協力できる。（水

資源機構 村上） 

・ 印旛沼に取水口を持っている団体（水道局や企業庁）では、1日 1回は必ずパトロール

を行っているので、協力してもらえるのではないか。（県環境研究センター 弘山） 

・ 高度処理型の浄化槽で処理した水は、適正な水質になるのか。（県都市部建築指導課 

斎藤） 

⇒健全化目標を達成するために、高度処理型を推進していく必要があると考えている。

（事務局 伊東） 

・ 今後調査を行う際には、市町村で把握している残土の情報について資料提供など、協力

をお願いしたい。（事務局 田中） 

 

以上



 資-1-22

出席者： 

【水環境部会】 

 所属・職名 氏名 代理出席者等 
部会長 県環境生活部水質保全課長 守 敏男  
部会員 農水省関東農政局 

利根川水系土地改良調査管理事務所 計画課長 大畠 学人  

 県環境生活部資源循環推進課長  主査：田中 完佳 
 県環境生活部自然保護課長 神津 裕之  
 県土木部都市河川課長  副課長：小坂 泰久

 県都市部下水道計画課長  室長：久保木 実 
 県都市部下水道建設課長  副課長：大崎 孝夫

 県総合企画部水政課長  主査：内山 貴仁 
 県都市部建築指導課長  副主幹：斎藤 樹 
 県農林水産部耕地課長  副主幹：山下 博行

 県農林水産部農村整備課長  室長：薄井 厚 
 県農林水産部園芸農産課長  主査：立崎 政男 
 県農林水産部畜産課長  主査：碓井 幸久 
 県農林水産部水産局漁業資源課長  副主幹：杉山 宗男

県水道局管理部総務企画課長  副主幹：岩渕 敏弘

 県水道局技術部浄水課長 小山 誠司  
 県教育庁印旛地方出張所指導主事 鈴木 久雄  
 県千葉土木事務所長  次長：志田 宣夫 
 県印旛土木事務所 所長 越川 勝紀  
 県成田土地改良事務所長  次長：鈴木 大作 
 県環境研究センター  次長：弘山 知直 
 千葉市 環境保全推進課長  （代理出席） 
 船橋市 環境保全課長  副主幹：橋田 雅志

 成田市 環境計画課長 成田 一夫  
 佐倉市 環境政策課長 玉木 明  
 八千代市 環境保全課長  主査：進 英二 
 鎌ヶ谷市 環境保全課長 和田 和久  
 四街道市 環境政策課長 荒張 義勝  
 八街市 生活環境課長   
 印西市 生活環境課長 中澤 浩二  
 白井市 環境課長  主査補：中島 忠夫

 酒々井町 生活環境課長  主査：湯浅 雅明 
 富里市 環境課長   
 印旛村 経済環境課長 荒木 充  
 本埜村 環境保健課長  課長補佐：長澤 稔

 栄町 まちづくり推進事業部都市環境整備室長 関谷 伸一  
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【治水部会】 

 所属・職名 氏名 代理出席者等 
部会長 県土木部都市河川課長  副課長：小坂 泰久

部会員 農水省関東農政局 
利根川水系土地改良調査管理事務所 計画課長 大畠 学人  

 水資源機構千葉用水総合事業所 第二管理課長 村上 喜昭  
 県農林水産部耕地課長  副主幹：山下 博行

 県千葉土木事務所長  次長：志田 宣夫 
 県葛南土木事務所長 池生 英和  
 県東葛飾土木事務所長  調整課長：山崎 考一

 県印旛土木事務所長 越川 勝紀  
 県成田土木事務所長  調整課長：今関 誠

 船橋市 河川整備課長  課長補佐：大橋 孝

 成田市 土木課長 加藤 文彦  
 佐倉市 土木課長 藤崎 和紀  
 八千代市 土木建設課長  主査：五十嵐 実 

鎌ヶ谷市 工務課長  高地 
 四街道市 道路管理課長 山下 昌男  
 八街市 道路管理課長 糸久 博之  
 印西市 建設課長 杉本 昭夫  
 白井市 建設課長 伊藤 文夫  
 酒々井町 建設課長 戸村 喜一郎  
 富里町 建設課長 岡本 昇三  
 印旛村 建設課長 鈴木 宏茂  
 栄町 まちづくり推進事業部建設管理室長 小久保 五一郎  

 

【随行者】 
所属・職名 氏名 

県環境研究センター 主席研究員 平間 幸雄 
県耕地課 副主幹 井上 俊也 
県千葉土木事務所 副主幹 江澤 博文 
県印旛土木事務所 次長 五十嵐 敏夫 
県印旛土木事務所 調整課長 大道 等 
船橋市環境保全課 主査 渡部 富三 
船橋市河川整備課  

 

【事務局】 
所属・職名 氏名 

県土木部 河川海岸課 力久、吉田、渡辺、菊池 
県土木部 都市河川課 大矢、田中、櫻岡 
県環境生活部 水質保全課 千代、伊東 
パシフィックコンサルタンツ（株） 湯浅、上原、雨宮 

 



（1）基本理念と目標 ※回答順
回　答　者 意　見 事務局の方針

千葉県
千葉土木事務所

●「生き物にやさしい」という言葉について
「生き物」に替わる言葉の案
(1)ヒト
(2)生き物のための
(3)生態系の
(4)生物多様性の
この後、「環境にやさしい印旛沼の回復」と続ける。

「ふるさとの生き物はぐくむ印旛沼と
その流域」とした。

高村典子
（国立環境研究所）

●基本理念の文章について
データに基づいているかどうか、確認してほしい。例えば、水質汚
濁の原因は都市化の影響だけを述べることでいいのか？水生植
物や魚類の減少とは、量を言っているのか、種類の減少を言って
いるのか？等
「印旛沼の生態系を健全に維持していく責務がある」というような視
点を入れればどうか？
●目標について
「生き物にやさしい」という目標は誤解を招く。印旛沼本来の生き物
が生育できる環境を取り戻す、という事だと思う。

●基本理念については、いただいた
ご意見を参考に修正する。

●目標II生態系目標
「ふるさとの生き物はぐくむ印旛沼と
その流域」とした。

三浦裕二
（NPO法人都市環境研
究会）

＜恵みの沼＞恵みを与えたことも事実だが、利根川東遷、浅間の
噴火以来、歴史的には洪水との闘いと怨念の沼でもある。
＜提案＞〔明るく綺麗な「印旛沼」の再生に向けて」ではどうか？
＜目標＞沼底の見える・・・は如何なものか？「水清くして、魚すま
ず」の格言もある。旧目標を活かして「泳げる印旛沼への回帰」と
いうニュアンスがよい。生き物には「食いつき亀」や「ブルーギル」も
含まれる。在来種の植生・淡水魚の保護育成としたらどうか？また
は安全な水の確保と親しみのある水辺空間・・・としたらどうか？

●基本理念について
「明るく綺麗な」だけでは、健全な水
循環系構築のイメージがわきにくいと
考え、「恵みの沼...」のままとした。
●目標について
「沼底の見える...」は親水性の概念に
含めると考えた。
変わって、元来目標である「泳げる..」
を掲げることとした。

千葉県水道局技術部

●目標について
目標の一項目として「良質な水道水源の確保」を加えて頂きたい。
会議の中で、厚生労働省の国包委員も発言されていたが、印旛沼
が飲料水などの「水がめ」として果たしている役割に着目し、多くの
県民に水循環の健全化の意義を理解してもらうためにも、上記項
目を加える事が必要だと考える。また来年4月から、飲料水の水質
基準が改正されることから、安全な水に対する関心も高まることが
予想される。ちなみに印旛沼の水は現在、県内約140万人の飲料
水になっている。

●水質検討会の検討を踏まえ、今後
追加を検討する。

池田隆
（国土交通省利根川下
流河川事務所）

●新目標案
基本理念の「恵みの沼を再び」はやや抽象的。今後の印旛沼の水
質改善に対しては、特に流域の住民、自治体の努力が不可欠で
あるから、住民や自治体の参加意欲を促す意味で、例えば「私た
ちが誇れる印旛沼を再び」といったものにしてはどうか？
目標の「沼底の見える水質の確保」は、印旛沼の最深部まで見え
るようにすることは極めて難しいと思われるので、例えば「岸から沼
底の見える水質の確保」といったものにしてはどうか？「生き物に
やさしい印旛沼の回復」は、高村典子委員の発言の趣旨を反映し
て、例えば「ふるさとの生き物のあふれる印旛沼」ではどうか？「洪
水被害の軽減」は少し表現が硬いので、「大雨でも安心できる印旛
沼」ではどうだろうか？
水道水源としての目標も入れるべきではないか？水循環健全化計
画の水循環というキーワードから、地下水（湧水）についても目標
に入れるべきではないか？例えば「印旛沼を巡る健全な水循環の
再構築」といったものなど。

●基本理念
住民や自治体の参加は、会議での
呼びかけや今後の情報発信等で促
していきたい。
●目標I 沼底の見える水質
親水性目標に水質清澄性が含まれ
ると考え、その評価指標として「岸か
ら見える程度の清澄性の確保」をあ
げた。
●目標II 生態系
指摘を参考に、「ふるさとの生き物は
ぐくむ印旛沼とその流域」とした。
●水道水源目標
千葉県水道局技術部の指摘対応と
同様
●水循環に関する目標
目標II～IVには「流域」の文言を追
加した。なお、健全化水循環系の再
構築の結果、目標が達成されると考
えている。

緊急行動計画に関する委員ヒアリング結果
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稲森　悠平
（国立環境研究所）

●理念と目標は特に問題はない。

原慶太郎
(東京情報大学)

●基本理念と目標
（前文）「昔から」という時代背景を整理し、印旛沼と周辺に暮らす
人々がどのような関わりがあったのかを、もう少し深く吟味した前文
が望まれる。それが、「印旛沼とともに歩み、その恩恵を受けて」と
いう文章だけでは、訴えるものが少ない。白鳥委員の著書『湿地の
文化、再生』などを参考にして再検討を望む。また、地域のなかで
の位置づけとして、千葉県北総地域における水瓶である（あった）
ことを述べる必要があるのでは？
（目標）それぞれの目標の先に、どのようにして、前文にある「印旛
沼文化」へつなげるのかが見えない。
「生きものにやさしい」という文言に対する意見がみられたが、意見
の分かれるところであろう。これが意味するところは、「土着の生き
ものがすみやすい（生活しやすい）」ということであろう。帰化生物
が卓越する沼では、恵みは感じられない。ただ、何をもって「土着
（日本古来の）」とするかは、生物群によって異なるであろう。

●前文・目標
指摘を踏まえて、前文・目標を見直し
た。前文は計画書の冒頭に記した。
●目標II生態系目標
前述の通り目標は修正した。
指摘の通り、何を土着と考えるかは
難しいが、まずは（帰化種ではない）
「在来生態系」を対象とし、生態系の
専門家の意見も伺いながら今後も検
討したい。

佐倉市

●基本理念と目標
健全化計画の目標年次が30年後であることから、10年後、20年後
に印旛沼健全化の仕事に係わる現在の小・中学生に理解が得ら
れるように表現方法を簡易にしたらどうか。
●目標の見直し
・「生き物にやさしい印旛沼の回復」
現在、印旛沼は外来種の動植物により、生態系に変化があらわれ
ていることから、印旛沼の本来あるべき姿を表現したらどうか。
・「みためし」という言葉について
主旨はわかるが「おためし」の誤字と勘違いするので良いとは思え
ない。

●小中学生でもわかる表現
必要に応じパンフレット・小冊子等の
別途作成を考える。
●目標II生態系目標
前述の通り目標を修正した。
●みためしという言葉
一般的に用いられるadaptive
manegement（順応的管理）は一般に
理解が得られにくいと考え避けた。
「みためし」という言葉の注釈をつけ
るようにする。

八千代市

●基本理念と目標
基本理念の前文中の「全国水質ワースト1」については、年度を標
記したほうがよろしいのではないでしょうか。また、「ここ数年は
COD値が環境基準を大幅に…」の文言中の「ここ数年」という標記
は、長い期間環境基準に適合していなかった事実にそぐわないの
ではないか。

●ワースト1の年度
近年長くワースト1であるため、とくに
標記しない。
●「ここ数年」
指摘の通りであり、表現を削除する。

金山英二
（佐倉印旛沼ネットワー
カーの会）

●「沼底まで見える水質の確保」について
水深が平均1.7mであるから達成できるであろうが、また、困難でも
あると思われるので「透明性のある水質の確保」でもよいと考える。

●「沼底まで見える...」は親水性の概
念に含めると考えた。

鎌ヶ谷市

●基本理念の目標設定に「外来種による生態系の危惧」を追加し
てはいかがなものか。印旛沼では昨今かみつき亀等でかなり生態
系に変化があるようなので調査等のより緊急に実態を把握すること
が必要と思われるため。

●目標II 生態系
指摘を参考に、「ふるさとの生き物は
ぐくむ印旛沼とその流域」とした。
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（2）「緊急行動計画」の名称について
回　答　者 意　見 事務局の方針

八千代市

●「緊急行動計画の名称」について
緊急ということばは、硬い感じがする。もっと一般市民に親しみや
すい名称の方がよいのではないか。

名称は「緊急行動計画」のままとする
が、内容は一般にわかりやすく伝える
ことができるよう工夫する。

金山英二
（佐倉印旛沼ネットワー
カーの会）

●緊急行動計画（仮称）の名称案
「印旛沼水循環健全化緊急行動計画」がよい。 「印旛沼流域水循環健全化 緊急行

動計画」とする

（3）目標年次
回　答　者 意　見 事務局の方針

三浦裕二
（NPO法人都市環境研
究会）

●目標年次
長くても20年ではないだろう。5ヶ年計画の4期分、どちらにしても
私はいない。つまり無責任になりはしないかと心配している。

池田隆
（国土交通省利根川下
流河川事務所）

●目標年次
健全化計画の目標年次は、約30年後では長すぎるのではない
か。15年程度にするべきだと考える。緊急行動計画は5年くらいに
するべきではないか。

稲森　悠平
（国立環境研究所）

●目標年次
達成方針は極力早いことが望ましいが、いずれにしてもアオコの
発生しない景観となることが最も重要である。

千葉県
農林水産部水産局漁
業資源課

●健全化計画の目標年次が2030年となっているが、もう少し短くし
た方が良いのではないか。

金山英二
（佐倉印旛沼ネットワー
カーの会）

●計画の策定・目標年次は、県策定の「水質保全（5ヶ年）計画」と
同年次になっている。従って、この関係付けを明確にしておく必要
がある。目下の処は、同水保計画こそ、唯一の水質保全推進計画
の柱であるからである。

湖沼計画の施策は、本計画中でも全
て考慮している。施策実行にあたっ
ては、密接な連携を持って施策を実
施していく。

（4）目標達成方針
回　答　者 意　見 事務局の方針

三浦裕二
（NPO法人都市環境研
究会）

●目標達成方針
アクションが有れば必ず負のループ（1）が生まれると思う。システ
ム・ダイナミックスの因果関係チャートとして（1）と（2）を統合したら
どうか？

（1）と（2）を統合した図を作成した。

池田隆
（国土交通省利根川下
流河川事務所）

●目標の達成方針
（1）の水循環上の課題は、社会的背景の整理がいるのではない
か。左端に来るのは、人口の増加、経済の発展、生活水準の向上
等で、治水安全度の要求や水需要の増大はその右に来るのでは
ないか。
（2）の目標達成方針の中で、水質改善のために、調査や研究をし
なければならない事項が多いと思われるため、調査・研究の項目
を入れてはどうか。また、モニタリングもいれてはどうか。

指摘の通り図を修正した。

原慶太郎
(東京情報大学)

●目標の達成方針
流域の森林や、沼や河川のヨシなどの植生が、健全な印旛沼には
不可欠である。この視点を加える。

流域/沼・河川の生態系保全・創出と
いう施策には、森林やヨシなどの視
点も含まれていると考える。

佐倉市

●目標達成方針について
ゾウリムシのようでわかりにくい。

図を修正した。

千葉県
農林水産部水産局漁
業資源課

●目標の達成方針
（1）水循環上の課題（参資4・sheet5-8）
矢印の追加：農地生産性の要求→印旛沼の貯水池化

指摘の通り図を修正した。

●目標年次について
30年以上かけて汚した沼を極端に短
い期間で再生するのは困難であると
と考えられる。よって長期的な目標は
30年とする。
ただし、途中途中で随時計画目標の
達成状況を把握し、計画を見直す
（みためし計画）。
なお、施策は可能な限り早急に取り
組んでいくべきであると考えている。
●緊急行動計画目標年次
湖沼計画の第5期目標年次との整合
を考え、2010年（平成22年）のままと
した。
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（5）目標の達成評価指標について
回　答　者 意　見 事務局の方針

三浦裕二
（NPO法人都市環境研
究会）

●目標の評価指標
客観評価として数値目標を掲げる前に、主観的な評価、たとえば
綺麗～汚い、明るい～暗い、泳ぎたくなる～泳ぎたくない、在来種
が多い～外来種が多い、親しみが持てる～もてないなどの形容詞
対を立てて3～5段階の主観評価を住民参加の下試みて、将来に
向け客観的評価（数値）との相関を調べる努力をしたらどうか？

水質改善技術検討会において、一
般にわかりやすい指標を提案してい
く。

池田隆
（国土交通省利根川下
流河川事務所）

●目標の評価指標案
評価指標として、透明度はわかりやすくて良い。Ⅱの生き物につい
ては、植物・魚類だけでなく、昆虫・鳥類も入れて、例えば昭和30
年代後半の生物の生息種類、個体数を指標としてはどうか？

生態系についての追加調査や指標
の追加については、今後生態系にた
けた委員、専門家などと協議しながら
進める。

原慶太郎
(東京情報大学)

●目標の評価指標と指標値
「生物」関係では、単に種数が増えることが良い環境とは限らな
い。生息種のなかみが重要である。霞ヶ浦のアサザのような指標と
なりシンボルとなる種を挙げることが望まれる。戦後あたりまで印旛
沼に生息していたが、近年、絶滅したような種を挙げる。

生態系についての追加調査や指標
の追加については、今後生態系にた
けた委員、専門家などと協議しながら
進める。

千葉県
農林水産部水産局漁
業資源課

●目標の評価指標案（参資4・sheet5-6）
評価指標の「アオコ発生」は、Ⅲ親しみのある水辺空間の創出のと
ころにあるが、Ⅰ沼底まで見える水質の確保のところにすべきであ
る。
理由：施策取り組み状況表では、親しみのある水辺空間の創出の
観点の施策メニューには、親水拠点の設置、水辺の創出、環境学
習、ゴミ清掃等があり、これらの整備状況、実施回数が指標になる
ものと思われる。アオコ発生は印旛沼の水質に依存することから、
Ⅰ沼底まで見える水質の確保の評価指標にするのが適当である。

●アオコ発生について
「沼底まで..」は親水性目標の一概念
として考えた。
●施策進捗状況
施策実施状況と、施策実施の効果で
ある目標の評価指標とは、分けて考
えている。
施策実施状況は、年に一度程度、各
実施主体から健全化会議に報告を
義務づけ、フォローアップ会議の中
で評価する。

金山英二
（佐倉印旛沼ネットワー
カーの会）

●鳥類を評価指標、従ってモニタリング計画の調査項目を入れな
くてもよいか。また、唯一の河川浄化施設（桑納川）や都市排水路
を調査項目に加える。また、国交省は親水・洪水の調査も行った。

●鳥類
生態系についての追加調査や指標
の追加については、今後生態系にた
けた委員、専門家などと協議しながら
進める。
●浄化施設の調査
調査は今後も継続し、結果を公表す
る。モニタリング項目とはしない。
●国交省の調査結果
調査データを確認する。
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（6）モニタリング計画
回　答　者 意　見 事務局の方針

高村典子
（国立環境研究所）

●印旛沼とその流域の生物多様性や生態系の保全の視点が不足
しているように思う。この地域に生息する生き物を沼と水系との繋
がりから捉えるような調査を行い、GISにおとし、生き物と環境の関
係について、まず現状を把握しておかなければいけないのではな
いか？汚濁負荷源については、調査から現状がわかってきたが、
生態系の劣化として捉えている中身は一体何を意味しているの
か、現段階ではわからない。
●モニタリング計画の生物調査の項目について
水生植物、魚類、底生動物だけというのはいかがなものか？千葉
県博物館の全面的協力を得られないのか？沼と流域全体の生物
相（鳥、哺乳類、両生類、は虫類、魚類、昆虫、植物相、プランクト
ンなど）すべてを年一回調査する必要なはいと考えるか、生物の
専門家で協議すればどうか？
●動物プランクトンと植物プランクトンは水質と密接に関連した項
目であり、回転時間が短い生き物であるので、月一回程度のモニ
タリングは必要なのではないか？
●行動計画の中に、モニタリングのデータをどのように活かしてい
くのか、計画が目標に向かって順調に進んでいるかどうか、の
チェックをどう行うのか（また、時には目標の見直しなども含む）に
ついて、具体的な記述が必要であろう。目標どおりいかない場合
は、その要因について考察し、新たな施策や現在の行動計画を変
更することなどについても、柔軟に対応できるようにすべきである。

●生物多様性・生態系について
●生物モニタリングについて
生態系については現存する情報を
活用して課題を抽出し、目標を設定
した。不足する情報等については、
今後生態系にたけた委員、専門家な
どと協議しながら進める。

●動物プランクトンについて
すでに月1回、4地点での調査が実施
されている。水質検討会での検討を
ふまえて、必要に応じてモニタリング
項目に追加する。

●着実な施策実施に向けて
指摘の通りの記述を追加する。

三浦裕二
（NPO法人都市環境研
究会）

●農業用水の揚・排水機場で潅漑期における水質変化を調べる
べきだと思う。（一本松は揚水機場）本埜村の私の知人は印旛沼
の水を利用することなく井戸を掘り用水としている。米の質を考慮
しての事である。

現在、農水省において調査を実施し
ている。

原慶太郎
(東京情報大学)

●モニタリング調査は、印旛沼の水質や生物のトレンドを押さえる
とともに、その増減の要因に関する情報も得られるものでなくては
ならない。水質だけでは、その要因がわからない。上記と同様の視
点から、流域における調査に、「植生」を加える。この量と質が、水
質に大きな影響を及ぼしていると考えるからである。

生態系について、不足する情報等
は、今後生態系にたけた委員、専門
家などと協議しながら進める。

八千代市

●モニタリング計画（3）の「アオコの発生」については、「発生回
数」で捉えるとのことだが、アオコ発生規模である「面積」について
モニタリングの対象とするべきではないか。 面積も合わせてモニタリングする。

船橋市

●分類：湧水に関することについて
調査頻度に関しては、既往の調査実績を活用して、3年に1回程度
の調査が望ましい。

千葉市

●「湧水」を「年1回」調査について
調査主体は流域市町村とあるが、市内の他流域に係る湧水調査と
の関連から印旛沼流域のみ毎年調査は、実際困難と考えられる。
調査頻度について検討願いたい。

市町村の担当である湧水調査は3年
に1回とする。
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（7）今後の体制案
回　答　者 意　見 事務局の方針

池田隆
（国土交通省利根川下
流河川事務所）

●健全化計画策定後の体制
水質改善のために、まだ、技術的に解決しなければならない事項
や、今後、モニタリングが必要となる新たな事項が出てくるかもしれ
ないので、印旛沼の水質等の諸課題に対して調査・研究を進める
立場の部署を体制の中に明記しておくべきではないか。

指摘の通り追加した。

稲森　悠平
（国立環境研究所）

●計画が絵に描いた餅にならないように、各種対策技術（茨城県
地域計画型共同研究事業霞ヶ浦水質浄化プロジェクトでは、各種
の発生源対策、湖内対策、モニタリングシステム、流域管理システ
ムが4億/年×5年で約20億投入して開発がなされた）をいかに流域
に整備するかをアクションプランとして予算投入額、実施部署等を
含めて詳細に検討し実施するような計画を作成する必要がある。
霞ヶ浦水質浄化プロジェクトでは生物処理工学としてのバイオエン
ジニアリング、生態工学としてのエコエンジニアリングを組み合わ
せたバイオエコエンジニアリングを重要な技術に位置づけている。
●浄化の基本は流域住民が環境保全対策への参加が重要である
ことから環境保全の啓発、環境教育（台所対策、市民参加型浄化
槽）の強化をすることが必要不可欠である。

●行動計画の中で、施策や役割分
担（実施量・実施箇所等）を定めてい
る。

●高度処理型浄化槽は最重要施策
の一つと考えており、積極的に取り入
れていきたい。

●啓発・環境教育の重要性も重視し
ており、本計画の一般への浸透をは
かりたい。

金山英二
（佐倉印旛沼ネットワー
カーの会）

●健全化計画策定後の体制－その前からも－農業関係は土地利
用改良区だけでよいか。農協を参画させなくても農業関係は円滑
にいくか。

●現在、農業団体として土地改良
区、県農業部局等に参画いただいい
ているので、農協に委員として参画
いただくことは考えていない。施策実
行にあたっては農協を含む関係者と
協力しながら進める。

（8）計画書の構成・内容
意見なし
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（9）その他
回　答　者 意　見 事務局の方針

池田隆
（国土交通省利根川下
流河川事務所）

●水循環健全化会議を見ていると、NPOと県は熱心であるが、市
町村は極めて冷淡である。市町村に主体的に印旛沼の諸課題に
取り組んでもらう仕組みが必要である。市町村単位で、対策のノル
マを課するとか、そういったことが必要と思われる。

施策実施予定確認調査で把握でき
た施策量では目標が達成できない場
合は、緊急行動計画書の中で上乗
せの取り組み目標施策量を提示し
た。

稲森　悠平
（国立環境研究所）

●浄化の基本は流域住民が環境保全対策への参加が重要である
ことから環境保全の啓発、環境教育（台所対策、市民参加型浄化
槽）の強化をすることが必要不可欠である。
●平成14年から東京湾等にN.P規制を追加した第5次水質総量規
制が導入されたことをふまえた対策の位置づけが必要である。
●平成15年から霞ヶ浦流域ではBOD10mg/l以下、T-N10mg/l以
下、T-P1mg/l以下の流量調整型ヘドロセラミックス充填生物ろ過
法＋吸脱着リンシステム等の高度合併処理浄化槽に限定した補
助事業が開始されたことを前例とし、このような制度を緊急導入す
べきである。
●NPOジャパングリーンフローティング協会等の普及活動としての
フロート式水耕栽培浄化法等のNPOの強い参加の下での対策の
導入が必要不可欠である。

●住民参加型施策
住民参加を重視した計画としている。
●総量規制
流域で対策できることはなるべく実施
し、可能な限り東京湾への影響を軽
減するよう、印旛沼流域で努力する。
●高度処理型浄化槽
最重要課題として重視して考えてい
る。今後、補助制度を有する市町村
の拡大に努める。
●水耕栽培浄化
現在、市民団体が中央排水路で取り
組んでいる。

原慶太郎
(東京情報大学)

●全体的な意見
１） 境界の重要性
水の問題は、水域と陸域との境界域の問題が重要である。その視
点が不足している印象を受ける。生態系を考える際には、沼、周
囲の水田、台地上の森林などを別々に扱うのではなくて、相互の
結びつきが重要である。それがランドスケープ・エコロジーの視点
である。この観点からは、河川、沼沢と陸地（岸）の境界、湧水と周
囲の森林の境界、などが重要となる。
２） つながりの重要性
さらに、沼と河川、沼と周辺植生域、などを生活史段階で移動しな
がら生活する生物にとって、その移動がスムースにいくような人工
構造物の配置、河川相互や植生パッチ相互のつながりなどが重
要である。
３） 環境情報システムの構築
調査データの統一的な管理のために、「印旛沼流域環境情報シス
テム」のような情報システムを立ち上げ、研究者や関係者相互で
データを共有するとともに、実際の施策にメンバーの意見を反映さ
せるための仕組みを整える必要がある。これには、WebGISを核に
したシステムが必須であると考える。

●境界の重要性
水際線、湧水、崖線、谷津などの境
界の保全は重要と考えており、積極
的に保全する。

●つながりの重要性
河川・水路の連続性の確保、魚道等
の設置を施策に加える。

●環境情報システム
次年度以降の情報発信のあり方の一
つとして検討する。

金山英二
（佐倉印旛沼ネットワー
カーの会）

●「水質改善技術検討会」は既に結成されているか。結成されて
いるとしたら構成メンバー等々、次会の参考会の時に知らせてほし
い。存在しているので平成17年度に提言するのだろうか。
●計画と関連のある千葉県の下水道整備計画の最終年次を知ら
せてほしい。

●水質検討会
既に検討をはじめている。検討結果
は随時健全化会議に報告をうける。
最終成果はH17年度を目処に報告を
受ける。
●下水道
H29年を最終目標年次としている。
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※回答順
回　答　者 意　見 事務局の方針

目標である「泳げる印旛沼」「人が集い、人と共生する印旛沼・
流域」「ふるさとの生き物はぐぐむ印旛沼・流域」「大雨でも安心
できる印旛沼・流域」から、印旛沼・流域という言葉を削除して
はどうか。

目標の評価指標「水生植物群落の拡大」を、長期構想「インバ
モ、センニンモの沈水植物群落の復活」、中期構想「ガガブタ
やアサザの浮葉植物群落の拡大」としてはどうか。

目標の評価指標「在来動植物の増加」を長期構想「トキやミヤ
コタナゴの生息」、中期構想「ウナギやサケの回帰」としてはどう
か。

目標1「泳げる印旛沼」→「泳ぎ遊べる印旛沼・流域」としてはど
うか。

5つの重点実施施策群については、行政の取り組みだけでは
なく、
（1）行政の取り組み、（2）県民の取り組み、（3）企業の取り組
み、（4）民間団体の取り組み
を具体的に分けて、それぞれの行動目標を展開したらどうか。

行動計画書資料編p7～8「役割分担
表」において、各実施主体ごとの対
策の役割分担を掲げている。

千葉県漁業資源課
杉山　宗男

行動計画書資-17、「親水拠点の整備」の印旛沼漁業協同組合
の施策内容で「遊漁者・レジャー等利用者のための船溜まりの
整備」とあるが「整備」は施設設置の意味か。今ある施設の清
掃・美化なのかを漁業協同組合に確認し、清掃・美化等を意味
するものであればその言葉に変更するようお願いしたい。

漁業組合に確認したところ、実際に
船着き場、係留施設の整備を行って
いきたいとの回答であったので、表現
はそのままとする。

国土交通省利根川下
流河川事務所
関根保弘

・委員名簿　事務所名の誤記を修正 指摘の通り、修正する。

資料編の訂正・追加
・委員名簿 佐倉市は、15年7月の人事異動で土木部長、土木
課長、環境保全課→環境政策課へ。課長も変わっている。
・資-14 印旛沼水質保全協議会（毎年10月）に2月を追加す
る。
・資-15 施策内容の、上から9行目に「川岸・沼岸の堆積ゴミ撤
去」を追加する。

指摘の通り、修正する。

・行動計画書p11、現在COD9.1mg/lに対し、雨水貯留、浸透施
設、下水道整備、高度処理合併浄化槽の整備などにより、マイ
ナス0.8mg/lとなり、河川、水路の浄化設置整備、印旛沼底の浚
渫、植生帯の設置などにより、さらにマイナス0.8mg/lとなる。こ
の数字の算出根拠は何か。

緊急行動計画での対策を実施した
場合、印旛沼水質がどの程度改善さ
れるのか、流域水循環モデルを用い
たシミュレーションの結果である。

行動計画書p19、印旛沼水質改善技術検討会（以下、検討会）
は、いつ設置され、役割・機能、構成、任命者、今までの実績
は何か。

2003年1月に虫明委員長を座長とし
て設置され、専門的な見地から印旛
沼の水質改善の技術的な手法を検
討しているところである。構成は、虫
明委員長を始め、健全化会議での味
埜委員や学識者、国総研、土研の研
究者など水質の専門家などが加わっ
ている。

行動計画書資-13、事業所排水等の規制指導強化には、飲食
店も含んでいるか。

排水が10m3/日を超える事業所全て
を排水規制の対象としている。

行動計画書資-15、「河川浄化施設の設置」および行動計画書
資-16、「底泥浚渫」iは、詳細は未定のようであるが、検討会で
検討するのか。委員には意見を述べる機会を設けるのか。

底泥浚渫については、底泥中の栄養
塩含有量が高いエリアなどで今後調
査する予定である。その他詳細につ
いては、水質改善技術検討会の中
で、設置場所や費用対効果、必要性
などの検討を行い、その結果を健全
化会議に報告する予定である。

緊急行動計画書（素案）に関する意見募集結果

千葉敬愛短期大学
千葉県自然環境研究
会
堀田和弘

千葉県立中央博物館
中村　俊彦 目標および評価指標の表現につい

ては、今回会議（第5回委員会）にお
いて、別途ご議論頂く。
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回　答　者 意　見 事務局の方針

行動計画書資-15、白井市の路面・側溝等の清掃は、他の市町
と比しケタが違うがその理由は何か。5市町が実施し、他の10市
町村は実施していないのか。

施策把握調査における市町村からの
回答結果を掲載している。

行動計画書資-18、「河川愛護意識の醸成」で、毎年7月は河川
愛護月間で全国的に各地でイベント等が行われている（ネット
ワーカーの会と印旛土木事務所は2回行った）。これを16市町
村で行うようにできないか。

印旛沼水質保全協議会での印旛沼
浄化推進運動などで推進している
が、各市町村での自主性に任せてい
る。また、行動計画書内でも、ゴミ清
掃を重要対策として取り入れている。

行動計画書資-7の「ビオトープ」、資-8の「ビオトープ・湿地帯の
整備」は、資-17のビオトープのことで、他の市町村にはない
か。佐倉市には小規模なものがある。

資 -9以降に記載している施策は、
2003～2010年に実施する施策であ
り、現状ですでにあるものについては
記載していない。

産業系負荷対策（資-13）や農業系負荷対策（資-16）は、湖沼
水質保全計画に比べ、どのように充実されているのか。

産業系負荷対策は湖沼水質保全計
画と同様な規制となっている。農業系
負荷対策は、湖沼水質保全計画に
比べ、具体的に多くの対策を取り入
れている。また、各対策の実施主体
は行動計画書の中で明記している。

市民が出来ることは家庭における生活雑排水負荷削減である
が、各市町村が先頭に立って、地元・ボランティア団体と一緒
になって旗を振ることは極めて不十分と思われる。また、清掃-
ゴミ拾集についても、印旛沼水質保全協議会で毎年10月（今
年度から2月も行うことがわかった）に環境清掃月間と決めてお
きながら実施している市町村は少なく、またゴミ不法投棄の防
止についても印旛沼周辺についていえば、ボランティア団体も
加わった組織としては機能していないのが実状である。これら
をどうしていくのか課題がある。

緊急行動計画書の中で、ゴミ清掃は
重点対策としてあげている。今後、行
動計画を推進し、努力していく。

緊急行動計画に長期計画の概要を付記して初めて、全体計画
となる。達成の標記等は決めてあるし、今まで議事を重ねて来
ているので検討項目は列挙できると思われる。

今回の緊急行動計画書では実現可
能性の高い対策を抽出し、確実に実
行するということに主眼を置いてい
る。長期計画の対策については、具
体の内容は今後検討していくが、
ホームページで過去の委員会の資
料を掲載する予定であり、ここで検討
項目を確認することはできる。

緊急行動計画を含めた「健全化推進計画」要網の制定。
今後30年以上をかけて健全化を進めていくので、人が替わっ
たとしても要網を作っておけば、後の人は分かるし、また県、流
域16市町村の首長にも判然と行うことの意志を示し、一緒に行
動していくことを納得させるためにも必要である。例えば緊急行
動計画の実施、推進で6年余の間に5回位は中間報告を行う
等々の決め事を設定することが必要等々である。昨日も述べた
が、虫明先生の言葉を借りれば「流域協議会の設定に拘束力
を持たせるために、「健全化会議」をオーソライズすることが必
要」であることである。

流域全体の行動として「緊急行動計
画」を策定し、みためし期間を設ける
ことにより、計画の位置づけや効果の
検証を、今後健全化会議の中で協議
いていくこととしている。

資料-2-40「ヰ）情報提供」のネットワーカーの会の実施内容の
中で、「土地改良だより発行の中で特集」「改良区ミニコミである
として「田の畔トピックス」に掲載し、イベント等で配布」「～情報
提供していく」はいづれも下段の印旛沼土地改良区のもので、
誤記である。

指摘の通り、修正する。

農業総合研究セン
ター
松丸

行動計画書p14、「農業と化学肥料を従来の半分以下にし、ち
ばエコ～」を「農業と化学肥料を従来の半分以下にするちばエ
コ～」と変更して頂きたい。

指摘の通り、修正する。

佐倉印旛沼ネットワー
カーの会
金山　英二
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回　答　者 意　見 事務局の方針

行動計画書内容を以下の通り修正願いたい。
・p14
環境保全型農業推進のための指針策定、推進活動→環境保
全型農業推進のための啓蒙活動
効果的施設計画による「流域水質保全機能増進事業」の実施
→削除
農水省利根川水系土地改良調査管理事務所→農水省関東農
政局
・p16
かんがい排水施設の再編整備→排水施設の管理・補修
・資-3
清水洋一
高祖幸晴　（前職　平成14年度）
小澤與宏　（前職　平成13年度）
・資-7
市民団体・土地改良区・漁業協同組合の欄
環境保全型農業推進のための指針の作成→ 境保全型農業
推進のための啓蒙活動

・資-11
実施主体「関東農政局北総中央農業水利事務所」→関東農政
局北総中央農業水利事業所
施策内容「北総中央用水事業」→北総中央農業水利事業
・資-14
国営流域水質保全機能増進事業の実施→　削除
・資-16
環境保全型農業推進のための指針の作成及びその推進に向
けた活動の実施、大区画ほ場整備及び営農に関する調査→
環境保全型農業推進のための普及活動、大区画ほ場整備及
び営農に関する調査
施策「湧水の稲作用水への利用の促進」→　削除
施策「循環かんがい施設の整備」の期間H17～22→H15～22
・資-19
老朽化・都市化に伴い機能が不足したかんがい排水施設の再
編・整備→老朽化・都市化に伴い機能が不足した排水施設の
管理・改修
「国営流域水質保全機能増進事業」での資料や、調査の情報
提供→印旛沼に係る主要な水質調査資料や、調査の情報提
供

行動計画書p16、施策③河道整備に長門川を追加
（理由） 水資源機構は印旛沼開発施設に関する施設管理規
程第15条第二項により、「長門川の水位がY.P.3.0ｍを越えるお
それのあると認められるとき、印旛機場を操作して長門川の流
水を利根川に排水すること。」と定められているが、実際の管理
では長門川の水位はY.P.2.3m程度を越えると浸水があるなど
の苦情があるため、河川管理者（千葉県）との協議により長門
川の水位をY.P.2.5mに読み替えて運用している。
このため、長門川の水位があげられないため、印旛沼の排水
量を抑えている実態があり、安全度が低減されている。このた
め、長門川の水位を計画値まであげれるよう河道整備を行う施
策が必要がある。

今後検討を進める長期構想の健全
化計画の中で位置づける予定であ
る。

行動計画書p16、印旛沼築堤高の修正
築堤高Y.P.+5.4m →Y.P.5.0mとする。 指摘の通り、修正する。

「評価指標 アオコが発生しないこと」と明記せず「殆ど」などを
加えること。（霞ヶ浦で大正時代にアオコ発生記録あり）

「アオコの発生を少なくする」という表
現に改めた。

評価指標「印旛沼利用者数の増加」に関して、緊急行動計画
の中に具体例を入れる。（例）住民に感心を持たせるイベント
（印旛沼ウォークラリー、カヌー大会、写真撮影大会等）、見学
会等の開催など

重点的な5つの対策群の中には挙げ
ていないが、重要な対策であると考
えている。行動計画書資-18に、イベ
ントや講演会等の対策を挙げてい
る。

指摘の通り、修正する。

水資源機構
村上

農林水産省利根川水
系土地改良調査管理
事務所
大畠
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回　答　者 意　見 事務局の方針

評価指標に「湧水の保全」を追加すること
目標の4項目すべてに係わる重要事項である。

今回会議（第5回委員会）において、
別途ご議論頂く。

行動計画書p3「水循環とは」の中に、以下の注釈を加える。
印旛沼の場合は、水源地となる人里離れた山もダムもない。人
の住む里山、住居地が水源そのものです。

p3のイメージ図を印旛沼と流域のイ
メージに合う様に修正したため、注釈
は加えない。

行動計画書p7～8、新川は桑納川と同じ流域とする。

緊急行動計画では、桑納川流域で
詳細調査を行っていることから、桑納
川を独立した流域として記述したい。
ただし、今後長期計画策定時には指
摘を参考に検討していきたい。

行動計画書p7～8を以下の通り、修正する。
・高崎川流域・水質状況で、「～広がる勝田川では」→「～広が
る高崎川・勝田川上流部では」
・水辺の状況で「勝田川の（←下線波線）上流部で～」の下線
波線をとり、二重下線を入れる。

指摘を参考にし、文章表現を修正す
る。

行動計画書p11、「自然地」の定義を教えてほしい。

ここでの自然地とは、山林、斜面林、
谷津、里山、および農地を指してい
る。
ただし、修正した行動計画書では、
自然地という表現を極力少なくし、具
体的な表現としている。

行動計画書を以下の通り、修正する。
・p14、印旛沼土地改良区の実施内容「環境保全型農業推進
のための指針策定、推進活動」とあるが「環境保全型農業推進
のための指針策定を関係市町村と行うと共に推進活動を行う」
にする。
・p14、湧水～の実施主体「流域住民」の後に「農家」を入れる。
・p14、効果的施設計画による「流域水質保全機能増進事業の
実施」とあるが、湧水～の施策ではなく循環かんがい施設の整
備施策に該当し、記述を「水質等調査結果を踏まえた効果的
施設計画による国営流域水質保全機能増進事業を実施」とし
たい。農水省の施策中「維持管理補助金の交付」とあるが、国
に確認をする。
・p15の「湧水・谷津～」に関する土地改良区の取り組みは、施
策全般で「21世紀土地改良区創造運動を展開する中、調査研
究を行い、この運動を通じ実施する」としたい。農地・生産緑地
の保全施策に「21世紀～」とあるが削除。
・p16、沼・河川周辺～施策に対する実施内容「かんがい排水
施設の再編整備」とあるが、「国営流域水質保全機能増進事業
や関連事業或いは防水事業により実施、過度的手段として管
理強化・整備補修」としたい。
・資-7、「緑地・自然地～」、21世紀土地改良区創造運動を展開
する中で調査研究としたい。Ⅱ-F「環境保全型～」文中指針の
作成は改良区単独で行えない。
・資-10、農地・生産緑地～の土地改良区の施策内容「21世紀
～」は削除する。
・資-14、ト-25に関し、国営流域～は削除する。
・資-16、ワ-42「湧水～」に国営流域水質保全機能増進事業は
関係しない。
・資-16、ワ-41「環境保全型～」文中、指針の作成は関係市町
村と共に行う考えでいる。

指摘の通り、修正する。（農林水産省
の指摘と重複する箇所があるが、双
方の指摘を踏まえ修正している。

p12の「雨水を地下に浸透させます」では、水田群を保全してい
くことは該当しないか。農業側の法律には多面的機能の維持
発揮が記されるなか、水田の他、農地の水源涵養能力をア
ピールしていることもあり、この効果を記すべき。

水田の雨水流出抑制機能について
は、雨水流出抑制の効果をp16に記
載している。

財団法人　印旛沼環
境基金
白鳥　孝治

印旛沼土地改良区
高橋　修
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回　答　者 意　見 事務局の方針

印旛沼の水循環は、先の国営土地改良事業で構築されたも
のと考えている。また、我々、土地改良関係者の維持管理によ
り与えられた水循環が守られているとも思っている。
河川・排水路の整備や築堤・埋め立てなど記事にするなら
ば、まず、流域内の人口を昭和30年初頭に戻す努力、道路・
鉄道網の整備促進を取りやめる努力も記事にすべきではない
か。

干拓、築堤などによる恩恵は十分
認識している（例えば行動計画書6
ページ）。しかしながら、印旛沼では
水道水源水質ワースト1など多くの問
題も生じていることから、これらの問
題を解決していきたいと考えている。
健全化会議においては、印旛沼に
おいてこれから何ができるのかという
ことを、関係者全員で考えていこうと
いうスタンスで、議論を進めてきてい
きたい。
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参考資料 2   

施策実施状況および実施予定把握調査 

調査結果 

 

 

 

 

 

 

 



 資-2-1

1 施策把握調査の概要 

 

（a）調査目的 

印旛沼流域の水循環健全化に関わる取り組みの実施状況および今後の実施予定の把握 

（b）調査対象 

NPO、漁業協同組合、土地改良

区、流域市町村、千葉県関係部

局、国、水資源機構 

（c）調査方法 

下記の 3分類で、各施策の実施

状況・実施予定を調査票（右図）

に記入いただいた。 

［施策実施段階区分］ 

実施済：これまでに実施した 

施策 

実施予定：平成 22 年度（緊

急行動計画の目標

年次）までに実施を

予定している。 

今後検討：今後の実施を検討

している（平成 22

年度以降も含め） 

 
施策 イ）雨水浸透施設の整備  3）透水性舗装の整備 

 

時期区分 施策内容（担当部署、実施年度、実施箇所、施策規模 等） 

実施済： 

これまでに実施した

施策 

●実施箇所：○○市春日町地内（印旛沼流域内） 

実施年度：平成 13年度 

L＝500m、市道改修時に歩道（幅 1.5m）を透水性舗装化 

事業費：2,200 万円（全額 市 負担） 

●実施箇所：○○市大字吉谷（印旛沼流域内） 

実施年度：平成 14年度 

L＝2,000m、市道を全面透水性舗装化、市透水性舗装モデル事業として実施

事業費：9,200 万円（国庫補助 1/3） 

●その他既存の透水性舗装設置実績は全市でA＝3,200m2 

担当部署：土木部道路課
実施予定： 

平成 22 年度までの

計画期間内で実施を

予定している 

●実施箇所：○○市天神地内（印旛沼流域内） 

実施年度：平成 15年度、L＝500m 

事業費：4,200 万円（全額 市 負担） 

●実施箇所：実施箇所未定（印旛沼流域内） 

実施年度：平成 16年度以降 

事業費：各年 5000 万円程度を予定 

●○○市開発行為規制要綱に、開発地域内舗装面（駐車場等）の透水性舗装化義

務づけを明文化する。（平成 16年度を予定） 

担当部署：土木部道路課 

今後検討： 

今後の実施を検討し

ている（平成 22 年

度以降も含め） 

●市道改修時は、印旛沼流域内の浸透適地の歩道について、全て透水性舗装とす

ることを検討している。 

●市発注の道路工事を施工する業者を集めて、透水性舗装の意義・重要性、施工

方法、施工上の注意点などについて研修会を開催する。 

●透水性舗装について、最新の技術的動向を把握するため、役所内の勉強会を定

期的に開催する。 

 

［枚数が不足する場合は、用紙を追加してご回答下さい ： 追加あり・なし（どちらかに○）］ 

［図面・参考資料がある場合は添付下さい ： 添付資料あり・なし（どちらかに○）］ 

調査票と回答記入例 



2　対策調査結果一覧表
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イ） 雨水浸透施設の整備 ○●△ ○●△ ○●△ ○●△ ○●△ ○●△ ○●△ ○●△ ○●△ ○●△ ○●△ ○●△ ○●△ ● ○● ○●△ ○● ○● ○●△

新規開発宅地の浸透化 ○● ○● ○●△ ○● ○● ○● ○● ○● ○● ○● ○● ○● ○● ／ ○● ○● ○●

各戸貯留・浸透施設の整備 ○●△ ○● ○●△ ○● ○● ○● ○● ○● ○●△ ○● ○● ○● ○● ○●

透水性舗装の整備 ○●△ ○●△ ○● ○●△ ○●△ ○●△ ○●△ ○●△ ○● ○●△ ○●△ ●△ ○●△ ● ● ○● ○● ○● ○●

浸透機能を持った貯留施設の整備 ○△ ● ○● △ ○● ○●△ ○● △ ○ ○●△ ○●△

ロ） 緑地・自然地の保全 ○● ○●△ ○●△ ○● ○●△ ○●△ ○ ○△ ○●△ ○●△ ○ ○△ ○●△ ○● ○● ○●

ハ） 地下水の適正利用 ○●△ ○● ○● ○ ○● ○●△ △ ○● △ ○●△ ● ○● ○●△ ○●△

ニ） 下水道整備 ○●△ ○●△ ○●△ ○●△ ○● ○●△ ○●△ ○●△ ○●△ ○●△ ○●△ ○●△ ○●△ △ ○●△ ○●△ ○●△ ○●△

下水道の整備 ○● ○●△ ○●△ ○●△ ○● ○●△ ○●△ ○●△ ○●△ ○●△ ○●△ ○●△ ○●△ △ ○●△ ○●△ ○●△ ○●△

下水道への接続 ○●△ ○●△ ○●△ ○●△ ○● ○●△ ○● ○●△ ○● ○● ○●△ ○● ○●△ ○●

ホ） 下水道以外の生活系負荷対策 ○● ○●△ ○● ○●△ ○● ○●△ ○●△ ○● ○● ○●△ ○●△ ○●△ ○●△ ○●△ ○● ○● ○● ○●△ ○●△ ○●△ ○●

農業集落排水施設の整備 ○● ○●△ ／ △ ○●△ ○●△

合併処理浄化槽への転換 ○● ○● ○● ○● ○● ／ ○● ○● ○● ○● ○●△ ○●△ ○● ○● ○● ○● ○●

高度処理型合併処理浄化槽の導入 ○● ○△ ○● △ ／ △ △ △ △ ○●△ ○●△

浄化槽の適正管理 ○● ○● ○● ○● ／ ○● ○●△ ○● ○●△ ○● ○● ○●△ ○●△

家庭における生活雑排水負荷の削減 ○● ○●△ ○● ○● ○● ○ ○● ○● ○● ○● ○● ○●△ ● ○● ○● ○●△ ○●△ ○●

ヘ） 産業系負荷対策 ○● ○●△ ○●△ ○● ○● ○●△ ○●△ ○● ○●△ ○●△ ○●△ ○●△ ○● ○● ○● ○● ○●△ ○● ● ○●△

ト） 河川・水路等における植生浄化 ○●△ ○●△ ○● ○ △ ○△ ○ ○● ○●

チ） 多自然型川づくり ○● ○● △ △ ○● ● ○● ○●

リ） 河川等における直接浄化 ○△ ○ △ ○ ○●△ ○△ ○●

ヌ） 河川内堆積負荷の削減 ● ○● △

ル） 河川清掃等 ○●△ ○●△ ○● ○● ○● ○● ○●△ ○● ○●△ ○● ○ ○● ○●△ ○● ○●△ ○● ○●△ ○● ○●△ ● ○● ○● ○● ○●△

ヲ） 市街地降雨流出負荷の削減 ○●△ ○●△ ○●△ ○●△ ○●△ ○●△ ○●△ ○●△ ○●△ ○●△ ○●△ ○●△ ● ● ○● ○● ○● ○●

ワ） 農業系負荷の削減 ○● ○● ○●△ ○●△ ○● ○●△ ○●△ ○ ○ ○ ○●△ ○●△ ○●△ ○● ○● ○● ○●△ ○●△ ○● ○●△ ●

施肥量・農薬削減、施肥法改善等 △ ○● ○● ○●△ ○● ○●△ ○●△ ○ ○ ○ ○●△ ○● ○●△ ○● ○● ○● ○●△ ○● ○●△

農業排水路の管理・整備 ○● ○●△ ○●△ ○ ○● ●

ちばエコ農業の推進 △ ○● ○●△ ○●△ ○●△ ○●

その他 ○● ●

カ） 森林系負荷の削減 ○●△ ○● ○●

ヨ） 沼の流動化 ○●△

タ） 沼からの負荷削減 ● ●

レ） 沼内における植生浄化 ● ●

ソ） 沼清掃等 ○●△ ○●△ ○● ○● ○● ○● ○●△ ○● ○●△ ○● ○ ○● ○● ○● ○●△ ○● ○●△ ○● ○●△ ○● ○● ○● ○●△

ツ） 緑地・自然地の保全 ● ○●△ ○●△ ○●△ ○△ △ ● ○●△ △ ○● ○● ○●

ネ） 水生植物の保全・復元 ● ○● △ ○ ● ●

ナ） 水系連続性の確保

ラ） 外来種の駆除・在来種の保全 △ ● ●

ム） 自然水辺の復元 ● ● ● ○● ○●

ウ） 情報提供 ○●△ ○● ○● ○● ○● ○● ● ○● ○● ○● ○ ○ ○● ○●△ ● ○●△ ○● ○● ○●△

ヰ） 市民活動の支援 ○● ○● ○● ● ○●△ △

ノ） 環境学習 ○ ○●△ ○●△ ○●△ ○● ○● ○● ○● ○● ○● ○●△ ○● ○●△ ● ○● ○●△ ○●△ ● ○● ○●△

オ） 河川愛護意識の醸成 ○●△ ○●△ ○● ○● ○● ○△ ○● ○ ○●△ ○● ○● ○● ○● ○● ○● ○● ○● ○●△

ク） 印旛沼の治水容量の確保 ○● ○● △

ヤ） 利根川への放流量の増加 △

マ） 放流先河川河道整備 ● ●

ケ） 河道整備 ○● ○● ○●

フ） 流域対策の推進 ○● ○●△ ○●△ ○●△ ○●△ ○●△ ○●△ ○●△ ○●△ ○●△ ○●△ ○●△ ○●△ ○●△ ● ○● ○●△ ○● ○● ○●△ ○●△

コ） 排水機場整備 ○● ●

エ） 環境調査の実施 ○● ● ○● ○● ○ ○ ○● ○● ○● ○ ○● ○ ○● ○● ○ ○● ○ ○● ○● ● ○● ● ● ○●

テ） 研究の促進 ○●

凡例
回答の有無で下記の通り区分

記号 内容

○ 過去に実施済み

● H22までに実施を予定している

△ H22以降実施　または　今後実施を検討

※1）本表は対策実施の有無を示している。

※2）本埜村では対象地域が全て市街化調整区域であり、基本的に開発行為はないことから、「新規開発宅地の浸透化」は該当しない。ただし、村としては、開発行為時には浸透施設設置の指導を実施している。
※3）鎌ヶ谷市は対象地域が全て下水道区域であるため、ホ）下水道以外の生活系負荷対策は該当しない。ただし、家庭における生活系負荷の削減については実施している。

※4）Ⅶ「研究の促進」については、千葉県環境研究センター、農業総合研究センター、森林研究センター、畜産総合研究センター、内水面水産研究センター、において水循環健全化に向けた研究を行っている。

市民団体

農
林
水
産
省

土
地
改
良
区

漁
業
協
同
組
合

国
土
交
通
省

千葉県印
旛
沼
水
質
保
全
協
議
会

印
旛
沼
環
境
基
金

Ⅶ
調査・研究

水
資
源
機
構

Ⅵ
水害被害
の軽減

Ⅰ
平常時
水量回復

Ⅱ
水質改善

Ⅲ
生態系
保全・復元

Ⅳ
親水性向上
Ⅴ

意識啓発

主要な観点 対策メニュー

市町村

資- 2-2



Ⅰ
　
平
常
時
水
量
の
回
復

対
策
メ
ニ
ュ
ー

具
体
例

イ
）
雨
水
浸
透
施
設
の
整
備

1）
新
規
開
発
宅
地
の
浸
透
化

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

千
葉
市

下
水
道
維
持
課

昭
和
4
3
年
度
～

千
葉
市
宅
地
開
発
指
導
要
綱
に
基
づ
き
、
適
用
対
象
の
開
発
行
為

（
要
綱
に
該
当
す
る
開
発
行
為
、
敷
地
面
積
5
0
0
m
2
以
上
の
建
築

行
為
、
た
だ
し
個
人
住
宅
は
除
く
）
を
対
象
と
し
て
、
事
業
者
が

貯
留
施
設
あ
る
い
は
雨
水
浸
透
施
設
を
設
置
す
る
様
、
指
導
を

行
っ
て
い
る
。

下
水
道
維
持
課

引
き
続
き
実
施
し
て
い
く
。

船
橋
市

建
設
局
下
水
道
部
河
川
整
備

課
昭
和
5
8
年
度
～

①
昭
和
5
8
年
度
以
降
の
新
規
開
発
9
8
件
に
対
し
浸
透
施
設
設
置
の

指
導
を
行
っ
た
。

浸
透
ト
レ
ン
チ
　
1
0
,
1
3
7
.
9
m
（
神
崎
川
流
域
2
,
9
0
1
.
1
m
、
桑
納

川
流
域
7
,
2
3
6
.
0
m
）

浸
透
桝
　
1
,
8
3
8
個
（
神
崎
川
流
域
1
,
0
7
4
基
、
桑
納
川
流
域
7
6
4

基
）
浸
透
側
溝
　
7
6
3
.
0
m
（
神
崎
川
流
域
0
m
、
桑
納
川
流
域
7
6
3
.
0
m
）

透
水
性
舗
装
　
5
,
6
4
7
.
7
m
2
（
神
崎
川
流
域
2
,
9
0
0
m
2
、
桑
納
川
流

域
2
,
7
4
7
.
7
m
2
）

②
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
際
に
、
パ
ネ
ル
や
模
型
の
展
示
お
よ
び
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
配
布
等
に
よ
り
、
雨
水
貯
留
・
浸
透
・
利
用
に
関
す

る
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

河
川
整
備
課

①
引
続
き
、
新
規
開
発
地
へ
の
雨
水
浸
透
施
設
設
置
の
指
導
を

行
っ
て
い
く
。

②
引
き
続
き
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
際
に
、
パ
ネ
ル
や
模
型
の
展
示

お
よ
び
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
等
に
よ
り
、
雨
水
貯
留
・
浸
透
・

利
用
に
関
す
る
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

新
規
開
発
地
に
お
け
る
雨

水
浸
透
施
設
設
置
状
況

（
印
旛
沼
流
域
）

一
覧
表
あ
り

成
田
市

都
市
部
都
市
計
画
課

平
成

3年
度
～

平
成

3年
8月

1日
施
行
、
成
田
市
の
全
域

成
田
市
開
発
行
為
等
指
導
要
綱
に
基
づ
き
、
適
用
対
象
の
事
業

（
事
業
区
域
の
面
積
が

50
0㎡
以
上
の
自
己
居
住
用
以
外
の
も
の
）

に
お
い
て
は
、
駐
車
場
及
び
雨
水
桝
は
浸
透
式
の
構
造
と
す
る
よ

う
指
導
し
て
い
る
｡
又
､
一
定
量
の
雨
水
を
貯
留
施
設
で
貯
留
し
流

出
量
を
調
整
し
て
い
る
が
、
１

ha
未
満
の
宅
地
造
成
の
貯
留
施
設

は
、
各
戸
貯
留
の
浸
透
式
が
比
較
的
多
く
実
施
さ
れ
て
い
る
。

尚
、
浸
透
量
は
貯
留
量
に
は
加
算
し
て
い
な
い
｡

平
成

3～
14
年
度
　
浸
透
マ
ス
：

2,
60

0基
　
　
　
　
　
　
　
浸
透
ト
レ
ン
チ
：

30
0m

　
　
　
　
　
　
　
透
水
性
舗
装
：

7,
60

0m
2

（
印
旛
沼
流
域
内
）

※
透
水
性
舗
装
は
共
同
住
宅
、
店
舗
、
事
務
所
等
の
駐
車
場
で
多

く
実
施
さ
れ
て
い
る
。

都
市
部
都
市
計
画
課

引
き
続
き
実
施
し
て
い
る
。

都
市
部
都
市
計
画
課

現
在
は
雨
水
貯
留
量
に
浸
透
量
を
加
算
し
て
い
な
い
が
、
今
後
は

浸
透
量
を
加
え
る
こ
と
に
よ
り
貯
留
施
設
の
縮
小
を
図
る
一
方
、

浸
透
施
設
の
増
加
を
図
り
た
い
。

佐
倉
市

土
木
部
下
水
道
課

昭
和

53
年

4月
～

開
発
行
為
（

1h
a未
満

)・
中
高
層
建
築
物
に
対
す
る
雨
水
貯
留
・

浸
透
施
設
の
設
置
指
導

引
き
続
き
実
施

八
千
代
市

開
発
事
業
に
お
い
て
、
開
発
面
積
が

0.
05

ha
を
越
え
る
場
合
、

「
八
千
代
市
雨
水
排
水
施
設
整
備
指
導
指
針
」
に
基
づ
き
、
雨
水

の
流
出
抑
制
を
図
り
、
も
っ
て
河
川
の
氾
濫
等
に
資
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
雨
水
調
整
施
設
の
設
置
に
つ
い
て
指
導
し
て
い
る
。

調
整
施
設
に
つ
い
て
は
、
浸
透
施
設
・
オ
ン
サ
イ
ト
貯
留
・
調
整

槽
・
調
整
池
の
中
か
ら
選
択
で
き
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

継
続
し
て
指
導
す
る
。

鎌
ヶ
谷
市

土
木
部
工
務
課

昭
和

61
年
度
～

実
施
箇
所
：
市
内
全
域

宅
地
開
発
指
導
要
綱
に
基
づ
く
開
発
に
該
当
し
な
い
も
の
に
つ
い

て
は
、
流
出
抑
制
策
と
し
て
浸
透
化
を
指
導
し
て
い
る
。

土
木
部
工
務
課

実
施
箇
所
：
市
内
全
域

宅
地
開
発
指
導
要
綱
に
基
づ
く
開
発
に
つ
い
て
は
、
流
出
抑
制
策

と
し
て
浸
透
を
優
先
と
し
た
指
導
を
検
討
し
て
い
く
。

四
街
道
市

都
市
部
都
市
政
策
課

平
成

8年
7月
～

民
間
宅
地
開
発
に
お
け
る
指
導

四
街
道
市
開
発
行
為
指
導
要
綱
に
基
づ
き
、
雨
水
流
出
抑
制
施
設

の
一
手
法
と
し
て
雨
水
浸
透
施
設
の
設
置
の
指
導
を
行
う
。

要
綱
の
摘
要
：
面
積

50
0m

2 以
上
、
協
議
件
数
：

45
件
（
印
旛
沼

流
域
内
）

都
市
部
都
市
政
策
課

引
き
続
き
、
雨
水
流
出
抑
制
施
設
の
一
手
法
と
し
て
、
雨
水
浸
透

施
設
設
置
の
指
導
を
行
っ
て
い
く
。

八
街
市

建
設
部
都
市
計
画
課
、
建
設

課
平
成

3年
度
～

八
街
市
宅
地
開
発
指
導
要
綱
に
基
づ
く
、
雨
水
流
失
抑
制
施
設
の

設
置
指
導
に
つ
い
て
は
、

1,
00

0m
2 ～

5,
00

0m
2 未
満
の
宅
地
造
成

に
お
い
て
は
、
開
発
面
積
に
応
じ
各
戸
に
雨
水
抑
制
施
設
（
浸
透

貯
留
槽
等
）
を
設
け
、

5,
00

0m
2 以
上
の
宅
地
造
成
に
つ
い
て
は
、

全
て
開
発
面
積
に
応
じ
た
調
整
池
の
設
置
を
指
導
し
て
い
る
。

な
お
、
開
発
行
為
（

1,
00

0m
2 未
満
）
に
該
当
し
な
い
宅
地
造
成
に

つ
い
て
も
、
八
街
市
小
規
模
開
発
指
導
基
準
に
基
づ
き
、
開
発
面

積
及
び
区
画
数
に
応
じ
各
戸
貯
留
に
よ
る
雨
水
浸
透
施
設
の
設
置

を
指
導
し
て
い
る
。

※
上
記
雨
水
抑
制
施
設
に
つ
い
て
は
浸
透
量
は
加
算
し
て
い
な

い
。

建
設
部
都
市
計
画
課
、
建
設

課

八
街
市
宅
地
開
発
指
導
要
綱
に
よ
り
、
引
き
続
き
雨
水
流
失
抑
制

対
策
と
し
、
雨
水
浸
透
施
設
（
調
整
池
、
各
戸
貯
留
浸
透
貯
留
槽

等
）
の
設
置
を
指
導
し
て
い
く
。

印
西
市

開
発
指
導
班

「
印
西
市
開
発
行
為
等
指
導
要
綱
」
に
よ
り
、
雨
水
排
水
に
対
し
て
、
開

発
区
域
等
及
び
当
該
区
域
か
ら
流
出
す
る
雨
水
を
適
切
に
排
出
す
る

た
め
必
要
な
施
設
（
調
整
池
等
）
の
設
置
を
指
導
し
て
い
る
。
そ
の
指
導

の
中
で
、
透
水
性
舗
装
や
浸
透
枡
の
活
用
を
お
願
い
し
て
い
る
。

今
後
も
継
続
し
て
実
施
す
る
。

未
定

添
付
資
料

実
施
済
み

実
施
予
定
（

H
22
ま
で
実
施
）

今
後
検
討
（

H
22
以
降
も
含
む
）

実
施
主
体
名

資-2-3



Ⅰ
　
平
常
時
水
量
の
回
復

白
井
市

環
境
建
設
部
都
市
計
画
課

昭
和

54
年
度
～

白
井
市
宅
地
開
発
指
導
要
綱
に
よ
り
、
雨
水
排
水
計
画
に
つ
い
て

は
、
開
発
区
域
の
面
積
に
応
じ
、
必
要
な
調
整
能
力
を
有
す
る
雨

水
調
整
（
貯
留
浸
透
）
施
設
を
設
け
、
当
該
雨
水
排
水
を
開
発
区

域
外
の
排
水
施
設
又
は
河
川
に
接
続
さ
せ
る
よ
う
指
導
し
て
い

る
。

環
境
建
設
部
都
市
計
画
課

白
井
市
宅
地
開
発
指
導
要
綱
に
よ
り
、
雨
水
排
水
計
画
に
つ
い
て

は
、
開
発
区
域
の
面
積
に
応
じ
、
必
要
な
調
整
能
力
を
有
す
る
雨

水
調
整
（
貯
留
浸
透
）
施
設
を
設
け
、
当
該
雨
水
排
水
を
開
発
区

域
外
の
排
水
施
設
又
は
河
川
に
接
続
さ
せ
る
よ
う
指
導
し
て
い

る
。

特
に
な
し

富
里
市

都
市
建
設
部
都
市
計
画
課

平
成

4年
度
～

富
里
市
宅
地
開
発
指
導
要
綱
に
基
づ
き

1h
a未
満
の
民
間
の
開
発
行

為
に
つ
い
て
貯
留
浸
透
施
設
に
よ
る
雨
水
排
水
処
理
を
指
導
し
て

い
る
。

都
市
建
設
部
都
市
計
画
課

対
策
の
継
続

酒
々
井
町

都
市
計
画
課

平
成

5年
度
～

酒
々
井
町
宅
地
開
発
指
導
要
綱
に
よ
り
雨
水
排
水
に
つ
い
て
は
、
開

発
区
域
及
び
区
域
外
か
ら
流
入
す
る
雨
水
を
放
流
先
の
排
水
能
力
及

び
利
水
状
況
を
勘
案
し
て
、
有
効
か
つ
適
切
に
排
出
さ
せ
る
様
整
備

し
、
河
川
、
水
路
ま
た
は
下
水
道
に
接
続
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

開
発
区
域
の
面
積
等
に
応
じ
、
必
要
な
調
整
施
設
を
設
け
る
よ
う
指
導

し
て
い
る
。

都
市
計
画
課

平
成

15
年
度
～

「
千
葉
県
に
お
け
る
宅
地
開
発
等
に
伴
う
雨
水
排
水
貯
留
浸
透
計

画
策
定
の
手
引
き
」
に
基
づ
き
、
流
出
抑
制
策
と
し
て
、
空
き
地

等
に
雨
水
浸
透
施
設
を
設
置
す
る
様
、
指
導
を
行
っ
て
い
く
。

印
旛
村

処
理
可
能
箇
所
に
設
置
の
指
導

（
雨
水
浸
透
マ
ス
等
の
設
置
規
定
は
設
け
て
い
な
い
）

今
後
も
継
続
し
て
実
施
す
る
。

本
埜
村

対
象
地
域
が
全
て
市
街
化
調
整
区
域
で
あ
り
、
基
本
的
に
開
発
行
為

は
な
い
こ
と
か
ら
、
「
新
規
開
発
宅
地
の
浸
透
化
」
は
該
当
し
な
い
。
た

だ
し
、
村
と
し
て
は
、
開
発
行
為
時
に
は
浸
透
施
設
設
置
の
指
導
を
実

施
し
て
い
る
。

栄
町

平
成

12
～

14
年
度
一
般
的
な
自
己
用
住
宅
の
開
発
行
為
の
雨
水
排
水
に
お
い
て
は
、
宅

内
浸
透
マ
ス
の
設
置
を
義
務
づ
け
て
い
る
。

今
後
行
わ
れ
る
建
て
替
え
、
新
規
家
屋
の
雨
水
排
水
に
つ
い
て

は
、
宅
内
浸
透
マ
ス
設
置
を
義
務
づ
け
る
指
導
を
行
っ
て
い
く
。

千
葉
県

印
旛
土
木
事
務
所

調
整
課

平
成

15
年
度
～

管
内
市
町
村
（
印
旛
沼
流
域

9市
町
村
）

「
千
葉
県
宅
地
開
発
指
導
要
綱
」
の
適
用
を
受
け
る
宅
地
開
発
に

伴
う
流
出
抑
制
対
策
と
し
て
、
平
成

15
年

3月
に
策
定
し
た
「
千
葉

県
に
お
け
る
宅
地
開
発
等
に
伴
う
雨
水
排
水
・
貯
留
浸
透
計
画
策

定
の
手
引
き
」
に
基
づ
き
、
宅
地
開
発
者
に
地
下
水
の
涵
養
等
を

促
す
浸
透
施
設
の
導
入
を
促
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
調
整
池
の
洪
水

調
節
容
量
の
軽
減
並
び
に
健
全
な
水
循
環
に
配
慮
し
た
指
導
を

行
っ
て
い
る
。

継
続
実
施

対
策
メ
ニ
ュ
ー

具
体
例

イ
）
雨
水
浸
透
施
設
の
整
備

2）
各
戸
貯
留
・
浸
透
施
設
の
整
備

フ
）
流
域
対
策
の
推
進

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

千
葉
市

管
理
部
普
及
課

平
成

10
～

14
年
度

助
成
に
よ
る
民
間
ま
た
は
住
民
が
設
置
す
る
。
（
平
成

10
年
度
よ

り
補
助
事
業
化
）

実
施
箇
所
：
下
水
道
計
画
区
域
内

実
施
規
模
：
雨
水
浸
透
マ
ス

25
0基

　
　
　
　
　
貯
留
槽

32
0基

管
理
部
普
及
課

平
成

15
～

17
年
度
新

5ヶ
年
計
画
事
業
（
平
成

13
～

17
年
度
）
と
し
て
位
置
づ
け
て

い
る
。

管
理
部
普
及
課

①
平
成

17
年
度
以
降
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
。

②
引
続
き
指
定
工
事
業
者
を
集
め
，
施
工
方
法
，
施
工
の
注
意
点

等
に
つ
い
て
講
習
会
を
開
催
す
る
。

③
今
後
も
事
業
に
対
し
て
理
解
を
得
ら
れ
る

PR
活
動
を
定
期
的
に

行
う
。

船
橋
市

建
設
局
下
水
道
部
河
川
管
理

課
昭
和

61
年
度
～

市
内
の
雨
水
浸
透
可
能
区
域
に
個
人
住
宅
を
建
設
す
る
場
合
、
建

築
面
積
に
よ
り
別
添
資
料
の
区
域
内
に
雨
水
浸
透
桝
の
設
置
を
依

頼
す
る
。
設
置
し
た
場
合
は
、
雨
水
浸
透
桝
設
置
補
助
金
事
業
に

基
づ
き
、
補
助
金
を
出
し
て
い
る
。

実
施
箇
所
：
市
内
一
円
の
浸
透
可
能
区
域
対
策
規
模
等
　
昭
和
6
1

年
度
～
平
成
1
4
年
度
ま
で
の
設
置
個
数
：
7
8
6
基
（
神
埼
川
流
域

1
9
2
基
、
桑
納
川
流
域
5
9
4
基
）

今
後
も
事
業
を
継
続
す
る
。

今
後
も
事
業
を
継
続
す
る
。

成
田
市

都
市
部
都
市
計
画
課

平
成

3年
度
～

平
成

3年
8月

1日
施
行
、
成
田
市
全
域

成
田
市
開
発
行
為
等
指
導
要
綱
に
基
づ
き
、
適
用
対
象
の
事
業

（
事
業
区
域
の
面
積
が

50
0㎡
以
上
の
自
己
居
住
用
以
外
の
も
の
）

に
お
い
て
は
、
駐
車
場
及
び
雨
水
桝
は
浸
透
式
の
構
造
と
す
る
よ

う
指
導
し
て
い
る
｡
　
又
、
一
定
量
の
雨
水
を
貯
留
施
設
に
貯
留
し

流
出
量
を
調
整
し
て
い
る
が
、

1ヘ
ク
タ
ー
ル
未
満
の
宅
地
造
成
の

貯
留
施
設
は
、
各
戸
貯
留
の
浸
透
式
が
比
較
的
多
く
実
施
さ
れ
て

い
る
。
尚
、
浸
透
施
設
の
浸
透
量
は
貯
留
量
に
加
算
し
て
い
な

い
。
窓
口
指
導
業
務

引
き
続
き
実
施
し
て
い
る
｡

現
在
は
雨
水
貯
留
量
に
浸
透
量
を
加
算
し
て
い
な
い
が
、
今
後
は

浸
透
量
を
加
え
る
こ
と
に
よ
り
貯
留
施
設
の
縮
小
を
図
る
一
方
、

浸
透
施
設
の
増
加
を
図
り
た
い
｡

佐
倉
市

土
木
部
土
木
課

昭
和

53
年
度
～

開
発
行
為
等
に
よ
る
浸
透
施
設
の
設
置
指
導

土
木
部
土
木
課

平
成

15
年
度
～

・
開
発
行
為
等
に
よ
る
浸
透
施
設
の
設
置
指
導
は
引
き
続
き
実
施

す
る
。

・
雨
水
貯
留
浸
透
施
設
設
置
工
事
補
助
金
制
度
の
実
施

実
施
個
所
：
市
内
全
域
、
対
策
規
模
：
年
間
補
助
金
予
算
1
0
0
万
円

程
度

八
千
代
市

土
木
部
土
木
建
設
課

建
築
物
（
一
般
住
宅
・
集
合
住
宅
・
商
業
施
設
等
）
が
建
築
さ
れ

る
場
合
、
施
工
主
に
雨
水
桝
・
雨
水
排
水
菅
等
に
つ
い
て
、
浸
透

式
の
雨
水
桝
・
菅
と
し
、
雨
水
が
地
下
に
還
元
す
る
よ
う
な
施
設

と
な
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。
（
通
常
の
雨
水
桝
の
底
抜
き
等
で

も
可
と
し
て
い
る
。
）

土
木
部
土
木
建
設
課

継
続
し
て
実
施

添
付
資
料

今
後
検
討
（

H
22
以
降
も
含
む
）

実
施
予
定
（

H
22
ま
で
実
施
）

実
施
済
み

実
施
主
体
名

資-2-4



Ⅰ
　
平
常
時
水
量
の
回
復

鎌
ヶ
谷
市

土
木
部
工
務
課

平
成

7～
14
年
度

平
成

7年
6月
よ
り
各
戸
新
築
・
増
改
築
の
際
、
雨
水
浸
透
桝
設
置

指
導
を
開
始

・
実
施
箇
所
：
神
崎
川
流
域

・
実
施
規
模
：

1,
03

6基
（
市
内
全
域
、
た
だ
し
不
適
地
区
を
除

く
）
流
域
ご
と
に
算
出
は
困
難

位
置
指
定
道
路
の
舗
装
を
浸
透
性
と
す
る
よ
う
指
導

土
木
部
工
務
課

現
在
実
施
し
て
い
る
対
策
を
継
続
、
見
直
し
を
図
る
。

都
市
部
道
路
管
理
課

平
成

12
～

14
年
度
・
実
施
規
模
：
雨
水
浸
透
マ
ス

1,
17

0基
都
市
部
道
路
管
理
課

今
後
も
新
築
、
増
改
築
の
時
に
設
置
す
る
様
、
指
導
を
徹
底
せ
さ
る
。

都
市
部
都
市
整
備
課

平
成

14
年
度

・
実
施
箇
所
：
四
街
道
市
鹿
渡
地
先

・
実
施
規
模
：
雨
水
浸
透
マ
ス

9基
　
　
　
　
　
　
浸
透
ト
レ
ン
チ

12
8m

都
市
部
都
市
整
備
課

平
成

15
～

18
年
度
雨
水
浸
透
マ
ス

31
基

浸
透
ト
レ
ン
チ

62
0m

平
成

9～
10
年
度

雨
水
貯
水
槽
の
設
置
（
便
所
雑
水
・
グ
ラ
ン
ド
散
水
・
防
火
用
水

に
利
用
）

実
施
箇
所
：
四
街
道
市
め
い
わ

1丁
目

3（
印
旛
沼
流
域
内
）

実
施
規
模
：

40
0m

3 、
事
業
費

2,
20

0万
円

八
街
市

建
設
部
都
市
計
画
課

建
築
確
認
申
請
時
に
、
雨
水
浸
透
施
設
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
特

に
施
設
の
設
置
規
定
は
設
け
て
い
な
い
が
、
敷
地
内
処
理
を
基
本

と
し
、
雨
水
浸
透
桝
等
の
設
置
を
指
導
し
て
い
る
。

今
後
も
現
在
の
対
策
を
継
続
し
、
指
導
し
て
い
く
。

印
西
市

開
発
指
導
班

不
明

雨
水
浸
透
枡
等
の
設
置
規
定
は
設
け
て
い
な
い
が
、
処
理
可
能
箇

所
に
設
置
を
指
導
し
て
い
る
。

実
施
箇
所
：
雨
水
排
水
の
流
末
が
確
保
で
き
な
い
場
所
（
戸
建
て

住
宅
の
場
合
、
最
低

4隅
に
設
置
す
る
よ
う
指
導
）

雨
水
浸
透
枡
等
の
設
置
規
定
は
設
け
て
い
な
い
が
、
処
理
可
能
箇

所
に
設
置
を
指
導
し
て
い
る
。

実
施
箇
所
：
雨
水
排
水
の
流
末
が
確
保
で
き
な
い
場
所
（
戸
建
て

住
宅
の
場
合
、
最
低

4隅
に
設
置
す
る
よ
う
指
導
）

白
井
市

環
境
建
設
部
都
市
計
画
課

昭
和

54
年
度

雨
水
調
整
施
設
の
設
置
・
・
・
雨
水
浸
透
桝

※
戸
建
住
宅
の
場
合
、
敷
地
面
積
に
対
し
雨
水
浸
透
桝
の
数
及
び

大
き
さ
は
、
特
に
定
め
て
い
な
い
。

雨
水
調
整
施
設
の
設
置
・
・
・
雨
水
浸
透
桝

※
戸
建
住
宅
の
場
合
、
敷
地
面
積
に
対
し
雨
水
浸
透
桝
の
数
及
び

大
き
さ
は
、
特
に
定
め
て
い
な
い
。

富
里
市

都
市
建
設
部
都
市
計
画
課

平
成

4～
14
年
度

建
築
確
認
申
請
時
に
お
い
て
，
雨
水
の
浸
透
施
設
の
設
置
を
指
導

し
て
い
る
。

実
施
規
模
：

61
基
（
平
成

4～
14
年
度
、
指
導
に
よ
り
民
間
ま
た

は
住
民
が
設
置
）

都
市
建
設
部
都
市
計
画
課

対
策
の
継
続

酒
々
井
町

下
水
道
課

平
成

7～
14
年
度

排
水
設
備
確
認
申
請
の
際
、
雨
水
整
備
済
区
域
に
お
け
る
雨
水
桝

は
、
浸
透
式
を
設
置
指
導
し
て
い
る
。

実
施
箇
所
：
東
酒
々
井
団
地
、
成
城
台
団
地

実
施
規
模
：

54
0基
（
指
導
に
よ
り
民
間
、
住
民
が
設
置
）

下
水
道
課

今
後
も
継
続
し
て
指
導
す
る
。

印
旛
村

処
理
可
能
箇
所
に
設
置
の
指
導

（
雨
水
浸
透
マ
ス
等
の
設
置
規
定
は
設
け
て
い
な
い
）

今
後
も
継
続
し
て
指
導
す
る
。

栄
町

平
成

12
～

14
年
度
一
般
的
な
自
己
用
住
宅
の
開
発
行
為
の
雨
水
排
水
に
お
い
て
は
、

宅
内
浸
透
マ
ス
の
設
置
を
義
務
づ
け
て
い
る
。

雨
水
浸
透
マ
ス
の
設
置
：

49
基

今
後
行
わ
れ
る
建
て
替
え
、
新
規
家
屋
の
雨
水
排
水
に
つ
い
て
は
、

宅
内
浸
透
マ
ス
設
置
を
義
務
づ
け
る
指
導
を
行
っ
て
い
く
。

対
策
メ
ニ
ュ
ー

具
体
例

イ
）
雨
水
浸
透
施
設
の
整
備

3）
透
水
性
舗
装
等
の
整
備

ヲ
）
市
街
地
降
雨
流
出
負
荷
の
削
減

フ
）
流
域
対
策
の
推
進

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

千
葉
市

道
路
部
道
路
建
設
課

平
成

13
～

14
年
度

①
実
施
箇
所
：
千
葉
市
若
葉
区
大
井
戸
町
地
内
（
印
旛
沼
流
域

内
）
、
実
施
年
度
：
平
成

13
年
度
、

L=
36

7ｍ
，
県
道
新
設
改
良

時
に
歩
道
（
幅

3.
0ｍ
、

A
=2

,2
02

m
2）
を
透
水
性
舗
装
化
、
事
業

費
：

9､
20

0万
円
（
国
庫
補
助

1/
2）

②
実
施
箇
所
：
千
葉
市
若
葉
区
中
田
町
地
内
（
印
旛
沼
流
域

内
）
、
実
施
年
度
：
平
成

14
年
度
、

L=
62

4ｍ
，
県
道
新
設
改
良

時
に
歩
道
（
幅

3.
0ｍ
、

A
=3

,7
44

m
2 ）
を
透
水
性
舗
装
化
、
事
業

費
：

16
､

25
0万
円
（
全
額
市
負
担
）

道
路
部
道
路
建
設
課

平
成

15
年
度
～

①
実
施
箇
所
：
千
葉
市
若
葉
区
中
田
町
地
内
（
印
旛
沼
流
域

内
）
、
実
施
年
度
：
平
成

15
年
度
、

L=
34

0m
、
事
業
費
：

9,
00

0
万
円
（
全
額
、
市
負
担
）
、
歩
道
（

3.
0m
）
を
透
水
性
舗
装
化

②
実
施
路
線
：
（
主
）
浜
野
四
街
道
長
沼
線
（
印
旛
沼
流
域

内
）
、
実
施
年
度
：
平
成

16
年
度
以
降
、
事
業
費
：
各
年

9,
00

0万
円
程
度
を
予
定
、
歩
道
（

3.
0m
）
を
透
水
性
舗
装
化

道
路
新
設
改
良
事
業
で
は
，
千
葉
市
内
全
域
，
歩
道
は
透
水
性
舗

装
と
し
て
い
る
。

道
路
部
道
路
建
設
課

平
成

11
～

14
年
度

実
施
箇
所
：
船
橋
市
内
一
円

印
旛
沼
流
域
内
実
績
：

12
,6

70
m

2 （
神
崎
川
流
域

0m
2 、
桑
納
川
流

域
12

,6
70

m
2 ）

市
内
全
域
実
績
：

36
,7

91
m

2

道
路
部
道
路
建
設
課

歩
道
の
舗
装
は
、
透
水
性
舗
装
で
整
備
を
行
う
。
一
部
車
道
に
つ

い
て
は
、
構
造
上
問
題
が
な
け
れ
ば
、
透
水
性
舗
装
で
整
備
を
行

う
。

歩
道
の
舗
装
は
、
透
水
性
舗
装
で
整
備
を
行
う
。

一
部
車
道
に
つ
い
て
は
、
構
造
上
問
題
が
な
け
れ
ば
、
透
水
性
舗

装
で
整
備
を
行
う
。

道
路
部
街
路
課

平
成

14
年
度

実
施
箇
所
：
船
橋
市
坪
井
町
地
内

L≒
30

0m
都
市
計
画
道
路
整
備
時
に
歩
道

(3
.5

m
)透
水
性
舗
装
化

道
路
部
街
路
課

平
成

17
年
度

①
実
施
予
定
箇
所
：
船
橋
市
習
志
野
台

1丁
目
内

L≒
20

0m
都
市
計
画
道
路
整
備
時
に
歩
道

(3
.5

m
)透
水
性
舗
装
化

②
実
施
予
定
箇
所
：
船
橋
市
習
志
野
台

8丁
目
内

L≒
60

0m
都
市
計
画
道
路
整
備
時
に
歩
道

(4
.5

m
)透
水
性
舗
装
化

都
市
計
画
道
路
整
備
時
に
浸
透
適
地
に
つ
い
て
は
、
歩
道
を
透
水

性
舗
装
化
す
る
。

建
築
部
建
築
課

こ
れ
ま
で
の
新
築
工
事
に
お
い
て
は
、

①
駐
車
場
整
備
に
透
水
性
舗
装
を
で
き
る
だ
け
取
り
入
れ
て
い

る
。
②
造
園
工
事
等
に
透
水
性
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
キ
ン
グ
ブ
ロ
ッ
ク
敷
設

を
で
き
る
だ
け
取
り
入
れ
て
い
る
。

③
雨
水
処
理
に
雨
水
浸
透
桝
の
設
置
を
で
き
る
だ
け
取
り
入
れ
て

い
る
。

建
築
部
建
築
課

今
後
と
も
、
市
有
施
設
計
画
に
お
い
て
は
、
敷
地
内
の
雨
水
浸
透

を
図
る
計
画
を
進
め
る
。

今
後
と
も
、
市
有
施
設
計
画
に
お
い
て
は
、
敷
地
内
の
雨
水
浸
透

を
図
る
計
画
を
進
め
る
。

添
付
資
料

実
施
済
み

実
施
予
定
（

H
22
ま
で
実
施
）

今
後
検
討
（

H
22
以
降
も
含
む
）

船
橋
市

四
街
道
市

実
施
主
体
名

資-2-5



Ⅰ
　
平
常
時
水
量
の
回
復

都
市
整
備
部
都
市
整
備
課

都
市
整
備
部
都
市
整
備
課

平
成

15
～

17
年
度

坪
井
土
地
区
画
整
理
事
業
区
域
内
の
歩
道
及
び
歩
行
者
専
用
道
路

に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
す
べ
て
透
水
性
舗
装
と
す
る
。

A
=1

9,
00

0m
2 （
事
業
費
：
未
定
）

（
担
当
部
署
：
都
市
基
盤
整
備
公
団
千
葉
中
部
開
発
事
務
所
）

下
水
道
部
河
川
整
備
課

昭
和

58
年
度
～
平

成
14
年
度

透
水
性
舗
装
の
整
備

実
施
規
模
：

56
47

.7
m

2 （
神
崎
川
流
域

2,
90

0m
2 、

2,
74

7m
2 ）

下
水
道
部
河
川
整
備
課

引
き
続
き
新
規
開
発
宅
地
へ
の
雨
水
浸
透
施
設
設
置
の
指
導
を

行
っ
て
い
く
。

土
木
部
道
路
維
持
課

平
成

14
年
度

①
実
施
箇
所
：
佐
倉
市
大
崎
台
地
先
（
印
旛
沼
流
域
内
）
、

L=
22

4m
、

A
=4

80
.6

m
2 、
歩
道
（
幅

2.
2m
）
を
透
水
性
舗
装
化
、

事
業
費
：

31
5万
円
（
全
額
市
負
担
）

②
実
施
箇
所
：
佐
倉
市
鏑
木
町
地
先
（
印
旛
沼
流
域
内
）
、

L=
51

m
、

A
=8

3.
7m

2 、
歩
道
（
幅

1.
6m
）
を
透
水
性
舗
装
化
、
事

業
費
：

63
0万
円
（
全
額
市
負
担
）

③
実
施
箇
所
：
佐
倉
市
井
野
地
先
（
印
旛
沼
流
域
内
）
、

L=
15

0
ｍ
、

A
=4

65
.9

m
2 、
市
道
（
幅

3.
1m
）
を
全
面
透
水
性
舗
装
化
、

事
業
費
：

65
1万
円
（
全
額
市
負
担
）

土
木
部
道
路
維
持
課

平
成

15
年
度

①
佐
倉
市
大
崎
台
地
先
（
印
旛
沼
流
域
内
）
、

L=
21

0m
、

A
=4

80
6m

2

②
佐
倉
市
羽
鳥
地
先
（
印
旛
沼
流
域
内
）
、

L=
14

8.
7m
、

A
=3

99
m

2

③
佐
倉
市
西
志
津
（
印
旛
沼
流
域
内
）
、

L=
15

0m
、

A
=4

65
.9

m
2

土
木
部
道
路
維
持
課

市
道
改
修
時
は
、
印
旛
沼
流
域
内
の
浸
透
適
地
の
歩
道
に
つ
い
て

は
、
全
て
透
水
性
舗
装
と
す
る
。

土
木
部
道
路
建
設
課

平
成

13
～

14
年
度

H
13
：

①
太
田
高
岡
線
（
石
川
）

A
=1

,0
40

m
2 、
歩
道
（
幅

3.
5m
）
、
事

業
費

1,
09

0万
円
（
国
庫
補
助

1/
2）

②
I-

17
号
線
（
吉
見
）

A
=3

60
m

2 、
歩
道
（
幅

2.
0m
）
、
事
業
費

4,
74

6万
円

H
14
：

①
I-

32
号
線
（
染
井
野
）

A
=2

,1
00

m
2 、
歩
道
（
幅

4.
5m
）
、
事
業

費
1,

80
0万
円
（
国
庫
補
助

1/
2）

②
Ⅱ

-2
0号
線
（
天
辺
）

A
=2

40
m

2 、
歩
道

(2
43

m
2 )、
事
業
費

23
21
万
円

③
Ⅰ

-4
1号
線
（
上
志
津
）

A
=9

0m
2 、
歩
道
（
幅

2m
）
、
事
業
費

20
5万
円

④
太
田
高
岡
線
（
石
川
）

A
=4

30
m

2 、
歩
道
（
幅

3.
5m
）
、
事
業

費
3,

85
4万
円
（
国
庫
補
助

50
%
）

土
木
部
道
路
建
設
課

①
志
津
駅

(C
C

B
)：

L=
30

0m
、

A
=2

64
0m

2 、
歩
道
（
幅

10
m
）

（
国
庫
補
助

55
%
）

②
I-

31
号
線
（
下
勝
田
）
：

L=
85

0m
、

A
=6

80
m

2 、
歩
道
（
幅

1.
5m
）
（
国
庫
補
助

1/
2）

③
I-

35
号
線
（
直
弥
）
：

L=
1,

00
0m
、

A
=8

00
m

2 、
歩
道
（
幅

1.
5m
）

④
I-

40
9号
線
（
飯
野
～
土
浮
）
：

L=
1,

85
0m
、

A
=5

,8
00

m
2 、
歩

道
（
幅

3.
5m
）

⑤
JR
佐
倉
駅
：

L=
75

m
、

A
=7

20
m

2 、
歩
道
（
幅

9m
）
（
国
庫
補

助
1/

3）
⑥

I-
32
号
線
（
羽
鳥
寺
崎
）
：

L=
1,

57
0m
、

A
=8

,8
80

m
2 、
歩
道

（
幅

4.
50

m
）
（
国
庫
補
助

1/
2）

⑦
I-

17
号
線
（
吉
見
～
羽
鳥
）
：

L=
1,

40
0m
、

A
=1

,8
20

m
2 、
歩
道

（
幅

2.
0m
）

⑧
4-

59
7号
線
（
岩
富
）
：

L=
70

0m
、

A
=1

,9
60

m
2 、
歩
道
（
幅

3.
5m
）

⑨
太
田
高
岡
線
（
太
田
）
：

L=
13

0m
、

A
=1

,1
00

m
2 、
歩
道
（
幅

3.
5m
）
（
国
庫
補
助

55
%
）

⑩
I-

37
号
線
（
岩
富
）

L=
1,

30
0m
、

A
=3

80
m

2 、
歩
道
（
幅

1.
25

m
）

⑪
I-

42
号
線
（
臼
井
田
）

L=
1,

70
0m
、

A
=4

,2
50

m
2 、
歩
道
（
幅

3.
0m
）

土
木
部
道
路
建
設
課

道
路
建
設
課
実
施
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
平
成

12
年
度
に
千
葉
県

に
お
い
て
制
定
し
た
、
透
水
性
歩
道
舗
装
設
計
・
施
工
・
管
理
指

針
に
基
づ
き
歩
道
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
透
水
性
舗
装
を
実
施
し

て
行
く
予
定
で
す
。
　
ま
た
今
後
、
家
庭
雑
排
水
な
ど
が
流
入
し

な
い
道
路
側
溝
に
つ
い
て
浸
透
側
溝
・
浸
透
桝
等
に
よ
り
地
中
浸

透
を
積
極
的
に
検
討
し
て
い
く
。
他
に
各
メ
ー
カ
ー
に
よ
り
開
発

さ
れ
た
浸
透
に
関
す
る
新
技
術
等
に
つ
い
て
積
極
的
に
説
明
を
受

け
知
識
の
向
上
を
図
っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

別
紙
整
備
面
積

八
千
代
市

土
木
部
土
木
建
設
課

・
開
発
行
為
の
協
議
に
お
い
て
、
区
域
内
の
車
道
以
外
の
舗
装
部

分
に
つ
い
て
、
浸
透
性
舗
装
で
舗
装
す
る
よ
う
要
請
し
て
い
る
。

・
具
体
的
な
場
所
・
量
・
指
導
開
始
年
度
に
つ
い
て
は
把
握
し
て

い
な
い
。

引
き
続
き
実
施

市
道
等
を
整
備
す
る
場
合
に
お
い
て
、
歩
道
部
分
の
舗
装
は
浸
透

性
舗
装
を
用
い
る
。

鎌
ヶ
谷
市

土
木
部
工
務
課

～
平
成

14
年
度

実
施
箇
所
：
市
内
全
域

浸
透
舗
装
：

A
=2

2,
41

8m
2

浸
透
側
溝
：

L=
5,

04
4m

流
域
で
算
出
は
困
難

市
内
全
域
に
お
い
て
、
歩
道
の
整
備
に
あ
た
っ
て
は
透
水
性
舗
装

の
整
備
に
努
め
る
。

市
内
全
域
に
お
い
て
、
市
道
改
修
時
に
歩
道
を
透
水
性
舗
装
と
す

る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

四
街
道
市

都
市
部
道
路
管
理
課

平
成

13
～

14
年
度

①
四
街
道
市
大
日
地
先
、
実
施
年
度
：
平
成

14
年
度

L=
73

m
、
市

道
改
修
時
（
歩
道
整
備
）
に
歩
道
（
幅

3.
2m
）
を
透
水
性
舗
装

化
、
事
業
費
：

38
3万
円

②
四
街
道
市
山
梨
地
先
、
実
施
年
度
：
平
成

13
年
度

L=
69

m
、
市

道
改
修
（
歩
道
新
設
）
時
に

W
=8
～

13
m
を
透
水
性
舗
装
整
備
、

事
業
費
：

33
6万
円

幹
線
の
道
路
で
舗
装
修
繕
の
必
要
が
生
じ
た
場
合
、
透
水
性
舗
装

の
整
備
に
努
め
る
。
（
市
内
全
域
）

幹
線
の
道
路
で
舗
装
修
繕
の
必
要
が
生
じ
た
場
合
、
透
水
性
舗
装

の
整
備
に
努
め
る
。
（
市
内
全
域
）

八
街
市

建
設
部
建
設
課

～
平
成

14
年
度

①
実
施
箇
所
：
八
街
市
八
街
地
内
（
印
旛
沼
流
域
内
）
、
実
施
年

度
：
平
成

13
年
度
、

A
=1

,2
88

m
2 、
市
道
改
良
時
に
歩
道
を
透
水

性
舗
装
化
、
事
業
費
：

64
0万
円
（
国
庫
補
助

1/
2）

②
実
施
箇
所
：
八
街
市
四
木
地
内
（
印
旛
沼
流
域
内
）
、
実
施
年

度
：
平
成

14
年
度
、

A
=7

38
m

2 、
市
道
改
良
時
に
歩
道
を
透
水
性

舗
装
化
、
事
業
費
：

36
0万
円
（
国
庫
補
助

5.
5/

10
）

③
そ
の
他
既
存
の
透
水
性
舗
装
設
置
実
績
は
全
市
で

A
=7

02
m

2

①
実
施
箇
所
：
八
街
市
朝
日
地
内
（
印
旛
沼
流
域
内
）
、
実
施
年

度
：
平
成

15
年
度
、

A
=1

,0
20

m
2 、
事
業
費
：

51
0万
円
（
国
庫
補

助
5.

5/
10
）

②
実
施
箇
所
：
八
街
市
朝
日
地
内
（
印
旛
沼
流
域
内
）
、
実
施
年

度
：
平
成

15
年
度
、

A
=6

20
m

2 、
事
業
費
：

31
0万
円
（
全
額
市
負

担
）
③
実
施
箇
所
：
八
街
市
朝
日
地
内
ほ
か

1ヶ
所
（
印
旛
沼
流
域

内
）
、
実
施
年
度
：
平
成

16
年
度
、

A
=1

,2
00

m
2 、
事
業
費
：

60
0

万
円
程
度
を
予
定

④
平
成

17
年
度
以
降
未
定

市
道
改
良
時
及
び
新
設
時
は
、
印
旛
沼
流
域
内
の
浸
透
適
地
の
歩

道
に
つ
い
て
、
全
て
透
水
性
舗
装
と
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い

る
。

船
橋
市

佐
倉
市

資-2-6



Ⅰ
　
平
常
時
水
量
の
回
復

印
西
市

都
市
建
設
部
建
設
課

平
成

13
～

14
年
度

①
13
年
度
、
印
西
市
小
林
地
先
（
印
旛
沼
流
域
内
）
、
約

1,
30

0万
円
（
全
額
市
負
）

L=
19

0m
、
道
路
改
良
工
事
に
、
歩
道
（
幅

1.
5m
）
を
透
水
性
舗
装
化

②
14
年
度
、
印
西
市
小
林
地
先
（
印
旛
沼
流
域
内
）
、
約

90
0万

円
（
全
額
市
負
担
）

L=
70

m
、
道
路
改
良
工
事
に
、
歩
道
（
幅

1.
5m
）
を
透
水
性
舗
装
化

③
14
年
度
、
印
西
市
草
深
地
先
（
印
旛
沼
流
域
内
）
、
約

2,
70

0万
円
（
全
額
市
負
）

L=
11

5m
、
道
路
改
良
工
事
に
、
歩
道
（
幅

2.
0m
）
を
透
水
性
舗
装
化

④
14
年
度
、
印
西
市
武
西
地
先
（
印
旛
沼
流
域
内
）
、

4,
50

0万
円

（
国
庫
補
助

5.
5/

10
 ）

L=
36

0m
、
道
路
改
良
工
事
に
、
歩
道
（
幅

2.
5m
）
を
透
水
性
舗
装
化

⑤
14
年
度
、
印
西
市
平
岡
地
先
（
印
旛
沼
流
域
内
）
、
約

3,
20

0万
円
（
全
額
市
負
担
）

L=
24

0m
、
道
路
改
良
工
事
に
、
歩
道
（
幅

2.
5m
）
を
透
水
性
舗
装
化

都
市
建
設
部
建
設
課

平
成

15
年
度
～

①
15
年
度
、
印
西
市
武
西
地
先
（
印
旛
沼
流
域
内
）
、

4,
50

0万
円

（
国
庫
補
助

 5
.5

/1
0 
）

L=
44

0m
、
道
路
改
良
工
事
に
、
歩
道
（
幅

2.
5m
）
を
透
水
性
舗
装
で
整
備

②
15
年
度
、
印
西
市
船
尾
地
先
（
印
旛
沼
流
域
内
）
、
約

4,
00

0万
円
（
全
額
市
負
担
）

L=
28

0m
、
道
路
改
良
工
事
に
、
歩
道
（
幅

2.
0m
）
を
透
水
性
舗
装
で
整
備

③
15
年
度
、
印
西
市
小
林
地
先
（
印
旛
沼
流
域
内
）
、
約

2,
00

0万
円
（
全
額
市
負
担
）

L=
39

1m
、
道
路
改
良
工
事
に
、
歩
道
（
幅

1.
0m
）
を
透
水
性
舗
装
で
整
備

④
市
道
の
改
築
、
新
設
時
は
、
浸
透
適
地
の
歩
道
に
つ
い
て
、
全

て
透
水
性
舗
装
を
予
定
し
て
い
る
。

指
導
の
改
築
、
新
設
時
は
浸
透
適
地
の
歩
道
に
つ
い
て
全
て
透
水

性
舗
装
を
予
定
し
て
い
る
。

白
井
市

環
境
建
設
部
建
設
課

平
成

14
年
度

①
実
施
箇
所
：
白
井
市
冨
士
地
先
（
印
旛
沼
流
域
内
）
、
平
成

14
年
度
　
舗
装
修
繕
工
事
の
際
、
全
面
浸
透
舗
装
化
　

L=
26

0m
(9

80
㎡

)、
事
業
費
：

1,
20

0万
円
（
全
額
市
負
担
）

②
実
施
箇
所
：
白
井
市
白
井
地
先
（
印
旛
沼
流
域
内
）
、
平
成

14
年
度
　
舗
装
修
繕
工
事
の
際
、
全
面
浸
透
舗
装
化
　

L=
10

0m
(3

90
㎡

)、
事
業
費
：

27
0万
円
（
全
額
市
負
担
）
そ
の
他
既
存
の
浸
透

舗
装
実
績
は
全
市
で
、
約

19
,0

00
㎡

環
境
建
設
部
建
設
課

平
成

15
年
度
～

①
実
施
箇
所
：
平
成

16
年
度
：
歩
道
及
び
舗
装
修
繕
工
事
の
際
、

浸
透
舗
装
化

L=
49

0m
(7

70
m

2)
、
事
業
費
：

26
0万
円
（
全
額
市
負

担
）
②
実
施
箇
所
：
未
定
（
白
井
市
内
）
（
印
旛
沼
流
域
内
他
）
、
平

成
16
年
度
以
降
：
歩
道
整
備
及
び
補
修
工
事
際
、
歩
道
部
分
の
浸

透
舗
装
化
、
事
業
費
：
未
定
（
全
額
市
負
担
）

占
用
工
事
に
お
け
る
、
歩
道
部
の
浸
透
舗
装
に
よ
る
復
旧
の
推
進

市
道
改
修
工
事
等
に
お
け
る
歩
道
部
分
の
全
面
浸
透
舗
装
化
の
検

討

富
里
市

都
市
建
設
部
建
設
課

平
成

13
～

14
年
度

平
成

13
年
度

①
富
里
市
七
栄
及
び
中
沢
地
区
（
印
旛
沼
流
域
内
）
：
歩
道

A
=1

,4
15

m
2 、
市
道
改
良
時
に
歩
道
（
両
側

3.
0m
）
を
透
水
性
舗

装
化
、
事
業
費
：

66
,8

80
千
円
（
国
庫
補
助

2/
3）
成
田
財
特
路
線

整
備
事
業

②
富
里
市
七
栄
、
十
倉
及
び
高
松
地
区
（
印
旛
沼
流
域
内
）
：
車

道
A

=1
,2

59
m

2 、
事
業
費
：
約

6,
10

0千
円
（
全
額
市
負
担
）

平
成

14
年
度

③
富
里
市
七
栄
地
区
（
印
旛
沼
流
域
内
）
：
車
道

A
=1

14
m

2 、
事

業
費
：
約

2,
00

0千
円
（
全
額
市
負
担
）

④
富
里
市
七
栄
及
び
中
沢
地
区
外
：
そ
の
他
既
存
の
透
水
性
舗
装

設
置
実
績

A
=3

,6
00

m
2

⑤
市
道
へ
の
浸
透
式
側
溝
の
整
備
、
富
里
市
七
栄
地
区
（
印
旛
沼

流
域
内
）
、
平
成

14
年
度
、

L=
30

m
、
事
業
費
約

2,
00

0千
円
（
全

額
市
負
担
）

⑥
富
里
市
七
栄
地
区
（
印
旛
沼
流
域
内
）
、
平
成

14
年
度
　
浸
透

桝
2箇
所
、
事
業
費
約

35
0千
円
（
全
額
市
負
担
）

⑦
そ
の
他
既
存
の
浸
透
側
溝
　

L=
50

m
　
浸
透
人
孔

1基

都
市
建
設
部
建
設
課

平
成

15
年
度
～

平
成

15
年
度

①
富
里
市
中
沢
地
区
（
印
旛
沼
流
域
内
）
事
業
費
約

90
,0

00
千
円

（
国
庫
補
助

2/
3）
、
歩
道
（
両
側

3.
0m
）

L=
58

0m
、

A
=3

20
0m

2

②
富
里
市
七
栄
地
区
（
印
旛
沼
流
域
内
）
事
業
費
約

14
,0

00
千
円

（
全
額
市
負
担
）
、
歩
道
（
両
側

3.
0m
）

L=
11

6m
、

A
=4

40
m

2

③
富
里
市
立
沢
及
び
七
栄
地
区
（
印
旛
沼
流
域
内
）
事
業
費
約

10
0,

00
0千
円
（
国
庫
補
助

1/
2）
、
歩
道
（
両
側

3.
0m

)L
=1

24
m
、

A
=6

73
m

2

平
成

16
年
度
以
降

④
富
里
市
立
沢
及
び
七
栄
地
区
（
印
旛
沼
流
域
内
）
：
歩
道
（
両

側
3.

0m
）

L=
52

6m

都
市
建
設
部
建
設
課

市
道
の
改
良
時
に
歩
道
整
備
を
伴
う
場
合
は
、
透
水
性
舗
装
の
検

討
を
行
う
。

酒
々
井
町

建
設
課

平
成

15
～

17
年
度

①
実
施
箇
所
：
酒
々
井
町
伊
篠
新
田
地
先
、
実
施
年
度
：
平
成

15
年
度
、

L=
10

0m
、

W
=7

.0
m
、

A
=7

00
m

2 、
事
業
費
：

2,
10

0万
円

（
全
額
町
）

②
実
施
箇
所
：
酒
々
井
町
中
央
台
地
先
、
実
施
年
度
：
平
成

16
年

度
、

L=
66

0m
、

W
=2

.5
m
、

A
=1

,6
50

m
2 、
事
業
費
：

1,
00

0万
円

（
全
額
町
）

③
実
施
箇
所
：
酒
々
井
町
東
酒
々
井
地
先
、
実
施
年
度
：
平
成

16
年
度
、

L=
48

0m
、

W
=2

.5
m
、

A
=1

,2
00

m
2 、
事
業
費
：

1,
60

0万
円
（
全
額
町
）

④
実
施
箇
所
：
酒
々
井
町
伊
篠
地
先
、
実
施
年
度
：
平
成

17
年

度
、

L=
20

0m
、

W
=1

.0
m
、

A
=2

00
m

2 、
事
業
費
：

1,
00

0万
円

（
全
額
町
）

⑤
実
施
箇
所
：
酒
々
井
町
印
旛
沼
新
田
地
先
　
実
施
年
度
：
平
成

17
年
度
、

L=
48

0m
、

W
=2

.5
m
、

A
=1

,2
00

m
2 、
事
業
費
：

2,
30

0
万
円
（
全
額
町
）

①
町
道
改
修
時
に
歩
道
に
お
い
て
は
、
現
場
の
状
況
を
踏
ま
え
、

原
則
と
し
て
透
水
性
舗
装
を
採
用
す
る
こ
と
を
検
討
す
る
。

②
酒
々
井
町
開
発
行
為
規
制
要
綱
に
、
開
発
地
域
内
舗
装
面
（
舗

装
等
）
の
透
水
性
舗
装
化
義
務
づ
け
を
明
文
化
す
る
よ
う
検
討
す

る
。

印
旛
村

平
成

13
～

14
年
度

①
実
施
箇
所
：
印
旛
村
師
戸
地
先
（
西
印
旛
沼
流
域
）
、
実
施
年

度
：
平
成

13
年
度
、

L=
20

0m
　
道
路
新
設
時
に
歩
道

(W
=3

.0
m

)
を
透
水
性
舗
装
、
事
業
費
：

14
0万
国
庫
補
助

1/
2他
　
村
負
担

②
実
施
箇
所
：
印
旛
村
萩
原
地
先
（
北
印
旛
沼
流
域
）
、
実
施
年

度
：
平
成

13
、

14
年
度
、

L=
17

42
m
　
道
路
新
設
時
に
歩
道

(W
=4

.5
m

)を
透
水
性
舗
装
、
事
業
費
：

16
30
万
国
庫
補
助

1/
2他

村
負
担

平
成

16
年
度

実
施
箇
所
：
印
旛
村
萩
原
地
先
、

L=
40

0m
、
道
路
新
設
時
に
歩
道

（
W

=4
.5

m
）
を
透
水
性
舗
装
、
事
業
費
：

80
0万
、
全
額
村
負

担
、

18
00

m
2

村
道
（
歩
道
）
改
修
新
設
は
全
て
透
水
性
舗
装
と
す
る

本
埜
村

企
画
建
設
課

企
画
建
設
課

平
成

15
年
度
～

実
施
箇
所
：
本
埜
村
滝

事
業
費
：

17
,0

00
千
円

4,
20

0m
2

栄
町

透
水
性
舗
装
の
整
備

実
施
箇
所
は
今
後
検
討
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Ⅰ
　
平
常
時
水
量
の
回
復

千
葉
土
木
事
務
所

～
平
成

14
年
度

①
実
施
個
所
：
八
千
代
市
本
郷
台
他
、
（
主
）
船
橋
印
西
線
他

(流
域
内

)、
事
業
年
度
：
平
成

13
年
度
ま
で
、

A
=2

,5
90

m
2 、
事
業

費
：

1,
00

0万
円

②
実
施
個
所
：
八
千
代
市
本
郷
台
他
、
（
主
）
船
橋
印
西
線
他

(流
域
内

)、
事
業
年
度
：
平
成

14
年
度
、

A
=3

,2
80

m
2 、
事
業
費
：

1,
30

0万
円
【
全
て
道
路
事
業
の
歩
道
工
事
】

平
成

15
年
度
～

①
実
施
個
所
：
八
千
代
市
桑
橋
他
、
（
主
）
船
橋
印
西
線
他
（
流

域
内
）
事
業
年
度
：
平
成

15
年
度
（
予
定
）
、

A
=3

,1
00

m
2 、
事

業
費
：

1,
24

0万
円

②
平
成

16
年
度
以
降
流
域
内
に
て
各
年

3,
00

0m
2 、

1,
20

0万
円
程

度
を
予
定

成
田
土
木
事
務
所

維
持
課

平
成

15
年
度

実
施
箇
所
：
国
道

40
9号
、
冨
里
市
中
沢
（
高
崎
川
流
域
）
（
印
旛

沼
流
域
）

工
事
名
：
県
単
交
通
安
全
対
策

L=
15

0m
、

W
=2

.5
m
、

A
=3

70
m

2

（
歩
道
）
、
事
業
費
：
未
定

成
田
土
木
事
務
所

建
設
課

平
成

14
年
度

実
施
箇
所
：
富
里
市
十
倉
地
内
（
印
旛
沼
流
域
内
）
、

L=
14

0m
、

交
差
点
改
良
に
伴
う
歩
道
（
幅

3.
0m
）
を
透
水
性
舗
装
化
、
事
業

費
：

15
0万
円
（
県
単
独
）

成
田
土
木
事
務
所

建
設
課

①
実
施
箇
所
：
冨
里
市
七
榮
（
印
旛
沼
流
域
内
）
、
実
施
年
度
：

平
成

16
年
度
以
降
、

L=
1,

92
0m
、
現
道
の
拡
幅
工
事
に
伴
う
歩
道

整
備
（
幅

4.
5m
）
を
透
水
性
舗
装
化
、
事
業
費
：

6,
62

0万
円
（
国

庫
補
助

1/
2）

②
実
施
箇
所
：
富
里
市
高
松
（
印
旛
沼
流
域
内
）
、
実
施
年
度
：

平
成

16
年
度
以
降
、

L=
2,

26
0m
、
現
道
の
拡
幅
工
事
に
伴
う
歩
道

整
備
（
幅

3.
0m
）
を
透
水
性
舗
装
化
予
定
　
事
業
費
：

2,
44

0万
円

（
県
単
独
）

印
旛
土
木
事
務
所

維
持
課
、
管
理
課

平
成

12
年
度
～

管
内
市
町
村
（
印
旛
沼
流
域
）

平
成

12
年

12
月
に
策
定
し
た
「
透
水
性
歩
道
舗
装
設
計
・
施
工
・

管
理
指
針
」
に
基
づ
き
、
歩
行
者
系
道
路
舗
装
は
、
原
則
と
し
て

透
水
性
舗
装
を
採
用
し
、
河
川
の
氾
濫
防
止
や
地
下
水
の
涵
養
等

に
努
め
て
い
る
。
占
用
工
事
に
あ
た
っ
て
も
、
原
則
と
し
て
透
水

性
舗
装
で
の
復
旧
を
指
導
し
て
い
る
。

継
続
実
施

対
策
メ
ニ
ュ
ー

具
体
例

イ
）
雨
水
浸
透
施
設
の
整
備

4）
浸
透
機
能
を
持
っ
た
貯
留
施
設
の
整
備
（
公
共
用
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
開
発
調
整
池
等
）

フ
）
流
域
対
策
の
推
進

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

船
橋
市

建
設
局
下
水
道
部
河
川
整
備

課
昭
和

57
～
平
成

5年
度

公
共
用
グ
ラ
ン
ド
へ
の
貯
留
浸
透
施
設
の
設
置

①
S5

7年
、
咲
が
丘
小
学
校

(咲
が
丘

1-
22

-1
)、

A
=5

,8
00

m
2 、

V
=1

,4
54

m
3 、

H
=0

.2
5m
、
事
業
費
：

1,
30

0万
円

(市
単
独

)
②

H
元
年
、
八
木
が
谷
中
学
校

(八
木
が
谷

2-
9-

1)
、

A
=6

,0
00

m
2 、

V
=6

36
m

3 、
H

=0
.1

1m
、
浸
透
桝

5基
、
浸
透
ト
レ
ン
チ

12
0m
、
事

業
費
：

2,
20

0万
円

(市
単
独

)
③

H
5年
、
習
志
野
台
第
二
小
学
校

(習
志
野
台

5-
43

-1
)、

A
=8

,9
00

m
2 、

V
=4

24
m

3 、
H

=0
.0

5m
、
事
業
費
：

35
0万
円

(市
単

独
)

予
算
措
置
が
可
能
で
あ
れ
ば
、
流
域
未
設
置
校

15
校
（
神
崎
川
流

域
：

6校
、
桑
納
川
流
域
：

9校
）
に
対
し
、
順
次
整
備
を
行
う
。

佐
倉
市

土
木
部
土
木
課

平
成

15
年
度
～

実
施
個
所
：
寺
崎
小
学
校
：
対
策
量

72
6m

3

　
　
　
　
　
根
郷
小
学
校
：
対
策
量
約

70
0m

3

昭
和

54
～
平
成

8年
度

①
印
旛
放
水
路
治
水
対
策
用
の
調
整
池
と
し
て
の
機
能
を
併
せ
持

つ
公
園
、
常
時
水
面
面
積

4,
80

0m
2 、
実
施
箇
所
：
萱
田
地
区
公
園

（
印
旛
沼
流
域
内
）
、
事
業
費
は
住
宅
都
市
整
備
公
団
（
当
時
）

が
負
担
、
維
持
管
理
は
市
、
月

2回
の
噴
水
池
清
掃

②
50
年
確
率
降
雨
時
貯
留
量
：

38
,3

00
m

3

土
地
区
画
整
理
事
業
の
中
で
実
施
し
た
も
の
で
、
本
事
業
は
既
に

完
了
し
て
い
る
。

開
発
事
業
に
お
い
て
、
開
発
面
積
が

0.
05

ha
を
越
え
る
場
合
、

「
八
千
代
市
雨
水
排
水
施
設
整
備
指
導
指
針
」
に
基
づ
き
、
雨
水

の
流
出
抑
制
を
図
り
、
も
っ
て
河
川
の
氾
濫
等
に
資
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
雨
水
調
整
施
設
の
設
置
に
つ
い
て
指
導
し
て
い
る
。

調
整
施
設
に
つ
い
て
は
、
浸
透
施
設
・
オ
ン
サ
イ
ト
貯
留
・
調
整

槽
・
調
整
池
の
中
か
ら
選
択
で
き
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

継
続
し
て
指
導
す
る
。

鎌
ヶ
谷
市

流
域
内
に
該
当
施
設
が
な
い
た
め
実
施
不
可

実
施
箇
所
：
市
内
全
域
（
流
域
外
）

中
学
校

2箇
所
で
計
画

四
街
道
市

学
校
校
庭
貯
留

実
施
規
模
：

1箇
所

50
m

3
公
立
小
学
校

1箇
所

1,
00

0m
3 、
事
業
費

31
,0

00
千
円

下
水
道
課

平
成

12
～

19
年
度

実
施
箇
所
：
八
街
市
文
違
（
印
旛
沼
流
域
内
）
、
実
施
規
模
：
大

池
排
水
区
面
積

32
4.

65
ha
の
う
ち
事
業
計
画
面
積

14
5.

35
ha
、
調
整

池
容
量

91
,2

95
m

3 、
全
体
事
業
費
：

9,
04

0百
万
円
（
用
地
費
、
調

整
池
・
幹
線
建
設
費
含
む
）

建
設
課

平
成

10
～

12
年
度

①
東
吉
田
貯
留
池
、
貯
留
量
：

74
00

m
3 、
貯
留
面
積
：

10
10

0m
2 、
流
域
名
：
鹿
島
川

②
六
区
貯
留
池
、
貯
留
量
：

18
62

m
3 、
貯
留
面
積
：

18
50

m
2 、
流

域
名
：
鹿
島
川

③
大
関
調
節
池
、
貯
留
量
：

10
87

8m
3 、
貯
留
面
積
：

90
36

m
2 、

流
域
名
：
高
崎
川

建
設
課

平
成

15
年
度

実
施
箇
所
：
八
街
市
滝
台
（
印
旛
沼
流
域
内
）
、
実
施
規
模
：
貯
留
面

積
A

=9
97

0m
2、
貯
留
量

V
=9

18
3m

3、
流
域
面
積

70
.6

2h
a、
全
体
事

業
費
：

45
00

0千
円

添
付
資
料

実
施
予
定
（

H
22
ま
で
実
施
）

実
施
済
み

今
後
検
討
（

H
22
以
降
も
含
む
）

実
施
主
体
名

八
街
市

八
千
代
市

千
葉
県

資-2-8



Ⅰ
　
平
常
時
水
量
の
回
復

八
街
市

道
路
管
理
課

昭
和

60
～
平
成

12
年
度

④
八
街
南
中
学
校
、
貯
留
量
：

16
,0

00
m

3 、
貯
留
面
積
：

18
,5

21
m

2 、
流
域
名
：
鹿
島
川

⑤
実
住
小
学
校
、
貯
留
量
：

1,
10

0m
3 、
貯
留
面
積
：

12
,1

00
m

2、
流
域
名
：
高
崎
川

⑥
八
街
中
学
校
、
貯
留
量
：

1,
17

0m
3 、
貯
留
面
積
：

12
,0

65
m

2 、

流
域
名
：
高
崎
川

⑦
八
街
東
中
学
校
、
貯
留
量
：

1,
00

3m
3 、
貯
留
面
積
：

8,
00

0m
2 、
流
域
名
：
高
崎
川

⑧
八
街
中
央
中
学
校
、
貯
留
量
：

1,
86

2m
3 、
貯
留
面
積
：

17
,0

00
m

2 、
流
域
名
：
高
崎
川

⑨
川
上
小
学
校
、
貯
留
量
：

98
6m

3 、
貯
留
面
積
：

11
,0

00
m

2 、
流

域
名
：
鹿
島
川

⑩
交
進
小
学
校
、
貯
留
量
：

88
4m

3 、
貯
留
面
積
：

9,
90

0m
2 、
流

域
名
：
高
崎
川

⑪
八
街
北
中
学
校
、
貯
留
量
：

45
86

m
3 、
貯
留
面
積
：

15
,3

84
m

2 、
流
域
名
：
高
崎
川

⑫
二
州
小
学
校
、
貯
留
量
：

1,
21

0m
3 、
貯
留
面
積
：

13
,0

00
m

2 、

流
域
名
：
鹿
島
川

⑬
二
州
小
学
校
沖
分
校
、
貯
留
量
：

72
0m

3 、
貯
留
面
積
：

4,
48

0m
2 、
流
域
名
：
鹿
島
川

⑭
朝
陽
小
学
校
、
貯
留
量
：

1,
08

3m
3 、
貯
留
面
積
：

6,
63

5m
2 、

流
域
名
：
高
崎
川

道
路
管
理
課

市
立
笹
引
小
学
校
貯
留
（
地
権
者
の
相
続
が
解
決
次
第
）

白
井
市

環
境
建
設
部
都
市
計
画
課

雨
水
排
水
に
つ
い
て
、
南
山
公
園
グ
ラ
ン
ド
は
グ
ラ
ン
ド
内
暗
渠

と
表
面
排
水
に
分
か
れ
、
流
末
は
一
緒
に
し
て
調
整
池
に
流
出

し
、
ま
た
、
中
木
戸
公
園
グ
ラ
ン
ド
は
、
河
川
に
流
出
さ
れ
て
い

る
。
白
井
運
動
公
園
の
雨
水
排
水
に
つ
い
て
は
、
調
整
池
で
全
て

の
容
量
が
確
保
で
き
な
い
た
め
、
陸
上
競
技
場
及
び
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
に
貯
留
機
能
を
持
た
せ
て
い
る
。

調
整
池
（
貯
留
面
積
：

4,
20

0m
2 、
貯
留
量
：

7,
56

0m
3 ）

陸
上
競
技
場
（
貯
留
面
積
：

20
,0

00
m

2 、
貯
留
量
：

7,
56

0m
3 ）

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
（
貯
留
面
積
：

2,
60

0m
2 、
貯
留
量
：

78
0m

3 ）

雨
水
排
水
に
つ
い
て
、
南
山
公
園
グ
ラ
ン
ド
は
グ
ラ
ン
ド
内
暗
渠

と
表
面
排
水
に
分
か
れ
、
流
末
は
一
緒
に
し
て
調
整
池
に
流
出

し
、
ま
た
、
中
木
戸
公
園
グ
ラ
ン
ド
は
、
河
川
に
流
出
さ
れ
て
い

る
。
白
井
運
動
公
園
の
雨
水
排
水
に
つ
い
て
は
、
調
整
池
で
全
て

の
容
量
が
確
保
で
き
な
い
た
め
、
陸
上
競
技
場
及
び
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
に
貯
留
機
能
を
持
た
せ
て
い
く
。

特
に
な
し

富
里
市

都
市
建
設
部
建
設
課

都
市
建
設
部
建
設
課

排
水
流
末
整
備
が
困
難
な
箇
所
で
、
排
水
整
備
が
急
を
要
す
る
印

旛
沼
流
域
内
の
設
置
可
能
な
市
道
へ
の
整
備
を
随
時
検
討
す
る
。

栄
町

学
校
校
庭
貯
留

実
施
規
模
：

5箇
所

3,
34

5m
3

千
葉
県

印
旛
土
木
事
務
所

河
川
改
良
課

平
成

14
年
度

高
崎
川
流
域
の
全
て
の
県
立
高
校
の
校
庭
に
雨
水
貯
留
浸
透
施
設

を
整
備
す
る
。

校
庭
貯
留
浸
透
施
設

県
立
八
街
高
校
：
対
策
量

12
17

m
3 、
事
業
費

24
,3

40
千
円
（
国
庫

補
助

1/
2）

平
成

15
・

16
年
度

校
庭
貯
留
浸
透
施
設

平
成

15
年
度
：
県
立
佐
倉
南
高
校

平
成

16
年
度
：
佐
倉
東
高
校

各
高
校
　
対
策
量

1,
20

0m
3 ，
事
業
費

24
,0

00
千
円
（
国
庫
補
助

1/
2）

高
崎
川
流
域
か
ら
印
旛
沼
流
域
に
拡
げ
て
県
立
高
校
で
の
学
校
貯

留
浸
透
施
設
の
整
備
を
検
討
す
る
。

対
策
メ
ニ
ュ
ー

具
体
例

ロ
）
緑
地
自
然
地
の
保
全

5）
市
街
地
・
住
宅
地
の
緑
化

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

千
葉
市

緑
政
課

①
実
施
箇
所
：
千
葉
市
全
域

保
存
樹
林
・
市
民
の
森
等
に
隣
接
ま
た
は
含
ま
れ
る
土
地
に
お
い

て
、
「
千
葉
市
宅
地
開
発
指
導
要
綱
」
の
手
続
き
の
際
，
「
宅
地

造
成
時
の
緑
地
の
保
全
・
確
保
」
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
た
。

②
実
施
箇
所
：
千
葉
市
若
松
町
地
内
（
鹿
島
川
流
域
内
）

開
発
行
為
等
に
伴
う
緑
化
指
導
と
し
て
、
「
千
葉
市
宅
地
開
発
指

導
要
綱
」
、
「
千
葉
市
工
場
等
緑
化
推
進
要
綱
」
に
基
づ
き
、
開

発
行
為
も
し
く
は

20
戸
以
上
の
共
同
住
宅
建
設
を
対
象
と
し
て
、

開
発
面
積
に
対
す
る
業
務
系

20
%
，
共
同
住
宅

10
%
の
緑
化
、
及

び
戸
建
住
宅
に
お
け
る
高
木

4本
以
上
の
植
裁
を
行
う
よ
う
指
導
す

る
。
平
成

14
年
度
中
完
了
：

2件
（
開
発
行
為
に
係
わ
る
案
件
の

み
）

緑
政
課

①
実
施
箇
所
：
千
葉
市
全
域

保
存
樹
林
・
市
民
の
森
等
に
隣
接
ま
た
は
含
ま
れ
る
土
地
に
お
い

て
、
「
千
葉
市
宅
地
開
発
指
導
要
綱
」
の
手
続
き
の
際
、
「
宅
地

造
成
時
の
緑
地
の
保
全
・
確
保
」
に
つ
い
て
引
き
続
き
協
議
を
行

う
。
②
実
施
箇
所
：
千
葉
市
全
域

開
発
行
為
等
に
伴
う
緑
化
指
導

※
上
記
の
対
策
は
千
葉
市
全
域
に
対
し
て
行
う
も
の
で
あ
り
，
鹿

島
川
流
域
に
限
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。

都
市
整
備
部
み
ど
り
推
進
課

①
｢
船
橋
市
緑
の
基
本
計
画
｣
に
基
づ
き
公
園
・
緑
地
を
整
備
推
進

す
る
。

②
宅
地
開
発
等
に
お
け
る
緑
地
整
備
の
指
導

市
内
一
円

①
平
成

14
年
度
末
、
都
市
公
園
：

2.
63

m
2 /人
、
施
設
緑
地
：

5.
77

m
2 /人

②
緑
化
協
定
：

95
.6

ha
、
工
場
緑
化
：

77
.9

ha

平
成

8～
19
年
度

公
園
・
緑
地
の
整
備

平
成

8～
平
成

19
年
度
：
ア
ン
デ
ル
セ
ン
公
園

38
.6

ha
平
成

17
年
度
：

(仮
)大
穴
北

4丁
目
緑
地

0.
31

ha
平
成

17
～
平
成

19
年
度
：
坪
井
近
隣
公
園

3.
1h

a宅
地
開
発
等
に
お

け
る
緑
地
整
備
の
指
導

平
成

8～
19
年
度

公
園
・
緑
地
の
整
備

平
成

8～
平
成

19
年
度
：
ア
ン
デ
ル
セ
ン
公
園

38
.6

ha
平
成

17
年
度
：

(仮
)大
穴
北

4丁
目
緑
地

0.
31

ha
平
成

17
～
平
成

19
年
度
：
坪
井
近
隣
公
園

3.
1h

a宅
地
開
発
等
に
お

け
る
緑
地
整
備
の
指
導

建
築
部
建
築
課

こ
れ
ま
で
の
新
築
工
事
に
お
い
て
は
、
既
存
の
地
形
や
既
存
樹
林

を
で
き
る
だ
け
残
し
た
計
画
（

H
13
、
海
神
公
民
館
）
や
敷
地
内

の
で
き
る
だ
け
の
緑
化
を
行
っ
て
い
る
。

建
築
部
建
築
課

今
後
と
も
市
有
施
設
計
画
に
お
い
て
は
、
敷
地
内
の
緑
化
は
も
と

よ
り
、
屋
上
緑
化
や
壁
面
緑
化
な
ど
も
検
討
す
る
。

今
後
と
も
市
有
施
設
計
画
に
お
い
て
は
、
敷
地
内
の
緑
化
は
も
と

よ
り
、
屋
上
緑
化
や
壁
面
緑
化
な
ど
も
検
討
す
る
。

実
施
済
み

添
付
資
料

実
施
予
定
（

H
22
ま
で
実
施
）

今
後
検
討
（

H
22
以
降
も
含
む
）

船
橋
市

実
施
主
体
名

資-2-9



Ⅰ
　
平
常
時
水
量
の
回
復

成
田
市

都
市
部
都
市
計
画
課

昭
和

49
年

昭
和

49
年

4月
1日
施
行
　
成
田
市
全
域

都
市
計
画
法
及
び
成
田
市
開
発
行
為
等
指
導
要
綱
に
基
づ
き
、
事

業
区
域
面
積
、
用
途
に
よ
り
公
園
及
び
緑
地
を
確
保
し
て
い
る
。

又
、
事
業
区
域
面
積
が

3,
00

0m
2 以
上
に
な
る
と
成
田
市
緑
化
推
進

指
導
要
綱
に
基
づ
き
行
う
。

窓
口
指
導
業
務

引
き
続
き
実
施
す
る
。

佐
倉
市

都
市
部
公
園
緑
地
課

①
 住
宅
地
の
緑
化
、
緑
化
協
定
等
：
宅
地
開
発
に
よ
っ
て
整
備
さ

れ
た
住
宅
地
の

10
%
以
上
の
緑
化
、

  緑
地
協
定
・
地
区
協
定
：
住

宅
地
の
道
路
面
の
生
垣
植
栽
の
義
務
づ
け

②
公
園
の
拡
充
宅
地
開
発
指
導
要
綱
：
市
街
化
区
域
開
発
面
積

3,
00

0㎡
以
上
の
と
き
公
園
設
置
指
導
、
借
地
公
園
：
市
街
地

5箇
所
（
志
津
自
然
園
、
上
志
津
自
然
園
、
弥
勒
公
園
、
宿
内
公
園
、

天
使
の
森
公
園
）

3.
2h

aを
地
権
者
か
ら
借
地
し
公
園
開
設

③
市
民
緑
地
市
街
地
に
残
さ
れ
た
緑
地
を
市
が
土
地
所
有
者
と
契

約
し
、
時
崎
城
址
市
民
緑
地

1h
a・
鏑
木
小
路
市
民
緑
地

0.
2h

aを
平
成

11
年
度
に
市
民
に
公
開

都
市
部
公
園
緑
地
課

引
き
続
き
実
施
す
る
。

都
市
部
公
園
緑
地
課

「
緑
の
基
本
計
画
」

現
在
策
定
中
の
緑
の
基
本
計
画
に
お
い
て
、
市
街
地
・
住
宅
地
の

緑
の
保
全
と
緑
化
の
推
進
に
つ
い
て
、
市
民
緑
地
制
度
の
更
な
る

活
用
等
を
検
討
し
て
行
く

鎌
ヶ
谷
市

都
市
部
み
ど
り
の
ふ
れ
あ
い

室

実
施
箇
所
：
市
内
全
域

開
発
事
業
者
に
対
し
て
、
開
発
指
導
要
綱
に
基
づ
く
緑
地
の
指
導

を
行
い
、
民
有
地
の
緑
化
に
努
め
て
い
る
。

流
域
の
算
出
は
困
難

現
在
実
施
中
の
対
策
に
つ
い
て
は
今
後
も
継
続
す
る
。

都
市
部
み
ど
り
の
ふ
れ
あ
い

室

実
施
箇
所
：
市
内
全
域

①
緑
地
協
定
な
ど
の
活
用
や
壁
面
緑
化
、
生
垣
づ
く
り
、
ベ
ラ
ン

ダ
や
屋
上
の
緑
化
を
薦
め
、
住
宅
地
や
商
業
地
の
緑
化
を
図
る
。

②
道
路
植
栽
に
よ
る
帯
状
緑
地
の
創
出
に
よ
り
、
幹
線
道
路
の
緑

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
図
る
。

四
街
道
市

昭
和

60
～
平
成

2年
度

①
四
街
道
市
緑
の
保
全
及
び
緑
化
の
推
進
に
関
す
る
条
例
の
制
定

（
昭
和

60
年
度
）

②
四
街
道
市
緑
の
保
全
及
び
緑
化
の
推
進
に
関
す
る
条
例
施
行
規

則
の
制
定
（
昭
和

60
年
度
）

③
四
街
道
市
花
と
緑
の
基
金
の
設
置
、
管
理
及
び
処
分
に
関
す
る

条
例
の
制
定
（
平
成

2年
度
）
に
よ
り
、
緑
化
の
指
導
を
行
っ
て
き

た
。

八
街
市

建
設
部
都
市
整
備
課

平
成

3年
度
～

八
街
市
宅
地
開
発
事
業
指
導
要
綱
に
基
づ
き
、
開
発
区
域
の
面
積

が
3,

00
0m

2 以
上
で
あ
る
と
き
は
、
事
業
区
分
に
よ
り
、
住
宅
地
を

目
的
と
す
る
も
の
は
、
開
発
区
域
の

3%
以
上
の
面
積
の
公
園
、
そ

の
他
の
も
の
を
目
的
と
す
る
場
合
は
、
開
発
区
域
の

3%
以
上
の
面

積
の
緑
地
を
確
保
す
る
も
の
と
す
る
。

ま
た
、
中
高
層
共
同
住
宅
を
目
的
と
す
る
開
発
事
業
に
お
い
て

は
、
開
発
区
域
の

3%
以
上
の
面
積
の
公
園
を
確
保
し
、
か
つ
、
公

園
及
び
緑
地
の
合
計
面
積
を
開
発
区
域
の

6%
以
上
確
保
す
る
よ
う

指
導
を
行
っ
て
い
る
。

印
西
市

都
市
整
備
課

～
22
年
度

印
西
市
開
発
行
為
等
指
導
要
綱
に
基
づ
き
開
発
区
域
の

5%
以
上
の

面
積
の
緑
化
を
指
導
。

市
内
全
域
、
具
体
量
は
不
明

～
平
成

22
年
度

市
内
全
域
、
具
体
量
は
不
明

～
平
成

22
年
度

実
施
済
み
内
容
と
同
様
に
市
内
全
域

白
井
市

環
境
建
設
部
都
市
計
画
課

公
園
、
緑
地
及
び
広
場
の
確
保
　
白
井
市
宅
地
開
発
指
導
要
綱
第

22
条
の
規
定
に
よ
り
開
発
区
域
面
積
の

3%
以
上
の
公
園
、
緑
地
等

を
整
備
す
る
。

環
境
建
設
部
都
市
計
画
課

公
園
、
緑
地
及
び
広
場
の
確
保

白
井
市
宅
地
開
発
指
導
要
綱
第

22
条
の
規
定
に
よ
り
開
発
区
域
面

積
の

3%
以
上
の
公
園
、
緑
地
等
を
整
備
す
る
。

特
に
な
し

印
旛
村

街
区
公
園

7ヶ
所
、
近
隣
公
園

1ヶ
所
、
地
区
公
園

1ヶ
所
、
都
市
緑

地
2ヶ
所

「
印
旛
沼
緑
の
基
本
計
画
」
に
基
づ
き
、
公
園
緑
地
を
整
備
推
進

す
る
。

対
策
メ
ニ
ュ
ー

具
体
例

ロ
）
緑
地
・
自
然
地
の
保
全

6）
森
林
・
斜
面
林
の
保
全

ツ
）
緑
地
・
自
然
地
の
保
全

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

千
葉
市

緑
政
課

昭
和

51
、
平
成

7、
8、

13
年
度

①
実
施
箇
所
：
千
葉
市
若
葉
区
小
倉
町
・
下
田
町
・
若
松
町
（
鹿

島
川
流
域
内
）
、
千
葉
市
緑
区
土
気
町
・
高
津
戸
町
地
内
（
鹿
島

川
流
域
内
）

実
施
開
始
年
度
：
昭
和

51
年

都
市
緑
地
保
全
法
に
基
づ
く
，
緑
地
協
定
の
締
結
促
進
平
成

14
年

度
時
点
で
の
締
結
実
績
：

8地
区

34
.9

ha
②
実
施
箇
所
：
東
千
葉
近
郊
緑
地
保
全
区
域
（
都
川
上
流
・
中

流
・
鹿
島
川
下
流
域
内
）

実
施
年
度
：
平
成

7年
、
平
成

8年
、
平
成

13
年

東
千
葉
近
郊
緑
地
保
全
区
域
　
約

73
4h

aを
指
定
（
昭
和

42
年
）
、

東
千
葉
近
郊
緑
地
特
別
保
全
地
区
の
内

61
.3

ha
を
指
定
（
昭
和

42
年
）
、
特
別
保
全
地
区
用
地
買
収
事
業
費
：

20
4百
万
円
（
国
庫
補

助
　

11
5.

5百
万
円
）

緑
政
課

①
実
施
箇
所
：
東
千
葉
近
郊
緑
地
保
全
区
域
（
都
川
上
流
・
中

流
・
鹿
島
川
下
流
域
内
）

実
施
年
度
：
平
成

18
年
度
～

東
千
葉
近
郊
緑
地
保
全
区
域
の
う
ち
，
特
別
保
全
地
区
の
指
定
拡

大
（
約

15
ha
）
を
予
定
し
て
い
る
。

優
良
森
林
整
備
事
業
計
画
：
民
有
林
に
対
す
る
施
業
の
推
進

②
実
施
箇
所
：
千
葉
市
全
域

都
市
緑
地
保
全
法
に
基
づ
く
、
緑
地
協
定
の
促
進
緑
地
協
定
の
目

標
締
結
地
区
：

2地
区
緑
地
協
定
締
結
記
念
樹
配
布
、
各
年

2地
区

（
具
体
的
な
面
積
の
目
標
は
な
い
）

緑
政
課

実
施
箇
所
：
東
千
葉
近
郊
緑
地
保
全
区
域
（
都
川
上
流
・
中
流
・

鹿
島
川
下
流
域
内
）
「
千
葉
市
緑
と
水
辺
の
基
本
計
画
」
に
お
い

て
，
平
成

37
年
度
ま
で
に
次
の
よ
う
に
拡
大
を
図
る
。
東
千
葉
近

郊
緑
地
保
全
区
域

1,
70

0h
a（
約

1,
00

0h
a増
）
、
東
千
葉
近
郊
緑
地

特
別
保
全
地
区
　

80
ha
（
約

18
.7

ha
増
）

添
付
資
料

実
施
予
定
（

H
22
ま
で
実
施
）

今
後
検
討
（

H
22
以
降
も
含
む
）

実
施
済
み

実
施
主
体
名
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Ⅰ
　
平
常
時
水
量
の
回
復

千
葉
市

経
済
農
政
局
農
政
部
農
政
セ

ン
タ
ー
農
業
振
興
課

平
成

14
年
度

平
成

14
年
度
：
優
良
森
林
整
備
事
業
実
績
、
民
有
林
に
対
す
る
施

業
の
推
進
鹿
島
川
上
流
・
鹿
島
川
下
流
　
計
①
造
林
　

2.
01

ha
、

1.
30

ha
、

3.
31

ha
②
下
刈
り

20
.5

1h
a、

19
.8

3h
a、

40
.3

4h
a③
枝
打

ち
1.

60
ha
、

3.
62

ha
、

5.
22

ha
④
間
伐

2.
68

ha
、

2.
02

ha
、

4.
7h

a
・
平
成

1３
度
里
山
の
保
全
推
進
事
業
、
里
山
地
区
「
い
ず
み
の

森
」
の
指
定
鹿
島
川
下
流
、
場
所
：
若
葉
区
富
田
町
、
面
積
：

2.
8h

a

経
済
農
政
局
農
政
部
農
政
セ

ン
タ
ー
農
業
振
興
課

平
成

15
～

17
年
度

平
成

15
年
度
（
鹿
島
川
上
流
、
鹿
島
川
下
流
）
、
平
成

16
年
度
、

平
成

17
年
度
、
計
①
造
林

3.
0h

a、
3.

0h
a、

6.
0h

a、
5.

0h
a、

5.
0h

a
②
下
刈
り

10
.0

ha
、

15
.0

ha
、

25
.0

ha
、

20
.0

ha
、

20
.0

ha
③
枝
打

ち
5.

0h
a、

4.
5h

a、
9.

5h
a、

10
.0

ha
、

10
.0

ha
④
間
伐

6.
0h

a、
4.

5h
a、

10
.5

ha
、

10
.0

ha
、

10
.0

ha
・
平
成

1５
度
里
山
の
保
全
推
進
事
業
、
里
山
地
区
「
ひ
ら
か
の

森
」
の
指
定
、
鹿
島
川
上
流
、
場
所
：
緑
区
平
川
町
、
面
積
：

2.
2h

a

森
林
資
源
を
保
全
・
活
用
し
公
益
的
機
能
を
持
続
的
に
発
揮
さ
せ

る
た
め
，
今
後
と
も
森
林
整
備
を
推
進
す
る
。

都
市
整
備
部
み
ど
り
推
進
課
平
成

14
年
度

樹
林
地
等
の
保
全
：
指
定
樹
林
制
度
等
を
活
用
し
て
、
樹
林
地
等

を
保
全
す
る
。

市
内
一
円
、
平
成

14
年

樹
林
：

10
6.

6h
a（

12
3件
）

樹
木
：

12
8本
（

37
件
）

生
垣
：

3.
5k

m
（

15
件
）

平
成

15
～

17
年
度
樹
林
地
等
の
保
全
：
指
定
樹
林
制
度
等
を
活
用
し
て
、
樹
林
地
等

を
保
全
す
る
。

具
体
的
な
場
所
は
未
定

緑
の
保
全
：
都
市
計
画
区
域
内
に
お
い
て
、
良
好
な
自
然
環
境
の

保
全
、
無
秩
序
な
市
街
化
の
防
止
、
都
市
緑
化
の
維
持
改
善
を
図

る
た
め
、
必
要
な
緑
地
を
緑
地
保
全
地
区
制
度
等
を
活
用
し
、
そ

の
保
全
を
図
る
。

都
市
整
備
部
都
市
整
備
課

都
市
整
備
部
都
市
整
備
課

平
成

15
～

17
年
度

船
橋
市
坪
井
町
：
坪
井
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
区
域
内
（
印
旛

沼
流
域
）

当
地
区
は
環
境
共
生
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た
事
業
を
進
め
て
お

り
、
事
業
区
域
内
の
現
況
森
林
、
斜
面
林
に
つ
い
て
土
地
利
用
計

画
上
で
緑
地
と
し
、
積
極
的
に
保
全
す
る
計
画
と
し
て
い
る
。

実
施
規
模

A
=1

4,
00

0m
2

担
当
部
署
：
都
市
基
盤
整
備
公
団
千
葉
中
部
開
発
事
務
所

佐
倉
市

都
市
部
公
園
緑
地
課

平
成

11
年
度

諏
訪
尾
余
緑
地
・
鏑
木
緑
地
保
全
地
区
：
県
指
定
名
勝
、
旧
堀
田

正
倫
別
邸
庭
園
（
さ
く
ら
庭
園
）
を
含
む
諏
訪
尾
緑
地

1.
3h

aお
よ

び
隣
接
す
る
斜
面
林
の
鏑
木
緑
地
保
全
地
区

1.
9h

aを
合
わ
せ
た

3.
2h

aを
、
平
成

11
年
度
に
都
市
緑
地
と
し
て
開
設

都
市
部
公
園
緑
地
課

引
き
続
き
実
施

都
市
部
公
園
緑
地
課

「
緑
の
基
本
計
画
」
：
現
在
策
定
中
の
緑
の
基
本
計
画
に
お
い

て
、
緑
の
将
来
像
の
骨
格
を
な
す
斜
面
林
の
保
全
等
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
く
。

鎌
ヶ
谷
市

都
市
部
み
ど
り
の
ふ
れ
あ
い

室

実
施
箇
所
：
神
崎
川
流
域

鎌
ケ
谷
市
み
ど
り
の
条
例
に
基
づ
き
、
市
内
の
良
好
な
樹
林
地
を

保
全
林
、
保
存
樹
林
、
ふ
れ
あ
い
の
森
と
し
て
指
定
し
、
緑
地
の

保
全
を
図
っ
て
い
る
。

①
保
全
林
：

7箇
所
、

26
,2

06
m

2

②
ふ
れ
あ
い
の
森
：

3箇
所

16
,7

41
m

2 、
保
存
樹
林
：

2本

都
市
部
み
ど
り
の
ふ
れ
あ
い

室
実
施
箇
所
：
市
内
全
域
市
街
地
内
の
樹
林
地
を
中
心
に
ふ
れ
あ
い

の
森
と
し
て
指
定
し
、
市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
保
全
す
る

八
街
市

建
設
部
都
市
整
備
課
街
路
公

園
係

現
在
、
森
林
・
斜
面
林
が
荒
廃
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
の
で
関

係
部
署
等
の
連
絡

環
境
建
設
部
都
市
計
画
課

緑
地
保
全
事
業

①
良
好
な
緑
地
空
間
を
保
全
し
、
快
適
な
生
活
環
境
を
確
保
す
る

た
め
、
要
綱
に
基
づ
き
緑
地
保
全
事
業
を
実
施
し
た
。
（
特
別
保

全
緑
地
（
市
管
理
）
と
一
般
保
全
緑
地
（
土
地
所
有
者
管
理
）
の

2
種
類
あ
る
。
）

②
広
報
し
ろ
い
の
掲
載
（
平
成

9年
1月
号
か
ら
）
等
で

PR
し
、
緑

地
保
全
事
業
を
実
施
し
た
。

③
平
成

10
年
度
：
一
般
保
全
緑
地

1件
（
白
井
市
根

2,
24

2m
2 ）

平
成

11
年
度
：
一
般
保
全
緑
地

1件
（
白
井
市
根

87
6m

2 ）
、
特
別

保
全
緑
地

2件
（
白
井
市
神
々
廻

11
,3

77
m

2 ）

平
成

12
年
度
：
特
別
保
全
緑
地

1件
（
白
井
市
根

3,
38

1m
2 ）

平
成

13
年
度
：
一
般
保
全
緑
地

1件
（
白
井
市
平
塚

4,
07

2m
2 ）

環
境
建
設
部
都
市
計
画
課

保
全
緑
地
事
業
を
広
報
し
ろ
い
に
募
集
掲
載
し
な
が
ら
土
地
所
有

者
の
理
解
と
協
力
を
求
め
て
い
く
。

市
民
経
済
部
農
政
課

平
成

14
年
度

森
林
法
に
基
づ
く
伐
採
の
届
出
に
際
し
て
、
調
査
、
必
要
に
応
じ

て
指
導
、
及
び
面
積

3,
00

0m
2 以
上
は
伐
採
に
つ
い
て
は
県
に
進

達
。
農
政
課
：

H
14
年
度
・
届
出

5件
（
市
内
地
域
対
象
民
有
林

53
3h

a）

市
民
経
済
部
農
政
課

森
林
法
に
基
づ
く
伐
採
の
届
出
に
際
し
て
、
調
査
、
必
要
に
応
じ

て
指
導
、
及
び
面
積

3,
00

0m
2 以
上
は
伐
採
に
つ
い
て
は
県
に
進

達
。

市
民
経
済
部
農
政
課

森
林
法
に
基
づ
く
伐
採
の
届
出
に
際
し
て
、
調
査
、
必
要
に
応
じ

て
指
導
、
及
び
面
積

3,
00

0m
2 以
上
は
伐
採
に
つ
い
て
は
県
に
進

達
。

千
葉
県

農
林
水
産
部
み
ど
り
推
進
課
平
成

13
年
度
～

①
千
葉
県
里
山
条
例
を
施
行
（
平
成

15
年
度
～
）

・
里
山
活
動
団
体
に
よ
る
里
山
の
整
備
の
推
進

平
成

15
年
度
～
、
里
山
活
動
協
定
認
定
制
度
（
土
地
所
有
者
と
里

山
の
整
備
、
活
用
を
行
う
非
営
利
団
体
が
協
定
を
結
び
、
知
事
が

認
定
を
行
う
）
に
よ
り
整
備
を
推
進

・
里
山
活
動
へ
の
助
成

平
成

13
年
度
～
、
里
山
活
動
団
体
の
活
動
に
係
る
経
費
を
補
助

②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
里
山
の
整
備
の
推
進

平
成

8年
度
～
、
み
ど
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
（
個
人
登
録
、
民

有
林
で
の
研
修
会
、
実
践
活
動
を
実
施
、
平
成

14
年
度
未
登
録
者

数
64

7名
）
に
よ
り
整
備
を
推
進

③
造
林
補
助
金
の
交
付

毎
年
実
施
、
森
林
所
有
者
等
が
行
う
森
林
整
備
（
造
林
、
下
草
刈

り
、
間
伐
、
枝
打
ち
）
等
に
係
る
経
費
を
補
助

農
林
水
産
部
み
ど
り
推
進
課
平
成

13
年
度
～

現
在
実
施
中
の
対
策
は
、
今
後
も
継
続
し
て
い
く
。

白
井
市

船
橋
市

資-2-11



Ⅰ
　
平
常
時
水
量
の
回
復

千
葉
県

農
林
水
産
部
林
務
課

①
地
域
森
林
計
画
の
策
定

流
域
市
町
村
内
の
森
林

18
,1

11
ha
の
う
ち
、
森
林
法
第

5条
に
よ
り

16
,2

78
ha
を
対
象
に
地
域
森
林
計
画
を
策
定
し
て
い
る
。
ま
た
、

計
画
対
象
森
林
内
で
は
、
伐
採
を
行
う
際
に
届
け
出
を
行
う
こ
と

や
、
一
定
規
模
以
上
の
開
発
を
行
う
際
に
許
可
を
受
け
る
こ
と
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
た
め
、
そ
れ
ら
の
行
為
に
対
す
る
監
視
、

指
導
を
行
っ
て
い
る
。

②
保
安
林
の
指
定

上
記
計
画
対
象
森
林
の
う
ち
、
土
砂
崩
壊
防
備
な
ど
の
目
的
を
達

成
す
る
た
め
に
必
要
な

23
8h

aの
森
林
に
つ
い
て
は
、
森
林
所
有
者

の
同
意
を
得
た
上
で
、
森
林
法
第

25
条
に
よ
り
保
安
林
に
指
定

し
、
森
林
内
に
お
け
る
伐
採
を
制
限
し
て
い
る
。

③
治
山
工
事
の
実
施

保
安
林
の
中
で
、
降
雨
等
に
よ
り
崩
壊
す
る
危
険
の
あ
る
斜
面
林

な
ど
で
は
、
市
町
村
か
ら
の
要
望
に
基
づ
き
、
斜
面
の
安
定
を
図

る
た
め
の
構
造
物
の
設
置
や
緑
化
、
森
林
整
備
を
行
う
治
山
工
事

を
実
施
し
て
い
る
。

事
業
名
：
山
地
治
山
事
業
（
国
庫
補
助
）
・
補
助
県
単
治
山
事
業

最
近

10
年
間
の
実
績
：

1箇
所
（
千
葉
市
、
佐
倉
市
他
）

工
事
費
：
約

24
0百
万
円

農
林
水
産
部
林
務
課

①
今
後
も
地
域
森
林
計
画
対
象
林
に
お
け
る
開
発
行
為
等
へ
の
指

導
や
、
保
安
林
の
指
定
の
推
進
に
努
め
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応

じ
て
治
山
工
事
を
実
施
し
て
い
く
。

②
本
年
8
月
に
策
定
し
た
、
「
ち
ば
フ
ォ
レ
ス
ト
プ
ラ
ン
2
1
」
に
基

づ
き
、
森
林
の
保
全
、
整
備
及
び
活
用
等
に
関
す
る
様
々
な
対
策

を
推
進
し
て
い
く
。

農
林
水
産
部
林
務
課

特
に
無
し

対
策
メ
ニ
ュ
ー

具
体
例

ロ
）
緑
地
・
自
然
地
の
保
全

7）
農
地
・
生
産
緑
地
の
保
全

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

印
旛
沼
土
地
改
良
区

①
土
地
改
良
区
の
業
務
自
体
が
農
業
生
産
性
の
向
上
や
農
業
生
産

の
選
択
的
拡
大
、
農
業
構
造
の
改
善
に
む
け
た
、
基
盤
の
整
備
や

農
用
地
あ
る
い
は
施
設
の
保
全
を
行
う
も
の
で
あ
り
、
設
立
以
来

こ
れ
に
努
め
て
い
る
。

②
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
、
改
正
土
地
改
良
法
に
準
じ
、
事

業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
「
環
境
と
の
調
和
」
「
地
域
住
民
の

理
解
」
を
図
り
進
め
る
。

※
こ
の
た
め
の
具
体
的
取
り
組
み
と
し
て
「

21
世
紀
土
地
改
良
区

創
造
運
動
」
を
展
開
し
て
い
る
。

現
在
実
施
中
の
対
策
の
継
続
、
拡
充

定
款
コ
ピ
ー
、
改
正
土
地

改
良
法
の
要
旨
、

21
運
動

の
具
体
的
取
り
組
み

船
橋
市

建
設
局
都
市
計
画
部
都
市
計

画
課

生
産
緑
地
制
度
を
活
用
し
、
市
街
化
区
域
内
の
農
地
等
を
保
全
。

50
地
区

42
.7

6h
a

生
産
緑
地
制
度
を
活
用
し
、
市
街
化
区
域
内
の
農
地
等
の
保
全
を

図
る
。

生
産
緑
地
制
度
を
活
用
し
、
市
街
化
区
域
内
の
農
地
等
の
保
全
を

図
る
。

生
産
緑
地
地
区
（
印
旛
沼

流
域
該
当
分
）

一
覧
表
・
図
面
あ
り

佐
倉
市

都
市
部
公
園
緑
地
課

平
成

4年
度
～

生
産
緑
地
市
街
化
区
域
内
の
農
地
（

50
0㎡
以
上
）
を
保
全
、
平
成

4年
度
か
ら

16
箇
所
（
大
蛇
町
、
臼
井
田
第

1～
2、
臼
井
台
第

1～
2、
井
野
第

1～
3、
上
志
津
第

1～
6、
六
崎
、
城
）
、

4.
02

ha
を
指

定

生
産
緑
地
制
度
に
よ
り
、
市
街
化
区
域
内
の
農
地
を
保
全
す
る
。

生
産
緑
地
制
度
に
よ
り
、
市
街
化
区
域
内
の
農
地
を
保
全
す
る
。

都
市
部
都
市
計
画
課

平
成

14
年
度

生
産
緑
地
の
保
全

①
神
崎
川
流
域
：

7箇
所
、

3.
77

ha
流
域
外
：

16
8箇
所
、

78
.9

9h
a

②
神
崎
川
流
域
：

0.
49

ha
流
域
外
：

3.
75

ha
※
廃
止
等
の
計
画
変
更
を
除
く
。

都
市
部
都
市
計
画
課

生
産
緑
地
地
区
な
ど
の
緑
地
の
積
極
的
な
保
全
を
す
る
。

農
業
振
興
課

生
産
緑
地
で
の
農
業
環
境
の
整
備

実
施
箇
所
：
市
内
全
域

平
成

15
年
度
以
降
は
未
定

都
市
整
備
課

印
西
市
内
の
市
街
化
区
域
内
農
地
の
一
部
を
生
産
緑
地
地
区
に
都

市
計
画
決
定
。

21
地
区
、

3.
01
ヘ
ク
タ
ー
ル

都
市
整
備
課

新
た
に
市
街
化
区
域
と
な
っ
た
地
区
内
の
農
地
に
つ
い
て
、
希
望

す
る
箇
所
を
生
産
緑
地
に
追
加
す
る
予
定
。

産
業
振
興
課

印
西
市
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
策
定
及
び
管
理
を
行
い
、
優

良
農
地
を
良
好
な
状
態
で
維
持
・
保
全
し
、
か
つ
有
効
利
用
を
図

り
、
更
に
は
国
土
保
全
、
自
然
環
境
の
保
全
等
多
面
的
機
能
の
適

切
な
発
揮
を
図
る
。

大
森
第

1～
6：

0.
77

ha
木
下
：

0.
07

ha
木
下
東

1・
3丁
目
：

0.
17

ha
小
林
第

1～
9：

1.
52

ha
松
崎
第

1～
3：

0.
48

ha

産
業
振
興
課

左
記
継
続

産
業
振
興
課

左
記
継
続

印
西
都
市
計
画
図
（
印
西

市
）
図
面
あ
り

環
境
建
設
部
都
市
計
画
課

平
成

13
～

14
年
度

市
制
施
行
に
伴
う
生
産
緑
地
地
区
指
定

実
施
箇
所
：
市
街
化
区
域
内
農
地
（
白
井
・
冨
士
・
工
業
団
地
・

区
画
整
理
地
区
）
、
実
施
年
度
：
平
成

13
年
度

23
.0

5h
a、
平
成

14
年
度

0.
66

ha

な
し

な
し

市
民
経
済
部
農
政
課

平
成

13
～

14
年
度

農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
優
良
農
地
の

編
入
、
ま
た
、
農
業
振
興
地
域
除
外
の
申
請
に
対
し
て
、
調
査
・

検
討
し
県
に
進
達
。
農
政
課
・

14
年
度
・

15
件

市
内
農
業
振
興
地
域
面
積
：

2,
61

9h
a（
内
、
市
内
農
用
地
区
面
積

90
8h

a）

市
民
経
済
部
農
政
課

農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
優
良
農
地
の

編
入
、
ま
た
、
農
業
振
興
地
域
除
外
の
申
請
に
対
し
て
、
調
査
・

検
討
し
県
に
進
達
。

市
民
経
済
部
農
政
課

農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
優
良
農
地
の

編
入
、
ま
た
、
農
業
振
興
地
域
除
外
の
申
請
に
対
し
て
、
調
査
・

検
討
し
県
に
進
達
。

添
付
資
料

実
施
予
定
（

H
22
ま
で
実
施
）

今
後
検
討
（

H
22
以
降
も
含
む
）

鎌
ヶ
谷
市

実
施
主
体
名

実
施
済
み

印
西
市

白
井
市

資-2-12



Ⅰ
　
平
常
時
水
量
の
回
復

富
里
市

都
市
建
設
部
都
市
計
画
課

平
成

14
年
度

生
産
緑
地
地
区
を
指
定

平
成

14
年
度
：
計

42
箇
所
、
約

12
.4

9h
a

江
川
地
区
・
七
栄
新
木
戸
地
先
：

3箇
所
、

0.
95

ha
七
栄
中
木
戸
地
先
：

4箇
所
、

1.
32

ha
印
旛
沼
流
域
外
：

35
箇
所
、

10
.2

2h
a

本
埜
村

産
業
課

①
市
民
農
園
等
へ
の
支
援
　
農
業
の
ふ
れ
あ
い
の
場
と
な
っ
て
い

る
「
市
民
農
園
」
「
朝
市
」
の
支
援

②
農
用
地
区
域
の
指
定
の
継
続

面
積
：

12
8h

a（
沼
流
域
）

現
在
実
施
中
の
対
策
は
今
後
も
実
施
し
て
い
く

①
農
地
の
保
全
、
必
要
な
体
制
づ
く
り
の
推
進

②
環
境
負
荷
の
少
な
い
環
境
保
全
型
農
業
の
支
援

③
地
場
産
業
の
品
質
向
上
な
ど
、
地
域
の
農
業
振
興
を
支
援

対
策
メ
ニ
ュ
ー

具
体
例

ロ
）
緑
地
・
自
然
地
の
保
全

8）
家
庭
・
事
業
所
の
敷
地
内
緑
化

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

千
葉
市

緑
政
課

実
施
箇
所
：
千
葉
市
全
域

個
人
住
宅
・
地
域
の
緑
化
推
進
の
た
め
、
イ
ベ
ン
ト
「
み
ど
り
と

花
の
催
し
（
春
季
・
秋
期
）
」
や
「
み
ど
り
と
水
辺
の
つ
ど
い
」

を
中
央
公
園
や
稲
毛
海
浜
公
園
を
中
心
会
場
に
開
催
。
植
木
市
や

園
芸
相
談
、
苗
木
・
花
苗
の
無
料
配
布
を
実
施
し
、
緑
化
意
識
の

普
及
啓
発
を
図
っ
た
。
花
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
花
苗
配
布
を

行
い
、
平
成
1
4
年
度
は
計
3
2
団
体
に
3
回
花
苗
配
布
を
実
施
。

※
上
記
の
対
策
は
千
葉
市
全
域
に
対
し
て
行
っ
た
も
の
で
あ
り
、

鹿
島
川
流
域
に
限
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。

緑
政
課

平
成

15
年
度

実
施
箇
所
：
千
葉
市
全
域

個
人
住
宅
・
地
域
の
緑
化
推
進
の
た
め
、
「
み
ど
り
と
花
の
催

し
」
や
「
み
ど
り
と
水
辺
の
つ
ど
い
」
を
開
催
。
花
の
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
の
花
苗
配
布
事
業
で
は
花
壇
の
自
主
的
な
管
理
運
営
を

行
っ
て
い
る
市
民
団
体
を
対
象
に
、
草
花
を
年
に
数
回
配
布
す

る
。

白
井
市

環
境
建
設
部
都
市
計
画
課

①
生
垣
設
置
奨
励
補
助
金
交
付
事
業
：

 緑
豊
か
な
街
づ
く
り
の
推

進
及
び
災
害
防
止
対
策
事
業
と
し
て
、
住
宅
用
地
に
か
か
る
生
垣

設
置
者
に
対
し
、
白
井
市
補
助
金
交
付
規
則
に
基
づ
き
助
成
金
を

交
付
す
る
た
め
要
綱
を
定
め
、
平
成

10
年
度
か
ら
事
業
を
開
始
し

た
。
②
広
報
し
ろ
い
の
掲
載
、
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で

PR
し
、
緑
化
を
進
め
た
。

③
・
平
成

10
年
度
：
生
垣
設
置
助
成

13
件
、
ブ
ロ
ッ
ク
取
壊
し

1
件 ・
平
成

11
年
度
：
生
垣
設
置
助
成

7件
・
平
成

12
年
度
：
生
垣
設
置
助
成

3件
・
平
成

13
年
度
：
生
垣
設
置
助
成

7件
、
ブ
ロ
ッ
ク
取
壊
し

1件
・
平
成

14
年
度
：
生
垣
設
置
助
成

7件

生
垣
設
置
奨
励
補
助
金
交
付
事
業
を
広
報
し
ろ
い
の
掲
載
、
ポ
ス

タ
ー
の
掲
示
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で

PR
し
、
推
進
し
て
い

く
。

特
に
な
し

対
策
メ
ニ
ュ
ー

具
体
例

ロ
）
緑
地
・
自
然
地
の
保
全

9）
谷
津
の
保
全

ツ
）
緑
地
・
自
然
地
の
保
全

10
）
湧
水
の
保
全
・
利
用

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

印
旛
沼
土
地
改
良
区

～
平
成

17
年
度

谷
津
田
の
利
用
可
能
性
の
研
究

①
谷
津
田
の
特
性
を
生
か
し
た
新
た
な
作
物
の
導
入
に
向
け
た
栽

培
実
証

②
「
谷
津
田
の
米
」
の
商
品
化

③
谷
津
田
の
耕
作
放
棄
防
止
運
動
の
展
開

船
橋
市

都
市
計
画
部
ま
ち
づ
く
り
推

進
課

平
成

9～
10
年
度

①
「
二
子
藤
の
池
」

21
8.

51
m

2

②
「
葛
飾
神
社
の
池
」

26
3.

00
m

2

③
「
ゲ
エ
ロ
の
池
」

25
4.

32
m

2

湧
水
の
保
全
・
再
生
に
地
域
の
市
民
と
共
に
取
組
ん
だ
。
総
事
業

費
：

6,
72

0千
円
、

5,
14

5千
円
、

9,
66

0千
円

未
定

未
定

佐
倉
市

経
済
環
境
部
生
活
環
境
課

平
成

7～
14
年
度

H
13
年
度
に
佐
倉
市
井
野
の
加
賀
清
水
公
園
及
び
そ
の
周
辺
に
お

い
て
、
加
賀
清
水
の
湧
水
保
全
、
湧
水
量
の
増
加
の
た
め
、
公
園

整
備
（
円
賂
、
修
景
、
休
養
施
設
、
遊
戯
施
設
）
に
併
せ
、
雨
水

浸
透
マ
ス
（

99
基
）
の
設
置
を
行
っ
た
。
事
業
費
：

24
58
万
円

雨
水
浸
透
マ
ス
の
清
掃
は
土
地
の
所
有
者
に
依
頼

経
済
環
境
部
環
境
政
策
課

谷
津
環
境
保
全
指
針
の
作
成

鎌
ヶ
谷
市

都
市
部
み
ど
り
の
ふ
れ
あ
い

室

実
施
箇
所
：
市
内
全
域

①
市
内
最
大
の
湿
地
で
あ
る
大
柏
川
周
辺
の
谷
津
は
、
（
仮
称
）

県
立
葛
南
広
域
公
園
の
一
部
と
し
て
保
全
す
る
こ
と
を
前
提
に
、

県
と
協
議
を
進
め
て
い
く
。

②
谷
津
の
環
境
を
保
護
し
、
ま
た
は
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と

な
る
よ
う
周
辺
の
農
地
（
未
耕
作
地
）
を
利
用
し
た
市
民
農
園
や

公
園
、
水
辺
の
ふ
れ
あ
い
広
場
な
ど
を
整
備
す
る
。

八
街
市

建
設
部
都
市
整
備
課
街
路
公

園
係

現
在
、
休
耕
田
が
あ
り
、
今
後
関
係
各
部
署
等
の
連
絡

添
付
資
料

添
付
資
料

実
施
予
定
（

H
22
ま
で
実
施
）

今
後
検
討
（

H
22
以
降
も
含
む
）

実
施
主
体
名

実
施
済
み

今
後
検
討
（

H
22
以
降
も
含
む
）

実
施
予
定
（

H
22
ま
で
実
施
）

実
施
主
体
名

実
施
済
み
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Ⅰ
　
平
常
時
水
量
の
回
復

印
西
市

生
活
環
境
課

平
成

10
～

12
年
度

生
活
環
境
課

平
成

15
年
度

平
成

15
年
度
に
、
広
報

PR
し
市
民
よ
り
湧
水
情
報
を
収
集
予
定
。

情
報
を
基
に
現
地
調
査
を
実
施
し
、
台
帳
作
成
を
予
定
。
地
主
等

の
理
解
を
得
て
、
市
民
活
動
に
よ
る
保
全
を
検
討
し
て
い
く
。

未
定

白
井
市

環
境
建
設
部
環
境
課

湧
水
池
の
保
全

湧
水
と
そ
の
周
辺
の
水
路
、
歩
道
、
植
栽
及
び
説
明
看
板
等
を
整

備
す
る
。

印
旛
村

風
致
公
園
：

1ヶ
所
　
印
旛
村
平
賀
地
先

実
施
年
度
、
規
模
等
未
定

千
葉
県

農
林
水
産
部
み
ど
り
推
進
課
平
成

13
年
度
～

①
千
葉
県
里
山
条
例
を
施
行
（
平
成

15
年
度
～
）

・
里
山
活
動
団
体
に
よ
る
里
山
の
整
備
の
推
進

平
成

15
年
度
～
、
里
山
活
動
協
定
認
定
制
度
（
土
地
所
有
者
と
里

山
の
整
備
、
活
用
を
行
う
非
営
利
団
体
が
協
定
を
結
び
、
知
事
が

認
定
を
行
う
）
に
よ
り
整
備
を
推
進

・
里
山
活
動
へ
の
助
成

平
成

13
年
度
～
、
里
山
活
動
団
体
の
活
動
に
係
る
経
費
を
補
助

②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
里
山
の
整
備
の
推
進

平
成

8年
度
～
、
み
ど
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
（
個
人
登
録
、
民

有
林
で
の
研
修
会
、
実
践
活
動
を
実
施
、
平
成

14
年
度
未
登
録
者

数
64

7名
）
に
よ
り
整
備
を
推
進

農
林
水
産
部
み
ど
り
推
進
課
平
成

13
年
度
～

現
在
実
施
中
の
対
策
は
、
今
後
も
継
続
し
て
い
く
。

対
策
メ
ニ
ュ
ー

具
体
例

ハ
）
地
下
水
の
適
正
利
用

11
）
揚
水
量
の
削
減

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

印
旛
沼
土
地
改
良
区

①
農
業
用
水
無
効
放
流
抑
制
の
た
め
の
農
家
へ
啓
蒙
（
支
区
長
会

議
・
支
区
代
議
員
会
に
お
い
て
運
転
時
間
の
抑
制
と
無
効
放
流
防

止
を
啓
蒙
）

②
農
業
用
水
無
効
放
流
防
止
の
た
め
の
巡
視
及
び
施
設
操
作
担
当

者
へ
の
指
導
（
施
設
の
稼
働
状
況
　
巡
視
と
併
せ
て
実
施

6月
～

8
月
）
③
農
業
用
水
無
効
放
流
抑
制
の
た
め
、
圧
力
ス
イ
ッ
チ
と
、
運
転

時
間
タ
イ
マ
ー
に
よ
る
制
御
装
置
　
を
順
次
設
置
を
進
め
る
。

①
農
業
用
水
無
効
放
流
抑
制
の
た
め
の
農
家
へ
の
啓
蒙
を
継
続

②
農
業
用
水
無
効
放
流
防
止
の
た
め
の
巡
視
及
び
施
設
操
作
担
当

者
へ
の
指
導
を
継
続

③
農
業
用
水
無
効
放
流
抑
制
の
た
め
、
圧
力
ス
イ
ッ
チ
と
、
運
転

時
間
タ
イ
マ
ー
に
よ
る
制
御
装
置
を
順
次
設
置
及
び
保
守
に
つ
と

め
る
。

④
現
実
に
は
、
地
下
水
に
よ
る
農
業
用
水
地
区
か
ら
の
放
流
に
よ

り
、
印
旛
沼
流
入
河
川
の

T-
N
、

N
O

3-
N
の
希
釈
効
果
が
発
現
さ

れ
て
お
り
（
別
紙
：
農
大
資
料
参
照
）
こ
の
状
況
下
各
河
川
か

ら
の
水
質
検
査
の
た
め
の
採
水
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

提
議
す
る
と
共
に
調
査
要
請

地
下
水
取
水
地
域
の
内
、
北
総
中
央
用
水
に
切
替
に
つ
い
て
関
係

者
と
協
議
を
進
め
る
。

地
下
水
取
水
施
設
に
お
け

る
制
御
装
置
設
置
施
設
位

置
図
、
農
大
検
証
資
料

佐
倉
市

水
道
部
施
設
課

平
成

7～
12
年
度

揚
水
施
設
遠
方
監
視
制
御
設
備

揚
水
施
設
の
運
転
状
況
及
び
地
下
水
位
の
常
時
監
視
を
行
う
。

実
施
個
所
：
市
内

33
箇
所
（
揚
水
施
設
）
、
事
業
費
：

8億
40

00
万
円

計
画
な
し

八
街
市

広
報
等
に
よ
り
揚
水
量
の
削
減
を
呼
び
か
け
る
。

富
里
市

水
道
課

八
ツ
場
ダ
ム
、
霞
ヶ
浦
導
水
が
完
成
し
、
印
旛
広
域
水
道
か
ら
の

受
水
の
配
分
が
安
定
し
て
確
保
さ
れ
た
際
に
は
、
地
下
水
揚
水
量

の
削
減
を
検
討
し
て
い
く
。

千
葉
県

水
道
局
技
術
部
総
務
企
画

課
・
技
術
部
浄
水
課

実
施
箇
所
：
成
田
給
水
場
（
印
旛
沼
流
域
内
）

水
源
井
（
地
下
水
）
に
つ
い
て
は
、
非
常
用
予
備
水
源
と
し
て
の

み
利
用

水
道
局
総
務
企
画
課
浄
水

課
・
技
術
部
浄
水
課

実
施
箇
所
：
成
田
給
水
場
（
印
旛
沼
流
域
内
）

水
源
井
（
地
下
水
）
に
つ
い
て
は
、
非
常
用
予
備
水
源
と
し
て
の

み
利
用

成
田
土
地
改
良
事
務
所

関
連
部
署
：
八
街
市

北
総
中
央
用
水
土
地
改
良
事
業
に
よ
る
水
源
を
確
保
し
、
地
下
水

か
ら
の
転
換
を
推
進
す
る
。

成
田
土
地
改
良
事
務
所

関
連
部
署
：
富
里
市
経
済
環

境
部
産
業
経
済
課

～
平
成

22
年
度

国
営
北
総
中
央
用
水
事
業
の
末
端
整
備
と
し
て
畑
の
用
水
整
備
を

行
う
。

実
施
箇
所
：
富
里
市

対
策
規
模
：
用
水
路
3
2
k
m
、
用
水
機
場
2
4
ヶ
所

地
下
水
か
ら
河
川
水
に
転
換
す
る
た
め
、
地
元
農
家
に
事
業
の
意

義
を
十
分
説
明
す
る
と
と
も
に
、
合
意
形
成
が
で
き
た
地
域
か
ら

順
次
、
支
線
工
事
に
着
手
し
、
水
源
転
換
を
図
る
。

成
田
土
地
改
良
事
務
所

平
成

5～
14
年
度

県
営
土
地
改
良
総
合
整
備
事
業
、
勝
田
川
上
流
地
区

実
施
個
所
：
佐
倉
市
上
勝
田
地
先
、
八
街
市
榎
戸
地
先
　
　
　
実

施
年
度
：
平
成

5～
平
成

14
年
度
、
佐
倉
市
及
び
八
街
市
に
広
が
る

北
総
台
地
に
あ
る
谷
津
田
地
域
に
お
い
て
、
用
排
水
路
施
設
整
備

等
を
行
う
地
区
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
に
排
水
路
整
備
等
を
実
施
し

た
。
排
水
路
護
岸

L=
1.

4k
m
、
そ
の
他
用
水
路
整
備
、
暗
渠
排

水
、
事
業
費

10
億

4千
万
円
（
国

45
%
、
県

30
%
、
地
元

25
%
）

平
成

15
年
度

①
県
営
土
地
改
良
総
合
整
備
事
業
、
勝
田
川
上
流
地
区

実
施
箇
所
：
八
街
市
榎
戸
地
先
、
実
施
年
度
：
平
成

15
年
度
、
幹

線
排
水
路
護
床
工
を
実
施
す
る
。
事
業
費
：

1千
万
（
国

45
%
、
県

30
%
、
地
元

25
%
）

②
平
成

16
年
度
以
降
、
現
在
河
川
水
と
あ
わ
せ
地
下
水
に
用
水
源

を
依
存
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
北
総
中

央
地
区
で
施
工
さ
れ
る
幹
線
用
水
路
に
接
続
す
る
計
画
で
あ
る
。

現
在
、
国
は
地
元
農
家
の
合
意
形
成
に
よ
る
計
画
変
更
を
予
定
し

て
お
り
、
そ
の
動
向
を
踏
ま
え
て
用
水
源
の
切
り
替
え
を
行
う
予

定
で
あ
る
。

添
付
資
料

実
施
予
定
（

H
22
ま
で
実
施
）

今
後
検
討
（

H
22
以
降
も
含
む
）

実
施
主
体
名

実
施
済
み

千
葉
県

資-2-14



Ⅰ
　
平
常
時
水
量
の
回
復

農
林
水
産
省

関
東
農
政
局
北
総
中
央
農
業

水
利
事
業
所

昭
和

63
～
平
成

20
年
度

北
総
中
央
農
業
水
利
事
業

実
施
個
所
：
香
取
郡
大
栄
町
十
余
三
か
ら
八
街
市
四
木
地
先

佐
原
市
船
戸
地
先
で
利
根
川
か
ら
取
水
す
る
北
総
東
部
用
水
を
大

栄
町
十
余
三
地
先
で
分
水
し
、
八
街
市
四
木
地
先
ま
で
導
水
す
る

送
水
路
及
び
幹
線
用
水
路
工
事
を
実
施
し
た
。
幹
線
用
水
路

L=
39

.7
km
、
事
業
費
：

27
7億
円
（
国

2/
3、
県

1/
4、
市
町

1/
12
）

平
成

15
年
度
～

北
総
中
央
農
業
水
利
事
業

①
実
施
箇
所
：
八
街
市
滝
台
地
先
（
印
旛
沼
流
域
内
）
、
実
施
年

度
：
平
成

15
年
度
、
本
年
度
工
事
完
了
後
、
印
旛
沼
流
域
内
へ
地

下
水
代
替
用
水
の
通
水
が
可
能
に
な
る
。
幹
線
用
水
路

L=
3.

8k
m
、
支
線
用
水
路

L=
0.

5k
m
、
調
整
水
槽

1カ
所
、
事
業

費
：

11
億
円
（
国

2/
3、
県

1/
4、
市
町

1/
12
）

②
実
施
箇
所
：
平
成

16
年
度
以
降
実
施
箇
所
未
定

平
成

16
年
度
以
降
に
つ
い
て
は
、
国
は
地
元
農
家
の
合
意
形
成
に

よ
る
計
画
変
更
を
予
定
し
て
い
る
。

①
事
業
着
手
後
、

15
年
を
経
過
し
て
い
る
た
め
、
農
業
情
勢
や
社

会
情
勢
が
大
き
く
変
化
し
お
り
改
め
て
地
元
受
益
者
の
意
向
を
反

映
し
た
変
更
計
画
を
策
定
し
合
意
形
成
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

②
 地
下
水
か
ら
河
川
水
に
転
換
す
る
た
め
、
地
元
農
家
に
事
業
の

意
義
を
十
分
説
明
す
る
と
と
も
に
、
合
意
形
成
が
で
き
た
地
域
か

ら
順
次
、
支
線
工
事
に
着
手
し
水
源
転
換
を
図
る
。

対
策
メ
ニ
ュ
ー

具
体
例

ハ
）
地
下
水
の
適
正
利
用

12
）
地
下
水
使
用
量
の
規
制

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

千
葉
市

環
境
保
全
部
環
境
規
制
課

千
葉
市
環
境
保
全
条
例
で
地
質
の
保
全
に
関
す
る
規
制
等
と
し

て
、
地
下
水
の
揚
水
規
制
を
実
施

今
後
も
継
続
し
て
い
く
。

船
橋
市

環
境
部
環
境
保
全
課

千
葉
県
環
境
保
全
条
例
に
基
づ
き
地
下
水
の
採
取
規
制
及
び
地
盤

の
沈
下
を
監
視
し
て
い
る
。
船
橋
市
環
境
保
全
条
例
に
基
づ
き
地

下
水
の
採
取
規
制
及
び
地
盤
の
沈
下
を
監
視
し
て
い
る
。

・
平
成

14
年
度
：
千
葉
県
環
境
保
全
条
例
に
基
づ
く
揚
水
施
設
の

届
出
件
数

10
7件

・
平
成

15
年
度
：
船
橋
市
環
境
保
全
条
例
に
基
づ
く
揚
水
施
設
の

届
出
件
数

56
件
、
地
盤
沈
下
監
視
用
測
量
水
準
点

35
地
点

今
後
も
、
継
続
し
て
い
く
。

八
千
代
市

経
済
環
境
部
環
境
保
全
課

①
千
葉
県
環
境
保
全
条
例
に
基
づ
き
、
毎
年
、
事
業
場
の
揚
水
量

調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
許
可
揚
水
量
の
遵
守
、
揚
水
量
の
節
減

な
ど
を
指
導
。
平
成

14
年
末
に
お
け
る
事
業
場
数

10
6、
許
可
揚

水
施
設

18
6

②
揚
水
施
設
を
設
置
す
る
際
、
立
ち
会
い
検
査
を
実
施
し
、
条
例

に
違
反
し
て
い
な
い
事
を
確
認
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
対
策
を
継
続
す
る
。

鎌
ヶ
谷
市

環
境
保
全
課

①
千
葉
県
環
境
保
全
条
例
に
お
け
る
地
下
水
採
取
規
制
に
基
づ

き
、
揚
水
許
可
、
揚
水
量
の
適
正
管
理
指
導
を
実
施
。

②
規
制
対
象
外
の
揚
水
施
設
に
つ
い
て
も
、
設
置
の
自
粛
指
導
を

実
施
。
（
市
内
全
域
）

現
在
実
施
中
の
対
策
は
、
今
後
も
継
続
し
て
い
く
。
（
市
内
全

域
）

現
在
実
施
中
の
対
策
は
、
今
後
も
継
続
し
て
い
く
。
（
市
内
全

域
）

印
西
市

水
道
課
・
生
活
環
境
課

上
水
道
給
水
区
域
内
の
小
規
模
水
道
組
合
、
及
び
大
規
模
な
揚
水

施
設
を
持
つ
事
業
所
等
に
対
し
、
上
水
道
へ
の
切
り
替
え
を
要
請

し
て
い
る
。

水
道
課
・
生
活
環
境
課

上
水
道
給
水
区
域
内
の
小
規
模
水
道
組
合
、
及
び
大
規
模
な
揚
水

施
設
を
持
つ
事
業
所
等
に
対
し
、
上
水
道
へ
の
切
り
替
え
を
要
請

し
て
い
る
。

未
定

千
葉
県

水
質
保
全
課

平
成

15
～

22
年
度
「
工
業
用
水
法
」
、
「
建
築
物
用
地
下
水
の
採
取
の
規
制
に
関
す

る
法
律
」
及
び
「
千
葉
県
環
境
保
全
条
例
」
に
基
づ
く
地
下
水
の

揚
水
規
制

添
付
資
料

実
施
予
定
（

H
22
ま
で
実
施
）

今
後
検
討
（

H
22
以
降
も
含
む
）

実
施
主
体
名

実
施
済
み

資-2-15



Ⅱ
　
水
質
改
善

対
策
メ
ニ
ュ
ー

具
体
例

ニ
）
下
水
道
整
備

1
3
）
下
水
道
の
整
備

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

千
葉
市

建
設
部
下
水
道
計
画
課

平
成

14
年
度

平
成

14
年
度
末
の
整
備
実
績

整
備
面
積
：

24
0(

ha
)、
総
事
業
費
：

4,
83

9.
2（
百
万
円
）

実
施
箇
所
：
若
葉
区
内
（
小
倉
町
、
若
松
町
、
下
田
町
、
谷
当

町
、
御
成
台
、
金
親
町
、
高
根
町
、
千
城
台
北
、
上
泉
町
）
、
緑

区
内
（
土
気
町
、
高
津
戸
町
、
あ
す
み
が
丘
、
大
高
町
、
平
川

町
）
処
理
人
口
：

19
,0

46
人

水
洗
化
人
口
：

15
,9

13
人

建
設
部
下
水
道
計
画
課

平
成

15
～

22
年
度

平
成

22
年
度
ま
で
に
整
備
完
了
予
定
。

整
備
予
定
面
積

(H
15
～

H
22

)：
26

2h
a、
事
業
費

(H
15
～

H
22

)：
5,

60
4.

4百
万
円
、
総
整
備
面
積
：

50
2h

a、
総
事
業
費
：

10
,4

79
.6

百
万
円

実
施
予
定
箇
所
：
若
葉
区
内
（
若
松
町
、
金
親
町
、
野
呂
町
、
小

倉
町
、
北
谷
津
町
、
中
田
町
、
高
根
町
、
上
泉
町
）
、
緑
区
内

（
土
気
町
、
高
津
戸
町
、
大
高
町
、
平
川
町
、
上
大
和
田
町
）

平
成

22
年
度
末
処
理
人
口
：

33
,0

21
人
、
水
洗
化
人
口
：

31
,0

75
人

平
成

15
、

16
～

19
年
度

①
坪
井
町
、
習
志
野
台

8丁
目
地
先

(印
旛
沼
流
域
内

)：
平
成

15
年

度
整
備
面
積
：

23
ha
、
処
理
人
口
：

74
0人
、
総
事
業
費
：

86
6.

8
百
万
円

(補
助
事
業
費

52
9.

0百
万
円

)
②
坪
井
町
、
習
志
野
台

8丁
目
地
先

(印
旛
沼
流
域
内

)：
平
成

16
年

～
19
年
度
整
備
面
積
：

12
9h

a、
処
理
人
口
：

7,
70

0人
、
総
事
業

費
：

1,
21

8百
万
円

平
成

15
～

22
年
度
湖
沼
計
画
に
則
っ
て
実
施
す
る
。

処
理
人
口
：

13
0,

20
0人

成
田
市

土
木
部
下
水
道
課

昭
和

44
～
平
成

14
年
度

実
施
箇
所
：
印
旛
沼
指
定
地
域
内

対
策
規
模
（
平
成
1
4
年
度
末
実
績
）

整
備
面
積
：
3
2
0
h
a

処
理
人
口
：
1
0
,
3
0
6
人

水
洗
化
人
口
：
9
,
2
7
6
人

平
成

15
～

22
年
度

平
成
2
2
年
度
末
予
定

対
策
規
模

整
備
面
積
：
3
7
5
h
a

処
理
人
口
：
1
3
,
4
0
0
人

水
洗
化
人
口
：
1
2
,
0
0
0
人

下
水
道
事
業
区
域
を
拡
大
し
、
順
次
、
整
備
を
行
う
予
定
。

平
成

15
年
度

実
施
箇
所
：
印
旛
沼
流
域
（
佐
倉
市
内
）

整
備
面
積
累
計
：
汚
水

2,
39

9h
a(

+8
7h

a)
、
雨
水

2,
40

9h
a(

+1
,1

49
ha

)、
処
理
人
口

15
7,

50
7人
（

+3
,5

65
人
）
、
水

洗
化
人
口

14
7,

12
7人
（

+3
,6

48
人
）

実
施
年
度
：

H
15
年
度
、
整
備
面
積
：

2.
9h

a（
汚
水
・
雨
水
）
、

総
事
業
費
：

29
7百
万
円
（
補
助
対
象
事
業
費
：

19
百
万
円
）

平
成

15
～

22
年
度
湖
沼
計
画
に
則
っ
て
実
施
す
る
。

処
理
人
口
：

16
9,

60
2人

八
千
代
市

土
木
部
下
水
道
建
設
課

昭
和

47
年
度
～

流
域
関
連
公
共
下
水
道
事
業
に
よ
る
下
水
道
整
備
の
促
進
八
千
代

市
印
旛
沼
流
域
関
連
公
共
下
水
道
事
業

実
施
個
所
：
印
旛
沼
流
域
　

8処
理
区
分
事
業
規
模
：
平
成

14
年
度

末
　
整
備
済
み
面
積
：

90
7.

5h
a、
整
備
人
口
：

76
,0

80
人
、
水
洗

化
人
口
：

69
,7

21
人

①
江
東
処
理
分
区
（
新
川
水
域
）

②
上
高
野
処
理
分
区
（
高
野
川
水
域
）

③
北
部
処
理
分
区
（
新
川
水
域
）

④
萱
田
処
理
分
区
（
新
川
水
域
）

⑤
萱
田
町
処
理
分
区
（
新
川
水
域
）

⑥
吉
橋
処
理
分
区
（
桑
納
川
水
域
）

⑦
石
神
処
理
分
区
（
桑
納
川
水
域
）

⑧
佐
山
処
理
分
区
（
神
崎
川
水
域
）

平
成

15
～

22
年
度

事
業
規
模
：
平
成

22
年
度
末
予
定

整
備
済
み
面
積
：

1,
35

7.
0h

a
整
備
人
口
：

92
,5

00
人

水
洗
化
人
口
：

87
,6

80
人

八
千
代
市
公
共
下
水
道
計

画
一
般
図
（
汚
水
）

図
面
あ
り

鎌
ヶ
谷
市

土
木
部
下
水
道
建
設
課

実
施
箇
所
：
神
崎
川
流
域
、
整
備
面
積
：

13
8h

a、
下
水
道
処
理
人

口
：

14
.6
千
人
、
総
事
業
費
：

3,
37

4百
万
円

土
木
部
下
水
道
建
設
課

平
成

15
～

22
年
度

実
施
箇
所
：
神
崎
川
流
域

整
備
面
積
：

2h
a

下
水
道
処
理
人
口
：

15
.0
千
人

総
事
業
費
：

17
.5
百
万
円

土
木
部
下
水
道
建
設
課
、
下

水
道
管
理
課

印
旛
沼
湖
沼
区
域
内
の
整
備
率
、
普
及
率
と
も

10
0%
に
近
く
、
残

り
の
箇
所
に
つ
い
て
は
私
道
が
大
部
分
で
あ
り
、
地
域
住
民
と
調

整
を
図
り
な
が
ら
整
備
す
る
予
定
。

都
市
部
下
水
道
課

全
体
計
画
区
域
内
の
、
市
街
化
区
域
（
大
日
地
区
、
下
志
津
新
田

地
区
、
物
井
地
区
、
鹿
渡
地
区
、
成
台
中
地
区
）
と
市
街
化
調
整

区
域
の
一
部
の
公
共
下
水
道
整
備
を
行
う
。

整
備
予
定
面
積
：

32
8h

a

平
成

15
～

22
年
度
湖
沼
計
画
に
則
っ
て
実
施
す
る
。

処
理
人
口
：

80
,7

32
人

都
市
部
下
水
道
課

平
成

16
年
度

今
後
の
検
討
と
し
て
は
、
全
体
区
域
内
の
市
街
化
調
整
区
域

73
7h

a
を
整
備
す
る
た
め
の
計
画
及
び
事
業
認
可
を
得
る
。

市
街
化
調
整
区
域
の
整
備
に
着
手
す
る
。

土
木
部
下
水
道
課

計
画
面
積
：
汚
水

4,
94

6h
a、
雨
水

4,
94

6h
a

別
紙
①

下
水
道
整
備
人
口

昭
和

47
年
度
～

佐
倉
市

土
木
部
下
水
道
課

昭
和

41
～
平
成

14
年
度

実
施
箇
所
：
印
旛
沼
流
域
（
佐
倉
市
内
）

平
成

14
年
度
末
累
計
整
備
面
積
：
汚
水

2,
31

2h
a、
雨
水

1,
26

0h
a、
処
理
人
口

15
3,

94
2人
、
水
洗
化
人
口

14
3,

47
9人

①
実
施
年
度
：

H
13
年
度
（
汚
水
・
雨
水
）
整
備
面
積
：

8.
9h

a、
総
事
業
費
：

35
2百
万
円
（
補
助
対
象
事
業
費
：

18
百
万
円
）

②
実
施
年
度
：

H
14
年
度
（
汚
水
・
雨
水
）
整
備
面
積
：

8.
3h

a、
総
事
業
費
：

62
7百
万
円
（
補
助
対
象
事
業
費
：

64
百
万
円
）

船
橋
市

下
水
道
部
下
水
道
計
画
課

①
坪
井
町
、
習
志
野
台
8
丁
目
地
内
(
印
旛
沼
流
域
内
)
:
平
成
1
3
年

度
整
備
面
積
：
2
h
a
、
処
理
人
口
：
3
,
6
0
0
人
、
総
事
業
費
：

6
2
5
.
4
百
万
円
(
補
助
事
業
4
4
7
.
1
百
万
円
)

②
坪
井
町
、
習
志
野
台
8
丁
目
地
内
(
印
旛
沼
流
域
内
)
:
平
成
1
4
年

度
整
備
面
積
：
7
h
a
、
処
理
人
口
：
3
4
0
人
、
総
事
業
費
：
5
8
4
.
8

百
万
円
(
補
助
事
業
費
5
0
4
.
3
百
万
円
)

・
下
水
道
整
備
実
績
9
4
1
h
a
、
1
1
0
,
0
6
0
人

添
付
資
料

船
橋
市
公
共
下
水
道
台
帳

索
引
図
（
千
葉
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
関
連
）

図
面
あ
り

実
施
主
体
名

実
施
済
み

実
施
予
定
（
H
2
2
ま
で
実
施
）

今
後
検
討
（
H
2
2
以
降
も
含
む
）

土
木
部
下
水
道
課

四
街
道
市

対
策
規
模
認
可
面
積
：
1
2
5
1
h
a
、
整
備
面
積
：
1
0
1
7
h
a
、
整
備

率
：
8
1
.
3
%
、
行
政
人
口
：
8
3
,
9
5
9
人
、
整
備
人
口
：
7
3
,
3
9
9

人
、
普
及
率
：
8
7
.
4
%

実
施
箇
所
：
四
街
道
市
内
（
市
街
化
区
域
全
域
）
一
部
区
域
外

（
総
合
公
園
、
旭
中
学
校
、
ケ
ア
プ
ラ
ザ
四
街
道
）

実
施
年
度
：
昭
和
4
7
年
度
よ
り
実
施

都
市
部
下
水
道
課
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Ⅱ
　
水
質
改
善

八
街
市

昭
和

52
年
度
～

実
施
箇
所
：
八
街
市
公
共
下
水
道
認
可
区
域
内

平
成

14
年
度
末
現
在
整
備
状
況

整
備
面
積
：

34
4.

73
ha
（
う
ち
指
定
湖
沼
：

24
7.

7h
a）

整
備
延
長
：

L=
89

.6
km

処
理
区
域
内
人
口
：

18
,2

71
人
（
う
ち
指
定
湖
沼
：

13
,3

00
人
）

水
洗
化
人
口
：

16
,7

16
人
（
う
ち
指
定
湖
沼
：

12
,5

00
人
）

水
洗
化
率
：

91
.4

%
※
平
成

14
年
度
単
年
度
事
業
費
：

49
7.

0百
万
円
（
う
ち
指
定
湖

沼
：

39
6.

8百
万
円
）
、
う
ち
国
費
：

12
6.

9百
万
円
（
う
ち
指
定

湖
沼
：

87
.7
百
万
円
）

平
成

15
～

22
年
度

実
施
箇
所
：
八
街
市
公
共
下
水
道
認
可
区
域
内

平
成

22
年
度

整
備
面
積
予
定
：

53
4h

a（
う
ち
指
定
湖
沼

41
3h

a）
予
測
処
理
区
域
内
人
口
：

29
,4

00
人
（
う
ち
指
定
湖
沼
：

17
,0

00
人
）
予
測
水
洗
化
人
口
：

26
,5

00
人
（
う
ち
指
定
湖
沼
：

15
,3

00
人
）

※
平
成

15
～

22
年
度
の
事
業
費
：

41
6.

1百
万
円
（
う
ち
指
定
湖

沼
：

32
2.

0百
万
円
）
、
う
ち
国
費
：

59
.2
百
万
円
（
う
ち
指
定
湖

沼
：

45
.8
百
万
円
）

平
成

29
年
度
ま
で
に
全
体
計
画
の

1,
03

0h
aを
整
備
予
定

平
成

17
～

20
年
度

印
西
市
小
林
地
先
、
約

32
8百
万
円
、

14
.1

ha
、

L=
2,

50
0m

処
理
人
口
：

52
,5

09
人

第
4期
湖
沼
計
画
と
の
整
合
性
に
つ
い
て
は
、
対
象
エ
リ
ア
が
異
な

る
た
め
、
整
合
は
と
れ
な
い
。

平
成

15
～

22
年
度
湖
沼
計
画
に
則
っ
て
実
施
す
る
。

処
理
人
口
：

43
,0

16
人

平
成

16
～

19
年
度

実
施
箇
所
：
白
井
市
根
地
区
（
神
崎
川
流
域
）

工
事
概
要
：
延
長

L=
1,

20
0m
、
面
積

A
=5

.2
ha

整
備
面
積
：

5.
2h

a、
処
理
人
口
：

41
,3

00
人
、
水
洗
化
人
口
：

39
,6

00
人

平
成

15
～

22
年
度
湖
沼
計
画
に
則
っ
て
実
施
す
る
。

処
理
人
口
：

41
,3

00
人

富
里
市

都
市
建
設
部
下
水
道
課

平
成

14
年
度

指
定
湖
沼
区
域
面
積

2,
40

7h
aの
内

43
ha
に
つ
い
て
整
備
済

事
業
費
：

1,
68

6,
00

0千
円

実
施
箇
所
：
富
里
市
七
栄
地
先

処
理
人
口
：

1,
20

0人
（
平
成

14
年
度
末
）

都
市
建
設
部
下
水
道
課

平
成

15
～

22
年
度

事
業
認
可
区
域
を

10
ha
拡
大

整
備
予
定
事
業
費
：

29
0,

00
0千
円

実
施
箇
所
：
富
里
市
七
栄
地
先

処
理
人
口
：

1,
90

0人
（
平
成

22
年
度
末
）

都
市
建
設
部
下
水
道
課

下
水
道
計
画
区
域
内
に
つ
い
て
、
事
業
認
可
区
域
を
拡
大
し
順
次

整
備
を
行
う
予
定

酒
々
井
町

下
水
道
課

昭
和

47
年
度
～

流
域
関
連
公
共
下
水
道

整
備
面
積
：

36
0h

a（
酒
々
井
町
酒
々
井
、
中
央
台
、
東
酒
々
井

他
）
整
備
人
口
：

18
,5

20
人
（

H
14
年
度
末
）

下
水
道
課

平
成

15
～

22
年
度

酒
々
井
町
下
台
、
本
佐
倉
、
馬
橋
他

整
備
面
積
：

31
ha

整
備
人
口
：

35
0人
（

20
,5

00
人
：

H
22
年
度
末
）

下
水
道
課

社
会
情
勢
の
変
化
等
と
併
せ
、
事
業
認
可
区
域
を
拡
大
し
、
全
体

計
画
区
域
内
の
整
備
を
行
う
。

平
成

15
～

19
年
度

実
施
箇
所
：
印
旛
村
岩
戸
地
先
、
事
業
費
：

31
7,

70
0千
円
（
国
庫

補
助

1/
2）

い
に
は
野
地
区
に
つ
い
て
は
都
市
基
盤
整
備
公
団
に
て
整
備
を

行
っ
て
い
く
。

整
備
予
定
面
積
：

41
ha

整
備
予
定
人
口
：

1,
10

0人

い
に
は
野
地
区
に
つ
い
て
は
都
市
基
盤
整
備
公
団
で
平
成

29
年
ま

で
整
備
を
行
っ
て
い
く
。
既
存
集
落
に
つ
い
て
は
計
画
の
見
直
し

等
を
行
い
、
整
備
を
進
め
て
い
く
。

平
成

15
～

22
年
度
湖
沼
計
画
に
則
っ
て
実
施
す
る
。

処
理
人
口
：

15
,3

00
人

本
埜
村

企
画
建
設
課

千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
周
辺
地
域
に
お
い
て
は
、
各
事
業
の
進
捗
状

況
と
整
合
を
は
か
り
な
が
ら
公
共
下
水
道
計
画
を
適
宜
に
見
直
し

て
い
き
ま
す
。

栄
町

ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
部
建

設
管
理
室

昭
和

52
～
平
成

14
年
度

公
共
下
水
道
整
備
事
業

昭
和

52
年
よ
り
、
事
業
の
促
進
を
図
り
、
印
旛
沼
流
域
で
は
安
食

台
地
区
、
安
食
地
区
、
安
食
台
地
区
の
一
部
、
酒
直
台
地
区
、
竜

角
寺
台
地
区
の
一
部
、
南
ヶ
丘
地
区
、
酒
直
地
区
の
一
部
を
整
備

し
た
。

平
成

14
年
度
末
の
整
備
状
況
：
行
政
人
口

16
,9

74
人
、
整
備
面
積

25
8.

19
ha
、
整
備
人
口

14
,1

31
人
、
水
洗
化
人
口

13
,7

09
人

ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
部
建

設
管
理
室

平
成

15
～

22
年
度

公
共
下
水
道
整
備
事
業

印
旛
沼
流
域
の
未
整
備
箇
所
の
整
備
促
進
を
図
る
。

印
旛
沼
流
域
の
酒
直
処
理
分
区
、
竜
角
寺
処
理
分
区
、
布
鎌
処
理

分
区
、
前
新
田
処
理
分
区
。

整
備
面
積
：

53
.8

2h
a、
整
備
人
口
：

2,
06

1人
、
水
洗
化
予
定
人

口
：

1,
98

8人
平
成

22
年
度
末
ま
で
の
整
備
予
定
：
整
備
人
口

16
,1

92
人

下
水
道
事
業
全
体
目
標
年
度
で
あ
る
平
成
2
9
年
度
ま
で
に
計
画
区

域
の
下
水
道
整
備
達
成
を
目
指
す
。

行
政
予
想
人
口
：
2
1
,
2
6
0
人

整
備
実
施
箇
所
：
布
鎌
処
理
分
区
、
前
新
田
処
理
分
区
、
白
山
処

理
分
区

整
備
予
定
面
積
：
1
1
1
.
4
2
h
a
（
合
計
4
2
1
.
7
9
h
a
）

整
備
予
定
人
口
：
4
,
1
8
8
人
（
合
計
2
0
,
3
8
0
人
）

水
洗
化
予
定
人
口
：
4
,
6
8
2
人
（
合
計
2
0
,
3
8
0
人
）

　
※
平
成
2
2
年
度
末
水
洗
化
人
口
4
6
4
人
含
む

都
市
部
下
水
道
計
画
課

流
域
関
連
公
共
下
水
道
及
び
単
独
公
共
下
水
道
の
整
備
促
進
：
処

理
人
口

55
2.

6千
人
、
水
洗
化
人
口

52
3.

4千
人
、
整
備
面
積

7,
57

9h
a

都
市
部
下
水
道
計
画
課

流
域
関
連
公
共
下
水
道
及
び
単
独
公
共
下
水
道
の
整
備
指
導

処
理
人
口
：

12
1.

3千
人
（
累
計

67
3.

9千
人
）
、
水
洗
化
人
口
：

11
8.

4千
人
（
累
計

64
1.

8千
人
）
、
整
備
面
積
：
　

2,
10

0h
a（
累

計
9,

67
9h

a）

都
市
部
下
水
道
計
画
課

流
域
関
連
公
共
下
水
道
及
び
単
独
公
共
下
水
道
の
整
備
促
進

処
理
人
口
：

58
.6
千
人
（
累
計

73
2.

5千
人
）
、
水
洗
化
人
口
：

68
.8
千
人
（
累
計

70
5.

6千
人
）
、
整
備
面
積
：

7,
28

7h
a（
累
計

16
,9

66
ha
）

都
市
部
下
水
道
建
設
課

昭
和

43
～
平
成

14
年
度

実
施
箇
所
：
印
旛
沼
流
域
内
、
流
域
幹
線
整
備

L=
約

15
4k

m
、
花

見
川
終
末
処
理
場
及
び
花
見
川
第
二
終
末
処
理
場
、
処
理
水
量
：

約
84
万

m
3 /日
、
ポ
ン
プ
場
：

8箇
所
、
事
業
費
：
約

3,
01

0億
円

都
市
部
下
水
道
建
設
課

平
成

15
・

16
年
度

～

①
実
施
箇
所
：
印
旛
沼
流
域
内
、
実
施
年
度
：
平
成

15
年
度
　
、

流
域
幹
線
整
備

L=
約

3k
m
、
花
見
川
終
末
処
理
場
改
築
及
び
花
見

川
第
二
処
理
場
の
建
設
、
事
業
費
：
約

69
億
円

②
実
施
箇
所
：
印
旛
沼
流
域
内
、
平
成

16
年
度
以
降
、
流
域
幹
線

及
び
ポ
ン
プ
場
の
整
備
、
花
見
川
終
末
処
理
場
改
築
及
び
花
見
川

第
二
処
理
場
の
建
設

都
市
部
下
水
道
建
設
課

印
旛
沼
流
域
下
水
道
に
お
い
て
は
、
関
連
市
町
村
と
連
携
を
図

り
、
計
画
的
・
効
率
的
に
管
渠
や
処
理
場
の
整
備
を
進
め
る
。

事
業
計
画
検
討
中

流
域
関
連
公
共
下
水
道
（
神
崎
川
流
域
）

事
業
着
手
年
度
：
昭
和

47
年
度
、
処
理
人
口
：

38
,5

00
人
（
平
成

14
年
度
末
現
在
）
、
処
理
区
域
面
積
：

56
2h

a（
平
成

14
年
度
末
現

在
）
、
水
洗
化
人
口
：

37
,1

00
人

環
境
建
設
部
上
下
水
道
課

印
旛
村

下
水
道
全
体
計
画
区
域
内
の
整
備
を
行
っ
て
い
く
。

昭
和

61
～
平
成

14
年
度

実
施
箇
所
：
印
旛
村
内
（
平
賀
、
学
園
台
、
い
に
は
野
造
谷
大

廻
、
岩
戸
地
先
）
、
事
業
費
：

55
2,

00
0,

00
0円
（
国
庫
補
助

1/
2）

整
備
面
積
：

14
9.

65
ha

処
理
人
口
：

5,
41

1人
水
洗
化
人
口
：

5,
22

2人

印
西
市
小
林
地
先
、
約

18
0百
万
円
、

5.
8h

a、
L=

93
0m

流
域
関
連
公
共
下
水
道
（
印
西
市
全
域
）

事
業
着
手
年
度
：
昭
和

49
年
度

平
成

14
年
度
末
行
政
人
口
：

61
,0

35
人

処
理
人
口
：

52
,0

09
人

白
井
市

環
境
建
設
部
上
下
水
道
課

昭
和

47
年
度
～

印
西
市

下
水
道
課

平
成

10
～

12
年
度

千
葉
県
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Ⅱ
　
水
質
改
善

対
策
メ
ニ
ュ
ー

具
体
例

ニ
）
下
水
道
整
備

1
4
）
下
水
道
へ
の
接
続

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

千
葉
市

管
理
部
普
及
課

　
水
環
境
保
全
，
下
水
道
普
及
率
・
接
続
率
向
上
を
図
る
た
め
，

実
施
し
た
対
策
は
次
の
と
お
り
。

①
地
元
工
事
説
明
会
で
助
成
制
度
な
ど
の
説
明

②
嘱
託
職
員
及
び
委
託
に
よ
る
未
接
続
家
屋
の
戸
別
訪
問
指
導

③
下
水
道
相
談
所
な
ど
を
開
設

④
そ
の
他
(
1
)
千
葉
市
下
水
道
フ
ェ
ア
、
児
童
絵
画
ポ
ス
タ
ー
展
の

実
施
、
(
2
)
親
子
下
水
道
教
室
の
開
催
（
浄
化
セ
ン
タ
ー
開
放
）
、

(
3
)
区
民
ま
つ
り
等
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加

対
策
を
継
続
的
に
実
施
及
び
強
化
・
見
直
し
を
お
こ
な
い
，
今
後

も
未
接
続
世
帯
の
解
消
に
努
め
る
。

将
来
的
に
も
未
接
続
世
帯
が
存
在
す
る
限
り
，
指
導
を
継
続
し
て

い
く
予
定
で
あ
る
。

船
橋
市

下
水
道
部
下
水
道
管
理
課

①
水
洗
便
所
化
改
造
資
金
貸
付

限
度
額

:く
み
と
り

1便
槽

45
万
円
、
浄
化
槽

1基
30
万
円
無
利
子

40
ヶ
月
均
等
返
済
、
年
間
貸
付
額

5,
00

0万
円
、
件
数
約

20
0件

②
水
洗
化
指
導
業
務
委
託

年
間
約

2,
00

0戸
の
状
況
調
査
及
び
水
洗
化
指
導
を
実
施
、
委
託
額

24
0万
円

③
広
報
活
動
等
、
各
種
説
明
会
、
下
水
道
の
日
イ
ベ
ン
ト
、
パ
ト

ロ
ー
ル
等
。

同
様
の
対
策
を
継
続
す
る
。

水
洗
化
情
報
管
理
に
お
け
る

O
A
化
普
及
相
談
員
制
度
の
検
討

成
田
市

土
木
部
下
水
道
課

平
成

13
～

14
年
度
実
施
箇
所
：
下
水
道
処
理
区
域
全
域

対
策
規
模
：
約
2
,
0
0
0
戸
対
策
内
容
：
未
接
続
世
帯
へ
の
接
続
P
R

事
 
業
 
費
：
平
成
1
3
年
度
2
,
6
1
5
千
円
、
平
成
1
4
年
度
8
,
3
2
2
千
円

平
成

15
年
度
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
、
未
接
続
世
帯
へ
の
接
続

PR
を
実
施
す
る
。
（
事
業
費
：
平
成

15
年
度

8,
32

2千
円
）

そ
の
後
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
普
及
状
況
の
推
移
を
見
な
が
ら
実

施
を
検
討
し
て
い
く
。

今
後
に
つ
い
て
は
、
普
及
状
況
の
推
移
を
見
な
が
ら
実
施
を
検
討

し
て
い
く
。

佐
倉
市

土
木
部
下
水
道
課

①
下
水
道
未
接
続
者
へ
接
続
お
願
い
文
章
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
送
付

(H
14
年
度
、

45
0件

)
②
下
水
道
未
接
続
者
へ
戸
別
訪
問
に
よ
る
普
及
活
動

(H
14
年
度
、

37
0件

)
③
こ
う
ほ
う
佐
倉
へ
の
掲
載
に
よ
る
啓
発

④
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
啓
発

土
木
部
下
水
道
課

①
下
水
道
未
接
続
者
へ
接
続
お
願
い
文
章
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
送
付

(H
15
年
度
、

1,
80

0件
)

②
下
水
道
未
接
続
者
へ
電
話
に
よ
る
普
及
活
動
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
(H

15
年
度
、

1,
80

0件
)

③
下
水
道
未
接
続
者
へ
戸
別
訪
問
に
よ
る
普
及
活
動

(H
15
年
度
～

)
④
こ
う
ほ
う
佐
倉
へ
の
掲
載
に
よ
る
啓
発

⑤
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
啓
発

土
木
部
下
水
道
課

現
在
実
施
中
の
対
策
を
継
続
し
て
い
く

八
千
代
市

土
木
部
下
水
道
業
務
課

平
成

14
年
度

事
業
名
：
公
共
下
水
道
区
域
の
水
洗
化
の
促
進

内
容
：
公
共
下
水
道
処
理
区
域
内
の
未
接
続
世
帯
の
減
少
を
図

る
。
実
施
個
所
：
公
共
下
水
道
共
用
開
始
後

3年
を
経
過
し
た
地
域

実
施
規
模
：

29
5世
帯

貸
し
付
け
制
度
の
周
知
を
進
め
な
が
ら
、
水
洗
化
の
促
進
を
図
っ

て
い
く
。

鎌
ヶ
谷
市

土
木
部
下
水
道
管
理
課

平
成

14
年
度

①
実
施
箇
所
：
印
旛
沼
流
域

平
成

14
年
度
末
：
水
洗
化
人
口

20
,1

31
人

②
普
及
活
動
：
未
水
洗
化
世
帯
へ
の
訪
問
、
パ
ン
フ
の
配
布
（
平

成
14
年
度
、
実
施
箇
所
：
公
共
下
水
道
供
用
開
始
地
区
）

土
木
部
下
水
道
管
理
課

～
平
成

20
年
度

平
成

20
年
度
末
（
予
測
）

水
洗
化
人
口
：

20
,5

15
人
（
印
旛
沼
流
域
）

普
及
活
動
：
未
水
洗
化
世
帯
へ
の
訪
問
、
パ
ン
フ
の
配
布

土
木
部
下
水
道
管
理
課

普
及
活
動
：
未
水
洗
化
世
帯
へ
の
訪
問
、
パ
ン
フ
の
配
布

四
街
道
市

水
洗
便
所
改
造
資
金
助
成
金
制
度
。
市
が
改
造
資
金
を
一
部
助
成

す
る
。

継
続
し
て
実
施

八
街
市

広
報
に
よ
る

PR
や
、
葉
書
等
に
よ
る
下
水
道
接
続
依
頼
分
等
を
発

送
し
て
い
る
。
今
後
は
、
未
接
続
家
屋
の
各
戸
訪
問
を
実
施
し
て

ま
い
り
た
い
。

実
施
箇
所
：
八
街
市
公
共
下
水
道
認
可
区
域

広
報
等
に
よ
る
下
水
道
普
及
の

PR
を
引
き
続
き
実
施
予
定

未
接
続
家
庭
を
各
戸
訪
問
し
て
、
水
洗
化
を
促
す
。

印
西
市

下
水
道
課

既
設
の
便
所
を
水
洗
便
所
に
改
造
し
よ
う
と
す
る
者
に
対
し
、
水

洗
便
所
改
造
資
金
の
貸
し
付
け
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

下
水
道
課

既
設
の
便
所
を
水
洗
便
所
に
改
造
し
よ
う
と
す
る
者
に
対
し
、
水

洗
便
所
改
造
資
金
の
貸
し
付
け
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

未
定

白
井
市

環
境
建
設
部
上
下
水
道
課

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
紙
に
よ
る
普
及

PR
・
市
ふ
る
さ
と
祭
り
の

際
、
啓
蒙
品
及
び
チ
ラ
シ
の
配
布
に
よ
る

PR
・
未
水
洗
化
世
帯
へ

の
戸
別
訪
問

環
境
建
設
部
上
下
水
道
課

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
紙
に
よ
る
普
及

PR
・
市
ふ
る
さ
と
祭
り
の

際
、
啓
蒙
品
及
び
チ
ラ
シ
の
配
布
に
よ
る

PR
・
未
水
洗
化
世
帯
へ

の
戸
別
訪
問

富
里
市

都
市
建
設
部
下
水
道
課

①
市
広
報
に
よ
る
啓
発

②
戸
別
訪
問
に
よ
る
接
続
推
進

③
水
洗
便
所
改
造
資
金
に
係
る
融
資
あ
っ
せ
ん
及
び
利
子
補
給

都
市
建
設
部
下
水
道
課

①
独
自
啓
発
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
の
作
成

②
戸
別
訪
問
に
よ
る
接
続
推
進
の
強
化

都
市
建
設
部
下
水
道
課

水
洗
便
所
改
造
資
金
に
係
る
限
度
額
（
現
行

30
万
円
）
等
を
は
じ

め
と
す
る
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
の
見
直
し

酒
々
井
町

下
水
道
課

町
の
広
報
紙
等
で
接
続
の

PR
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
も
継
続
し
て
実
施
す
る
。

印
旛
村

昭
和

62
～
平
成

14
年
度

実
施
箇
所
：
印
旛
村
内
（
平
賀
、
学
園
台
、
い
に
は
野
造
谷
大

廻
、
岩
戸
地
先
）
、
供
用
開
始
：
昭
和

62
～
平
成

14
年
度
、
処
理

区
域
内
人
口
：

5,
41

1人
、
水
洗
化
人
口
：

5,
22

2人
、
水
洗
化

率
：

96
.5

%

下
水
道
の
整
備
が
完
了
し
た
地
区
に
つ
い
て
、
下
水
道
へ
の
接
続

を
促
進
し
て
い
く
。

下
水
道
の
整
備
が
完
了
し
た
地
区
に
つ
い
て
、
下
水
道
へ
の
接
続

を
促
進
し
て
い
く
。

添
付
資
料

実
施
主
体
名

実
施
済
み

実
施
予
定
（
H
2
2
ま
で
実
施
）

今
後
検
討
（
H
2
2
以
降
も
含
む
）

資-2-18



Ⅱ
　
水
質
改
善

栄
町

①
広
報
な
ど
に
よ
る
啓
発
お
よ
び
質
問

②
公
共
下
水
道
の
処
理
区
域
内
に
お
い
て
、
汲
み
取
り
便
所
を
水

洗
便
所
に
改
造
す
る
工
事
、
及
び
し
尿
浄
化
槽
の
取
り
壊
し
工
事

に
必
要
な
資
金
の
融
資
斡
旋
を
講
じ
、
斡
旋
資
金
に
係
る
利
子
に

つ
い
て
利
子
補
給
を
お
こ
な
う
。
斡
旋
融
資
限
度
額
：

30
万
円

/世
帯
、

H
14
年
度
予
算
額
：

70
千
円

今
後
も
継
続
し
て
実
施
す
る
。

対
策
メ
ニ
ュ
ー

具
体
例

ホ
）
下
水
道
以
外
の
生
活
系
負
荷
対
策

1
5
）
農
業
集
落
排
水
施
設
の
整
備

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

（
補
助
事
業
）
国

50
％
　
県

1％
　
農
業
集
落
排
水
事
業

①
谷
当
地
区
（
鹿
島
川
水
系
）
平
成

8～
16
年
度

 計
画
人
口

45
1人

計
画
戸
数

10
7戸

 管
渠
延
長

6,
92

5ｍ
 汚
水
処
理
施
設

1箇
所

 事
業

費
93

6,
54

0千
円

②
富
田
地
区
（
鹿
島
川
水
系
）
平
成

10
～

17
年
度

 計
画
人
口

40
8

人
 計
画
戸
数

10
0戸

 管
渠
延
長

7,
21

0ｍ
 汚
水
処
理
施
設

1箇
所

 事
業
費

80
2,

66
0千
円

③
更
科
地
区
（
鹿
島
川
水
系
）
平
成

13
～

19
年
度

 計
画
人
口

1,
16

2人
 計
画
戸
数

38
1戸

 管
渠
延
長

21
,0

45
ｍ

 汚
水
処
理
施
設

1
箇
所

 事
業
費

3,
31

9,
43

2千
円

平
成

15
～

22
年
度
湖
沼
計
画
に
則
っ
て
実
施
す
る
。

処
理
人
口
：

2,
38

6人
(H

15
)→

6,
51

1人
(H

22
)

①
施
設
の
維
持
管
理
及
び
修
繕

②
将
来
的
に
は
公
共
下
水
道
に
接
続
を
考
え
て
い
る

平
成

15
～

22
年
度
湖
沼
計
画
に
則
っ
て
実
施
す
る
。

処
理
人
口
：

34
4人

(H
15

)→
45

0人
(H

22
)

八
千
代
市

経
済
環
境
部
農
政
課

平
成

14
年
度
に
全
県
域
汚
水
適
正
処
理
構
想
の
見
直
し
を
行
い
、

農
業
集
落
排
水
事
業
エ
リ
ア
を
公
共
下
水
道
等
の
処
理
エ
リ
ア
に

変
更
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

八
千
代
市
第

3次
基
本
構
想
、
後
期
基
本
計
画
中
に
位
置
づ
け
の
予

定
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
平
成

15
年
度
以
降
の
計
画
作
成
時

に
変
更
を
行
う
。
（
計
画
を
除
外
）

八
街
市

農
政
課

農
業
振
興
地
域
内
の
集
落
か
ら
の
汚
水
に
よ
り
、
農
業
用
用
排
水

等
の
汚
濁
が
見
ら
れ
る
地
域
に
お
い
て
は
、
個
別
処
理
と
の
経
済

比
較
に
よ
り
農
業
集
落
排
水
事
業
を
検
討
し
て
い
る
。

千
葉
県

農
林
水
産
部
農
村
整
備
課

農
業
集
落
排
水
事
業
施
設
の
整
備
状
況

平
成

14
年
度
ま
で
に
完
了
し
た
地
区
は

7地
区
で
、
現
在
継
続
地
区

が
3地
区
で
実
施
中
。
汚
水
処
理
の
共
用
開
始
計
画
人
口
は
大
和
田

地
区

(千
葉
市

)外
6地
区
で
処
理
計
画
人
口
は

6,
78

0人
、
事
業
費
は

9,
96

2,
50

0千
円
で
完
了
し
共
用
を
開
始
。
基
準
値
は
公
共
下
水
よ

り
厳
し
く
設
定
さ
れ
て
い
る
。

農
林
水
産
部
農
村
整
備
課

～
平
成

20
年
度

継
続
地
区
は
、
谷
当
地
区

(千
葉
市

)外
2地
区
で
計
画
処
理
人
口

2,
32

0人
で
事
業
費
は

4,
59

0,
20

0千
円
で
実
施
中
。

農
林
水
産
部
農
村
整
備
課

長
期
計
画
の
な
か
で
八
街
市
（

2地
区
）
が
平
成

29
年
度
目
標
で
計

画
処
理
人
口

3,
50

0人
を
予
定
。

農
業
集
落
排
水
事
業
実
施

状
況
（
表
・
図
）

対
策
メ
ニ
ュ
ー

具
体
例

ホ
）
下
水
道
以
外
の
生
活
系
負
荷
対
策

1
6
）
合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
転
換

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

千
葉
市

環
境
管
理
部
業
務
課

昭
和

62
～
平
成

14
年
度

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
事
業
補
助
金
（
高
度
処
理
型
を
含
む
。
）

32
41
基
、
総
事
業
費
：

2,
62

2,
95

3千
円
（
う
ち
国
庫
補
助

66
2,

60
0

千
円
）
、
実
施
箇
所
：
下
水
道
事
業
認
可
区
域
等
を
除
く
区
域

（
印
旛
沼
流
域
を
含
む
。
）

環
境
管
理
部
業
務
課

平
成

15
～

17
年
度

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
事
業
補
助
金
（
高
度
処
理
型
を
含
む
。
）

①
実
施
年
度
：
平
成

15
年
度

70
基
（
う
ち
印
旛
沼
流
域
内

10
基
、

24
人
）
、
事
業
費
：

40
,4

42
千
円
（
う
ち
印
旛
沼
流
域
内

7,
15

0千
円
）
②
実
施
年
度
：
平
成

16
・

17
年
度
各

10
0基
（
印
旛
沼
流
域
を
含

む
。
）
事
業
費
：
各
年
度

63
,0

00
千
円

農
政
部
農
業
環
境
整
備
課

経
済
環
境
部
農
政
課

実
施
個
所
：
佐
倉
市
坂
戸
地
先
、
供
用
開
始
：
平
成

6年
6月

1日
、

事
業
総
量
・
管
路
延
長
：

L=
4,

40
7m
、
処
理
施
設
：

1カ
所

（
JA

R
U

SⅢ
型

45
0人
槽
）
、
事
業
費
：

75
9,

98
8,

00
0円
（
う
ち

国
庫

50
%
、
県
費

20
%
）
、
施
設
の
維
持
管
理
及
び
修
繕

平
成
元
～

6年
度

佐
倉
市

経
済
環
境
部
農
政
課

①
施
設
の
維
持
管
理
及
び
修
繕
は
今
後
も
継
続
し
て
い
く
予
定

②
将
来
的
に
は
公
共
下
水
道
に
接
続
す
る
た
め
に
、
最
小
限
な
維

持
管
理
と
し
た
い

経
済
環
境
部
農
政
課

添
付
資
料

添
付
資
料

実
施
済
み

実
施
予
定
（
H
2
2
ま
で
実
施
）

今
後
検
討
（
H
2
2
以
降
も
含
む
）

実
施
主
体
名

実
施
済
み

実
施
予
定
（
H
2
2
ま
で
実
施
）

今
後
検
討
（
H
2
2
以
降
も
含
む
）

実
施
主
体
名

千
葉
市

農
政
部
農
業
環
境
整
備
課

（
補
助
事
業
）
国

50
%
　
県

1%
　
農
業
集
落
排
水
事
業

①
大
和
田
地
区
（
鹿
島
川
水
系
）
昭
和

63
～
平
成

5年
度

 計
画
人

口
50

5人
計
画
戸
数

11
8戸

 管
渠
延
長

7,
28

2m
 汚
水
処
理
施
設

1箇
所

 事
業
費

93
4,

54
5千
円

②
平
川
地
区
（
鹿
島
川
水
系
）
平
成

4～
平
成

7年
度

 計
画
人
口

41
0人

 計
画
戸
数

10
2戸

 管
渠
延
長

6,
47

3m
 汚
水
処
理
施
設

1箇
所

事
業
費

1,
02

4,
13

6千
円

③
本
郷
地
区
（
鹿
島
川
水
系
）
平
成

5～
平
成

13
年
度

 計
画
人
口

1,
02

1人
 計
画
戸
数

30
3戸

 管
渠
延
長

15
,3

79
m

 汚
水
処
理
施
設

1
箇
所

 事
業
費

2,
45

4,
55

3千
円

④
野
呂
地
区
（
鹿
島
川
水
系
）
平
成

6～
平
成

14
年
度

 計
画
人
口

1,
31

5人
 計
画
戸
数

35
2戸

 管
渠
延
長

17
,2

34
m

 汚
水
処
理
施
設

1
箇
所

 事
業
費

2,
48

7,
65

5千
円

⑤
中
野
和
泉
地
区
（
鹿
島
川
水
系
）
平
成

7～
平
成

14
年
度

 計
画

人
口

49
7人

 計
画
戸
数

17
8戸

 管
渠
延
長

6,
49

7m
 汚
水
処
理
施
設

1
箇
所

 事
業
費

1,
 4

02
,8

58
千
円

⑥
中
田
古
泉
地
区
（
鹿
島
川
水
系
）
平
成

7～
平
成

14
年
度

 計
画

人
口

74
2人

 計
画
戸
数

21
8戸

 管
渠
延
長

13
,8

83
m

 汚
水
処
理
施
設

1箇
所

 事
業
費

1,
82

7,
42

3千
円
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Ⅱ
　
水
質
改
善

船
橋
市

環
境
部
環
境
衛
生
課

昭
和

63
～
平
成

14
年
度

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
補
助
要
綱
を
昭
和

63
年
度
に
施
行
下
水
道

認
可
区
域
を
除
い
た
地
域
に
対
し
て
小
型
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設

置
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
。
但
し
上
限
は

5人
槽

35
4,

00
0円
、

6
人
～

7人
槽

41
1,

00
0円
、

8～
10
人
槽

51
9,

00
0円
と
す
る
。

補
助
基
数

(昭
和

63
～
平
成

14
年
度

)は
合
計

1,
71

8基

平
成

15
年
度
～

平
成

15
年
度
計
画

(1
5年
度
予
算

)5
人
槽

18
0基
、

7人
槽

70
基
、

10
人
槽

10
基
、
計

26
0基

(9
7,

68
0千
円

)
平
成

17
年
度
に
合
併
処
理
浄
化
槽
転
換
補
助
制
度
導
入
予
定

人
数
に
つ
い
て
は
把
握
し
て
い
な
い
。

な
し

成
田
市

環
境
部
環
境
衛
生
課

昭
和

63
～
平
成

14
年
度

昭
和

63
年
度
よ
り
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
者
に
対
し
補
助
金

を
交
付
。

平
成

14
年
度
末
ま
で

2,
55

2基
（

2,
62

6,
37

5,
36

8円
）
の
補
助
。

平
成

15
年
度
～

平
成

15
年
度
は
、

20
0基
（

96
,5

92
,0

00
円
）
の
補
助
予
定
。
ま

た
、
単
独
処
理
浄
化
槽
か
ら
合
併
処
理
浄
化
槽
へ
転
換
す
る
者
へ

対
し
て
、
従
来
の
補
助
金
へ

18
0,

00
0円
を
上
乗
せ
す
る
転
換
補
助

制
度
を
実
施
し
た
。

平
成

16
年
度
以
降
に
つ
い
て
も
、
補
助
制
度
の
継
続
に
よ
り
、
普

及
促
進
を
図
る
。

18
,1

25
人

佐
倉
市

経
済
環
境
部
生
活
環
境
課

平
成

14
年
度

単
独
浄
化
槽
か
ら
合
併
浄
化
槽
へ
の
転
換
の
助
成

実
施
年
度
：
平
成

13
年
度
、

41
基
（
印
旛
沼
流
域
内
）
助
成
額
：

82
0万
円

実
施
年
度
：
平
成

14
年
度
、

81
基
（
印
旛
沼
流
域
内
）
助
成
額
：

16
80
万
円

経
済
環
境
部
生
活
環
境
課

平
成

15
年
度
～

引
き
続
き
実
施

実
施
年
度
：
平
成

15
年
度

50
基
、
助
成
額
：

1,
00

0万
円

平
成

15
年
度

15
0人

八
千
代
市

経
済
環
境
部
環
境
保
全
課

平
成
元
～

14
年
度

実
施
箇
所
：
下
水
道
事
業
認
可
区
域
を
除
く
市
内
全
域

補
助
に
よ
る
設
置
基
数
：

45
8基

事
業
費
：

34
2,

60
9千
円
（
国
庫
補
助
：

88
,6

73
千
円
）
（
県
費
補

助
：

11
3,

90
4千
円
）

平
成

15
年
度
～

①
実
施
個
所
：
同
左

平
成

15
年
度
か
ら
各
年
度

50
基
設
置
予
定

事
業
費
：
各
年
度

20
,5

89
千
円
程
度
を
予
定

②
単
独
処
理
浄
化
槽
か
ら
の
転
換
補
助
金
上
乗
せ
制
度

平
成

15
年
度
か
ら
各
年
度

20
基

事
業
費
：
各
年
度

3,
60

0千
円
程
度
を
予
定

人
数
に
つ
い
て
は
不
明

四
街
道
市

環
境
経
済
部
環
境
政
策
課

昭
和

63
年
度
～

四
街
道
市
合
併
処
理
浄
化
槽
補
助
金
交
付
要
綱
（
昭
和

63
年
、
平

成
15
年
一
部
改
正
）

昭
和

63
年
よ
り
、
合
併
浄
化
槽
の
設
置
を
指
導
し
て
き
た
が
、
平

成
15
年
よ
り
、
単
独
処
理
浄
化
槽
か
ら
、
合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の

転
換
を
進
め
る
た
め
、
補
助
対
象
と
し
た
。

環
境
経
済
部
環
境
政
策
課

平
成

15
年
度
～

引
き
続
き
実
施

平
成

15
年
度

30
基
、
事
業
費
：

1,
32

3万
円

八
街
市

生
活
環
境
課

平
成

15
年
度

実
施
箇
所
：
下
水
道
認
可
区
域
を
除
く
市
内
全
域

20
基
、

18
0,

00
0円
の
補
助
（
一
般
：

5基
=県
費

1/
3、
特
別
：

15
基

=県
費

1/
2）

生
活
排
水
に
よ
る
公
共
用
水
域
の
水
質
汚
濁
を
防
止
す
る
た
め
、

単
独
浄
化
槽
か
ら
の
転
換
を
広
報
等
で
啓
発
・
促
進
を
図
る
。

（
年

2回
程
度
）

引
き
続
き
実
施

転
換
補
助
基
数
を
増
加
さ
せ
て
い
く
。

基
数
等
は
検
討
中

未
定

印
西
市

生
活
環
境
課

広
報
等
に
よ
る
合
併
処
理
浄
化
槽
の
普
及
啓
発
設
置
補
助
金
の
交

付
、

15
年
度
よ
り
単
独
浄
化
槽
か
ら
の
転
換
を
促
進
す
る
た
め
、

転
換
補
助
制
度
を
新
設
予
算
措
置

80
基
分
（
う
ち
転
換
分

60
基
）

実
施
済
み
対
策
と
同
様
の
対
策
を
実
施

年
間
8
0
基
（
う
ち
転
換
6
0
基
）

未
定

白
井
市

環
境
建
設
部
環
境
課

平
成

14
年
度
～

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
補
助
金
（
印
旛
沼
流
域
内
外
）

（
合
併
処
理
浄
化
槽
転
換
補
助
金
）

設
置
基
数
：

5基
、
事
業
費
：

90
0,

00
0円
（
県
補
助
率
：
補
助
基

準
額

×1
/2
）

平
成

15
年
度
～

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
補
助
金
（
印
旛
沼
流
域
内
外
）

（
合
併
処
理
浄
化
槽
転
換
補
助
金
）

設
置
予
定
基
数
：

20
基
、

20
0人
（
平
成

15
年
度
）
、
事
業
費
：

3,
60

0,
00

0円
（
県
補
助
率
：
補
助
基
準
額

×1
/2
）

富
里
市

経
済
環
境
部
環
境
課

昭
和

62
年
度
～

小
型
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
者
に
補
助
金
を
交
付

昭
和

62
年
度
～
毎
年
度
実
施
、
市
内

51
箇
所
（
平
成

14
年
度
）

5
人
槽
：

30
基
、

7人
槽
：

17
基
、
補
助
金
額
：

19
,0

80
千
円
（
平
成

14
年
度
）

経
済
環
境
部
環
境
課

平
成

15
年
度

平
成

15
年
度
設
置
予
定
基
数
：

40
基
（
う
ち
転
換

10
基
）

人
数
：

24
9人

経
済
環
境
部
環
境
課

合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
転
換
を
啓
発

酒
々
井
町

生
活
環
境
課

町
広
報
紙
に
掲
載
（
年

2回
）
し
啓
発
し
て
い
る
。

今
後
も
、
町
広
報
紙
に
掲
載
し
啓
発
す
る
。

転
換
対
象
：

28
2基
、

62
7人

転
換
補
助
制
度
を
検
討
す
る
。

印
旛
村

生
活
環
境
課

平
成

3～
14
年
度

実
施
箇
所
：
村
内
全
域
（

43
7基
、

35
3,

81
4,

00
0円
）

下
水
道
整
備
区
域
以
外
の
地
域
に
お
け
る
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置

を
推
進
し
、
公
共
用
水
域
の
水
質
汚
濁
の
抑
制
を
図
る
。

経
済
環
境
課

平
成

15
年
度
～

実
施
箇
所
：
村
内
全
域
、
平
成

15
年
度

40
基
予
定

※
平
成

15
年
度
よ
り
、
単
独
槽
か
ら
合
併
槽
に
替
え
る
工
事
に
対

し
、
転
換
補
助
を
行
う
。

事
業
費

1,
80

0,
00

0円
（

10
基
分
）

26
0人

本
埜
村

環
境
保
健
課

平
成

14
年
度
～

①
合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
転
換

平
成

14
年
度
か
ら
転
換
補
助
事
業
を
実
施

事
業
費
：

64
8万
円
（
う
ち
県
補
助

1/
2）

②
広
報
紙
等
に
よ
り
合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
転
換
啓
発
　
年

2回

環
境
保
健
課

転
換
補
助
（

30
基
、

54
0万
円
）

①
現
在
の
補
助
事
業
は
、
今
後
も
継
続
し
て
い
く

②
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
補
助
金
制
度
、
転
換
制
度
を
紹
介

栄
町

都
市
環
境
整
備
室

合
併
処
理
浄
化
槽
の
普
及
促
進

公
共
下
水
道
処
理
区
域
以
外
の
地
区
住
民
に
対
し
て
、
合
併
処
理

浄
化
槽
設
置
整
備
補
助
金
を
交
付
し
、
普
及
を
促
進
す
る
。
設
置

整
備
事
業
補
助
金
交
付
（
平
成

10
年
度
～
継
続
）
、
補
助
金
額
：

平
成

14
年
度

8,
41

5千
円
、
平
成

15
年
度

10
,5

24
千
円
町
広
報
に
補

助
制
度
の
紹
介

平
成

15
年
度
～

現
在
実
施
中
の
対
策
は
今
後
も
継
続
し
て
い
く
。
設
置
整
備
事
業

補
助
金
に
単
独
浄
化
槽
か
ら
合
併
浄
化
槽
へ
の
転
換
補
助
制
度
を

加
え
る
。
（
平
成
1
6
年
度
～
実
施
予
定
）
　
重
点
地
域
を
決
め
個

別
訪
問
に
よ
り
設
置
促
進
P
R
を
行
う
。

H
1
6
～
1
7
年
度
：
各
3
0
人

H
1
8
～
2
2
年
度
：
各
4
0
人
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Ⅱ
　
水
質
改
善

千
葉
県

水
質
保
全
課

平
成

13
年
度
～

浄
化
槽
法
が
改
訂
さ
れ
、
平
成

13
年

4月
以
降
は
単
独
処
理
浄
化
槽

の
設
置
が
原
則
禁
止
（
浄
化
漕
法
第

2条
）
さ
れ
、
既
存
単
独
処
理

浄
化
槽
を
合
併
処
理
浄
化
槽
に
転
換
す
る
努
力
義
務
が
規
定
さ
れ

た
（
浄
化
漕
法
附
則
第

3条
）

県
内
に
は
平
成

13
年
度
末
時
点
で
、
合
併
処
理
浄
化
槽
が
約

11
万

8千
基
、
単
独
処
理
浄
化
槽
が
約

45
万
基
設
置
さ
れ
て
い
る
。
単
独

処
理
浄
化
槽
は
、
し
尿
の
み
を
処
理
す
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
生

活
雑
排
水
は
未
処
理
の
ま
ま
公
共
用
水
域
に
放
流
さ
れ
、
公
共
用

水
域
の
水
質
汚
濁
の
主
な
原
因
と
な
っ
て
お
り
、
合
併
処
理
浄
化

槽
へ
の
転
換
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
県
で
は
平
成

14
年
度
か
ら
、
県
単
独
で
単
独
処
理
浄

化
槽
か
ら
合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
転
換
補
助
制
度
を
創
設
し
た
。

現
在
、
単
独
処
理
浄
化
槽
か
ら
合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
転
換
補
助

制
度
を
実
施
し
て
い
る
市
町
村
は
印
旛
沼
流
域
で
は

12
市
町
村
と

な
っ
て
い
る
。

水
質
保
全
課

印
旛
沼
流
域
の
全
市
町
村
に
お
い
て
単
独
処
理
浄
化
槽
か
ら
合
併

処
理
浄
化
槽
へ
の
転
換
補
助
制
度
を
整
備
す
る
よ
う
、
働
き
か
け

る
こ
と
と
す
る
。

対
策
メ
ニ
ュ
ー

具
体
例

ホ
）
下
水
道
以
外
の
生
活
系
負
荷
対
策

1
7
）
高
度
処
理
型
合
併
処
理
浄
化
槽
の
導
入

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

千
葉
市

環
境
管
理
部
業
務
課

平
成

14
年
度

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
事
業
補
助
金
（
窒
素
又
は
燐
除
去
型
）

平
成

14
年
度
：

3基
（
印
旛
沼
流
域
内
）

実
施
箇
所
：
下
水
道
事
業
認
可
区
域
等
を
除
く
区
域
（
印
旛
沼
流

域
を
含
む
。
鹿
島
川
流
域
）

事
業
費
：

1,
86

6千
円

環
境
管
理
部
業
務
課

平
成

15
年
度

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
事
業
補
助
金
（
窒
素
又
は
燐
除
去
型
）

平
成

15
年
度
：

10
基
（
印
旛
沼
流
域
内
）

実
施
箇
所
：
下
水
道
事
業
認
可
区
域
等
を
除
く
区
域
（
印
旛
沼
流

域
を
含
む
。
鹿
島
川
流
域
）

事
業
費
：

6,
15

0千
円

船
橋
市

環
境
部
環
境
衛
生
課

船
橋
市
浄
化
槽
取
扱
指
導
要
綱
を
平
成

15
年

4月
1日
に
施
行
印
旛

沼
水
域
で
処
理
対
象
人
員

10
1人
以
上
の
浄
化
槽
を
設
置
す
る
場

合
、
放
流
水
質
を

B
O

D
を

10
m

g/
Lと
規
定
し
た
。

基
数
・
人
数
に
つ
い
て
は
不
明
。

な
し

印
旛
沼
水
域
を
対
象
と
し
て
、
高
度
処
理
型
の
小
型
合
併
処
理
浄

化
槽
を
設
置
す
る
場
合
に
、
設
置
費
用
に
係
る
補
助
金
制
度
を
検

討
し
て
い
く
。

佐
倉
市

経
済
環
境
部
生
活
環
境
課

平
成

13
、

14
年
度

高
度
処
理
合
併
浄
化
槽
設
置
に
対
す
る
助
成

①
実
施
年
度
：
平
成

13
年
度
、

52
基
（
印
旛
沼
流
域
内
）
、
助
成

額
：

37
76
万
円
（
国
費

81
9万
円
）

②
実
施
年
度
：
平
成

14
年
度
、

97
基
（
印
旛
沼
流
域
内
）
、
助
成

額
：

64
81
万
円
（
国
費

14
99
万
円
）

経
済
環
境
部
生
活
環
境
課

平
成

15
年
度

引
き
続
き
実
施

平
成

15
年
度

85
基
、
助
成
額
：

5,
66

5万
円

市
内
全
域
対
象
、
印
旛
沼
流
域
内
を
含
む

八
千
代
市

経
済
環
境
部
環
境
保
全
課

高
度
処
理
浄
化
槽
の
導
入
を
検
討
す
る
。

八
街
市

生
活
環
境
課

な
し

な
し

検
討
中

印
西
市

生
活
環
境
課

な
し

生
活
環
境
課

な
し

生
活
環
境
課

高
度
処
理
型
合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
補
助
導
入
を
検
討
す
る
。

白
井
市

環
境
建
設
部
環
境
課

合
併
処
理
浄
化
槽
維
持
管
理
状
況
の
効
果
的
な
監
視
方
法
の
検
討

と
併
せ
て
検
討
す
る
。

酒
々
井
町

生
活
環
境
課

生
活
環
境
課

高
度
処
理
型
合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
補
助
制
度
を
検
討
す
る
。

千
葉
県

水
質
保
全
課

平
成

11
年
度

閉
鎖
性
水
域
に
お
け
る
富
栄
養
化
防
止
対
策
に
は
、
生
活
雑
排
水

か
ら
、
窒
素
、
り
ん
を
除
去
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
窒
素
又
は
り
ん
に
対
し
、
通
常
の
合
併
処
理
浄
化
槽
よ

り
除
去
能
力
が
高
い
も
の
を
国
で
は
「
窒
素
又
は
り
ん
除
去
能
力

を
有
す
る
高
度
処
理
型
の
合
併
処
理
浄
化
槽
」
と
規
定
し
て
、
通

常
の
合
併
処
理
浄
化
槽
よ
り
高
い
補
助
基
準
額
を
設
定
す
る
こ
と

に
よ
り
、
普
及
を
促
進
し
て
お
り
、
本
県
で
も
平
成

11
年
度
に
制

度
化
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
現
在
、
補
助
制
度
を
実
施
し
て
い

る
市
町
村
は
印
旛
沼
流
域
で
は
、

1市
の
み
と
な
っ
て
い
る
。

水
質
保
全
課

印
旛
沼
流
域
の
全
市
町
村
に
お
い
て
窒
素
又
は
り
ん
除
去
能
力
を

有
す
る
高
度
処
理
型
合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
補
助
制
度
を
整
備
す

る
よ
う
、
働
き
か
け
る
こ
と
と
す
る
。

水
質
保
全
課

補
助
対
象
と
な
る
地
域
が
印
旛
沼
流
域
で
か
つ
水
濁
法
の
生
活
排

水
対
策
重
点
地
域
と
限
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
今
後
は
補
助
対
象

を
流
域
全
体
に
拡
大
す
る
こ
と
を
検
討
す
る
。

添
付
資
料

実
施
主
体
名

実
施
済
み

実
施
予
定
（
H
2
2
ま
で
実
施
）

今
後
検
討
（
H
2
2
以
降
も
含
む
）
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Ⅱ
　
水
質
改
善

対
策
メ
ニ
ュ
ー

具
体
例

ホ
）
下
水
道
以
外
の
生
活
系
負
荷
対
策

1
8
）
浄
化
槽
の
適
正
管
理

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

船
橋
市

環
境
部
環
境
衛
生
課

平
成

15
年
度

浄
化
槽
法
施
行
細
則
を
平
成

15
年

4月
1日
に
改
正
施
行
処
理
対
象

人
員

50
1人
以
上
の
単
独
処
理
浄
化
槽
及
び

51
人
以
上
の
合
併
処

理
浄
化
槽
の
管
理
者
に
対
し
て
、
定
期
的
に
放
流
水
の

B
O

D
の
測

定
を
義
務
付
け
、
報
告
を
求
め
て
い
る
。

・
市
内
全
域
の
浄
化
槽
に
対
す
る
対
策
。

・
平
成

13
年
度
実
績
：

2,
55

6件

浄
化
槽
法
施
行
細
則
を
平
成

15
年

4月
1日
に
改
正
施
行
処
理
対
象

人
員

50
1人
以
上
の
単
独
処
理
浄
化
槽
及
び

51
人
以
上
の
合
併
処

理
浄
化
槽
の
管
理
者
に
対
し
て
、
定
期
的
に
放
流
水
の

B
O

D
の
測

定
を
義
務
付
け
、
報
告
を
求
め
て
い
る
。

・
市
内
全
域
の
浄
化
槽
に
対
す
る
対
策

な
し

成
田
市

環
境
部
環
境
衛
生
課

平
成

3年
度
よ
り
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の
保
守
点
検
、
清
掃
、
法
定

検
査
を
行
っ
た
者
に
対
し
、
維
持
管
理
補
助
金
を
交
付
。
平
成

14
年
度
末
ま
で
に
、
延
べ

12
,6

41
基
（

44
6,

65
1,

50
0円
）
の
補
助
。

実
施
場
所
：
北
印
旛
沼
流
域
及
び
流
域
外

平
成

15
年
度
は
、

1,
70

0基
（

59
,4

13
,5

00
円
）
の
補
助
予
定
。
平

成
16
年
度
以
降
も
、
補
助
制
度
の
継
続
に
よ
り
、
適
正
な
維
持
管

理
の
推
進
を
行
う
。

佐
倉
市

経
済
環
境
部
生
活
環
境
課

平
成

13
、

14
年
度

合
併
浄
化
槽
の
維
持
管
理
に
対
す
る
助
成

①
実
施
年
度
：
平
成

13
年
度
、

37
6基
（
印
旛
沼
流
域
内
）
、
助

成
額
：

97
6万
円

②
実
施
年
度
：
平
成

14
年
度
、

42
2基
（
印
旛
沼
流
域
内
）
、
助

成
額
：

10
43
万
円

経
済
環
境
部
生
活
環
境
課

平
成

15
年
度

48
4基
、
助
成
額
：

1,
17

7万
円

市
内
全
域
対
象
（
印
旛
沼
流
域
内
含
む
）

八
千
代
市

経
済
環
境
部
環
境
保
全
課

①
年

2回
程
度
、
広
報
紙
に
保
守
点
検
、
清
掃
、
法
定
検
査
等
の
適

正
管
理
に
つ
い
て
の
啓
発
記
事
を
掲
載
。

②
適
正
管
理
啓
発
用
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
自
治
会
回
覧
（
下
水
道
計

画
区
域
以
外
で

2年
に

1回
程
度
）

継
続
実
施

八
街
市

生
活
環
境
課

広
報
等
に
掲
載
し
啓
発
（
年

2回
）

浄
化
槽
設
置
事
業
補
助
金
交
付
を
受
け
た
者
に
対
し
、

①
法
定
検
査
等
に
関
す
る
誓
約
書
提
出

②
浄
化
槽
完
成
検
査
時
に
指
導
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
て
啓
発
促

進
。
（
清
掃
、
保
守
点
検
、
法
定
検
査
）

引
き
続
き
実
施

未
定

印
西
市

生
活
環
境
課

平
成

12
年
度
～

毎
年
、
補
助
交
付
後

5年
を
経
過
し
た
浄
化
槽
を
対
象
に
水
質
検
査

を
実
施
し
て
い
る
。

生
活
環
境
課

平
成

15
年
度
に
新
設
し
た
転
換
補
助
制
度
に
よ
り
、
単
独
浄
化
槽

か
ら
合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
切
り
替
え
が
概
ね
完
了
し
た
と
思
わ

れ
る
時
点
で
、
浄
化
槽
の
維
持
管
理
に
要
す
る
経
費
の
一
部
を
補

助
す
る
制
度
を
新
設
し
た
い
。
そ
れ
に
よ
り
、
適
正
な
管
理
の
指

導
啓
発
を
行
っ
て
い
く
。

生
活
環
境
課

平
成

15
年
度
に
新
設
し
た
転
換
補
助
制
度
に
よ
り
、
単
独
浄
化
槽

か
ら
合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
切
り
替
え
が
概
ね
完
了
し
た
と
思
わ

れ
る
時
点
で
、
浄
化
槽
の
維
持
管
理
に
要
す
る
経
費
の
一
部
を
補

助
す
る
制
度
を
新
設
し
た
い
。
そ
れ
に
よ
り
、
適
正
な
管
理
の
指

導
啓
発
を
行
っ
て
い
く
。

白
井
市

環
境
建
設
部
環
境
課

平
成

11
年
度
～

合
併
処
理
浄
化
槽
維
持
管
理
費
補
助
金

補
助
基
数
：

59
基
（
平
成

14
年
度
）
、
事
業
費
：

35
4,

00
0円
（
印

旛
沼
流
域
内
外
）

環
境
建
設
部
環
境
課

平
成

11
年
度
～

合
併
処
理
浄
化
槽
維
持
管
理
費
補
助
金

補
助
予
定
基
数
：

85
基
（
平
成

15
年
度
）
、
事
業
費
：

51
0,

00
0円

（
印
旛
沼
流
域
内
外
）

酒
々
井
町

生
活
環
境
課

町
広
報
紙
に
掲
載
し
啓
発
し
て
い
る
。

今
後
も
、
町
広
報
紙
に
掲
載
し
啓
発
す
る
。

管
理
費
の
補
助
制
度
を
検
討
す
る
。

本
埜
村

環
境
保
健
課

①
浄
化
槽
法
定
検
査
等
の
受
検
促
進

②
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
誓
約
書
に
よ
り
浄
化
槽
完
成
検
査
時
に
指

導
、
広
報
紙
に
よ
る
啓
発
（
年

1～
2回
）

①
現
在
実
施
中
の
対
策
は
今
後
も
実
施
し
て
い
く

②
実
施
報
告
書
に
法
定
検
査
料
金
の
領
収
書
（
写
）
添
付
の
実
施

③
定
期
的
に
継
続
管
理
の
状
況
報
告

栄
町

都
市
環
境
整
備
室

平
成

11
年
度

町
広
報
に
維
持
管
理
方
法
等
を
掲
載
し
た
。
（
平
成

11
年
度
）

（
法
廷
検
査
・
保
守
点
検
・
清
掃
等
）

①
浄
化
槽
関
係
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
設
置
者
に
個
別
配
布
す
る
。

（
平
成

15
年
度
中
）

②
町
広
報
に
維
持
管
理
方
法
等
を
年
１
回
以
上
掲
載
す
る
。
（
平

成
16
年
度
～
実
施
予
定
）

千
葉
県

水
質
保
全
課

①
浄
化
槽
清
掃
業
者
、
保
守
点
検
業
者
へ
浄
化
槽
の
適
正
管
理
に

つ
い
て
の
指
導

浄
化
槽
関
係
団
体
の
浄
化
槽
管
理
士
向
け
の
講
習
会
へ
の
講
師
派

遣
等
の
支
援

②
法
定
検
査
の
受
検
促
進

③
浄
化
槽
総
合
管
理
事
業
の
推
進

浄
化
槽
管
理
台
帳
の
電
算
化
（
シ
ス
テ
ム
化
）

④
過
去
に
設
置
さ
れ
た
浄
化
槽
の
デ
ー
タ
を
シ
ス
テ
ム
化
（
平
成

1
4
年
～
平
成
1
6
年
度
）

水
質
保
全
課

平
成

15
年
度
～

①
設
置
者
に
対
す
る
啓
発
活
動

平
成

15
年
度
：
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
「
浄
化
槽
は
生
き
て
い
ま

す
」
（

2万
部
）
「
浄
化
槽
設
置
者
の
み
な
さ
ん
へ
」
（

2万
部
）

平
成

16
年
度
：
改
訂
版
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成

②
7条
及
び

11
条
法
定
検
査
の
受
検
率
の
向
上

水
質
保
全
課

11
条
法
定
検
査
の
受
検
率
の
向
上
、
検
査
の
効
率
化
の
た
め
の

11
条
検
査
方
式
の
抜
本
的
な
見
直
し

添
付
資
料

実
施
予
定
（
H
2
2
ま
で
実
施
）

今
後
検
討
（
H
2
2
以
降
も
含
む
）

実
施
主
体
名

実
施
済
み
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Ⅱ
　
水
質
改
善

対
策
メ
ニ
ュ
ー

具
体
例

ホ
）
下
水
道
以
外
の
生
活
系
負
荷
対
策

1
9
）
家
庭
に
お
け
る
生
活
雑
排
水
負
荷
の
削
減

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

印
旛
沼
広
域
環
境
研
究
会

①
平
成

13
年

10
月

2回
に
わ
た
り
、
「
合
併
処
理
浄
化
槽
促
進
の

た
め
の
説
明
会
」
実
施

②
平
成

14
年

6月
定
例
総
会
に
お
い
て
収
益
事
業
と
し
て
無
洗
米
普

及
販
売
事
業
が
承
認
さ
れ
た
。
同
年

10
月
に
千
葉
県
に
米
販
事
業

と
し
て
登
録
。
こ
れ
は
米
の
と
ぎ
汁
が
、
生
活
雑
排
水
の
約

20
％

を
占
め
て
い
る
こ
と
で
事
業
化
し
た
。

平
成
1
4
年
度
よ
り
収
益
事
業
と
し
て
「
無
洗
米
」
の
啓
蒙
販
売
を

行
っ
て
い
る
。
米
の
と
ぎ
汁
が
家
庭
用
生
活
雑
用
水
の
中
で
、

2
0
％
で
あ
る
こ
と
か
ら
始
め
た
。
無
洗
米
販
売
事
業
は
、
販
売
執

行
体
制
を
確
立
・
強
化
し
て
継
続
的
に
主
と
し
て
印
旛
沼
流
域
の

住
民
を
対
象
と
し
て
行
う
予
定
。

佐
倉
印
旛
沼
ネ
ッ
ト
ワ
ー
カ
ー
の
会

平
成

13
年

1月
5日
付
「
家
庭
雑
排
水
対
策
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」
を
作

成
し
、
学
習
会
・
後
援
会
の
開
催
時
お
よ
び
情
報
提
供
を
行
う
折

り
に
併
せ
て
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
、
削
減
促
進
の
理
解
・
協

力
・
実
施
を
要
請
し
た
。

①
家
庭
雑
排
水
対
策
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
よ
る
理
解
と
実
施
要
請
は

従
来
通
り
、
今
後
も
継
続
し
て
実
施
予
定
。

②
総
合
的
な
生
活
排
水
対
策
は
佐
倉
市
作
成
の
「
生
活
排
水
対
策

推
進
計
画
書
（
平
成

6年
3月
策
定
）
」
を
ベ
ー
ス
に
し
て
佐
倉
市

に
お
い
て
先
づ
実
施
す
る
予
定
。

流
域

16
市
町
村
に
「
生
活
排
水
対
策
推
進
計
画
」
が
あ
る
の
で
、

流
域
市
民
・
環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
を
交
え
て
各
自
が
や
る
べ

き
事
を
実
行
す
る
よ
う
に
す
る
。

家
庭
雑
排
水
対
策
パ
ン
フ

レ
ッ
ト

印
旛
沼
水
質
保
全
協
議
会

昭
和

48
年
度
～

印
旛
沼
水
質
保
全
協
議
会
に
お
い
て
、
印
旛
沼
流
域
の
小
中
学
生

を
対
象
と
し
て
、
印
旛
沼
水
質
保
全
に
係
る
啓
発
ポ
ス
タ
ー
を
募

集
、
優
秀
な
絵
画
を
入
れ
た
ポ
ス
タ
ー
を
作
製
し
、
流
域
住
民
へ

の
水
質
浄
化
啓
発
用
に
関
係
機
関
へ
配
布
。
ま
た
、
ろ
紙
袋
、

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
も
配
布
し
、
家
庭
雑
排
水
対
策
の
普
及
啓
発
を

図
る
。
毎
年
実
施

平
成

14
年
度
：
流
域
住
民
へ
の
水
質
浄
化
啓
発
用
に
啓
発
物
質
を

市
町
村
及
び
関
係
機
関
等
へ
配
布
　
ポ
ス
タ
ー
の
配
布

60
0枚
、
パ

ン
フ
レ
ッ
ト

3,
50

0部
、
ろ
紙
袋

3,
00

0セ
ッ
ト
、
ポ
ケ
ッ
ト

テ
ィ
ッ
シ
ュ

10
,0

00
個
　
事
業
費
：

14
0万
円

今
後
に
お
い
て
、
部
数
な
ど
の
見
直
し
の
可
能
性
が
あ
る
が
、
毎

年
、
実
施
の
予
定
と
し
て
い
る
。

千
葉
市

環
境
保
全
部
環
境
保
全
推
進

課
平
成
元
年
度
～

市
内
全
域
を
対
象
に
生
活
排
水
対
策
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
の
配
布

を
実
施

継
続
し
て
実
施

船
橋
市

環
境
部
環
境
衛
生
課
・
環
境

保
全
課

①
啓
発
事
業
海
老
川
親
水
ま
つ
り
、
環
境
フ
ェ
ア
、
消
費
生
活
展

等
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て
パ
ネ
ル
、
小
型
合
併
処
理
浄
化
槽
の

カ
ッ
ト
モ
デ
ル
や
ミ
ニ
モ
デ
ル
等
を
展
示
し
、
合
併
処
理
浄
化
槽

の
設
置
及
び
適
正
な
維
持
管
理
を
呼
び
か
け
て
き
た
。
環
境
保
全

課
廃
油
石
鹸
作
り
を
通
し
て
生
活
廃
水
対
策
の
啓
発

(町
会
、
保
育

園
及
び
各
小
学
校
で
の
環
境
学
習
を
実
施

)延
べ

15
回
、
延
べ
人

員
：

49
7人

②
環
境
保
全
課
高
根
川
浄
化
施
設
の
設
置

(平
成

6年
度

)事
業
費

9
億
円
、
同
施
設
見
学
の
際
に
生
活
排
水
対
策
の
啓
発
を
行
っ
て
い

る
。

環
境
衛
生
課

出
前
教
室

公
共
下
水
道
が
普
及
し
て
い
な
い
町
会
等

(希
望
受
付
は
生
涯
学
習

部
)に
出
向
き
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の
ミ
ニ
モ
デ
ル
や
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
も
と
に
合
併
処
理
浄
化
槽
の
適
正
な
維
持
管
理
に
つ
い
て
説

明
す
る
。
併
せ
て
船
橋
市
西
浦
処
理
場

(し
尿
・
浄
化
槽
汚
泥

)の
施
設
見
学
を
行
う
。

な
し

八
千
代
市

広
報
紙
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
よ
り
、
水
質
浄
化
に
係
る
啓
発
を

図
っ
た
。

鎌
ヶ
谷
市

環
境
保
全
課

①
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
及
び
ろ
紙
袋
の
作
成
（
平
成

13
年
度
）
　
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
：

55
,0

00
部
、
ろ
紙
袋
：

7,
69

0部
、
事
業
費
：

90
2,

30
5

円
（
内
県
補
助
：

30
0,

00
0円
）

②
消
費
生
活
展
に
お
け
る
啓
発
事
業
（
毎
年
）
「
家
庭
で
で
き
る

浄
化
対
策
」
を
中
心
に
啓
発
物
資
の
配
布
、
環
境
ク
イ
ズ
、
ビ
デ

オ
放
映
等
に
よ
り
啓
発
を
実
施
。

③
環
境
ビ
ジ
ュ
ア
ル
展
（
平
成

13
年
度
・

14
年
度
）
市
内
小
学
生

の
環
境
学
習
（
水
環
境
）
成
果
を
展
示
し
、
広
く
意
識
啓
発
を
実

施
。
④
「
広
報
か
ま
が
や
」
水
質
改
善
に
関
す
る
記
事
を
掲
載
し
、

「
家
庭
で
で
き
る
浄
化
対
策
」
の
啓
発
を
実
施

⑤
環
境
学
習
講
座
（
平
成

9年
度
～

14
年
度
）
、
内
容
：
エ
コ
ク
ッ

キ
ン
グ
、
地
質
環
境
、
自
然
観
察
、
家
庭
で
で
き
る
浄
化
対
策
等

（
市
内
全
域
）

①
現
在
実
施
中
の
上
記
対
策
は
今
後
も
実
施
し
て
い
く
。

②
体
験
型
環
境
学
習
（
平
成
1
5
年
度
）
：
子
ど
も
対
象

③
地
域
住
民
と
の
水
質
浄
化
対
策
組
織
の
設
置
（
平
成
1
5
年
度
）

④
水
環
境
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
の
検
討
（
市
内
全
域
）

未
定

八
街
市

広
報
等
に
て
、
合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
転
換
を
啓
発
。

引
き
続
き
実
施

未
定

印
西
市

生
活
環
境
課

鎌
ヶ
谷
市
、
白
井
市
と
合
同
に
よ
る
水
質
浄
化
推
進
パ
レ
ー
ド
の

実
施
。

啓
発
物
資
（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
ろ
紙
袋
等
）
の
配
布

生
活
環
境
課

啓
発
物
資
（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
ろ
紙
袋
等
）
の
配
布

鎌
ヶ
谷
市
、
白
井
市
と
調
整
を
図
り
実
施
予
定
。

生
活
環
境
課

未
定

平
成

5年
度
～

廃
食
油
の
回
収

市
内

10
ヶ
所
に
回
収
用
バ
ケ
ツ
を
設
置

14
年
度
回
収
量
：

1,
92

0L
継
続
し
て
実
施

未
定

平
成

10
年
度
～

印
旛
沼
・
手
賀
沼
の
水
質
浄
化
の
た
め
体
験
学
習
（
調
理
実
習

等
）
を
実
施
し
、
生
活
排
水
対
策
の
啓
発
を
実
施
。

実
施
対
象
：
印
旛
沼
・
手
賀
沼
流
域
住
民

（
H

14
年
度
）
印
旛
沼
流
域
住
民

8名
・
手
賀
沼
流
域
住
民

15
名
参

加
、
委
託
先
：
（
財
）
千
葉
県
環
境
財
団
、
委
託
料
：

13
3,

14
0円

継
続
し
て
実
施

未
定

添
付
資
料

実
施
予
定
（
H
2
2
ま
で
実
施
）

今
後
検
討
（
H
2
2
以
降
も
含
む
）

白
井
市

実
施
済
み

実
施
主
体
名
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Ⅱ
　
水
質
改
善

①
リ
サ
イ
ク
ル
石
け
ん
製
造
体
験

ふ
る
さ
と
ま
つ
り
、
公
民
館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
て
ミ
ニ
プ
ラ
ン

ト
を
使
っ
た
石
け
ん
づ
く
り
と
無
料
で
石
け
ん
を
配
布
し
、
水
質

浄
化
の
啓
発
を
実
施
。

事
業
費
：

33
1,

00
0円

配
布
数
：

1,
00

0個
②
啓
発
物
資
の
配
布
（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
ろ
紙
袋
等
）

配
布
数
：

10
0個

継
続
し
て
実
施

未
定

冨
士
地
区
家
庭
雑
排
水
共
同
処
理
施
設
の
維
持
・
管
理

委
託
に
よ
り
、
維
持
管
理
年

24
回
、
汚
泥
引
抜
処
分
年

6回
実
施
。

委
託
料
：

1,
83

8,
00

0円
年
間
維
持
費
：

70
6,

00
0円

平
成

15
年
度
を
も
っ
て
稼
働
停
止
予
定

富
里
市

経
済
環
境
部
環
境
課

昭
和

54
年
度
～

家
庭
雑
排
水
共
同
処
理
施
設
の
維
持
・
管
理

・
市
内

5ヶ
所
（
印
旛
沼
流
域

4ヶ
所
）

・
委
託
に
よ
り
月

5回
巡
回
、
全
体
事
業
費
：

27
,7

80
千
円
（
平
成

14
年
度
）
、
年
間
維
持
管
理
費
：

12
,4

95
千
円
（
平
成

14
年
度
）

経
済
環
境
部
環
境
課

今
後
も
施
設
の
維
持
・
管
理
を
継
続

酒
々
井
町

生
活
環
境
課

町
広
報
紙
に
よ
る
啓
発
、
啓
発
物
資
の
配
布
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
も
、
町
広
報
紙
に
よ
る
啓
発
、
及
び
啓
発
物
資
の
配
布
を
継

続
す
る
。

食
用
油
の
分
別
回
収
を
検
討
す
る
。

印
旛
村

経
済
環
境
課

平
成

15
年
度

実
施
箇
所
：
村
内
全
域
、

事
業
費
：

1,
40

0,
00

0円
（
全
額
村
負
担
）

EM
活
性
液
を
一
般
家
庭
で
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
区
内
の
道

路
側
溝
、
河
川
及
び
印
旛
沼
等
の
公
共
用
水
域
の
水
質
浄
化
を
図

る
。
平
成

16
年
度
以
降
は

N
PO
団
体
等
に
配
布
作
業
を
委
託
し
、

水
質
浄
化
の
推
進
を
促
進
す
る
。

本
埜
村

環
境
保
健
課

生
活
排
水
に
関
す
る
普
及
啓
発

・
広
報
紙
を
利
用
し
て
の
啓
発
（
年

2回
掲
載
）
、
担
当
課
窓
口
で

の
廃
食
用
石
鹸
（

50
個
）
、
水
き
り
ポ
リ
袋
（

10
0個
）
、
啓
発

テ
ィ
ッ
シ
ュ
等
の
無
料
配
布

現
在
実
施
中
の
対
策
を
継
続
し
て
い
く

廃
食
用
油
を
石
鹸
等
の
原
料
と
し
て
の
活
用
、
資
源
の
有
効
利
用

栄
町

都
市
環
境
整
備
室

水
質
浄
化
モ
デ
ル
事
業

平
成

14
年

12
月
よ
り

EM
活
性
液
を
モ
デ
ル
地
区
全
戸
に
配
布

し
、
生
活
雑
排
水
の
浄
化
を
は
か
る
。

10
1×

42
戸

×2
回

総
事
業
費
：

1,
20

6千
円

(H
14

)、
67

7千
円

(H
15

)

水
質
モ
デ
ル
事
業
は
平
成

15
年
度
で
終
了
予
定
で
あ
る
が
、
引
き

続
き
、

EM
活
性
液
に
よ
る
水
質
浄
化
事
業
を
実
施
し
て
い
く
。

千
葉
県

水
質
保
全
課

平
成

3～
5年
度

県
内

22
市
町
を
生
活
排
水
対
策
重
点
地
域
と
し
て
指
定
済
み
で
あ

る
（
う
ち
、
印
旛
沼
流
域
は

10
市
）
。
そ
の
際
に
、
指
定
さ
れ
た

市
町
は
生
活
排
水
対
策
推
進
計
画
を
策
定
し
て
い
る
。

平
成

3年
3月
指
定
：
千
葉
市

平
成

4年
3月
指
定
：
船
橋
市
、
鎌
ヶ
谷
市

平
成

5年
3月
指
定
：
成
田
市
、
佐
倉
市
、
八
千
代
市
、
四
街
道

市
、
八
街
市
、
白
井
市
、
富
里
市

水
質
保
全
課

平
成

17
～

22
年
度

市
町
が
作
成
す
る
生
活
排
水
対
策
推
進
計
画
の
改
訂
が
平
成

17
年

度
及
び

22
年
度
に
予
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
際
、
市
町
に
対
し
、

助
言
、
総
合
調
整
等
を
行
う
。

現
推
進
計
画
の
目
標
年
度
が
平
成

17
年
度
の
市
（
成
田
市
、
佐
倉

市
、
八
千
代
市
、
白
井
市
、
富
里
市
）

現
推
進
計
画
の
目
標
年
度
が
平
成

22
年
度
の
市
（
千
葉
市
、
船
橋

市
、
鎌
ヶ
谷
市
、
四
街
道
市
、
八
街
市
）

水
質
保
全
課

市
町
が
作
成
す
る
生
活
排
水
対
策
推
進
計
画
の
改
訂
が
行
わ
れ
る

際
、
市
町
に
対
し
、
助
言
、
総
合
調
整
等
を
行
う
。

千
葉
県

印
旛
土
木
事
務
所

調
整
課

平
成

15
年
度
～

鹿
島
川
・
高
崎
川
流
域

河
川
改
修
事
業
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
平
成

15
年
度
に
作
成
し
、
そ

の
中
で
河
川
の
汚
濁
状
況
、
家
庭
で
で
き
る
生
活
系
負
荷
削
減
の

た
め
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
、
流
域
住
民
に
配
布
す
る
こ
と
に
よ

り
、
啓
発
を
行
っ
て
い
る
。

白
井
市

環
境
建
設
部
環
境
課

環
境
建
設
部
環
境
課
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Ⅱ
　
水
質
改
善

対
策
メ
ニ
ュ
ー

具
体
例

ヘ
）
産
業
系
負
荷
対
策

2
0
）
家
畜
は
い
せ
つ
物
処
理
施
設
の
設
置

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

千
葉
県

農
林
水
産
部
畜
産
課

①
実
施
箇
所
：
富
里
市
根
木
名
地
内
（
印
旛
沼
流
域
内
）
、
実
施

年
度
：
平
成

13
年
度
事
業
内
容
：
家
畜
糞
の
乾
燥
処
理
施
設

2棟
、

堆
肥
舎

1棟
設
置
、
事
業
費
：

27
,8

30
千
円
（
県
費
補
助

45
％
）

②
実
施
箇
所
：
佐
倉
市
山
崎
地
内
（
印
旛
沼
流
域
内
）
、
実
施
年

度
：
平
成

13
年
度
事
業
内
容
：
家
畜
糞
の
乾
燥
処
理
施
設

1棟
、
堆

肥
舎

1棟
設
置
、
事
業
費
：

16
,9

35
千
円
（
県
費
補
助

45
％
）

③
実
施
箇
所
：
成
田
市
大
山
地
内
（
印
旛
沼
流
域
内
）
、
実
施
年

度
：
平
成

13
年
度
、
事
業
内
容
：
家
畜
糞
の
堆
肥
舎

1棟
、
発
酵
機

1基
、
事
業
費
：

27
,7

20
千
円

④
実
施
箇
所
：
佐
倉
市
上
別
所
地
内
（
印
旛
沼
流
域
内
）
、
実
施

年
度
：
平
成

14
年
度
、
事
業
内
容
：
家
畜
糞
の
発
酵
処
理
施
設

1棟
設
置
、
事
業
費
：

8,
69

2千
円
（
県
費
補
助

50
％
）

⑤
実
施
箇
所
：
八
街
市
沖
地
内
（
印
旛
沼
流
域
内
）
、
実
施
年

度
：
平
成

14
年
度
、
事
業
内
容
：
攪
拌
発
酵
機
、
堆
肥
舎
等
、
事

業
費
：

78
,7

16
千
円

⑥
実
施
箇
所
：
四
街
道
市
鹿
放
ヶ
丘
地
内
（
印
旛
沼
流
域
内
）
、

実
施
年
度
：
平
成

14
年
度
、
事
業
内
容
：
堆
肥
舎

1棟
、
送
風
機

1
式
、
事
業
費
：

16
,5

52
千
円

⑦
実
施
箇
所
：
富
里
市
十
倉
地
内
（
印
旛
沼
流
域
内
）
、
実
施
年

度
：
平
成

14
年
度
、
事
業
内
容
：
堆
肥
舎

2棟
、
事
業
費
：

7,
73

9
千
円

農
林
水
産
部
畜
産
課

平
成

15
年
度
～

①
実
施
箇
所
：
富
里
市
日
吉
倉
地
内
（
印
旛
沼
流
域
内
）
実
施
年

度
：
平
成

15
年
度
、
事
業
内
容
：
家
畜
糞
の
発
酵
処
理
施
設

1棟
、

堆
肥
舎

2棟
、
事
業
費
：

35
,3

64
千
円
（
県
費

50
％
）

②
実
施
箇
所
：
実
施
箇
所
未
定
（
印
旛
沼
流
域
内
）
、
実
施
年

度
：
平
成

16
年
度
以
降
、
事
業
費
：
未
定

農
林
水
産
部
畜
産
課

畜
産
経
営
に
対
す
る
巡
回
指
導
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
家
畜

排
せ
つ
物
の
適
正
処
理
及
び
利
用
技
術
の
普
及
浸
透
を
図
る
。

対
策
メ
ニ
ュ
ー

具
体
例

ヘ
）
産
業
系
負
荷
対
策

2
1
）
畜
産
堆
肥
野
積
み
の
禁
止

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

印
旛
沼
土
地
改
良
区

稲
発
酵
粗
飼
料
の
畜
産
農
家
へ
の
供
給
（
と
畜
産
か
ら
の
堆
肥
の

受
入
推
進
　
稲
発
酵
粗
飼
料
の
畜
産
農
家
へ
の
供
給
は
、
実
施
し

て
い
る
が
、
堆
肥
の
受
入
に
つ
い
て
は
、
運
　
搬
時
を
含
む
臭
い

や
堆
肥
の
性
質
上
の
問
題
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
な
い
。
）

①
稲
発
酵
粗
飼
料
の
畜
産
農
家
へ
の
供
給
と
畜
産
か
ら
の
堆
肥
の

受
入
に
よ
る
地
域
内
資
源
循
環
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
た
推
進

活
動
引
き
続
き
を
行
う

②
飼
料
用
稲
の
栽
培
と
畜
産
に
よ
る
堆
肥
の
水
田
へ
の
投
入

W
C
S
収
穫
風
景
、
2
ヶ
所
及

び
位
置
図

千
葉
市

営
農
指
導
課

広
域
発
酵
処
理
施
設
整
備

PF
I導
入
可
能
性
調
査

営
農
指
導
課

家
畜
糞
尿
処
理
施
設
整
備
の
検
討
・
施
設
整
備
検
討
会
・
堆
肥
利

用
推
進
会
議
・
処
理
施
設
の
整
備

船
橋
市

経
済
部
農
水
産
課
農
業
セ
ン

タ
ー

①
畜
産
環
境
衛
生
対
策
促
進
事
業
の
実
施
：
環
境
保
全
の
意
識
向

上
の
た
め
の
環
境
資
材
等
の
一
部
補
助

②
飼
料
作
物
計
画
生
産
促
進
事
業
の
実
施
：
自
給
飼
料
の
計
画
生

産
の
た
め
の
資
材
の
一
部
補
助

③
講
習
会
の
実
施
：
適
正
な
家
畜
ふ
ん
尿
処
理
等
の
た
め
の
処
理

方
法
や
堆
肥
生
産
流
通
等
の
講
習
会
の
実
施

①
畜
産
環
境
衛
生
対
策
促
進
事
業
の
実
施
：
環
境
保
全
の
意
識
向

上
の
た
め
の
環
境
資
材
等
の
一
部
補
助

②
講
習
会
の
実
施
：
適
正
な
家
畜
ふ
ん
尿
処
理
等
の
た
め
の
処
理

方
法
や
堆
肥
生
産
流
通
等
の
講
習
会
の
実
施

③
家
畜
ふ
ん
尿
処
理
施
設
導
入
推
進
：
適
正
な
家
畜
ふ
ん
尿
処
理

等
の
た
め
の
処
理
施
設
導
入
の
事
業
推
進

今
後
に
つ
い
て
は
、
家
畜
ふ
ん
尿
処
理
施
設
と
し
て
の
み
で
は
な

く
、
総
合
的
な
堆
肥
生
産
施
設
と
し
て
検
討
を
し
て
い
く
。
（
畜

産
農
家
）

八
千
代
市

経
済
環
境
部
農
政
課

①
畜
産
環
境
整
備
特
別
対
策
事
業
（
国
庫
）
、
実
施
年
度
：
平
成

8
～

12
年
度
、
堆
肥
化
施
設
：

3箇
所
、
屎
尿
水
浄
化
処
理
施
設
：

1
箇
所
、
事
業
費
：

97
8,

26
3,

00
0円
（
国
：

48
0,

99
9円
、
県
：

28
2,

45
5円
、
市
：

11
7,

24
8円
）

②
八
千
代
市
畜
産
環
境
保
全
組
合
補
助
金
（
市
単
）
、
実
施
年

度
：
平
成

10
年
度
～
、
尿
汚
水
浄
化
処
理
施
設
の
管
理
運
営
費
助

成
、
事
業
費
：

1,
20

0万
円
（

50
%
市
負
担
）

施
設
管
理
運
営
費
の
助
成
事
業
の
継
続

畜
産
農
家
が
平
成

16
年

11
月
施
行
の
家
畜
排
せ
つ
物
法
に
適
応
す

べ
き
施
設
整
備
等
の
検
討
を
行
う
。

鎌
ヶ
谷
市

市
民
部
農
業
振
興
課

堆
肥
処
理
施
設
の
設
置
依
頼
（
市
内
全
域
）

市
民
部
農
業
振
興
課

①
平
成
１
６
年
度
堆
肥
施
設
の
設
置

②
リ
ー
ス
事
業
に
処
理
施
設
の
設
置
（
市
内
全
域
）

八
街
市

畜
産
農
家
に
対
し
て
家
畜
排
泄
物
法
の
趣
旨
説
明
に
よ
る
指
導
と

国
・
県
等
の
補
助
事
業
の
活
用
指
導
を
実
施
し
、
周
知
に
努
め

た
。

家
畜
排
泄
物
法
が
平
成

11
年

11
月

1日
に
施
行
さ
れ
、

5年
間
の
猶

予
期
間
内
に
実
施
す
る
予
定
。

国
・
県
等
補
助
事
業
を
活
用
す
る
よ
う
に
指
導
し
て
い
く
。
ま

た
、
事
業
負
担
の
軽
減
か
ら
経
営
の
規
模
に
応
じ
、
簡
易
施
設
に

つ
い
て
も
指
導
し
て
い
く
。

印
西
市

産
業
振
興
課

定
期
的
な
巡
回
に
よ
る
実
態
把
握
を
基
に
適
切
な
指
導
を
実
施

産
業
振
興
課

定
期
的
な
巡
回
に
よ
る
実
態
把
握
を
基
に
適
切
な
指
導
を
実
施

な
し

実
施
予
定
（
H
2
2
ま
で
実
施
）

今
後
検
討
（
H
2
2
以
降
も
含
む
）

添
付
資
料

添
付
資
料

実
施
予
定
（
H
2
2
ま
で
実
施
）

今
後
検
討
（
H
2
2
以
降
も
含
む
）

実
施
済
み

実
施
済
み

実
施
主
体
名

実
施
主
体
名
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Ⅱ
　
水
質
改
善

富
里
市

経
済
環
境
部
産
業
経
済
課

家
畜
排
せ
つ
物
法
の
啓
発
：
平
成

16
年

11
月
よ
り
適
用
さ
れ
る
家

畜
ふ
ん
尿
処
理
施
設
の
条
件
に
適
合
す
る
よ
う
畜
産
農
家
へ
の
啓

発
及
び
指
導
を
行
っ
た
。

富
里
市
農
業
協
同
組
合
、
市

経
済
環
境
部
産
業
経
済
課

平
成

15
～

16
年
度

①
畜
産
環
境
整
備
リ
ー
ス
事
業
：
富
里
市
十
倉
字
四
区
地
先
（
養

豚
）
、
平
成

15
年
度
予
定
：
尿
浄
化
処
理
施
設

1基
、
事
業
費
：
約

29
,0

00
千
円
（
う
ち
国

50
%
補
助
）
、

②
畜
産
環
境
整
備
リ
ー
ス
事
業
：
富
里
市
十
倉
字
金
掘
地
先
（
養

豚
）
、
平
成

16
年
度
予
定
：
尿
液
肥
化
処
理
施
設

1基
、
事
業
費
：

約
24

,0
00
千
円
（
う
ち
国

50
%
補
助
）

経
済
環
境
部
産
業
経
済
課

家
畜
排
せ
つ
物
法
の
啓
発

平
成

16
年

11
月
よ
り
適
用
さ
れ
る
家
畜
ふ
ん
尿
処
理
施
設
の
条
件

に
適
合
す
る
よ
う
今
後
も
畜
産
農
家
へ
の
啓
発
及
び
指
導
を
行

う
。

酒
々
井
町

農
政
課

①
平
成

14
年

8月
に
家
畜
排
せ
つ
物
適
正
管
理
懇
談
会
を
行
っ
た
。

（
町
、
畜
産
農
家
、
印
旛
支
庁
、
普
及
セ
ン
タ
ー
、
北
部
家
畜
保

健
所
）

②
平
成

15
年

6月
に
畜
産
農
家
総
点
検
を
実
施
し
た
。
（
町
、
家
畜

保
健
所
、

JA
）
（
家
畜
排
せ
つ
物
適
正
管
理
法
に
対
応
出
来
る

様
、
畜
産
農
家
の
指
導
及
び
点
検
、
農
家
の
今
後
の
意
向
調
査
）

今
後
も
継
続
す
る
。

対
策
メ
ニ
ュ
ー

具
体
例

ヘ
）
産
業
系
負
荷
対
策

2
2
）
廃
棄
物
の
不
適
正
処
理
の
防
止
・
残
土
埋
め
立
て
事
業
の
適
正
処
理
の
推
進

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

千
葉
市

環
境
管
理
部
産
業
廃
棄
物
指

導
課

産
業
廃
棄
物
に
係
る
不
法
投
棄
、
不
適
正
処
理
を
未
然
に
防
止
す

る
た
め
、
若
葉
区
、
緑
区
を
重
点
的
に
監
視
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

し
て
き
た
。
又
、
平
成
２
年
度
か
ら
民
間
監
視
員
制
度
を
導
入

し
、
官
民
一
体
の
監
視
を
実
施
し
た
。
更
に
、
平
成

4年
度
か
ら
夜

間
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、
早
期
対
応
を
図
っ
た
。
更
に
、
民
間

警
備
会
社
に
監
視
業
務
を
委
託
し
、
不
適
正
処
理
の
発
生
し
や
す

い
休
日
や
夜
間
に
お
け
る
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、
監
視
体
制
の

強
化
に
努
め
た
。
残
土
　
昭
和

63
年

4月
か
ら
残
土
に
よ
る
埋
立
の

構
造
規
制
を
主
旨
と
し
た
、
い
わ
ゆ
る
「
残
土
条
例
」
を
制
定

し
、
運
用
し
て
き
た
。
平
成

10
年

4月
か
ら
は
、
土
質
の
規
制
を
加

え
た
、
い
わ
ゆ
る
「
土
砂
条
例
」
を
制
定
し
、
適
正
な
運
用
を

図
っ
て
き
た
。
条
例
に
基
づ
く
許
可
件
数
は
、

29
5箇
所
に
及
ぶ

が
、
土
壌
の
汚
染
及
び
災
害
の
発
生
の
未
然
防
止
に
努
め
た
。

環
境
管
理
部
産
業
廃
棄
物
指

導
課

廃
棄
物
・
残
土
の
内
容
を
今
後
も
実
施
す
る
。

廃
棄
物
・
残
土
の
内
容
を
今
後
も
実
施
す
る
。

船
橋
市

環
境
部
産
業
廃
棄
物
課

平
成

15
年
度
～

①
「
船
橋
市
廃
棄
物
処
理
施
設
の
設
置
及
び
維
持
管
理
に
関
す
る

指
導
要
綱
」
に
よ
る
廃
棄
物
の
適
正
処
理
。
事
業
者
等
が
廃
棄
物

処
理
施
設
の
設
置
及
び
維
持
管
理
す
る
場
合
に
、
必
要
な
指
導
を

行
い
、
廃
棄
物
適
正
処
理
の
推
進
を
図
る
。

②
「
船
橋
市
土
砂
等
の
埋
め
立
て
等
に
よ
る
土
壌
の
汚
染
及
び
災

害
の
発
生
の
防
止
に
関
す
る
条
例
」
に
よ
る
土
壌
汚
染
等
の
防

止
。

50
0m

2埋
め
立
て
等
の
事
業
に
つ
い
て
、
事
前
協
議
、
地
質

や
水
質
の
検
査
を
義
務
づ
け
、
土
壌
の
汚
染
等
を
防
止
す
る
。

今
後
も
継
続
す
る
。

成
田
市

環
境
部
環
境
対
策
課

平
成

14
年
度

産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
（
完
了
処
分
場
も
含
む
）
周
辺
民
家
の

井
戸
水
の
水
質
調
査
。
実
施
年
度
：
平
成

14
年
度
、
検
体
数
：

30
検
体
、
検
査
項
目
：
水
道
法
に
基
づ
く

31
項
目
、
事
業
費
：

16
8

万
円
（
全
額
市
負
担
）

残
土
埋
立
地
の
土
質
･
水
質
（
流
出
水
）
調
査
。
調
査
項
目
は
、
残

土
条
例
に
基
づ
く

27
項
目
、
実
施
年
度
：
平
成

14
年
度
、
土
質

4
検
体
、
水
質

2検
体
、
事
業
費
：

11
1万
円
（
全
額
市
負
担
）

環
境
部
環
境
対
策
課

引
き
続
き
実
施

佐
倉
市

経
済
環
境
部
廃
棄
物
対
策
課

佐
倉
市
一
般
廃
棄
物
最
終
処
理
場
の
定
期
的
な
調
査
流
出
水
の
調

査
：

1回
／
月
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
調
査
：

2回
／
年

経
済
環
境
部
廃
棄
物
対
策
課

引
き
続
き
実
施

八
千
代
市

経
済
環
境
部
ク
リ
ー
ン
推
進

課

土
砂
等
の
埋
立
て
等
に
よ
る
土
壌
の
汚
染
及
び
災
害
の
発
生
の
防

止
に
関
す
る
条
例
（
平
成

10
年

4月
施
行
）

年
2回
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施
。

パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施

条
例
の
改
正
（
規
制
強
化
）

四
街
道
市

環
境
経
済
部
環
境
政
策
課

①
四
街
道
市
環
境
基
本
条
例

②
四
街
道
市
土
砂
等
の
埋
立
て
等
に
よ
る
土
壌
の
汚
染
及
び
災
害

の
発
生
の
防
止
に
関
す
る
条
例

③
同
　
施
行
規
則

④
四
街
道
市
土
砂
等
の
不
法
投
棄
等
監
視
員
要
綱

⑤
四
街
道
市
環
境
保
全
指
導
員
規
定
に
よ
り
、
適
正
管
理
等
を
指

導
し
て
き
た
。

引
き
続
き
実
施

八
街
市

生
活
環
境
課

残
土
処
分
に
お
い
て
は
県
の
特
定
事
業
（

30
00

m
2 以
上
）
が
主
で

あ
り
、
適
正
管
理
に
つ
い
て
は
県
と
合
同
で
指
導
を
行
っ
て
い

る
。
残
土
処
分
場
付
近
な
ど
に
つ
い
て
は
、
市
が
隔
年
で
水
質
検
査
を

実
施
し
て
い
る
。

産
廃
の
不
法
投
棄
な
ど
環
境
汚
染
に
影
響
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て

早
期
撤
去
な
ど
が
課
題

添
付
資
料

今
後
検
討
（
H
2
2
以
降
も
含
む
）

実
施
予
定
（
H
2
2
ま
で
実
施
）

実
施
済
み

実
施
主
体
名

資-2-26



Ⅱ
　
水
質
改
善

印
西
市

生
活
環
境
課

残
土
処
分
場
に
つ
い
て
は
、
完
了
後
周
辺
の
水
質
検
査
を
実
施
し

て
い
る

生
活
環
境
課

残
土
処
分
場
に
つ
い
て
は
、
完
了
後
周
辺
の
水
質
検
査
を
実
施
し

て
い
る

生
活
環
境
課

残
土
処
分
場
に
つ
い
て
は
、
完
了
後
周
辺
の
水
質
検
査
を
実
施
し

て
い
る

白
井
市

市
民
経
済
部
農
政
課

園
芸
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
処
理
対
策
推
進
事
業
（
農
協
が
実
施
す

る
、
農
業
に
よ
り
生
じ
た
使
用
済
の
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
・
ポ
リ
エ
チ

レ
ン
回
収
、
処
理
費
用
に
対
し
補
助
金
を
助
成
。
）
回
収
：
年

2
回
・

14
年
度
予
算
額
：

42
6千
円

市
民
経
済
部
農
政
課

園
芸
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
処
理
対
策
推
進
事
業
（
農
協
が
実
施
す

る
、
農
業
に
よ
り
生
じ
た
使
用
済
の
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
・
ポ
リ
エ
チ

レ
ン
回
収
、
処
理
費
用
に
対
し
補
助
金
を
助
成
。
）
回
収
：
年

2
回
・
年

6t
回
収
予
定

市
民
経
済
部
農
政
課

園
芸
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
処
理
対
策
推
進
事
業
（
農
協
が
実
施
す

る
、
農
業
に
よ
り
生
じ
た
使
用
済
の
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
・
ポ
リ
エ
チ

レ
ン
回
収
、
処
理
費
用
に
対
し
補
助
金
を
助
成
。
）
回
収
年

2回
・

年
6t
回
収
予
定

富
里
市

経
済
環
境
部
環
境
課

富
里
市
小
規
模
埋
立
て
等
に
よ
る
土
壌
の
汚
染
及
び
災
害
の
発
生

の
防
止
に
関
す
る
条
例

・
平
成

10
年

4月
1日
か
ら
条
例
を
施
行
し

50
0m

2以
上

30
00

m
2未

満
の
埋
立
て
事
業
に
つ
い
て
は
許
可
を
必
要
と
し
、
適
正
な
埋
立

て
事
業
が
行
わ
れ
る
よ
う
規
制
し
て
い
る
（

30
00

m
2以
上
は
県
知

事
許
可
）

経
済
環
境
部
環
境
課

条
例
に
よ
り
適
正
な
埋
立
て
事
業
が
行
わ
れ
る
よ
う
引
続
き
規
制

し
て
い
く

経
済
環
境
部
環
境
課

平
成

15
年
度

平
成

15
年
度
中
に
条
例
の
改
正
に
よ
り
規
制
の
強
化
を
検
討
し
て

い
る

酒
々
井
町

生
活
環
境
課

酒
々
井
町
土
砂
等
の
埋
立
て
等
に
よ
る
土
壌
の
汚
染
及
び
災
害
の

発
生
の
防
止
に
関
す
る
条
例
に
よ
り
、
残
土
処
分
場
に
搬
入
さ
れ

る
土
の
地
質
検
査
を
義
務
づ
け
て
い
る
。

条
例
の
見
直
し
を
検
討
し
て
い
る
。

印
旛
村

平
成

14
年
度

印
旛
村
小
規
模
埋
め
立
て
に
よ
る
土
壌
の
汚
染
及
び
災
害
の
発
生

の
防
止
に
関
す
る
条
例
。
平
成

14
年

4月
に
施
行
し
、
条
例
に
よ

り
、
土
砂
等
の
埋
め
立
て
等
に
よ
る
地
下
水
の
汚
染
等
を
未
然
に

防
止
す
る
た
め
の
下
流
側
に
井
戸
を
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
定
期
的
に
小
規
模
埋
め
て
立
て
区
域
の
土
壌
に
つ
い
て
の
地

質
検
査
を
行
い
報
告
を
す
る
。

今
後
も
継
続
し
て
い
く
。

栄
町

都
市
環
境
整
備
室

廃
棄
物
処
理
場
に
つ
い
て
は
当
町
に
は
な
い
が
、
当
町
の
廃
棄
物

を
処
理
す
る
印
西
地
区
環
境
整
備
組
合
へ
負
担
金
を
支
出
す
る
。

残
土
処
分
に
つ
い
て
は
、
栄
町
小
規
模
埋
立
て
等
に
よ
る
土
壌
の

汚
染
及
び
災
害
の
発
生
の
防
止
　
に
関
す
る
条
例
に
よ
り
適
正
に

管
理
さ
れ
る
よ
う
指
導
し
て
行
く
。

現
在
実
施
中
の
対
策
は
今
後
も
継
続
し
て
行
く
。

千
葉
県

産
業
廃
棄
物
課

不
法
投
棄
・
不
適
正
処
理
の
防
止
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施

対
策
メ
ニ
ュ
ー

具
体
例

ヘ
）
産
業
系
負
荷
対
策

2
3
）
事
業
所
排
水
等
の
規
制
指
導
強
化

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

千
葉
市

環
境
保
全
部
環
境
規
制
課

事
業
所
排
水
等
の
規
制
指
導
強
化
と
し
て
、
本
市
は
「
水
質
汚
濁

防
止
法
」
及
び
「
湖
沼
水
質
保
全
特
別
措
置
法
」
等
の
環
境
法
令

に
基
づ
き
規
制
・
指
導
を
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、
「
千
葉
市
環
境

保
全
条
例
」
及
び
「
小
規
模
事
業
場
に
係
る
水
質
汚
濁
防
止
に
関

す
る
指
導
要
綱
」
を
制
定
し

,法
の
規
制
対
象
外
で
あ
る
小
規
模
事

業
所
等
に
対
し
て
も
規
制
･
指
導
を
実
施
し
て
い
る
。
千
葉
市
環
境

保
全
条
例
（
旧
「
千
葉
市
公
害
防
止
条
例
」
を
改
正
し
、
平
成

7年
10
月
に
制
定
）

牛
房

(1
00
㎡
以
上

)、
馬
房

(1
00
㎡
以
上

)、
鶏
舎

(1
00

0羽
以
上

)・
し
尿
浄
化
槽

(1
01
人
槽
以
上

)等
小
規
模
事
業
場
に
係
る
水
質
汚
濁
防
止
に
関
す
る
指
導
要
綱
（
平

成
11
年

4月
施
行
）

ち
ゅ
う
房
施
設
総
床
面
積

10
0㎡
以
上
）
等

規
制
・
指
導
を
継
続
し
て
実
施

現
在
の
と
こ
ろ
、
特
に
な
し

船
橋
市

水
質
汚
濁
防
止
法
、
市
環
境
保
全
条
例
に
基
づ
き
事
業
場
、
工
場

の
立
入
り
調
査
を
強
化
実
施
。
平
成

14
年
度
立
入
件
数
延
べ

21
3

件
（
工
場
・
事
業
場
数

15
3件
）

今
後
も
継
続

佐
倉
市

経
済
環
境
部
生
活
環
境
課

平
成

13
年
度

公
共
用
水
域
へ
排
水
し
て
い
る
事
業
場
の
う
ち
、
公
害
防
止
協
定

を
締
結
し
て
い
る

11
事
業
場
に
つ
い
て
協
定
値
が
遵
守
さ
れ
て
い

る
か
調
査
し
た
。

・
11
事
業
所
、
そ
の
他

3個
所

①
実
施
年
度
：
平
成

13
年
度
、
事
業
費
：

20
0万
円

②
実
施
年
度
：
平
成

14
年
度
、
事
業
費
：

20
0万
円

経
済
環
境
部
生
活
環
境
課

平
成

15
年
度

実
施
箇
所
：

11
事
業
所
、
そ
の
他

3個
所

事
業
費
：

20
0万
円

現
在
、
協
定
を
結
ん
で
い
な
い
事
業
所
及
び
新
規
進
出
企
業
と
も

協
議
を
し
て
締
結
し
て
ゆ
く
。

八
千
代
市

経
済
環
境
部
環
境
保
全
課

通
年

事
業
名
：
事
業
場
排
水
調
査

内
容
：
主
と
し
て
「
水
質
汚
濁
防
止
法
に
基
づ
き
排
水
基
準
を
定

め
る
条
例
」
に
規
定
さ
れ
て
い
る
事
業
場
を
対
象
に
、
排
水
基
準

の
遵
守
等
を
調
査
す
る
。

実
績
（

14
年
度
）
：
延
べ

47
事
業
場
に
つ
い
て
排
水
調
査
を
行

い
、
違
反
事
業
場
に
対
し
て
は
改
善
等
の
指
導
を
行
っ
た
。

今
後
も
継
続
し
て
実
施
す
る
。

鎌
ヶ
谷
市

環
境
保
全
課

水
質
汚
濁
防
止
法
及
び
千
葉
県
環
境
保
全
条
例
に
基
づ
き
、
県
と

共
同
で
排
水
等
の
規
制
、
指
導
を
実
施
。
（
市
内
全
域
）

水
質
汚
濁
防
止
法
及
び
千
葉
県
環
境
保
全
条
例
に
基
づ
き
、
県
と

共
同
で
排
水
等
の
規
制
、
指
導
を
実
施
予
定
。
（
市
内
全
域
）

水
質
汚
濁
防
止
法
及
び
千
葉
県
環
境
保
全
条
例
に
基
づ
き
、
県
と

共
同
で
排
水
等
の
規
制
、
指
導
を
実
施
予
定
。
（
市
内
全
域
）

八
街
市

開
発
行
為
に
お
け
る
事
業
所
の
計
画
に
つ
い
て
は
水
質
汚
濁
防
止

法
の
特
定
施
設
の
許
可
を
得
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。

添
付
資
料

今
後
検
討
（
H
2
2
以
降
も
含
む
）

実
施
済
み

実
施
予
定
（
H
2
2
ま
で
実
施
）

実
施
主
体
名
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Ⅱ
　
水
質
改
善

酒
々
井
町

下
水
道
課

事
業
所
水
質
調
査
を

6事
業
所
（
年

1回
）
で
実
施
し
て
い
る
。

今
後
も
事
業
所
の
水
質
調
査
を
継
続
す
る
。

本
埜
村

環
境
保
健
課

①
工
場
・
事
業
場
な
ど
か
ら
の
排
水
に
対
す
る
指
導

②
工
場
・
事
業
場
・
建
設
作
業
に
お
け
る
汚
染
防
止
の
た
め
の
指

導
今
後
も
継
続

栄
町

都
市
環
境
整
備
室

平
成

13
年
度

①
実
施
箇
所
：
栄
町
内
（
町
内
事
業
所

30
ヶ
所
）
、
実
施
年
度
：

平
成

13
年
度
、
事
業
所
排
水
水
質
調
査
業
務
委
託
、
事
業
費
：

86
5,

20
0円

②
実
施
箇
所
：
栄
町
内
（
工
業
団
地
内

5ヶ
所
）
、
実
施
年
度
：
平

成
13
年
度
、
事
業
所
排
水
水
質
調
査

平
成

15
年
度
～

①
実
施
箇
所
：
栄
町
内
（
実
施
箇
所
未
定
）
、
実
施
年
度
：
平
成

16
年
度
以
降
、
事
業
所
排
水
水
質
調
査
、
事
業
費
：

90
0千
円

②
実
施
箇
所
：
栄
町
内
（
工
業
団
地
内

5ヶ
所
程
度
）
、
実
施
年

度
：
平
成

15
年
度
以
降
、
事
業
所
排
水
水
質
調
査

千
葉
県

水
質
保
全
課

水
質
汚
濁
防
止
法
及
び
湖
沼
水
質
保
全
特
別
措
置
法
に
基
づ
き
延

べ
93
の
事
業
所
に
つ
い
て
、
排
水
検
査
を
実
施
し
て
い
る
。

今
後
も
継
続
し
て
立
ち
入
り
検
査
を
行
う
。

対
策
メ
ニ
ュ
ー

具
体
例

ト
）
河
川
水
路
等
に
お
け
る
植
生
浄
化

2
4
）
河
川
・
水
路
を
利
用
し
た
植
生
浄
化

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

印
旛
沼
広
域
環
境
研
究
会

①
平
成

12
年
度
の
「
印
旛
沼
探
検
」
と
し
て
、
西
印
旛
沼
舟
戸
地

先
に
て
、
印
旛
沼
の
在
来
種
と
し
て
、
沈
水
性
・
浄
葉
性
水
生
植

物
を
「
水
性
物
観
察
園
」
と
し
て
開
設
。

3つ
の
池
に
区
切
っ
て
実

施
。
（

40
0m

2 -面
積
）

②
前
述
の
観
察
園
は
、
西
印
旛
沼
の
中
で
開
設
し
た
が
、
平
成

14
年
度
は
西
印
旛
沼
低
地
排
水
路
の
隣
地
の
田
園
に
「
水
生
植
物
育

苗
園
」
と
し
て
新
設
。
（
約

16
0m

2 ）

平
成

15
年
度
は
、
西
印
旛
沼
の
飯
野
地
区
の
低
地
排
水
路
そ
の
も

の
を
印
旛
沼
土
地
改
良
区
と
提
携
し
て
、
沈
水
性
・
抽
水
性
の
植

物
を
実
験
的
に
行
う
。
（
約

14
2m

2 で
湧
水
が
あ
る
）

今
後
は
、
こ
れ
ら

3つ
の
水
性
植
物
園
で
育
苗
し
た
も
の
を
周
辺
の

小
中
学
校
に
移
植
し
て
、
育
苗
し
て
い
た
だ
く
。
特
に
絶
滅
種
の

沈
下
性
植
物
を
育
苗
し
て
「
水
辺
の
学
校
」
と
し
て
、
印
旛
沼
の

一
角
に
「
印
旛
沼
沈
水
性
植
物
園
」
と
し
て
沼
の
親
水
性
を
持
た

せ
る
こ
と
か
ら
も
行
政
に
働
き
か
け
て
い
く
。

占
用
許
可
標
識
、
印
旛
沼

の
水
草
園
管
理
に
つ
い
て

印
旛
野
菜
い
か
だ
の
会

佐
倉
市
臼
井
地
区
船
戸
大
橋
の
ほ
と
り
の
農
業
用
水
・
排
水
路
に

於
い
て
、
平
成

12
年
夏
～
今
日
ま
で
、
い
か
だ
に
よ
る
水
耕
栽
培

の
野
菜
空
芯
菜
―
京
菜
を
用
い
て
水
質
浄
化
実
証
実
験
を
継
続
し

て
お
り
ま
す
。
水
道
水
源
と
し
て
、
ワ
ー
ス
ト

1の
汚
れ
た
印
旛
沼

へ
の
水
路
で
す
が
、
浄
化
が
進
み
、
タ
ナ
ゴ
（
魚
）
が
確
認
さ
れ

る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
い
か
だ
は
、

13
0台
・
約

25
0m
の
規
模

で
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
水
路
に
お
け
る
植
生
の
規
模
は
維
持
し
、
平
成

15
年
か
ら
河

川
法
に
合
格
し
た
構
造
の
「
い
か
だ
」
を
製
作
し
、
中
央
排
水
路

に
進
出
し
ま
す
。
毎
年

5台
以
上
、
計

30
台
を
目
標
と
し
ま
す
。

実
証
成
果
を
公
表
し
、
印
旛
沼
本
体
の
浄
化
に
取
り
組
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

印
旛
沼
土
地
改
良
区

①
水
田
群
（
水
田
の
稲
や
水
路
の
植
生
）
の
持
つ
浄
化
機
能
と
農

業
用
水
の
反
復
利
用
に
よ
り
、
こ
の
機
能
を
高
め
る
べ
く
計
画
さ

れ
て
い
る
「
国
営
流
域
水
質
保
全
機
能
増
進
事
業
」
全
体
実
施
設

計
の
中
で
、
こ
の
機
能
の
定
量
的
把
握
の
た
め
水
質
調
査

②
背
後
地
か
ら
の
排
水
（
雨
水
・
生
活
）
を
受
け
る
水
田
内
小
排

水
路
の
掘
削
（
掘
削
土
は
基
本
的
に
水
田
に
入
れ
る
）
に
よ
る
植

生
等
自
然
浄
化
機
能
の
維
持
（

30
,0

00
m
程
度

/年
）

③
水
路
脇
の
葦
等
の
刈
り
を
行
い
、
刈
り
取
っ
た
葦
等
を
堆
肥
化

す
る
実
験

①
背
後
地
か
ら
の
排
水
（
雨
水
・
生
活
）
を
受
け
る
水
田
内
小
排

水
路
の
掘
削
（
掘
削
土
は
基
本
的
に
水
田
に
入
れ
る
）
に
よ
る
植

生
等
自
然
浄
化
機
能
の
維
持
（

30
,0

00
m
程
度

/年
）

②
改
良
区
有
機
械
に
よ
り
、
水
路
脇
の
葦
等
の
刈
り
を
行
い
、
刈

り
取
っ
た
葦
等
の
堆
肥
化
を
進
め
、
資
源
循
環
と
し
て
水
田
に
投

す
る
実
験
を
行
う
と
共
に
効
率
的
作
業
実
施
手
法
の
検
討
を
行

う
。

調
査
地
点
図
⑭
⑮
、
パ

ワ
ー
シ
ョ
ベ
ル
稼
働
状
況

図
、
水
路
脇
葦
の
刈
り
取

り
位
置
と
刈
り
取
り
及
び

堆
肥
化
写
真

佐
倉
市

土
木
部
土
木
課

ふ
る
さ
と
川
づ
く
り
基
本
計
画
（
平
成

14
年

3月
策
定
）
に
基
づ

き
、
準
用
河
川
佐
倉
川
及
び
鹿
島
川
高
崎
川
へ
の
流
入
水
路
の
水

質
浄
化
を
検
討
。

印
西
市

産
業
振
興
課

国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
「
印
旛
二
期
地
区
」
の
中
で
、
印
旛
沼

流
域
に
お
け
る
水
循
環
の
反
復
利
用
を
強
化
し
、
水
質
浄
化
機
能

の
維
持
増
進
を
目
的
と
す
る
「
国
営
流
域
水
質
保
全
機
能
増
進
事

業
」
を
国
営
事
業
と
し
て
、
農
林
水
産
省
・
関
東
農
政
局
の
方
で

計
画
し
て
い
る
。

未
定

千
葉
県

水
質
保
全
課

平
成

14
年
度

実
施
箇
所
：
八
街
市
大
関
地
先
（
高
崎
川
上
流
）
、
植
栽
工
：
ヨ

シ
28

0m
2 、
フ
ト
イ

24
0m

2 、
ミ
ク
リ

88
m

2 、
計

60
8m

2 、
施
設

工
：
水
質
浄
化
装
置
の
設
置
、
調
整
池
流
入
水
路
付
近
に
生
物
接

触
酸
化
法
（
金
網
籠
内
に
ろ
材
充
填
）
に
よ
る
浄
化
装
置
を
設

置
。
事
業
費
：

79
0.

65
万
円

水
質
保
全
課

平
成

15
年
度

実
施
箇
所
：
佐
倉
市
下
志
津
地
先
（
上
手
繰
川
）
、
植
栽
工
、
面

積
、
植
栽
植
物
に
つ
い
て
は
、
県
・
佐
倉
市
・
住
民
団
体
等
と
検

討
し
、
決
定
。

事
業
費
：

70
0万
円

平
成

16
年
度
に
佐
倉
市
へ
移
管
し
、
地
元
の
住
民
団
体
と
の
連
携

に
よ
り
管
理
・
運
営
さ
れ
る
予
定
。

な
し

添
付
資
料

実
施
主
体
名

今
後
検
討
（
H
2
2
以
降
も
含
む
）

実
施
済
み

実
施
予
定
（
H
2
2
ま
で
実
施
）
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Ⅱ
　
水
質
改
善

対
策
メ
ニ
ュ
ー

具
体
例

ト
）
河
川
・
水
路
等
に
お
け
る
植
生
浄
化

2
5
）
調
整
池
に
お
け
る
植
生
浄
化

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

成
田
市

都
市
部
公
園
緑
地
課

平
成

9年
度

実
施
箇
所
：
成
田
市
公
津
の
杜

(公
津
の
杜
公
園
調
整
池
、
印
旛
沼

流
域
内

)、
水
上
栽
培
法
に
よ
る
水
質
浄
化
施
設
を
調
整
池
の
ほ
ぼ

中
央
に
設
置

事
業
費
：

12
,0

00
,0

00
円

(市
単
独

)

佐
倉
市

土
木
部
土
木
課

ふ
る
さ
と
川
づ
く
り
基
本
計
画
（
平
成

14
年

3月
策
定
）
に
基
づ

き
、
鹿
島
川
高
崎
川
流
域
の
調
整
池
の
水
質
浄
化
を
検
討
。

八
街
市

生
活
環
境
課

平
成

14
年
度
に
お
い
て
八
街
市
大
関
（
大
関
調
整
池
内
）
に
お
い

て
千
葉
県
水
質
保
全
課
が
植
生
浄
化
（
フ
ト
イ
・
ヨ
シ
・
ミ
ク

リ
）

60
8ｍ

2 を
実
施
。

近
隣
の
住
民
か
ら
調
整
池
内
の
悪
臭
な
ど
で
苦
情
が
多
く
寄
せ
ら

れ
、
池
内
の
構
造
の
改
善
、
水
路
等
を
検
討
し
て
い
る
。
（
水
が

常
時
貯
ま
っ
て
お
り
そ
こ
か
ら
の
悪
臭
が
生
じ
る
た
め
）

富
里
市

経
済
環
境
部
産
業
経
済
課

平
成

7年
度

農
村
ア
メ
ニ
テ
ィ
ー
整
備
事
業

実
施
箇
所
：
富
里
市
十
倉
字
実
の
口
地
先
（
高
崎
川
水
系
）

水
辺
修
景
整
備
①
ホ
タ
ル
の
幼
虫
の
放
流
②
湧
水
の
集
積
活
用
③

周
辺
の
桜
等
の
植
栽

※
調
整
池
内
に
自
然
に
葦
が
茂
っ
て
お
り
、
浄
化
機
能
を
は
た
し

て
い
る
。

事
業
費
：

6,
00

0千
円
（
う
ち
県
補
助

30
%
）

対
策
メ
ニ
ュ
ー

具
体
例

ト
）
河
川
・
水
路
等
に
お
け
る
植
生
浄
化

2
6
）
休
耕
田
を
利
用
し
た
植
生
浄
化

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

印
旛
沼
土
地
改
良
区

休
耕
田
を
環
境
保
全
池
と
し
て
農
業
用
水
（
河
川
水
）
流
下
さ
せ

た
時
の
浄
化
機
能
効
果
を
定
量
的
に
把
握
す
べ
く
水
質
調
査
を
実

施

休
耕
田
を
環
境
保
全
池
と
し
て
農
業
用
水
（
河
川
水
）
流
下
さ
せ

た
時
の
浄
化
機
能
効
果
を
定
量
的
に
把
握
す
べ
く
水
質
調
査
の
継

続
及
び
そ
の
機
能
を
効
果
的
に
す
る
環
境
保
全
池
の
構
造
研
究

環
境
保
全
池
位
置
図
、
生

物
調
査
、
水
質
調
査
（
採

水
写
真
）

対
策
メ
ニ
ュ
ー

具
体
例

チ
）
多
自
然
型
川
づ
く
り

2
7
）
多
自
然
型
川
づ
く
り

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

船
橋
市

建
設
局
下
水
道
部
河
川
整
備

課

①
一
級
河
川
二
重
川

L=
2,

41
0m
区
間
を
、
平
成

6年
度
か
ら
都
市

小
河
川
改
修
事
業

(現
都
市
基
盤
河
川
改
修
事
業

)に
よ
り
、
平
成

20
年
度
の
完
成
を
目
標
に
整
備
を
行
っ
て
い
る
。

②
準
用
河
川
木
戸
川

L=
2,

70
0m
区
間
を
、
平
成

14
年
度
準
用
河
川

改
修
事
業
に
よ
り
、
平
成

23
年
度
の
完
成
を
目
標
に
整
備
を
行
っ

て
い
る
。

建
設
局
下
水
道
部
河
川
整
備

課

引
続
き
、
現
在
施
工
中
の
左
記

2河
川
に
つ
い
て
、
環
境
に
配
慮
し

た
多
自
然
型
川
づ
く
り
を
実
施
す
る
。

①
一
級
河
川
二
重
川

全
体
事
業
費
：
約

33
億
円

(国
1/

3、
県

1/
3補
助

)
②
準
用
河
川
木
戸
川

全
体
事
業
費
：
約

20
億
円

(国
1/

3補
助

)

成
田
市

土
木
部
土
木
課

平
成

12
～

14
年
度

実
施
箇
所
：
成
田
市
台
方
地
内
（
印
旛
沼
流
域
内
）
、

L=
30

0m
、

準
用
河
川
（
江
川
）
の
整
備
に
合
せ
て
、
護
岸
に
環
境
型
ブ
ロ
ッ

ク
・
金
網
篭
使
用
し
低
水
路
に
は
魚
巣
ブ
ロ
ッ
ク
・
植
生
ロ
ー

ル
・
金
網
篭
等
を
設
置
し
た
。

事
業
費
：

11
,0

60
万
円
（
県
費
補
助

1/
5、

80
0万
円
）

現
在
実
施
中
の
事
業
は
、
今
後
も
継
続
し
て
い
く
（
上
流
部
の
堤

防
に
つ
い
て
は
法
勾
配

2割
の
自
然
法
で
整
備
す
る
）

佐
倉
市

土
木
部
土
木
課

ふ
る
さ
と
川
づ
く
り
基
本
計
画
（
平
成
1
4
年
3
月
策
定
）
に
基
づ
き

対
策
を
検
討
。
移
入
種
（
カ
ミ
ツ
キ
ガ
メ
、
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
、
ナ

ガ
エ
ツ
ル
ノ
ゲ
イ
ト
ウ
等
）
、
自
然
環
境
を
紹
介
す
る
案
内
板
、

野
鳥
誘
致
木
等

八
千
代
市

土
木
部
土
木
建
設
課

準
用
河
川
高
野
川
の
整
備
に
お
い
て
、
地
元
住
民
と
も
協
議
し
、

治
水
対
策
を
基
礎
と
し
、
出
来
る
限
り
自
然
で
、
親
水
性
の
あ
る

河
川
と
し
て
整
備
を
実
施
し
た
い
。

千
葉
県

千
葉
土
木
事
務
所

建
設
課

平
成

10
～

18
年
度

①
桑
納
川
の
河
川
改
修
：
「
人
と
生
物
に
や
さ
し
い
川
づ
く
り
」

（
千
葉
土
木
管
内
）
、
河
道
改
修
：

L=
70

0m
、
防
災
調
節
池
：

V
=4

.6
万

m
3 、
事
業
費
：

2,
50

5百
万
円
（
国
庫
補
助

1/
2）

②
石
神
川
の
河
川
改
修
：
「
人
と
生
物
に
や
さ
し
い
川
づ
く

り
」
、
河
道
改
修
：

L=
90

0m
、
防
災
調
節
池
：

V
=1

5万
m

3 、
事

業
費
：
　

3,
52

0百
万
円
（
国
庫
補
助

1/
2）

添
付
資
料

添
付
資
料

添
付
資
料

実
施
予
定
（
H
2
2
ま
で
実
施
）

今
後
検
討
（
H
2
2
以
降
も
含
む
）

今
後
検
討
（
H
2
2
以
降
も
含
む
）

実
施
予
定
（
H
2
2
ま
で
実
施
）

今
後
検
討
（
H
2
2
以
降
も
含
む
）

実
施
予
定
（
H
2
2
ま
で
実
施
）

実
施
済
み

実
施
主
体
名

実
施
主
体
名

実
施
主
体
名

実
施
済
み

実
施
済
み
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Ⅱ
　
水
質
改
善

千
葉
県

葛
南
土
木
事
務
所
海
老
川
改

修
課

平
成

10
～

14
年
度

実
施
箇
所
：
一
級
河
川
桑
納
川
（
最
上
流
部
）
、
船
橋
市
坪
井
町

地
先
、

L=
90

0m
、
実
施
内
容
：
設
計
、
用
地
買
収
、
実
施
事
業

費
：

33
2.

2百
万
円
（
国
庫
補
助

1/
2）
（
全
体
事
業
費

1,
95

0百
万

円
）
【
参
考
：
下
流
部
に
つ
い
て
は
千
葉
土
木
事
務
所
で
実
施
】

葛
南
土
木
事
務
所
海
老
川
改

修
課

平
成

15
～

20
年
度

現
在
実
施
中
の
対
策
（
左
記
）
を
継
続
し
て
い
く
。

①
実
施
年
度
：
平
成
1
5
年
度
、
実
施
内
容
：
設
計
、
用
地
買
収
、

橋
梁
架
換
事
業
費
：
1
6
2
.
3
百
万
円
（
国
庫
補
助
1
/
2
）

②
実
施
年
度
：
平
成
1
6
～
2
0
年
度
、
実
施
内
容
：
橋
梁
架
換
、
河

川
改
修
工
事
（
多
自
然
）
事
業
費
：
1
,
4
5
5
.
5
百
万
円
（
国
庫
補

助
1
/
2
）

千
葉
県

印
旛
土
木
事
務
所

河
川
改
良
課

平
成

3年
度
～
（
継

続
実
施
）

鹿
島
川
・
高
崎
川
の
河
川
改
修

市
民
の
意
見
を
反
映
し
た
ふ
る
さ
と
川
づ
く
り
基
本
計
画
「
歴
史

を
映
す
印
旛
沼
、
文
化
を
育
て
る
鹿
島
川
」
の
テ
ー
マ
の
も
と

に
、
周
辺
の
自
然
環
境
と
調
和
し
た
川
づ
く
り
を
実
施
す
る
。

①
鹿
島
川
河
川
改
修
（
西
印
旛
沼
～
高
崎
川
合
流
点
）

平
成

3～
20
年
度
、

L=
2,

70
0m
、
全
体
事
業
費
：

7,
85

3,
50

0千
円

（
国
庫
補
助

1/
2）

②
高
崎
川
河
川
改
修
（
鹿
島
川
合
流
点
～

JR
橋
下
流
端
）

平
成

9～
25
年
度
、

L=
2,

65
0m
、
全
体
事
業
費
：

3,
50

0,
00

0千
円

（
国
庫
補
助

1/
2）

対
策
メ
ニ
ュ
ー

具
体
例

リ
）
河
川
等
に
お
け
る
直
接
浄
化

2
8
）
河
川
浄
化
施
設
の
設
置

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

千
葉
土
木
事
務
所

建
設
課

昭
和

59
～

63
年
度

桑
納
川
浄
化
施
設
の
設
置
及
び
維
持
管
理
礫
間
接
触
酸
化
施
設
及

び
土
壌
浸
透
浄
化
施
設
建
設

事
業
費
：

1,
06

7百
万
円
（
昭
和

59
～

63
年
度
）

維
持
管
理
費
：

20
8百
万
円
（
平
成
元
～

14
年
度
）

千
葉
土
木
事
務
所

建
設
課

左
記
施
設
の
適
切
な
維
持
管
理
を
実
施
す
る
。

河
川
浄
化
施
設
の
設
置

対
策
メ
ニ
ュ
ー

具
体
例

リ
）
河
川
等
に
お
け
る
直
接
浄
化

2
9
）
排
水
路
浄
化
施
設
の
設
置

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

千
葉
市

環
境
保
全
部
環
境
保
全
推
進

課
昭
和

63
年
度

都
市
排
水
路
に
浄
化
施
設
を
設
置
し
、
水
質
の
浄
化
を
図
る
。
実

施
年
度
：
昭
和
6
3
年
3
月
、
実
施
箇
所
：
緑
区
高
津
戸
町
（
印
旛
沼

流
域
内
）
、
対
策
規
模
：
処
理
水
量
5
0
0
L
/
日

環
境
保
全
部
環
境
保
全
推
進

課
下
水
道
等
の
生
活
排
水
処
理
施
設
の
整
備
状
況
を
ふ
ま
え
、
今
後

廃
止
も
含
め
た
検
討
を
行
う
予
定
。

成
田
市

都
市
部
公
園
緑
地
課

平
成

7、
9年
度

①
実
施
箇
所
：
成
田
市
大
竹

(坂
田
ヶ
池
総
合
公
園
前
、
印
旛
沼
流

域
内

)、
接
触
酸
化
法
に
よ
る
水
質
浄
化
施
設
を
設
置
、
実
施
年

度
：
平
成

7年
、
事
業
費
：

16
,2

70
,0

00
円

(う
ち
県
補
助

2/
3)

②
実
施
箇
所
：
成
田
市
公
津
の
杜

(公
津
の
杜
公
園
調
整
池
、
印
旛

沼
流
域
内

)、
接
触
酸
化
法
に
よ
る
水
質
浄
化
施
設
を
設
置
、
実
施

年
度
：
平
成

9年
度
、
事
業
費
：

17
,0

00
,0

00
円

(市
単
独

)

佐
倉
市

土
木
部
土
木
課

ふ
る
さ
と
川
づ
く
り
基
本
計
画
（
平
成

14
年

3月
策
定
）
に
基
づ

き
、
準
用
河
川
佐
倉
川
及
び
鹿
島
川
高
崎
川
へ
の
流
入
水
路
の
水

質
浄
化
を
検
討
。

八
千
代
市

経
済
環
境
部
環
境
保
全
課

①
事
業
名
：
須
久
茂
都
市
下
水
路
浄
化
施
設
設
置
事
業
、
設
置
期

間
：
昭
和

62
年

3月
～
平
成

6年
4月
、
設
置
個
所
：
須
久
茂
都
市

下
水
路
、
内
容
：
都
市
下
水
路
の
一
部
（
全
長

40
0m
）
の
河
床
に

毛
足

3c
m
の
人
工
芝
を
布
設
し
、
付
着
し
た
微
生
物
の
働
き
で
水

質
の
浄
化
を
図
る
。
、
処
理
水
量
：

9,
00

0m
3/
日
、
処
理
実
績
：

B
O

D
30
～

40
%
除
去
、
設
置
費
：

14
,7

00
千
円

※
上
流
域
の
公
共
下
水
道
整
備
に
よ
り
排
水
路
の
水
質
改
善
が
図

ら
れ
た
た
め
、
所
期
の
目
的
が
達
成
さ
れ
た
も
の
と
判
断
し
、
廃

止
し
た
。

②
事
業
名
：
新
川
水
質
浄
化
施
設
設
置
事
業
、
設
置
期
間
：
平
成

6
年

3月
～
平
成

12
年

5月
、
設
置
個
所
：
新
川
「
ゆ
ら
ゆ
ら
橋
」
近

傍
、
内
容
：
新
川
の
中
央
に
屋
形
船
型
水
中
曝
気
装
置

1基
と
両
岸

に
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
型
曝
気
装
置

2基
設
置
し
、
河
川
水
中
の
溶
存

酸
素
量
を
高
め
る
こ
と
に
よ
り
浄
化
を
図
る
。
設
置
費
：

25
,0

00
千
円
、
実
績
：

B
O

D
除
去
率
、
表
層

22
%
、
下
層

16
%

※
生
活
排
水
対
策
と
し
て
設
置
し
た
も
の
で
、
水
質
浄
化
と
と
も

に
啓
発
も
目
的
の

1つ
で
あ
っ
た
が
、
老
朽
化
の
た
め
廃
止
し
た
。

予
定
な
し

千
葉
県

添
付
資
料

添
付
資
料

実
施
主
体
名

実
施
予
定
（
H
2
2
ま
で
実
施
）

今
後
検
討
（
H
2
2
以
降
も
含
む
）

今
後
検
討
（
H
2
2
以
降
も
含
む
）

実
施
予
定
（
H
2
2
ま
で
実
施
）

実
施
主
体
名

実
施
済
み

実
施
済
み
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Ⅱ
　
水
質
改
善

千
葉
県

水
質
保
全
課

平
成

7年
度
～

①
生
活
排
水
対
策
重
点
地
域
に
指
定
さ
れ
た
市
町
村
が
実
施
す
る

生
活
排
水
に
よ
り
汚
濁
し
た
水
路
等
の
浄
化
施
設
整
備
事
業
に
対

し
、
県
が
事
業
費
の
一
部
を
補
助
す
る
も
の
で
あ
る
（
千
葉
市
を

除
く
）
な
お
、
こ
の
事
業
に
関
し
て
は
、
市
町
村
に
対
し
国
か
ら

の
補
助
（
以
前
は
間
接
的
補
助
、
平
成

14
年
度
よ
り
直
接
補
助
）

あ
り
。

②
実
施
箇
所
：
成
田
市
坂
田
ヶ
池
→
印
旛
沼
　
大
竹
竹
内
地
区
排

水
路
（
成
田
市
ア
ン
ケ
ー
ト
と
重
複
）

実
施
年
度
：
平
成

7年
度
　
処
理
方
式
：
接
触
酸
化
法

補
助
額

5,
33

3千
円
（
事
業
費

16
,2

74
千
円
）

水
質
保
全
課

未
定

水
質
保
全
課

市
町
村
か
ら
要
望
が
あ
っ
た
際
に
、
財
政
課
と
協
議
す
る
（
平
成

15
年
度
よ
り
事
業
休
止
中
）
。

対
策
メ
ニ
ュ
ー

具
体
例

ヌ
）
河
川
内
堆
積
負
荷
の
削
減

3
0
）
河
川
内
汚
泥
の
浚
渫

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

印
旛
沼
土
地
改
良
区

土
水
路
の
掘
削
に
よ
る
水
路
内
土
砂
に
含
ま
れ
る
窒
素
・
リ
ン
の

水
田
へ
の
還
元

浚
渫
土
を
水
田
に
受
入
し
、
現
況
水
田
の
高
地
下
水
位
に
よ
る
作
物

選
択
の
制
限
を
解
除
す
る
と
共
に
、
無
効
放
流
に
よ
る
肥
料
分
の
流
出

等
を
押
さ
え
た
ほ
場
と
し
て
整
備
す
る
土
地
改
良
事
業
実
施
に
つ
い
て

の
可
能
性
を
検
討

計
画
図
、
平
面
図

船
橋
市

建
設
局
下
水
道
部
河
川
管
理

課
平
成

14
年
度

対
策
内
容
：
市
内
準
用
河
川
・
普
通
河
川
の
河
川
環
境
美
化
及
び

通
水
断
面
確
保
の
為
河
川
内
汚
泥
の
浚
渫
を
行
い
、
良
好
な
河
川

環
境
の
確
保
を
め
ざ
し
て
い
る
。
対
策
規
模
等
：
印
旛
沼
流
域
河

川
分
　
神
崎
川
水
系
1
カ
所
(
二
重
川
含
む
)
金
額
2
7
9
,
1
5
0
円
、
桑

納
川
水
系
5
カ
所
、
金
額
5
,
4
8
8
,
3
5
0
円

約
2
3
0
m
3

現
在
事
業
継
続
中

佐
倉
市

土
木
部
土
木
課

市
内
準
用
河
川
の
浚
渫
の
実
施
を
検
討
中
。

対
策
メ
ニ
ュ
ー

具
体
例

ル
）
河
川
清
掃
等

3
1
）
ゴ
ミ
清
掃

ソ
）
沼
清
掃
等

オ
）
河
川
愛
護
意
識
の
醸
成

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

佐
倉
印
旛
沼
ネ
ッ
ト
ワ
ー
カ
ー
の
会

①
実
施
済
み
は
別
紙
「
河
川
清
掃
・
清
掃
活
動
の
実
施
済
」
の
通

り ②
平
成

11
年

8月
11
日
：
河
川
ふ
れ
合
い
点
検
（
鹿
島
川
の
治
水

状
況
の
点
検
を
県
印
旛
沼
土
木
事
務
所
・
佐
倉
市
土
木
課
共
催
。

当
会

8名
参
加
）

今
後
、
条
例
と
し
て
下
記
の
活
動
予
定

①
2月
上
旬
　
佐
倉
朝
日
健
康
マ
ラ
ソ
ン
前

②
2月
下
旬
　
印
旛
沼
環
境
浄
化
月
間

③
4月
上
旬
　
佐
倉
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
祭
前

④
4月
下
旬
　
佐
倉
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
祭
後

⑤
5月
下
旬
　
ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動

⑥
10
月
中
旬
　
印
旛
沼
環
境
浄
化
月
間

⑦
11
月
中
旬
　
当
会
の
秋
季
ク
リ
ー
ン
活
動

・
治
水
の
た
め
の
点
検
と
愛
護
意
識
の
醸
成
は
別
途
に
検
討
す

る
。

印
旛
沼
水
質
保
全
協
議
会
主
催
の
毎
年

2月
と

10
月
の
「
印
旛
沼
環

境
浄
化
推
進
月
間
」
の
清
掃
等
の
実
施
は
流
域

16
市
町
村
が
も
れ

な
く
実
施
し
、
そ
の
折
り
、
流
域
管
轄
の
県
各
土
木
事
務
所
は
、

川
沼
の
堆
積
ご
み
の
撤
去
を
実
施
す
る
。
不
法
投
棄
防
止
対
策
に

つ
い
て
各
流
域
の
「
産
業
廃
棄
物
対
策
連
絡
会
議
」
の
組
織
を
強

化
、
拡
大
し
て
実
施
す
る
。

清
掃
活
動
の
実
施
済
一
覧

印
旛
沼
土
地
改
良
区

①
印
旛
沼
浄
化
月
間
時
の
総
代
・
理
事
・
職
員
に
よ
る
河
川

（
沼
）
清
掃
の
実
施
（

H
14
～
）

②
成
田
市
印
旛
沼
ク
リ
ー
ン
作
戦
実
施
に
あ
た
っ
て
改
良
区
有
機

械
に
よ
る
除
草
支
援

③
「

21
世
紀
土
地
改
良
区
創
造
運
動
」
の
一
環
と
し
て
田
園
環
境

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
を
実
施
。

(1
）
定
期
的
不
法
投
棄
物
除
去

作
業
（
奇
数
月
）
の
実
施
お
よ
び
警
告
票
設
置
並
び
に
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
作
成
（
除
去
に
あ
た
っ
て
は
、
不
法
投
棄
処
理
と
清
掃

を
区
分
し
て
い
な
い
。

④
揚
排
水
機
場
漂
着
物
の
搬
出
・
撤
去
を
維
持
管
理
事
業
で
実
施

①
印
旛
沼
浄
化
月
間
時
の
総
代
・
理
事
・
職
員
に
よ
る
河
川

（
沼
）
清
掃
の
実
施
を
継
続

②
成
田
市
印
旛
沼
ク
リ
ー
ン
作
戦
実
施
に
あ
た
っ
て
改
良
区
有
機

械
に
よ
る
除
草
支
援
の
継
続

③
「

21
世
紀
土
地
改
良
区
創
造
運
動
」
の
一
環
と
し
て
田
園
環
境

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
の
拡
充
※
市
町
村
、
土
木
事
務
所
等
関
係

機
関
と
連
携
し
、
効
率
的
不
法
投
棄
防
止
及
び
撤
去
作
業
の
実
施

④
揚
排
水
機
場
漂
着
物
の
搬
出
・
撤
去
を
維
持
管
理
事
業
で
実
施

継
続

「
21
世
紀
土
地
改
良
区
創
造
運
動
」
の
一
環
と
し
て
田
園
環
境
ク

リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
の
拡
充
市
町
村
の
行
事
、

N
PO
や
地
域
住
民

と
の
連
携

総
代
・
役
職
員
清
掃
風
景

写
真
、
成
田
市
ク
リ
ー
ン

ハ
イ
キ
ン
グ
事
前
除
草
写

真
、
機
場
の
漂
着
物
の
状

況
斜
視

印
旛
沼
漁
業
協
同
組
合

①
漁
業
監
視
員
に
よ
る
空
き
缶
収
拾
　
印
旛
捷
水
路
春
秋
年

2回
②

10
月
成
田
ク
リ
ー
ン
ハ
イ
キ
ン
グ
へ
の
協
力

③
漁
師
各
自
で
随
時
浮
遊
物
の
監
視
を
し
見
つ
け
た
場
合
の
取
り

除
き

今
後
も
継
続
予
定

未
定

印
旛
沼
水
質
保
全
協
議
会

昭
和

52
年
度
～

印
旛
沼
水
質
保
全
協
議
会
に
お
い
て
、
印
旛
沼
浄
化
推
進
運
動
を

実
施
昭
和

52
年
～
毎
年
実
施
、
そ
れ
ぞ
れ
の
設
置
団
体
に
よ
り
推
進
運

動
を
実
施
　
事
業
費
：

20
万
円
程
度

今
後
、
回
数
を
増
や
す
な
ど
の
見
直
し
を
行
い
、
充
実
さ
せ
て
い

く
予
定
。

添
付
資
料

添
付
資
料

実
施
主
体
名

今
後
検
討
（
H
2
2
以
降
も
含
む
）

実
施
済
み

実
施
済
み

実
施
予
定
（
H
2
2
ま
で
実
施
）

今
後
検
討
（
H
2
2
以
降
も
含
む
）

実
施
予
定
（
H
2
2
ま
で
実
施
）

実
施
主
体
名
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Ⅱ
　
水
質
改
善

船
橋
市

建
設
局
下
水
道
部
河
川
管
理

課
平
成

14
年
度

対
策
内
容
：
市
内
準
用
河
川
・
普
通
河
川
に
不
法
投
棄
さ
れ
た
ゴ

ミ
等
を
撤
去
し
河
川
環
境
の
美
化
に
寄
与
す
る
。
実
施
箇
所
：
市

内
準
用
河
川
・
普
通
河
川
対
策
規
模
等

現
場
作
業
員
5
名
で
市
内
河
川
を
巡
回
し
、
河
川
内
の
ゴ
ミ
を
撤
去

し
て
い
る
。
印
旛
沼
流
域
河
川
：
神
埼
・
桑
納
川
水
系
（
二
重
川

含
む
）
ゴ
ミ
1
3
t
、
自
転
車
2
6
台
、
タ
イ
ヤ
1
0
本
を
撤
去
し
た
。

今
後
も
実
施
予
定
。

佐
倉
市

平
成

11
年
度
～

人
々
に
親
し
ま
れ
る
印
旛
づ
く
り

啓
発
等
文
化
活
動
、
清
掃
美
化
活
動

土
木
部
土
木
課

ふ
る
さ
と
川
づ
く
り
基
本
計
画
（
平
成
1
4
年
3
月
策
定
）
に
基
づ

き
、
市
民
の
川
へ
の
関
心
を
高
め
る
対
策
と
し
て
河
川
ク
リ
ー
ン

作
戦
等
の
対
策
を
検
討
。

八
千
代
市

経
済
環
境
部
ク
リ
ー
ン
推
進

課

①
ポ
イ
捨
て
防
止
に
関
す
る
条
例
を
平
成

10
年

7月
に
施
行
。
新
川

周
辺
を
環
境
美
化
重
点
地
域
に
指
定
。

②
新
川
遊
歩
道
沿
い

20
箇
所
に
ご
み
箱
（

40
個
）
設
置
。
緊
急
地

域
雇
用
創
出
特
別
基
金
事
業
に
よ
り
、
廃
棄
物
を
収
集
運
搬
。

③
ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
の
実
施
。
新
川
が
メ
イ
ン
会
場
。

①
新
川
遊
歩
道
沿
い

20
箇
所
に
ご
み
箱
（

40
個
）
設
置
を
継
続
。

委
託
に
よ
り
、
廃
棄
物
を
収
集
運
搬
。

②
ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
の
実
施
。
新
川
を
メ
イ
ン
会
場
で
実
施
。

印
西
市

印
旛
沼
水
系
の
河
川
清
掃
は
し
て
い
な
い

※
参
考
　
建
設
課
に
お
い
て
、
地
元
小
学
校
（
木
下
・
大
森
小
学

校
）
と
と
も
に
利
根
川
河
川
清
掃
を
毎
年
実
施
し
て
い
る
。
地
元

町
内
会
が
「
ク
リ
ー
ン
印
西
推
進
運
動
」
の
中
で
、
不
定
期
及
び

一
部
で
は
あ
る
が
印
旛
沼
水
系
の
河
川
清
掃
を
お
こ
な
っ
て
い

る
。

未
定

未
定

酒
々
井
町

生
活
環
境
課

印
旛
沼
中
央
排
水
路
周
辺
一
斉
清
掃
：
印
旛
沼
浄
化
推
進
月
間

（
10
月
）
に
印
旛
沼
を
き
れ
い
に
す
る
会
と
酒
々
井
小
学
校

4年
生

で
印
旛
沼
中
央
排
水
路
周
辺
一
斉
清
掃
を
実
施
し
て
い
る
。

今
後
も
継
続
し
て
実
施
す
る
。

実
施
回
数
の
増
加
を
検
討
す
る
。

印
旛
村

①
印
旛
村
環
境
美
化
推
進
に
関
す
る
条
例
、
を
平
成

12
年

9月
に
施

行 ②
ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
の
推
進

今
後
も
継
続
し
て
実
施
す
る
。

本
埜
村

環
境
保
健
課

ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
の
推
進
　
ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
な
ど
地
域
で
の
環
境
保

全
活
動
の
実
施

現
在
実
施
中
の
対
策
を
継
続
し
て
い
く

環
境
活
動
の
組
織
づ
く
り
、
人
づ
く
り
の
推
進

栄
町

都
市
環
境
整
備
室

①
ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
（
統
一
行
動
日
：

5月
25
日
）
：
平
成

15
年
度

自
治
組
織
、
老
人
ク
ラ
ブ
及
び
子
供
会
を
中
心
に

66
団
体
の
参

加
。
参
加
者
数
：

5,
85

3名
、
事
業
費
：

57
7千
円
（
ご
み
袋
、
軍

手
代
）

②
印
旛
沼
周
辺
一
斉
清
掃
：
栄
町
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
主
催
の
｢
水

辺
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
｣
に
共
催
し
、
各
種
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
団
体
の
協

力
を
得
て
、
実
施
し
た
。
平
成

14
年
度
：

10
月

6日

今
後
も
継
続
し
て
実
施
す
る
。

千
葉
県

環
境
生
活
部
資
源
循
環
推
進

課

ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
の
実
施
（
主
唱
：
千
葉
県
美
し
い
ふ
る
さ
と
づ
く

り
運
動
推
進
協
議
会
）
関
東
甲
信
越
静
の

1都
10
県
に
お
い
て
定
め

ら
れ
た
「
関
東
地
方
環
境
美
化
運
動
の
日
（

5月
30
日
：
ゴ
ミ
ゼ
ロ

の
日
）
」
を
中
心
に
、
ご
み
の
散
乱
防
止
と
再
資
源
化
促
進
の
普

及
啓
発
を
目
的
と
し
て
散
乱
空
き
缶
等
の
県
内
一
斉
清
掃
を
実

施
。

(1
)ご
み
の
散
乱
防
止
と
再
資
源
化
促
進
の
普
及
啓
発
（
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
、
花
の
種
の
配
布
）
、

(2
)散
乱
空
き
缶
等
の
県
内
一
斉

清
掃
の
実
施
（
お
お
む
ね
県
下
全
市
町
村
に
お
い
て
実
施
）

環
境
生
活
部
資
源
循
環
推
進

課
現
在
実
施
中
の
ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
は
、
今
後
も
継
続
し
て
い
く

千
葉
県

水
道
局
技
術
部
総
務
企
画

課
、
浄
水
課

ご
み
清
掃
実
施
箇
所
：
柏
井
浄
水
場
印
旛
取
水
場
職
員
に
よ
る
ご

み
及
び
投
棄
物
の
収
集
の
実
施

水
道
局
技
術
部
総
務
企
画

課
、
浄
水
課

ご
み
清
掃
実
施
箇
所
：
柏
井
浄
水
場
印
旛
取
水
場
職
員
に
よ
る
ご

み
及
び
投
棄
物
の
収
集
の
実
施

千
葉
県

千
葉
土
木
事
務
所

実
施
個
所
：
印
旛
放
水
路
（
新
川
、
花
見
川
）
・
桑
納
川
　
実
施

年
度
：
～
平
成

13
年
度
、
随
時
実
施
済
み

平
成

14
年
度
事
業
費
：

2,
20

0万
円

千
葉
土
木
事
務
所

①
実
施
個
所
：
印
旛
放
水
路
（
新
川
、
花
見
川
）
・
桑
納
川
、
実

施
年
度
：
平
成

15
年
度
、
事
業
費
：

2,
60

0万
円

②
実
施
個
所
：
印
旛
放
水
路
（
新
川
、
花
見
川
）
・
桑
納
川
、
平

成
16
年
度
以
降
、
各
年

2,
60

0万
円
程
度
予
定

千
葉
県

印
旛
土
木
事
務
所

①
平
成

13
年
度
：
平
成

13
年

8月
28
日
に
河
川
施
設
の
点
検
を
兼

ね
て
、
西
印
旛
沼
・
鹿
島
川
の
河
川
清
掃
を
水
公
団
、
佐
倉
市
、

印
旛
沼
の
会
と
一
緒
に
実
施
。
（
参
加
人
員
：
約

40
名
）

②
平
成

14
年
度
：
平
成

14
年

10
月

19
日
に
印
旛
沼
浄
化
推
進
運
動

月
間
の
行
事
と
し
て
、
佐
倉
市
、
市
民
団
体
（

N
PO
等
）
と
連
携

し
て
、
河
川
清
掃
を
実
施
（
参
加
人
員
：
約

10
0名
）

平
成

14
年
度
か
ら
は
舟
を
使
っ
て
、
水
際
の
ゴ
ミ
を
除
去
し
た
。

印
旛
土
木
事
務
所

平
成

15
年
度
以
降
は

10
月
の
印
旛
沼
浄
化
推
進
運
動
月
間
と

2月
頃
の
年

2回
、
地
元
佐
倉
市
、
市
民
団
体
（

N
PO
等
）
と
連
携
し

て
、
鹿
島
川
及
び
西
印
旛
沼
の
河
川
清
掃
を
継
続
し
て
実
施
す

る
。
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Ⅱ
　
水
質
改
善

水
資
源
機
構

昭
和

43
～
平
成

15
年
度

印
旛
沼
の
ゴ
ミ
清
掃

ゴ
ミ
清
掃
に
つ
い
て
は
、
堤
防
の
巡
視
、
草
刈
り
等
の
維
持
業
務

に
並
行
し
て
、
清
掃
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
職
員
に
よ
る
一

斉
清
掃
を

(9
月
～

11
月
）
の

3ヶ
月
に
分
け
て
平
成

14
年
度
は
実
施

し
た
。

実
施
箇
所
：
印
旛
沼
堤
防
全
域
、
印
旛
沼
堤
防

L=
38

.1
km

実
施
内
容
：
一
般
生
活
ゴ
ミ
、
産
業
廃
棄
物
、
廃
車
両
等
の
不
法

投
棄
物
の
処
理

事
業
費
：

30
0万
円
（
平
成

14
年
度
実
績
）

現
在
実
施
中
の
対
策
（
左
記
）
は
今
後
も
継
続
し
て
い
く
。
た
だ

し
、
利
水
者
負
担
を
と
も
な
う
限
ら
れ
た
予
算
の
範
囲
内
で
の
対

応
と
な
る
。

ゴ
ミ
処
理
費
用
が
、
維
持
管
理
経
費
上
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

関
係
自
治
体
・
地
域
・
住
民
と
連
携
し
て
、
不
法
投
棄
の
監
視
活

動
の
強
化
と
防
止
に
関
す
る
啓
発
活
動
を
実
施
し
て
い
く
。

印
旛
沼
環
境
保
全
の
取
り

組
み

対
策
メ
ニ
ュ
ー

具
体
例

ル
）
河
川
清
掃
等

3
2
）
植
生
の
草
刈
り

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

佐
倉
印
旛
沼
ネ
ッ
ト
ワ
ー
カ
ー
の
会

①
平
成

11
年

9月
27
日
：
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
（
名
食
土
橋
～

双
子
公
園
）
の
道
路
沿
い
の
草
刈
り
（

17
名
）

②
平
成

11
年

7月
30
日
：
佐
倉
印
旛
沼
ふ
る
さ
と
広
場
ひ
ま
わ
り

花
壇
の
草
刈
り
（

8名
）

草
刈
り
活
動
は
、
ク
リ
ー
ン
（
清
掃
）
活
動
で
行
う
の
で
、
特
別

に
は
行
わ
な
い
。

印
旛
沼
土
地
改
良
区

①
改
良
区
有
機
械
に
よ
る
除
草
作
業
の
実
施
（

2,
00

0m
程
度

/年
）

（
H

10
～
）
※
水
路
機
能
維
持
、
景
観
維
持
等

②
地
元
組
合
員
に
よ
る
幹
線
水
路
一
斉
清
掃
（
埜
原
、
公
津
、
布

鎌
、
鹿
島
川
上
流
ほ
か
）

①
改
良
区
所
有
機
械
に
よ
る
除
草
作
業
の
実
施
（

2,
00

0m
程
度

/
年
）
の
継
続

 ※
水
路
機
能
維
持
、
景
観
維
持
等

②
地
元
組
合
員
に
よ
る
幹
線
水
路
一
斉
清
掃
（
埜
原
、
公
津
、
布

鎌
、
鹿
島
川
上
流
ほ
か
）
の
継
続
お
よ
び
拡
充
に
あ
た
っ
て
水
資

源
機
構
等
関
係
機
関
と
連
携

③
水
辺
の
芦
・
葦
の
刈
り
取
り
、
及
び
刈
り
取
っ
た
草
の
堆
肥

化
、
炭
化
の
調
査

組
合
員
に
よ
る
除
草
風

景
、
機
械
に
よ
る
除
草

船
橋
市

建
設
局
下
水
道
部
河
川
管
理

課
平
成

14
年
度

対
策
内
容
：
市
管
理
河
川
(
準
用
・
普
通
河
川
)
の
除
草
を
行
い
、

河
川
環
境
の
美
化
に
寄
与
す
る
。

実
施
箇
所
：
市
内
準
用
・
普
通
河
川
対
策
規
模
等
、
印
旛
沼
流
域

河
川
分
：
神
埼
川
水
系
3
カ
所
(
二
重
川
含
む
)
、
金
額
6
5
4
，
1
5
0

円
　
桑
納
川
水
系
7
カ
所
金
額
1
，
7
7
9
，
7
5
0
円
、
現
在
事
業
継
続

中

現
在
、
継
続
中

佐
倉
市

土
木
部
土
木
課

毎
年
度

実
施
個
所
：
準
用
河
川
上
手
繰
川
ほ
か
市
内
4
河
川
の
計
5
河
川
、

対
策
規
模
：
堤
防
除
草

引
き
続
き
実
施

八
千
代
市

土
木
部
土
木
建
設
課

毎
年
度

市
で
管
理
し
て
い
る
準
用
河
川
花
輪
川
・
高
野
川
の
２
河
川
に
つ

い
て
は
、
最
低
年
１
回
の
除
草
を
実
施
し
て
い
る
。

平
成

14
年
度
：
花
輪
川

9,
85

8㎡
、
高
野
川

3,
80

0㎡

今
後
も
同
様
の
事
業
を
実
施
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
が
、
予
算
の

関
係
で
年

1回
の
除
草
も
満
足
に
出
来
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

八
街
市

道
路
管
理
課

平
成

14
年
度
に
実
施
し
た
植
生
浄
化
施
設
に
つ
い
て
は
調
整
池
内

の
雑
草
と
同
時
に
年

2回
実
施
。

酒
々
井
町

下
水
道
課

①
中
川
排
水
路
除
草
（
年

2回
）

②
調
整
池
除
草
（
年

1回
）

主
要
な
排
水
路
及
び
調
整
池
の
除
草
を
毎
年
実
施
し
て
い
る
。

対
策
は
今
後
も
継
続
し
て
実
施
す
る
。

千
葉
県

印
旛
土
木
事
務
所

河
川
改
良
課

毎
年
度

県
管
理
河
川
の
除
草
及
び
塵
芥
処
理
（
年

2回
程
度
）

年
間
事
業
費
：

34
,0

00
千
円

継
続
し
て
実
施

対
策
メ
ニ
ュ
ー

具
体
例

ル
）
河
川
清
掃
等

3
3
）
不
法
投
棄
の
監
視
強
化

ソ
）
沼
清
掃
等

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

佐
倉
印
旛
沼
ネ
ッ
ト
ワ
ー
カ
ー
の
会

特
別
に
は
行
っ
て
い
な
い
。

①
印
旛
沼
・
同
流
入
河
川
の
不
法
投
棄
防
止
対
策
は
、
「
印
旛
地

区
産
業
廃
棄
物
及
び
土
砂
等
の
適
正
処
理
対
策
連
絡
会
議
」
（
事

務
局
：
県
印
旛
市
庁
県
民
環
境
課
）
に
当
会
、
印
旛
沼
環
境
団
体

連
合
会
・
印
旛
沼
土
地
改
良
区
・
印
旛
沼
漁
協
等
で
働
き
か
け

て
、
印
旛
沼
・
同
流
域
河
川
の
不
法
投
棄
対
策
を
立
て
て
実
行
す

る
よ
う
に
平
成

16
年

1月
を
目
途
に
推
進
す
る
。

②
一
般
ご
み
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
に
働
き
か
け
る
。

添
付
資
料

添
付
資
料

実
施
予
定
（
H
2
2
ま
で
実
施
）

今
後
検
討
（
H
2
2
以
降
も
含
む
）

実
施
主
体
名

実
施
済
み

今
後
検
討
（
H
2
2
以
降
も
含
む
）

実
施
済
み

実
施
予
定
（
H
2
2
ま
で
実
施
）

実
施
主
体
名
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Ⅱ
　
水
質
改
善

印
旛
沼
土
地
改
良
区

「
21
世
紀
土
地
改
良
区
創
造
運
動
」
の
一
環
と
し
て
田
園
環
境
ク

リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
の
実
施

①
組
合
員
へ
の
古
く
な
っ
た
農
機
具
、
野
菜
く
ず
等
、
畔
シ
ー
ト

等
の
不
法
投
棄
防
止
啓
蒙
※
支
区
長
会
議
、
各
支
区
代
議
員
会
で

必
要
性
を
説
明
、
協
力
要
請
及
び
啓
蒙
を
図
る
。

②
受
益
地
域
ご
と
に
不
法
投
棄
巡
視
員
を

)選
任
（

42
人
）
し
定
期

的
巡
視
（
偶
数
月
）
の
実
施
・
報
告
体
制
の
整
備
（
職
員
に
よ
る

巡
視
・
撤
去
作
業
含
む
）

③
定
期
的
不
法
投
棄
物
除
去
作
業
の
実
施
（
奇
数
月
）
お
よ
び
警

告
票
設
置
並
び
に
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成

「
21
世
紀
土
地
改
良
区
創
造
運
動
」
の
一
環
と
し
て
田
園
環
境
ク

リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
の
拡
充

※
平
成

15
年
か
ら
の
取
り
組
み
で
あ
り
、
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ

よ
り
き
め
細
か
な
体
制
を
構
築
し
た
い
。

※
市
町
村
、
土
木
事
務
所
等
関
係
機
関
と
連
携
し
、
効
率
的
不
法

投
棄
防
止
及
び
撤
去
作
業
の
実
施

不
法
投
棄
の
状
況
写
真
、

巡
視
員
名
簿
、
報
告
書
例

印
旛
沼
漁
業
協
同
組
合

出
漁
中
の
浮
遊
物
の
回
収
等
　
沼
の
監
視

今
後
も
継
続

船
橋
市

環
境
部
ク
リ
ー
ン
推
進
課

平
成

7年
度
～

平
成

7年
度
か
ら
「
ク
リ
ー
ン
船
橋

53
0推
進
運
動
」
を
実
施

(2
回

/
年
実
施

)年
末
に
不
法
投
棄
の
監
視
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

今
後
も
継
続
す
る
。

成
田
市

環
境
部
環
境
対
策
課

市
内
各
地
区
に
廃
棄
物
不
法
投
棄
監
視
員

80
名
を
委
嘱
し
、
夜
間

は
、
民
間
警
備
会
社
へ
委
託
し
不
法
投
棄
の
未
然
防
止
及
び
早
期

発
見
に
努
め
て
い
る
。
廃
棄
物
不
法
投
棄
監
視
員
謝
礼

 2
32
万
円

（
県
補
助
金

65
万
円
）
夜
間
警
備
委
託

58
6万
円

環
境
部
環
境
対
策
課

引
き
続
き
実
施
す
る
。

八
千
代
市

経
済
環
境
部
ク
リ
ー
ン
推
進

課

①
「
不
法
投
棄
連
絡
員
」
の
委
嘱

②
「
不
法
投
棄
監
視
装
置
」
の
設
置

③
「
不
法
投
棄
禁
止
看
板
」
の
設
置

④
「
パ
ト
ロ
ー
ル
車
」
の
配
置

⑤
「
ご
み
マ
ッ
プ
」
の
作
成

⑥
「
不
法
投
棄
物
の
撤
去
処
理
」
の
推
進

⑦
「
不
法
投
棄
防
止
条
例
」
の
制
定

①
「
不
法
投
棄
連
絡
員
」
の
継
続
委
嘱

②
「
不
法
投
棄
禁
止
看
板
」
の
設
置

③
「
不
法
投
棄
物
の
撤
去
処
理
」
の
推
進

④
不
法
投
棄
・
ポ
イ
捨
て
防
止
の
啓
発

四
街
道
市

環
境
経
済
部
環
境
政
策
課

①
四
街
道
市
土
砂
等
の
不
法
投
棄
等
監
視
員
要
綱

②
監
視
員

6名
の
任
命
に
よ
り
、
対
処
し
て
き
た
。

今
後
も
継
続
す
る
。

八
街
市

河
川
等
に
限
ら
ず
現
在
市
内
各
地
区
に
合
計

20
名
の
不
法
投
棄
監

視
員
を
配
置
し
、
随
時
監
視
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

平
成

14
年
度
よ
り
八
街
郵
便
局
と
「
廃
棄
物
等
の
不
法
投
棄
に
関

す
る
情
報
提
供
」
を
交
わ
し
、
不
法
投
棄
の
早
期
発
見
・
早
期
解

決
に
努
め
て
い
る
。

不
法
投
棄
を
発
見
し
て
も
そ
の
撤
去
に
時
間
を
費
や
し
、
ま
た
場

合
に
よ
っ
て
は
撤
去
さ
れ
ず
そ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ

る
。

印
西
市

生
活
環
境
課

不
法
投
棄
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
及
び
不
法
投
棄
監
視
員

10
名
を
委

託
し
、
監
視
を
実
施
し
て
い
る
。

パ
ト
ロ
ー
ル
の
継
続

未
定

酒
々
井
町

生
活
環
境
課

①
酒
々
井
町
廃
棄
物
及
び
残
土
の
不
法
投
棄
等
監
視
員
に
よ
る
監

視
を
実
施
し
て
い
る
。

②
印
旛
沼
水
質
保
全
協
議
会
水
質
モ
ニ
タ
ー
に
よ
る
監
視
を
実
施

し
て
い
る
。

今
後
も
継
続
し
て
実
施
す
る
。

印
旛
村

経
済
環
境
課

①
環
境
監
視
員
に
よ
る
月

2回
の
パ
ト
ロ
ー
ル
。

10
名
委
託
。

②
土
地
所
有
者
へ
の
情
報
提
供
・
不
法
投
棄
防
止
看
板
作
成
、
設

置
。

パ
ト
ロ
ー
ル
の
継
続
。

今
後
も
継
続
し
て
実
施
す
る
。

本
埜
村

環
境
保
健
課

①
不
法
投
棄
の
監
視
：
不
法
投
棄
監
視
員

10
人
を
委
嘱
し
、
監
視

の
強
化

②
土
地
の
所
有
者
へ
の
情
報
提
供
・
意
識
啓
発
：
不
法
投
棄
防
止

看
板
の
作
成
、
設
置

③
広
報
紙
で
の
意
識
啓
発

①
現
在
実
施
中
の
対
策
は
、
今
後
も
継
続
し
て
い
く

②
不
法
投
棄
に
対
す
る
通
報
制
度
の
整
備

監
視
カ
メ
ラ
の
設
置

栄
町

都
市
環
境
整
備
室

①
不
法
投
棄
監
視
員
に
よ
る
監
視
：

10
名
、
事
業
費
：

60
0千

円
、
平
成

3年
度
よ
り
実
施

②
不
法
投
棄
監
視
協
力
団
体
に
よ
る
監
視
：
平
成

14
年
度
、
安
食

郵
便
局
、
牛
乳
店

1、
平
成

15
年
度
、
新
聞
店

3、
役
場
職
員

③
不
法
投
棄
防
止
大
会
の
開
催
：
平
成

14
年
度
「
不
法
投
棄
・
ポ

イ
捨
て
ス
ト
ッ
プ
宣
言
」
、
参
加
者
：

12
0名
、
　
事
業
費

55
2千

円 ④
不
法
投
棄
防
止
啓
発
大
型
看
板
設
置
：
町
内
主
要
道
路

3ヶ
所
、

事
業
費

2,
69

7千
円

⑤
不
法
投
棄
物
の
処
理
：
平
成

13
年
度

1,
95

3千
円
、
平
成

14
年
度

25
9千
円

現
在
実
施
中
の
対
策
は
今
年
度
も
継
続
し
て
い
く

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
不
法
投
棄
防
止
の
啓
発

千
葉
土
木
事
務
所

～
平
成

14
年
度

実
施
個
所
：
印
旛
放
水
路
（
新
川
、
花
見
川
）
・
桑
納
川
、
随
時

実
施
済
み

実
施
個
所
：
印
旛
放
水
路
（
新
川
、
花
見
川
）
・
桑
納
川
　
不
定

期
的
に
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

産
業
廃
棄
物
課

各
支
庁
県
民
環
境
課

平
成

15
～

22
年
度
連
絡
協
議
会
に
よ
る
活
動

千
葉
県
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Ⅱ
　
水
質
改
善

水
資
源
機
構

①
印
旛
沼
の
堤
防
巡
視

実
施
箇
所
：
印
旛
沼
堤
防
全
域

実
施
年
度
：
～
平
成

15
年
度
（
現
在
実
施
中
）

実
施
内
容
：
週

1回
の
頻
度
で
堤
防
の
維
持
行
為
の
中
で
堤
防
巡
視

を
実
施

②
印
旛
沼
の
堤
防
巡
視
（
地
域
住
民
と
の
協
定
）

実
施
箇
所
：
印
旛
沼
堤
防
全
域

実
施
年
度
：
平
成

12
～

15
年
度
（
現
在
実
施
中
）

3名
委
託

実
施
内
容
：
地
域
住
民
と
協
定
を
結
び
、
月

1回
の
頻
度
で
堤
防
巡

視
を
実
施
。

現
在
実
施
中
の
対
策
（
左
記
）
は
、
今
後
も
予
算
の
範
囲
内
で
継

続
し
て
い
く
。

ゴ
ミ
処
理
費
用
が
、
維
持
管
理
上
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
関
係

自
治
体
・
地
域
・
住
民
と
連
係
し
て
、
不
法
投
棄
の
監
視
活
動
の

強
化
と
防
止
に
関
す
る
啓
発
活
動
を
実
施
し
て
い
く
。

対
策
メ
ニ
ュ
ー

具
体
例

ル
）
河
川
清
掃
等

3
4
）
水
質
事
故
の
監
視
体
制
強
化

ソ
）
沼
清
掃
等

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

印
旛
沼
水
質
保
全
協
議
会

昭
和

48
年
度
～

印
旛
沼
水
質
保
全
協
議
会
に
お
い
て
、
水
質
モ
ニ
タ
ー
に
よ
り
、

沼
及
び
流
域
河
川
に
つ
い
て
、
監
視
を
行
っ
て
い
る
。
（
月

2回
の

監
視
報
告
を
は
が
き
に
よ
り
受
け
付
け
て
い
る
。
）
昭
和

48
年
～

毎
年
実
施
、
平
成

15
年
度
は
民
間
人

17
名
に
水
質
モ
ニ
タ
ー
を
委

嘱
　
事
業
費
：

34
万
円

今
後
に
お
い
て
、
水
質
モ
ニ
タ
ー
の
人
数
増
減
な
ど
の
見
直
し
の

可
能
性
が
あ
る
が
、
毎
年
、
実
施
の
予
定
と
し
て
い
る
。

船
橋
市

環
境
部
環
境
保
全
課

庁
内
関
係
課
及
び
船
橋
市
消
防
局
と
監
視
体
制
を
強
化
し
、
水
質

汚
濁
の
拡
大
を
防
止
し
て
い
る
。

今
後
も
継
続
す
る
。

佐
倉
市

経
済
環
境
部
生
活
環
境
課

水
質
の
異
常
が
確
認
さ
れ
た
場
合
は
、
関
係
機
関
と
協
力
し
て
発

生
源
調
査
、
被
害
の
拡
大
防
止
を
図
る
。

・
公
共
用
水
域
異
常
水
質
に
関
す
る
出
動
回
数
：
平
成

13
年
度

15
件
、
平
成

14
年
度

12
件

経
済
環
境
部
生
活
環
境
課

引
き
続
き
実
施
。

八
千
代
市

経
済
環
境
部
環
境
保
全
課

通
年

対
策
内
容
：
市
内
に
お
け
る
異
常
水
質
に
よ
る
被
害
を
防
止
す
る

と
と
も
に
異
常
水
質
の
未
然
防
止
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

「
八
千
代
市
異
常
水
質
対
策
要
領
」
（
平
成
8
年
5
月
1
日
施
行
）
を

定
め
、
体
制
の
強
化
を
図
っ
た
。

今
ま
で
の
体
制
を
継
続
し
て
い
く
。

鎌
ヶ
谷
市

環
境
保
全
課

①
千
葉
県
異
常
水
質
対
策
要
領
に
基
づ
き
、
関
係
機
関
と
の
連
絡

体
制
を
整
備
。
ま
た
、
庁
内
の
連
絡
体
制
の
整
備
を
実
施
。

②
平
成

13
年
度
、
他
流
域
に
お
い
て
不
法
投
棄
と
思
わ
れ
る
オ
イ

ル
漂
流
事
故
が
あ
り
、
滞
留
し
て
い
た
オ
イ
ル
を
土
木
サ
イ
ド
に

依
頼
を
し
、
バ
キ
ュ
ー
ム
で
撤
去
。

③
平
成

14
年
度
、
他
流
域
に
お
い
て
、
千
葉
県
東
葛
飾
支
庁
県
民

環
境
課
と
合
同
で
異
常
水
質
の
現
地
調
査
を
実
施
。
パ
ッ
ク
テ
ス

ト
に
よ
る
重
金
属
等
の
調
査
を
実
施
。
（
市
内
全
域
）

今
後
も
要
領
に
基
づ
き
監
視
体
制
を
実
施
し
て
い
く
予
定
。
（
市

内
全
域
）

今
後
も
要
領
に
基
づ
き
監
視
体
制
を
実
施
し
て
い
く
予
定
。

酒
々
井
町

生
活
環
境
課

印
旛
沼
水
質
保
全
協
議
会
水
質
モ
ニ
タ
ー
に
よ
る
監
視
を
実
施
し

て
い
る
。

今
後
も
継
続
し
て
実
施
す
る
。

千
葉
県

水
道
局
技
術
部
総
務
企
画

課
、
浄
水
課

水
質
事
故
の
監
視
体
制
強
化
実
施
箇
所
：
柏
井
浄
水
場
印
旛
取
水

場
、
印
旛
沼
及
び
流
入
河
川
取
水
場
に
お
い
て
は
、
職
員
の
巡
回

お
よ
び
原
水
水
質
自
動
監
視
装
置
に
よ
る
常
時
監
視
印
旛
沼
及
び

流
入
河
川
に
お
い
て
は
、
水
質
試
験
車
に
よ
る
定
期
的
監
視

水
道
局
技
術
部
総
務
企
画

課
、
浄
水
課

水
質
事
故
の
監
視
体
制
強
化
実
施
箇
所
：
柏
井
浄
水
場
印
旛
取
水

場
、
印
旛
沼
及
び
流
入
河
川
取
水
場
に
お
い
て
は
、
職
員
の
巡
回

お
よ
び
原
水
水
質
自
動
監
視
装
置
に
よ
る
常
時
監
視
印
旛
沼
及
び

流
入
河
川
に
お
い
て
は
、
水
質
試
験
車
に
よ
る
定
期
的
監
視

千
葉
県

水
質
保
全
課

昭
和

57
、
平
成

2年
度

①
千
葉
県
異
常
水
質
連
絡
措
置
要
領
の
策
定
（
昭
和

57
年

8月
1日

施
行
、
平
成

2年
4月

10
日
廃
止
）

②
千
葉
県
異
常
水
質
対
策
要
領
の
策
定
（
平
成

2年
4月

10
日
施

行
）
こ
の
要
領
は
、
県
内
の
公
共
用
水
域
（
海
域
を
除
く
）
に
お
い

て
、
異
常
水
質
が
発
生
し
、
又
は
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
に

お
け
る
連
絡
、
調
査
、
被
害
防
止
等
に
係
る
関
係
機
関
の
役
割
及

び
協
力
体
制
を
明
確
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
被
害
の
防
止
及
び
未

然
防
止
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
異
常
水
質
が
発
生
し
た
場

合
、
こ
の
要
領
に
基
づ
き
対
応
し
て
い
る
。

水
質
保
全
課

千
葉
県
異
常
水
質
対
策
要
領
の
見
直
し

千
葉
県
危
機
管
理
体
制
運
用
方
針
に
基
づ
き
要
領
の
一
部
改
正
。

（
（
仮
称
）
異
常
水
質
対
策
本
部
設
置
要
網
の
策
定
等
）

水
質
保
全
課

千
葉
県
異
常
水
質
対
策
要
領
の
見
直
し

必
要
に
応
じ
要
領
の
見
直
し
を
実
施
す
る
。

千
葉
県
異
常
水
質
対
策
要

領

水
資
源
機
構

平
成

14
年
度
～

印
旛
沼
自
動
水
質
観
測
装
置

設
置
箇
所
：
吉
高
水
位
局
舎
（
北
部
調
整
池
）
、
舟
戸
水
位
局
舎

（
西
部
調
整
池
）
の

2箇
所

設
置
年
月
：
平
成

15
年

3月
観
測
項
目
：
水
温
、
電
気
伝
導
率
、
揚
存
酸
素
、

pH
、
ク
ロ
ロ

フ
ィ
ル

a

印
旛
沼
自
動
水
質
観
測
装
置

設
置
箇
所
：
吉
高
水
位
局
舎
（
北
部
調
整
池
）
、
舟
戸
水
位
局
舎

（
西
部
調
整
池
）
の

2箇
所

観
測
項
目
：
水
温
、
電
気
伝
導
率
、
揚
存
酸
素
、

pH
、
ク
ロ
ロ

フ
ィ
ル

a

自
動
水
質
計
の
観
測
に
よ
り
、
水
質
の
経
時
的
変
化
を
把
握
す
る

こ
と
に
よ
り
、
今
後
の
水
管
理
の
検
討
資
料
と
す
る
と
と
も
に
、

関
係
機
関
に
対
し
て
水
質
浄
化
対
策
検
討
の
資
料
と
し
て
提
供
す

る
。

印
旛
沼
水
質
調
査
位
置

図
・
印
旛
沼
水
質
管
理
月

報
（
2
0
0
3
年
8
月
）
日
報

（
2
0
0
3
年
8
月
1
4
日
）

添
付
資
料

実
施
主
体
名

実
施
済
み

実
施
予
定
（
H
2
2
ま
で
実
施
）

今
後
検
討
（
H
2
2
以
降
も
含
む
）
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Ⅱ
　
水
質
改
善

対
策
メ
ニ
ュ
ー

具
体
例

ヲ
）
市
街
地
降
雨
流
出
負
荷
の
削
減

3
5
）
調
整
池
の
清
掃

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

千
葉
県

千
葉
土
木
事
務
所

①
実
施
個
所
：
桑
納
川

②
実
施
個
所
：
石
神
川

完
成
後
は
定
期
的
に
清
掃
予
定

対
策
メ
ニ
ュ
ー

具
体
例

ヲ
）
市
街
地
降
雨
流
出
負
荷
の
削
減

3
6
）
路
面
・
側
溝
等
の
清
掃

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

八
千
代
市

土
木
部
土
木
建
設
課

市
道
及
び
私
道
の
側
溝
の
清
掃
に
つ
い
て
は
、
地
元
自
治
会
の
協

力
を
い
た
だ
き
、
側
溝
清
掃
の
汚
泥
の
回
収
を
市
で
行
っ
て
い

る
。
自
発
的
活
動
で
あ
り
、
市
域
全
域
を
カ
バ
ー
す
る
も
の
で
は

な
い
た
め
、
統
計
は
と
っ
て
い
ま
せ
ん
。

今
後
も
同
様
な
お
願
い
を
自
治
会
に
行
っ
て
い
く
。

八
街
市

基
本
的
に
側
溝
等
の
清
掃
に
つ
い
て
は
、
住
民
側
（
自
治
会
な

ど
）
が
行
い
、
状
況
に
よ
っ
て
は
市
が
行
う
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

印
西
市

道
路
管
理
課

①
側
溝
清
掃
業
務
（
住
民
要
望
箇
所
を
中
心
に
実
施
）
平
成

11
～

14
年
度
、
約

1千
万
円
（

1か
年
当
た
り
）
、
平
成

14
年
度
：
市
内

全
域
実
施
延
長

L=
2,

36
0m
、
事
業
費

9,
57

1千
円

②
道
路
清
掃
業
務
（
市
内
幹
線
道
路
を
中
心
に
実
施
）
平
成

11
～

14
年
度
、
約

13
0万
円
（

1か
年
当
た
り
）
、

平
成

14
年
度
：
市
内
幹
線
路
線
実
施
延
長

L=
38

,1
00

m
、
事
業
費

1,
87

0千
円
、
発
生
土
処
分

V
=2

7m
3

委
託
業
務
を

15
年
度
以
降
も
継
続

平
成

15
年
度
以
降
に
つ
い
て
も
、
市
内
全
域
を
対
象
と
す
る
。
事

業
量
・
事
業
費
に
つ
い
て
も
前
年
度
と
同
程
度
を
予
定
。

委
託
業
務
を

15
年
度
以
降
も
継
続

白
井
市

環
境
建
設
部
建
設
課

平
成

14
年
度
：
側
溝
清
掃
委
託
、
市
内
全
域
実
施
延
長

L=
3,

26
0m
、
事
業
費

11
00
万
円

平
成

14
年
度
：

LU
側
溝
清
掃
委
託
、
市
内
全
域
実
施
延
長

L=
70

5m
、
事
業
費

18
9万
円

環
境
建
設
部
建
設
課

平
成

15
年
度
以
降
に
つ
い
て
も
、
市
内
全
域
を
対
象
に
側
溝
清

掃
・

LU
側
溝
清
掃
を
実
施
事
業
量
・
事
業
費
に
つ
い
て
は
前
年
度

と
同
等
を
予
定

富
里
市

都
市
建
設
部
建
設
課

市
道
側
溝
の
汚
泥
堆
積
場
所
清
掃
：
富
里
市
内
全
域
、
約

50
箇

所
、

L=
2,

33
0m
、
毎
年
度
実
施
、
事
業
費
：

8,
20

0千
円

実
施
箇
所
：
高
崎
川
流
域
及
び
流
域
外

69
9m

2
都
市
建
設
部
建
設
課

市
道
側
溝
の
汚
泥
堆
積
場
所
清
掃

富
里
市
内
全
域
、
約

50
箇
所
、

L=
約

2,
00

0m
、
毎
年
度
実
施
、
事

業
費
：
約

7,
70

0千
円
を
予
定

実
施
箇
所
：
高
崎
川
流
域
及
び
流
域
外

60
0m

2

酒
々
井
町

建
設
課

毎
年
度

①
実
施
箇
所
：
酒
々
井
町
町
内
全
域
、
実
施
年
度
：
毎
年
、
町
道

路
面
排
水
施
設
の
機
能
維
持
の
た
め
、
約

15
箇
所
、

L=
1,

00
0m
、

事
業
費
：

15
0万
円
（
全
額
　
町
負
担
）

②
実
施
箇
所
：
酒
々
井
町
上
岩
橋
地
先
、
実
施
年
度
：
平
成

15
年

度
、

L=
22

0m
、
路
面
排
水
機
能
が
著
し
く
低
下
し
て
い
る
箇
所
を

重
点
的
に
行
う
、
事
業
費
：

30
万
円

建
設
課

毎
年

平
成

15
年
度
以
降
に
つ
い
て
も
、
前
年
度
と
同
等
の
事
業
量
・
事

業
費
で
行
っ
て
い
く
。

実
施
箇
所
：
酒
々
井
町
、
町
内
全
域
、
約

15
箇
所
、

L=
1,

00
0m
程

度
、
事
業
費
：
毎
年

15
0万
円
程
度
（
全
額
　
町
負
担
）

引
き
続
き
、
排
水
機
能
の
低
下
、
ま
た
は
失
っ
た
箇
所
に
お
い

て
、
迅
速
な
対
応
を
行
い
、
機
能
回
復
を
図
る
よ
う
努
め
る
。

千
葉
県

千
葉
土
木
事
務
所

①
路
面
清
掃
：
各
年
度
に
事
業
費

10
0万
円
程
度
を
実
施

（
流
域
内
）

②
側
溝
清
掃
：
各
年
度
に
事
業
費

30
0万
円
程
度
を
実
施

（
流
域
内
）

千
葉
県

印
旛
土
木
事
務
所

維
持
課

県
道
の
側
溝
清
掃

実
施
箇
所
：
印
旛
沼
流
域

年
間
事
業
費
：
約

20
,0

00
千
円

継
続
し
て
実
施

対
策
メ
ニ
ュ
ー

具
体
例

ワ
）
農
業
系
負
荷
の
削
減

3
7
）
施
肥
量
・
農
薬
削
減
、
施
肥
法
改
善
等

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

印
旛
沼
広
域
環
境
研
究
会

①
印
旛
沼
流
域
の
水
田
、
約

70
00

ha
を
管
理
し
て
い
る
印
旛
沼
土

地
改
良
区
と
連
携
し
て
エ
コ
農
業
の
普
及
と
ス
パ
ー
水
田
の
現
実

を
目
指
す
。

添
付
資
料

添
付
資
料

添
付
資
料

実
施
済
み

実
施
主
体
名

実
施
済
み

実
施
主
体
名

実
施
予
定
（
H
2
2
ま
で
実
施
）

今
後
検
討
（
H
2
2
以
降
も
含
む
）

実
施
予
定
（
H
2
2
ま
で
実
施
）

今
後
検
討
（
H
2
2
以
降
も
含
む
）

実
施
済
み

実
施
予
定
（
H
2
2
ま
で
実
施
）

今
後
検
討
（
H
2
2
以
降
も
含
む
）

実
施
主
体
名
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Ⅱ
　
水
質
改
善

印
旛
沼
土
地
改
良
区

①
現
行
施
肥
（
種
類
・
投
入
量
・
施
肥
方
法
）
に
関
す
る
地
区
内

ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
（
回
答

69
人
）
※
解
析
中

②
「
国
営
流
域
水
質
保
全
機
能
増
進
事
業
」
全
体
実
施
設
計
に
よ

る
水
田
群
を
流
下
す
る
水
の
水
質
調
査
（

H
15
：

23
ヶ
所
）

③
無
効
放
流
削
減
に
よ
る
肥
料
分
流
出
防
止
に
む
け
た
田
面
水
位

管
理
設
備
（
自
動
給
水
栓
）
や
　
管
排
水
路
末
端
制
御
機
能
を

持
っ
た
基
盤
の
整
備
の
推
進
（

S5
7年
～

H
14
年
：
約

38
0h

a）
④
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
ｰ
防
除
作
業

(農
薬
散
布

)後
の
排
水
機
に
よ
る
印

旛
沼
へ
の
排
水
抑
制
｡
気
象
条
件
､
都
市
側
か
ら
の
出
水
対
策
な
ど

管
理
上
難
し
い
側
面
も
あ
る
が
､
千
葉
県
と
の
連
携
を
図
り
つ
つ
試

み
る
｡
た
だ
し
､
流
入
河
川
を
通
じ
沼
へ
排
出
さ
れ
る
量
を
考
え
た

場
合
､
流
域
全
体
で
議
論
す
べ
き
問
題
で
あ
る
と
思
う
｡

①
「
国
営
流
域
水
質
保
全
機
能
増
進
事
業
」
全
体
実
施
設
計
に
よ

る
調
査
結
果
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
地
域
の
環
境
保
全
型
農
業
推
進

の
た
め
の
指
針
作
成
を
関
係
市
町
村
と
行
う
（
営
農
部
会
）
、
及

び
そ
の
推
進
に
向
け
た
活
動
を
行
う
（
地
域
用
水
対
策
協
議
会
設

置
予
定
）

②
無
効
放
流
削
減
に
よ
る
肥
料
分
流
出
防
止
に
む
け
た
田
面
水
位

管
理
設
備
（
自
動
給
水
栓
）
や
管
排
水
路
末
端
制
御
機
能
を
持
っ

た
基
盤
の
整
備
を
継
続
し
て
推
進

③
農
業
の
多
面
的
機
能
を
発
揮
し
た
新
た
な
土
地
改
良
区
の
取
り

組
み
を
、
改
良
区
の
運
営
方
針
と
し
て
定
め
る
。

④
環
境
に
配
慮
し
た
合
理
的
施
設
設
置
に
よ
る
管
理
費
の
削
減
を

目
指
し
た
既
存
施
設
の
有
効
利
用
を
考
慮
し
、
地
域
の
理
解
に
基

づ
く
再
編
事
業
の
計
画

⑤
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
の
実
施
と
そ
の
効
果
測
定
及
び
啓
蒙
活

動
（
施
肥
量
の
低
減
、
施
肥
方
法
の
変
更
、
乾
田
直
播
な
ど
）

⑥
飼
料
用
稲
の
栽
培
と
畜
産
に
よ
る
堆
肥
の
水
田
へ
の
投
入

水
質
調
査
地
点
図

(
H
1
5
)
、
自
動
給
水
栓
の

写
真
と
仕
組
み
の
解
説

千
葉
市

営
農
指
導
課

平
成

7年
度
～

環
境
保
全
型
農
業
推
進
事
業
（
土
づ
く
り
を
基
本
と
し
た
、
農

薬
・
化
学
肥
料
の
削
減
に
よ
る
環
境
負
荷
の
軽
減
）
・
推
進
員
会

議
・
実
践
展
示
圃
・
線
虫
対
抗
植
物
・
地
力
増
進
作
物
の
導
入
、

約
55

ha

営
農
指
導
課

①
環
境
保
全
型
農
業
推
進
事
業
（
土
づ
く
り
を
基
本
と
し
た
、
農

薬
・
化
学
肥
料
の
削
減
に
よ
る
環
境
負
荷
の
軽
減
）
・
推
進
員
会

議
・
実
践
展
示
圃
・
線
虫
対
抗
植
物
・
地
力
増
進
作
物
の
導
入
、

約
55

ha
②
地
力
増
強
用
機
械
施
設
（
平
成

15
年
度
下
大
和
田
町
）

成
田
市

経
済
部
農
政
課

成
田
市
堆
肥
セ
ン
タ
ー
実
験
プ
ラ
ン
ト
建
設
事
業
（
堆
肥
土
づ
く

り
実
践
館
）
、
事
業
主
体
：
（
財
）
成
田
市
農
業
セ
ン
タ
ー
、
設

置
場
所
：
成
田
市
駒
井
野
（
印
旛
沼
流
域
内
）
、
敷
地
面
積
：

6,
01

0.
1m

2、
建
築
面
積
：

64
5.

23
m

2、
工
期
：
平
成

13
年
度
、
事

業
費
：

11
3,

90
0千
円
、
稼
動
開
始
：
平
成

14
年

5月
、
堆
肥
生
産

見
込
量
：
約

12
0t

/年
、
処
理
能
力
：

1次
発
酵
槽

3槽
及
び
予
備

槽
、

2次
発
酵
槽
、
目
的
：
農
業
の
持
つ
物
資
循
環
機
能
を
生
か
し

土
づ
く
り
を
基
本
と
し
た
減
農
薬
，
減
化
学
肥
料
に
よ
る
環
境
負

荷
に
配
慮
し
た
環
境
保
全
型
農
業
を
推
進
す
る
。

堆
肥
土
づ
く
り
実
践
館
（
実
験
プ
ラ
ン
ト
）
で
醸
成
し
た
堆
肥

は
，
管
理
委
託
先
で
も
あ
る
空
港
西
部
堆
肥
利
用
組
合
の
農
家
に

分
配
し
，
実
際
に
作
物
の
試
験
栽
培
を
行
い
生
産
等
の
デ
ー
タ
を

分
析
・
検
討
す
る
。
専
門
機
関
に
よ
る
デ
ー
タ
分
析
（
年

4回
予

定
）

①
堆
肥
土
づ
く
り
実
践
館
（
実
験
プ
ラ
ン
ト
）
で
得
ら
れ
た
デ
ー

タ
を
も
と
に
、
良
質
堆
肥
の
安
定
的
供
給
が
可
能
と
な
る
堆
肥
セ

ン
タ
ー
の
整
備
・
普
及
の
促
進
を
研
究
・
検
討
し
て
い
き
た
い
。

②
原
料
に
も
み
殻
、
学
校
給
食
・

JA
加
工
セ
ン
タ
ー
の
未
利
用
野

菜
等
に
加
え
、
一
般
家
庭
か
ら
出
る
食
品
残
渣
も
利
用
し
た
堆
肥

土
づ
く
り
に
つ
い
て
、
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

③
今
後
は
、
市
・

JA
や
各
機
関
の
広
報
誌
等
に
よ
り
、
農
薬
や
化

学
肥
料
の
使
用
に
つ
い
て
、
そ
の
使
用
量
、
使
用
時
期
、
使
用
方

法
を
適
切
に
行
う
よ
う
に
、

PR
を
し
、
働
き
か
け
て
い
け
る
よ
う

検
討
し
た
い
。

佐
倉
市

経
済
環
境
部
農
政
課

平
成

8年
度
～

土
づ
く
り
と
化
学
肥
料
・
農
薬
の
使
用
低
減
等
に
よ
る
持
続
性
の

高
い
農
業
生
産
方
式
の
導
入
・
浸
透
を
図
り
、
環
境
と
調
和
の
と

れ
た
持
続
的
な
農
業
生
産
・
営
農
環
境
の
確
保
を
図
る
た
め
、
環

境
対
策
事
業
（
持
続
型
農
業
技
術
普
及
推
進
事
業
）
と
し
て
、
環

境
に
や
さ
し
い
農
業
推
進
対
策
補
助
金
を
い
ん
ば
農
業
協
同
組
合

に
交
付
し
、
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
を
展
開
す
る
。

引
き
続
き
実
施

八
千
代
市

経
済
環
境
部
農
政
課

平
成

13
～

15
年
度

減
農
薬
農
法
実
証
検
査
（
八
千
代
市
村
上
地
先
）
、
調
査
用
消
耗

品
：

47
3,

76
0円

/年
、
（
梨
の
害
虫
を
交
信
攪
乱
に
よ
り
防
除
す

る
性
フ
ェ
ロ
モ
ン
剤
、
コ
ン
フ
ェ
ー
ザ
ー

P等
消
耗
品
費
）
、
設

置
区
：

3.
5h

aと
慣
行
防
除
区
と
の
比
較
調
査

平
成

16
年
度

環
境
に
や
さ
し
い
農
業
推
進
対
策
事
業
（
県
単
）
、
梨
の
性
フ
ェ

ロ
モ
ン
剤
（
コ
ン
フ
ェ
ー
ザ
ー

N
）

60
ha
、
事
業
費
：

6,
00

0,
00

0
円
（
県
：

1,
39

8,
00

0円
、
市
：

1,
20

0,
00

0円
）

近
年
、
化
学
肥
料
の
過
剰
な
施
用
、
農
薬
の
不
適
切
な
使
用
等
が

環
境
へ
悪
影
響
を
及
ぼ
す
場
面
を
生
じ
て
き
て
い
る
。
農
業
の
分

野
で
も
環
境
へ
の
負
荷
を
極
力
小
さ
く
し
て
い
く
こ
と
が
早
急
に

求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
環
境
保
全
型
農
業
に
よ
る
循
環
型

社
会
を
推
進
す
る
た
め
の
指
針
の
策
定
を
検
討
し
て
い
る
。

鎌
ヶ
谷
市

市
民
部
農
業
振
興
課

農
薬
講
習
会
を
開
催
し
、
適
正
使
用
に
つ
い
て
学
習
会
を
開
催

（
市
内

21
4戸

 梨
生
産
農
家
）
。
ま
た
、
市
内
地
域
農
家
懇
談
会

の
開
催
時
に
説
明
を
実
施
。
（
市
内
全
域
）

市
民
部
農
業
振
興
課

①
安
全
な
土
づ
く
り
の
推
進
（
土
壌
診
断
等
）

②
減
農
薬
、
減
化
学
肥
料
対
策
の
推
進

③
有
機
質
肥
料
の
増
設
（
市
内
全
域
）

①
有
機
質
肥
料
の
増
設
や
施
肥
体
系
の
確
立

②
農
薬
の
安
全
管
理
の
指
導

四
街
道
市

平
成

14
年
度
～

家
畜
排
泄
物
法
施
行
規
則
第

1条
第

1項
第

2号
ホ
の
規
程
に
よ
り
平

成
14
年

11
月

1日
か
ら
家
畜
排
泄
物
の
年
間
発
生
量
、
処
理
の
方

法
及
び
処
理
の
方
法
別
の
数
量
に
つ
い
て
記
録
す
る
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
た
の
で
、
養
鶏
農
家
・
畜
産
農
家
へ
配
布
し
、
不
適
切

な
管
理
に
な
ら
な
い
為
に
徹
底
し
て
い
る
。

実
施
予
定
な
し

八
街
市

経
済
環
境
部
農
政
課

平
成

15
年
度
～

農
産
物
の
輪
作
体
系
を
考
慮
し
た
、
適
切
な
緑
肥
作
物
の
種
を
農

家
に
作
付
し
て
も
ら
い
、
農
地
へ
の
有
機
物
の
投
入
の
み
な
ら

ず
、
土
壌
内
の
線
虫
対
策
や
雨
水
に
よ
る
土
砂
の
流
出
防
止
と

い
っ
た
緑
肥
作
物
の
も
つ
効
果
を
利
用
し
、
環
境
に
優
し
い
農
業

の
実
践
、
ま
た
農
作
物
の
持
続
的
な
安
定
生
産
の
基
盤
で
あ
る

「
土
づ
く
り
」
に
取
り
組
む
。

印
西
市

産
業
振
興
課

平
成

7～
11
年
度

草
深
地
区
の
野
菜
農
家
か
ら
構
成
さ
れ
る
「
草
深
地
区
環
境
に
や

さ
し
い
農
業
推
進
対
策
協
議
会
」
に
対
し
て
、
農
薬
・
化
学
肥
料

の
節
減
に
つ
い
て
の
啓
発
及
び
関
連
技
術
の
普
及
を
図
る
た
め
の

助
成
を
お
こ
な
っ
た
。
休
耕
農
地
を
活
用
し
た
輪
作
、
線
虫
対
抗

植
物
の
利
用
、
フ
ェ
ロ
モ
ン
剤
の
利
用
、
天
敵
生
物
に
よ
る
防
除

な
ど
の
栽
培
試
験

未
定

未
定
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Ⅱ
　
水
質
改
善

白
井
市

市
民
経
済
部
農
政
課

平
成

13
年
度
～

①
メ
ス
の
フ
ェ
ロ
モ
ン
剤
を
利
用
し
て
、
害
虫
の
交
配
を
防
止

し
、
害
虫
を
減
少
さ
せ
て
、
梨
の
消
毒
回
数
を
減
ら
し
、
梨
産
地

の
環
境
保
全
型
農
業
の
推
進
を
図
る
。

②
減
農
薬
栽
培
講
習
会
（
な
し
農
家
）
年

1回
、

12
0人

市
民
経
済
部
農
政
課

平
成

15
年
度

①
環
境
に
優
し
い
農
業
推
進
対
策
事
業
（
市
単
）
、
梨
の
性
フ
ェ

ロ
モ
ン
剤
（
コ
ン
フ
ェ
ー
ザ
ー

N
）

50
ha
、
事
業
費
：

5,
50

0,
00

0
円
（
市
補
助
：

1,
10

0,
00

0円
 2

0%
）

②
減
農
薬
栽
培
講
習
会
（
な
し
農
家
）
・
年

1回
・

12
0人

市
民
経
済
部
農
政
課

減
農
薬
栽
培
講
習
会
（
な
し
農
家
）
・
年

1回
・

12
0人

富
里
市

経
済
環
境
部
産
業
経
済
課

①
H

14
年
度
に
ち
ば
エ
コ
農
業
産
地
指
定
（
に
ん
じ
ん
認
証
・
秋

冬
3,

70
8h

a、
春

79
5h

a）
を
受
け
、
農
薬
・
化
学
肥
料
の
使
用
を

2
分
の

1以
上
低
減
。

②
施
肥
計
画
適
正
化
の
た
め
、
土
壌
診
断
を
市
内

30
8箇
所
（

H
13

年
度
）
で
実
施
。

③
農
薬
・
施
肥
等
、
適
正
使
用
の
認
識
を
高
め
る
た
め
、
栽
培
管

理
日
誌
を
全
農
家
に
配
布
。

ち
ば
エ
コ
農
業
制
度
推
進
に
よ
り
、
農
薬
・
化
学
肥
料
の
使
用
の

低
減

酒
々
井
町

農
薬
・
化
学
肥
料
等
の
使
用
量
の
低
減
化
や
家
畜
ふ
ん
尿
、
廃
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
等
の
廃
棄
に
よ
る
環
境
汚
染
を
防
止
し
、
消
費
者
に

安
全
な
農
産
物
を
供
給
で
き
る
産
地
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
。

今
後
も
継
続
す
る
。

農
政
課

環
境
保
全
型
農
業
の
推
進
指
針
を
平
成

15
年
度
年
度
に
策
定
し
、

農
業
者
に
化
学
肥
料
・
農
薬
等
の
使
用
量
の
削
減
を
推
進
す
る
。

印
旛
村

経
済
環
境
課

低
農
薬
農
業
の
促
進
を
図
る
。

農
薬
化
学
肥
料
の
減
量
化
の
促
進
に
つ
い
て
啓
発
及
び
農
業
用
廃

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
等
の
回
収
に
よ
る
環
境
汚
染
の
防
止

本
埜
村

産
業
課

農
薬
や
化
学
肥
料
の
減
量
化
、
有
機
農
薬
栽
培
な
ど
を
促
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
農
業
用
使
用
済
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
一
括
回
収
を
行

う
な
ど
、
毎
年
、
産
業
廃
棄
物
の
適
正
処
理
に
努
め
て
い
る
。

今
後
も
継
続
。

栄
町

化
学
肥
料
や
農
薬
使
用
の
合
理
化
指
導
を
実
施
し
な
が
ら
、
減
農

薬
、
有
機
栽
培
を
奨
励
し
て
い
く
。

今
後
も
継
続
し
て
実
施
し
て
い
く
。

千
葉
県

農
林
水
産
部
農
業
改
良
課

平
成

5～
15
年
度

農
業
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
「
環
境
保
全
型
農
業
」
の

技
術
開
発
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
平
成

5～
9年
度
ま
で
の
第
Ⅰ
期

に
お
い
て
は
、
慣
行
栽
培
に
比
べ
化
学
合
成
農
薬
と
化
学
肥
料
を

30
%
削
減
す
る
技
術
を
、

10
～

14
年
度
ま
で
の
第
Ⅱ
期
に
お
い
て

は
、

30
～

50
%
削
減
す
る
技
術
を
開
発
し
、
こ
れ
ま
で
に

39
の
成

果
を
ま
と
め
た
。
主
な
成
果
と
し
て
は
、

①
ニ
ン
ジ
ン
や
キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
の
野
菜
の
植
付
け
部
分
に
施
肥

し
、
化
学
肥
料
を
減
ら
す
方
法

②
水
稲
の
生
育
状
況
に
合
わ
せ
、
徐
々
に
効
い
て
い
く
肥
料
を
用

い
る
こ
と
に
よ
り
、
施
肥
料
を
減
ら
す
方
法

③
代
か
き
後
の
一
定
期
間
水
田
か
ら
水
を
出
さ
な
い
こ
と
に
よ

り
、
肥
料
や
除
草
剤
の
流
出
を
大
幅
に
減
ら
す
方
法
　
な
ど
が
あ

る
。
こ
れ
ら
の
技
術
を
普
及
さ
せ
る
た
め
、
平
成

15
年

1月
に
「
環
境
に

や
さ
し
い
農
業
技
術
研
修
会
」
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
、
普
及
員
、

JA
営
農
指
導
員
等
約

40
0名
の
参
加
者
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
平
成

15
年

6月
に
は
指
導
者
向
け
の
技
術
資
料
を

10
00
部
作
成
し
、
普

及
セ
ン
タ
ー
等
指
導
機
関
へ
配
布
し
た
。

農
林
水
産
部
農
業
改
良
課

平
成

15
年
度
～

平
成

15
年
度
か
ら
は
、
「
環
境
保
全
型
農
業
」
研
究
の
第
Ⅲ
期
と

し
て
、
「
ち
ば
エ
コ
農
業
」
の
支
援
技
術
の
開
発
を
主
た
る
目
標

に
、
農
薬
と
化
学
肥
料
を
慣
行
栽
培
の

50
%
以
上
削
減
し
つ
つ
、

収
量
や
品
質
の
維
持
が
図
ら
れ
る
持
続
的
な
安
定
生
産
技
術
の
研

究
開
発
に
着
手
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
、
開
発
さ
れ
た
技

術
・
成
果
に
つ
い
て
は
速
や
か
に
公
表
し
、
生
産
現
場
へ
の
定
着

普
及
に
努
め
て
い
く
。

千
葉
県

農
林
水
産
部
園
芸
農
産
課

環
境
に
や
さ
し
い
農
業
推
進
対
策
事
業
：
土
づ
く
り
、
減
化
学
肥

料
・
減
農
薬
に
取
り
組
む
た
め
に
必
要
な
施
設
・
機
械
・
資
材
等

の
導
入
に
必
要
な
経
費
を
助
成
し
た
。

平
成

6年
度
か
ら
実
施
。

①
平
成

12
年
度

11
市
町
（

14
地
区
）
で
実
施
、
被
覆
資
材
、
堆
肥

盤
等
導
入
。

②
平
成

13
年
度

8市
町
（

11
地
区
）
で
実
施
：
熱
水
土
壌
消
毒

機
、
天
敵
農
薬
等
導
入
。

③
平
成

14
年
度
：

4市
町
（

5地
区
）
で
実
施
：
堆
肥
散
布
機
、
性

フ
ェ
ロ
モ
ン
剤
等
導
入

農
林
水
産
部
園
芸
農
産
課

①
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
推
進
対
策
事
業
：
土
づ
く
り
・
減
化
学

肥
料
・
減
農
薬
に
取
り
組
む
た
め
に
必
要
な
資
材
の
導
入
に
必
要

な
経
費
を
助
成
す
る
。
平
成

6年
度
か
ら
継
続
実
施
。
平
成

15
年
度

5市
町
（

5地
区
）
で
実
施
：
性
フ
ェ
ロ
モ
ン
剤
導
入

②
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
支
援
対
策
事
業
：
土
壌
診
断
等
に
基
づ

き
、
有
機
質
資
源
等
を
活
用
し
、
適
正
な
施
肥
に
よ
る
生
産
性
の

向
上
と
過
剰
施
肥
の
防
止
を
図
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
環
境
へ
の
負

荷
を
低
減
す
る
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
を
支
援
・
推
進
す
る
。
平

成
15
年
度
か
ら
実
施
。
平
成

15
年
度
：
土
壌
診
断
点
数

30
00
点

③
主
要
農
作
物
施
肥
基
準
の
改
訂
：
主
要
農
作
物
等
施
肥
基
準
を

設
定
（
平
成

15
年
度
改
訂
予
定
）
し
、
施
肥
適
正
化
対
策
の
推
進

に
資
す
る
。

④
持
続
性
の
高
い
農
業
生
産
方
式
導
入
計
画
の
認
定
：
土
づ
く
り

技
術
、
減
化
学
肥
料
栽
培
技
術
、
減
化
学
農
薬
栽
培
技
術
の

3技
術

を
導
入
す
る
農
家
の
栽
培
計
画
を
知
事
が
認
定
し
、
環
境
保
全
型

農
業
の
推
進
を
図
る
。
（
認
定
さ
れ
た
農
業
者
を
エ
コ
フ
ァ
ー

マ
ー
と
い
う
。
）
平
成

12
年
度
か
ら
実
施
　
平
成

15
年
度
（

9月
現
在
）

32
8名
（
県
全
域
）
（
平
成

12
年
度

27
名
、
平
成

14
年
度

13
7名
、
平
成

15
年
度

16
4名
）

農
林
水
産
部
園
芸
農
産
課

河
川
・
湖
沼
等
の
富
栄
養
化
や
地
下
水
の
硝
酸
性
窒
素
等
に
よ
る

水
質
汚
濁
が
農
業
に
お
け
る
施
肥
と
疑
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

対
応
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

資-2-38



Ⅱ
　
水
質
改
善

対
策
メ
ニ
ュ
ー

具
体
例

ワ
）
農
業
系
負
荷
の
削
減

3
8
）
湧
水
の
稲
作
用
水
へ
の
利
用
の
促
進

3
9
）
循
環
か
ん
が
い
施
設
の
整
備

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

印
旛
沼
土
地
改
良
区

①
極
端
な
干
ば
つ
以
外
は
、
印
旛
沼
か
ら
取
水
せ
ず
低
地
排
水
路

の
水
を
反
復
利
用
し
て
い
る
。
（
飯
野
第

2機
場
、
岩
戸
機
場
、
師

戸
機
場
、
平
賀
機
場
な
ど
）

②
水
田
群
（
水
田
の
稲
や
水
路
の
植
生
）
の
持
つ
浄
化
機
能
と
農

業
用
水
の
反
復
利
用
に
よ
り
、
こ
の
機
能
を
高
め
る
べ
く
計
画
さ

れ
て
い
る
「
国
営
流
域
水
質
保
全
機
能
増
進
事
業
」
全
体
実
施
設

計
の
中
で
、
こ
の
機
能
の
定
量
的
把
握
の
た
め
水
質
調
査

③
管
排
水
や
暗
渠
排
水
の
集
水
渠
に
は
、
竪
暗
渠
の
排
水
が
接
続

さ
れ
て
い
る
の
で
、
水
栓
の
閉
鎖
（
か
ん
が
い
期
は
通
常
閉
鎖
さ

れ
て
い
る
。
）
に
よ
り
、
水
田
で
利
用
さ
れ
て
い
る
。

管
排
水
や
暗
渠
排
水
の
集
水
渠
に
は
、
竪
暗
渠
の
排
水
が
接
続
さ

れ
て
い
る
の
で
、
水
栓
の
閉
鎖
（
か
ん
が
い
期
は
通
常
閉
鎖
さ
れ

て
い
る
。
）
に
よ
り
、
水
田
で
利
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
継
続
及

び
基
盤
整
備
の
推
進

国
営
流
域
水
質
保
全
機
能

一
般
図
、
低
地
排
水
路
位

置
図
と
断
面
図

農
林
水
産
省

関
東
農
政
局

平
成

15
年
度
～

（
予
定
）

対
策
内
容
：
国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
（
国
営
流
域
水
質
保
全
機

能
増
進
事
業
）

①
国
営
印
旛
沼
干
拓
建
設
事
業
（
S
2
1
～
4
3
年
）
に
よ
り
印
旛
沼

流
域
の
水
田
地
帯
に
整
備
さ
れ
た
機
場
、
用
排
水
路
等
の
農
業
用

用
排
水
施
設
の
改
修
・
再
編
を
行
う
。

②
機
場
取
水
口
の
構
造
変
更
や
用
排
水
路
等
の
整
備
に
よ
り
か
ん

が
い
用
水
の
反
復
利
用
を
強
化
し
、
代
か
き
期
等
に
お
け
る
印
旛

沼
へ
の
排
出
負
荷
を
抑
制
す
る
。

受
益
面
積
：
約
5
,
0
0
0
h
a
、
工
事
計
画
：
用
排
水
機
場
、
用
水

路
、
排
水
路
等
の
改
修
　
そ
の
他
：
か
ん
が
い
用
水
の
反
復
利
用

強
化
に
よ
っ
て
抑
制
さ
れ
る
排
出
負
荷
量
等
を
把
握
す
る
た
め
、

平
成
1
4
年
度
よ
り
水
質
調
査
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
排
水
路
の
改
修
に
際
し
て
は
、
植
生
法
枠
ブ
ロ
ッ
ク
を
採

用
す
る
な
ど
、
地
域
の
生
態
系
や
景
観
に
配
慮
す
る
。

水
質
調
査
の
概
要
、
国
営

流
域
水
質
保
全
機
能
増
進

事
業
印
旛
沼
二
期
地
区
計

画
平
面
図

対
策
メ
ニ
ュ
ー

具
体
例

ワ
）
農
業
系
負
荷
の
削
減

4
0
）
農
業
排
水
路
の
管
理
・
整
備

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

印
旛
沼
土
地
改
良
区

①
無
効
放
流
削
減
に
よ
る
肥
料
分
流
出
防
止
に
む
け
た
田
面
水
位

管
理
設
備
（
自
動
給
水
栓
）
や
管
排
水
路
末
端
制
御
機
能
を
持
っ

た
基
盤
の
整
備
の
推
進

②
湧
水
の
多
く
、
水
草
の
自
生
が
見
ら
れ
る
低
地
排
水
路
の
一
部

を
N

PO
い
ん
ば
と
共
同
管
理
す
る
「
水
草
園
」
を
設
置
し
、
希
少

化
し
た
水
草
の
栽
培

③
背
後
地
か
ら
の
排
水
（
雨
水
・
生
活
）
を
受
け
る
水
田
内
小
排

水
路
の
掘
削
（
掘
削
土
は
基
本
的
に
水
田
に
入
れ
る
）
に
よ
る
植

生
等
自
然
浄
化
機
能
の
維
持
（

30
,0

00
m
程
度

/年
）

④
低
地
排
水
路
底
泥
の
浚
渫

①
無
効
放
流
削
減
に
よ
る
肥
料
分
流
出
防
止
に
む
け
た
田
面
水
位

管
理
設
備
（
自
動
給
水
栓
）
や
管
排
水
路
末
端
制
御
機
能
を
持
っ

た
基
盤
の
整
備
を
継
続
し
て
推
進
す
る
。

②
湧
水
の
多
く
、
水
草
の
自
生
が
見
ら
れ
る
低
地
排
水
路
の
一
部

を
N

PO
い
ん
ば
と
共
同
管
理
す
る
「
水
草
園
」
を
設
置
し
、
希
少

化
し
た
水
草
の
栽
培
を
継
続

③
低
地
排
水
路
底
泥
の
浚
渫
の
継
続

自
動
給
水
栓
、
パ
ワ
ー

シ
ョ
ベ
ル
に
よ
る
水
路
掘

削
状
況
写
真
、
水
草
園
全

景
、
移
植
風
景
写
真

船
橋
市

経
済
部
農
水
産
課

平
成

14
年
度

実
施
箇
所
：
船
橋
市
鈴
身
町
地
区
（
印
旛
沼
流
域
）
、

L=
50

0m
、

農
業
用
排
水
路
（
土
水
路
）
の
整
備
事
業
費
：

21
0万
円
（
市
負
担

額
30
％
）
※
事
業
の
主
体
は
、
地
元
土
地
改
良
団
体

平
成

16
年
度
～

実
施
箇
所
：
船
橋
市
鈴
身
町
地
区
（
印
旛
沼
流
域
）
、

L=
50

0m
、

農
業
用
排
水
路
（
土
水
路
）
の
整
備
事
業
費
：
未
定
（
市
負
担
額

30
%
）
※
事
業
の
主
体
は
、
地
元
土
地
改
良
団
体

今
後
も
、
印
旛
沼
流
域
内
の
農
業
用
排
水
路
の
再
整
備
促
進
を
図

る

八
千
代
市

経
済
環
境
部
農
政
課

平
成

10
～

12
年
度

土
地
改
良
区
受
益
地
内
の
排
水
路
浚
渫
の
実
施
に
対
し
、
一
部
助

成
を
行
っ
た
。
対
象
団
体
：
印
旛
沼
土
地
改
良
区
外

1団
体
、
実
施

内
容
：
浚
渫
延
長

2,
66

0m

農
業
系
負
荷
の
削
減
の
た
め
、
土
地
改
良
区
が
管
理
し
て
い
る
排

水
路
（
現
況
は
土
水
路
）
の
維
持
管
理
に
お
け
る
浚
渫
事
業
な
ど

に
対
し
、
助
成
を
引
き
続
き
行
っ
て
い
く
。

農
業
系
負
荷
の
削
減
の
た
め
、
土
地
改
良
区
が
管
理
し
て
い
る
排

水
路
（
現
況
は
土
水
路
）
の
維
持
管
理
に
お
け
る
浚
渫
事
業
な
ど

に
対
し
、
助
成
を
引
き
続
き
行
っ
て
い
く
。

印
西
市

産
業
振
興
課

農
業
用
排
水
路
の
管
理
・
整
備
は
、
土
地
改
良
区
で
お
こ
な
っ
て

い
る
た
だ
し
、
農
業
用
以
外
の
水
が
排
水
路
に
流
入
し
て
い
る
た

め
、
排
水
路
の
改
修
工
事
等
、
整
備
を
お
こ
な
う
場
合
に
は
補
助

金
を
出
し
て
い
る
。

未
定

未
定

印
旛
村

産
業
課

平
成

12
～

14
年
度
農
業
総
合
整
備
事
業
、
農
業
排
水
路
整
備
事
業
　

21
54

m
　
事
業

費
：

12
8,

55
1,

00
0円

農
業
用
排
水
路
整
備
：

L=
21

,5
25

m
事
業
費
：

23
5,

70
0千
円

添
付
資
料

添
付
資
料

実
施
主
体
名

実
施
済
み

実
施
主
体
名

実
施
済
み

実
施
予
定
（
H
2
2
ま
で
実
施
）

今
後
検
討
（
H
2
2
以
降
も
含
む
）

実
施
予
定
（
H
2
2
ま
で
実
施
）

今
後
検
討
（
H
2
2
以
降
も
含
む
）
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Ⅱ
　
水
質
改
善

農
林
水
産
省

関
東
農
政
局

平
成

17
年
度
～

（
予
定
）

対
策
内
容
：
国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
（
国
営
流
域
水
質
保
全
機

能
増
進
事
業
）

①
国
営
印
旛
沼
干
拓
建
設
事
業
（
S
2
1
～
4
3
年
）
に
よ
り
印
旛
沼

流
域
の
水
田
地
帯
に
整
備
さ
れ
た
機
場
、
用
排
水
路
等
の
農
業
用

用
排
水
施
設
の
改
修
・
再
編
を
行
う
。

②
機
場
取
水
口
の
構
造
変
更
や
用
排
水
路
等
の
整
備
に
よ
り
か
ん

が
い
用
水
の
反
復
利
用
を
強
化
し
、
代
か
き
期
等
に
お
け
る
印
旛

沼
へ
の
排
出
負
荷
を
抑
制
す
る
。

受
益
面
積
：
約
5
,
0
0
0
h
a
、
工
事
計
画
：
用
排
水
機
場
、
用
水

路
、
排
水
路
等
の
改
修
　
そ
の
他
：
か
ん
が
い
用
水
の
反
復
利
用

強
化
に
よ
っ
て
抑
制
さ
れ
る
排
出
負
荷
量
等
を
把
握
す
る
た
め
、

平
成
1
4
年
度
よ
り
水
質
調
査
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
排
水
路
の
改
修
に
際
し
て
は
、
植
生
法
枠
ブ
ロ
ッ
ク
を
採

用
す
る
な
ど
、
地
域
の
生
態
系
や
景
観
に
配
慮
す
る
。

水
質
調
査
の
概
要
、
国
営

流
域
水
質
保
全
機
能
増
進

事
業
印
旛
沼
二
期
地
区
計

画
平
面
図

対
策
メ
ニ
ュ
ー

具
体
例

ワ
）
農
業
系
負
荷
の
削
減

4
1
）
ち
ば
エ
コ
農
業
の
推
進

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

八
千
代
市

経
済
環
境
部
農
政
課

施
肥
量
・
農
薬
削
減
等
の
施
設
に
も
共
通
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
環
境
保
全
型
農
業
推
進
指
針
の
策
定
の
中
で
検
討
し
て
い
き

た
い
。

鎌
ヶ
谷
市

市
民
部
農
業
振
興
課

①
平
成

14
年

11
月

22
日
「
ち
ば
エ
コ
農
業
に
つ
い
て
」
講
演
会
を

開
催
②
平
成

14
年

11
月
地
区
説
明
会
を
開
催
（
市
内
全
域
）

市
民
部
農
業
振
興
課

①
「
ち
ば
エ
コ
農
業
推
進
事
業
」
の
活
用

②
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る

PR
（
市
内

全
域
）

富
里
市

経
済
環
境
部
産
業
経
済
課

①
H

14
年
度
に
ち
ば
エ
コ
農
業
産
地
指
定
（
に
ん
じ
ん
認
証
・
秋

冬
3,

70
8h

a、
春

79
5h

a）
を
受
け
、
農
薬
・
化
学
肥
料
の
使
用
を

2
分
の

1以
上
低
減
。

②
実
施
箇
所
：
市
内
全
域

・
化
学
肥
料
（
チ
ッ
ソ
配
合
肥
料
）

1a
当
た
り

15
kg
→

7k
gに
低
減

（
使
用
肥
料
名
：
里
ち
ゃ
ん
人
参
専
用
）

・
土
壌
消
毒
剤
（

D
-D
剤
）
の
不
使
用
。
麦
、
緑
肥
料
等
輪
作
体

制
で
対
応
。

・
農
薬
使
用
回
数
、
慣
行

10
回
→

5回
に
低
減
（
使
用
農
薬
名
：
ダ

イ
ア
ジ
ノ
ン
粒
剤

5、
ネ
マ
ト
リ
ン
エ
ー
ス
粒
剤
、
ベ
ル
ク
ー
ト
水

和
剤
、
エ
ル
サ
ン
乳
剤
、
カ
ス
ミ
ン
ボ
ル
ド
ー
）

経
済
環
境
課
産
業
経
済
課

ち
ば
エ
コ
農
業
推
進
事
業
の
啓
発

経
済
環
境
部
産
業
経
済
課

ち
ば
エ
コ
農
業
推
進
事
業
の
啓
発

酒
々
井
町

農
政
課

環
境
保
全
型
農
業
の
推
進
指
針
を
平
成

15
年
度
年
度
に
策
定
し
、

農
業
者
に
化
学
肥
料
・
農
薬
等
の
使
用
量
の
削
減
を
推
進
す
る
。

千
葉
県

農
林
水
産
部
農
林
振
興
課

平
成

14
年
度
～

対
策
内
容
：
農
業
の
自
然
環
境
に
与
え
る
負
荷
を
軽
減
し
、
持
続

的
な
農
業
の
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、
生
産
者
と
消
費
者
の
お
互

い
の
顔
が
見
え
る
農
業
を
実
現
し
、
消
費
者
の
求
め
る
安
全
・
安

心
な
農
産
物
の
供
給
体
制
を
作
る
た
め
に
、
通
常
と
比
べ
て
農
薬

や
化
学
肥
料
を
半
分
以
下
に
減
ら
し
た
栽
培
を
行
う
産
地
の
指
定

や
、
こ
れ
ら
の
産
地
な
ど
で
栽
培
さ
れ
た
農
産
物
に
つ
い
て
県
独

自
の
認
証
を
行
う
。
実
施
箇
所
：
県
内
全
域

※
印
旛
沼
流
域
1
5
市
町
村
に
お
け
る
対
策
の
進
捗
状
況
（
Ｈ
1
5
.
5

月
末
現
在
）

①
「
ち
ば
エ
コ
農
業
産
地
」
指
定
：
9
産
地
（
8
品
目
，
栽
培
計
画

面
積
：
計
1
3
7
h
a
）

②
「
ち
ば
エ
コ
農
産
物
」
栽
培
計
画
実
施
状
況
：
栽
培
計
画
数
：

4
5
件
（
1
4
品
目
）
、
栽
培
戸
数
：
3
1
2
戸
、
栽
培
計
画
面
積
：
計

1
5
4
h
a

注
：
栽
培
計
画
面
積
、
栽
培
計
画
数
及
び
栽
培
戸
数
は
品
目
（
作

型
）
毎
の
延
べ
数

農
林
水
産
部
農
林
振
興
課

現
在
実
施
中
の
対
策
は
、
今
後
も
継
続
し
て
い
く
。

農
林
水
産
部
農
林
振
興
課

今
後
、
産
地
指
定
及
び
栽
培
面
積
の
拡
大
を
推
進
し
、
環
境
に
や

さ
し
い
農
業
の
一
層
の
推
進
を
図
る
。

「
ち
ば
エ
コ
農
業
産
地
」

の
指
定
、
「
ち
ば
エ
コ
農

産
物
」
栽
培
計
画
実
施
状

況

添
付
資
料

実
施
主
体
名

実
施
済
み

実
施
予
定
（
H
2
2
ま
で
実
施
）

今
後
検
討
（
H
2
2
以
降
も
含
む
）

資-2-40



Ⅱ
　
水
質
改
善

千
葉
県

農
林
水
産
部
農
業
改
良
課

平
成

5～
15
年
度

農
業
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
「
環
境
保
全
型
農
業
」
の

技
術
開
発
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
平
成

5～
9年
度
ま
で
の
第
Ⅰ
期

に
お
い
て
は
、
慣
行
栽
培
に
比
べ
化
学
合
成
農
薬
と
化
学
肥
料
を

30
%
削
減
す
る
技
術
を
、

10
～

14
年
度
ま
で
の
第
Ⅱ
期
に
お
い
て

は
、

30
～

50
%
削
減
す
る
技
術
を
開
発
し
、
こ
れ
ま
で
に

39
の
成

果
を
ま
と
め
た
。
主
な
成
果
と
し
て
は
、

①
ニ
ン
ジ
ン
や
キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
の
野
菜
の
植
付
け
部
分
に
施
肥

し
、
化
学
肥
料
を
減
ら
す
方
法

②
水
稲
の
生
育
状
況
に
合
わ
せ
、
徐
々
に
効
い
て
い
く
肥
料
を
用

い
る
こ
と
に
よ
り
、
施
肥
料
を
減
ら
す
方
法

③
代
か
き
後
の
一
定
期
間
水
田
か
ら
水
を
出
さ
な
い
こ
と
に
よ

り
、
肥
料
や
除
草
剤
の
流
出
を
大
幅
に
減
ら
す
方
法
　
な
ど
が
あ

る
。
こ
れ
ら
の
技
術
を
普
及
さ
せ
る
た
め
、
平
成

15
年

1月
に
「
環
境
に

や
さ
し
い
農
業
技
術
研
修
会
」
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
、
普
及
員
、

JA
営
農
指
導
員
等
約

40
0名
の
参
加
者
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
平
成

15
年

6月
に
は
指
導
者
向
け
の
技
術
資
料
を

10
00
部
作
成
し
、
普

及
セ
ン
タ
ー
等
指
導
機
関
へ
配
布
し
た
。

農
林
水
産
部
農
業
改
良
課

平
成

15
年
度
～

平
成

15
年
度
か
ら
は
、
「
環
境
保
全
型
農
業
」
研
究
の
第
Ⅲ
期
と

し
て
、
「
ち
ば
エ
コ
農
業
」
の
支
援
技
術
の
開
発
を
主
た
る
目
標

に
、
農
薬
と
化
学
肥
料
を
慣
行
栽
培
の

50
%
以
上
削
減
し
つ
つ
、

収
量
や
品
質
の
維
持
が
図
ら
れ
る
持
続
的
な
安
定
生
産
技
術
の
研

究
開
発
に
着
手
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
、
開
発
さ
れ
た
技

術
・
成
果
に
つ
い
て
は
速
や
か
に
公
表
し
、
生
産
現
場
へ
の
定
着

普
及
に
努
め
て
い
く
。

対
策
メ
ニ
ュ
ー

具
体
例

カ
）
森
林
系
負
荷
の
削
減

4
2
）
間
伐
・
枝
打
ち
・
下
草
刈
り
の
推
進

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

千
葉
市

経
済
農
政
局
農
政
部
農
政
セ

ン
タ
ー
農
業
振
興
課

平
成

14
年
度

平
成

14
年
度
：
優
良
森
林
整
備
事
業
実
績
、
民
有
林
に
対
す
る
施

業
の
推
進
鹿
島
川
上
流
・
鹿
島
川
下
流
　
計
①
造
林
　

2.
01

ha
、

1.
30

ha
、

3.
31

ha
②
下
刈
り

20
.5

1h
a、

19
.8

3h
a、

40
.3

4h
a③
枝
打

ち
1.

60
ha
、

3.
62

ha
、

5.
22

ha
④
間
伐

2.
68

ha
、

2.
02

ha
、

4.
7h

a
・
平
成

1３
度
里
山
の
保
全
推
進
事
業
、
里
山
地
区
「
い
ず
み
の

森
」
の
指
定
鹿
島
川
下
流
、
場
所
：
若
葉
区
富
田
町
、
面
積
：

2.
8h

a

経
済
農
政
局
農
政
部
農
政
セ

ン
タ
ー
農
業
振
興
課

平
成

15
～

17
年
度

平
成

15
年
度
（
鹿
島
川
上
流
、
鹿
島
川
下
流
）
、
平
成

16
年
度
、

平
成

17
年
度
、
計
①
造
林

3.
0h

a、
3.

0h
a、

6.
0h

a、
5.

0h
a、

5.
0h

a
②
下
刈
り

10
.0

ha
、

15
.0

ha
、

25
.0

ha
、

20
.0

ha
、

20
.0

ha
③
枝
打

ち
5.

0h
a、

4.
5h

a、
9.

5h
a、

10
.0

ha
、

10
.0

ha
④
間
伐

6.
0h

a、
4.

5h
a、

10
.5

ha
、

10
.0

ha
、

10
.0

ha
・
平
成

1５
度
里
山
の
保
全
推
進
事
業
、
里
山
地
区
「
ひ
ら
か
の

森
」
の
指
定
、
鹿
島
川
上
流
、
場
所
：
緑
区
平
川
町
、
面
積
：

2.
2h

a

森
林
資
源
を
保
全
・
活
用
し
公
益
的
機
能
を
持
続
的
に
発
揮
さ
せ

る
た
め
，
今
後
と
も
森
林
整
備
を
推
進
す
る
。

千
葉
県

農
林
水
産
部
み
ど
り
推
進
課
平
成

13
年
度
～

①
千
葉
県
里
山
条
例
を
施
行
（
平
成

15
年
度
～
）

・
里
山
活
動
団
体
に
よ
る
里
山
の
整
備
の
推
進

平
成

15
年
度
～
、
里
山
活
動
協
定
認
定
制
度
（
土
地
所
有
者
と
里

山
の
整
備
、
活
用
を
行
う
非
営
利
団
体
が
協
定
を
結
び
、
知
事
が

認
定
を
行
う
）
に
よ
り
整
備
を
推
進

・
里
山
活
動
へ
の
助
成

平
成

13
年
度
～
、
里
山
活
動
団
体
の
活
動
に
係
る
経
費
を
補
助

②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
里
山
の
整
備
の
推
進

平
成

8年
度
～
、
み
ど
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
（
個
人
登
録
、
民

有
林
で
の
研
修
会
、
実
践
活
動
を
実
施
、
平
成

14
年
度
未
登
録
者

数
64

7名
）
に
よ
り
整
備
を
推
進

③
造
林
補
助
金
の
交
付

毎
年
実
施
、
森
林
所
有
者
等
が
行
う
森
林
整
備
（
造
林
、
下
草
刈

り
、
間
伐
、
枝
打
ち
）
等
に
係
る
経
費
を
補
助

農
林
水
産
部
み
ど
り
推
進
課
平
成

13
年
度
～

現
在
実
施
中
の
対
策
は
、
今
後
も
継
続
し
て
い
く
。

対
策
メ
ニ
ュ
ー

具
体
例

ヨ
）
沼
の
流
動
化

4
3
）
大
和
田
機
場
運
転
に
よ
る
流
動
化

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

水
資
源
機
構

昭
和

60
～
平
成

15
年
度

千
葉
県
印
旛
沼
水
質
浄
化
対
策
の
実
施
に
伴
う
大
和
田
機
場
の
暫

定
利
用

担
当
部
署
：
（
委
託
者
）
千
葉
県
（
受
託
者
）
水
資
源
機
構

実
施
箇
所
：
大
和
田
機
場
（
八
千
代
市
村
上
）

実
施
規
模
：

1日
/回
あ
た
り

15
m

3 /s
×7

h排
水
運
転
、
年

60
回
を
限

度 過
去
実
績
：
平
均

26
回

/年
(S

60
～

H
8)
、
平
均

52
回

/年
(H

9～
H

14
)

現
在
実
施
中
の
対
策
（
左
記
）
は
、
千
葉
県
と
と
も
に
今
後
も
継

続
し
て
い
く
。

流
動
化
運
転
に
よ
る
水
質
浄
化
に
つ
い
て
は
一
定
の
効
果
が
確
認

さ
れ
て
い
る
。
引
き
続
き
、
水
質
浄
化
の
効
果
を
調
査
し
、
今
後

の
水
質
浄
化
対
策
の
基
礎
資
料
と
す
る
。

年
度
別
流
動
化
運
転
状
況

添
付
資
料

添
付
資
料

今
後
検
討
（
H
2
2
以
降
も
含
む
）

実
施
主
体
名

実
施
済
み

実
施
予
定
（
H
2
2
ま
で
実
施
）

実
施
主
体
名

実
施
済
み

実
施
予
定
（
H
2
2
ま
で
実
施
）

今
後
検
討
（
H
2
2
以
降
も
含
む
）

資-2-41



Ⅱ
　
水
質
改
善

対
策
メ
ニ
ュ
ー

具
体
例

タ
）
沼
か
ら
の
負
荷
削
減

4
4
）
底
泥
浚
渫
　

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

千
葉
県

印
旛
土
木
事
務
所

河
川
改
良
課

平
成

16
～

22
年
度

高
濃
度
薄
層
浚
渫

全
体
計
画
：
浚
渫
量

67
万

m
3 （
予
定
）

全
体
事
業
費
：

9,
40

0百
万
円
（
予
定
）
（
国
庫
補
助

1/
2）

対
策
メ
ニ
ュ
ー

具
体
例

レ
）
沼
内
に
お
け
る
植
生
浄
化

4
5
）
植
生
帯
・
浮
島
の
設
置

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

千
葉
県

印
旛
土
木
事
務
所

河
川
改
良
課

平
成

16
～

22
年
度
印
旛
沼
沿
岸
で
の
植
生
浄
化
帯
整
備
、

L=
12

.1
km
（
予
定
）

全
体
事
業
費
：

60
0百
万
円
（
予
定
）
（
国
庫
補
助

1/
2）

対
策
メ
ニ
ュ
ー

具
体
例

ソ
）
沼
清
掃
等

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

千
葉
県

水
道
局
技
術
部
総
務
企
画

課
、
浄
水
課

①
ご
み
清
掃
実
施
箇
所
：
柏
井
浄
水
場
印
旛
取
水
場
職
員
に
よ
る

ご
み
及
び
投
棄
物
の
収
集
の
実
施

②
水
質
事
故
の
監
視
体
制
強
化
実
施
箇
所
：
柏
井
浄
水
場
印
旛
取

水
場
、
印
旛
沼
及
び
流
入
河
川
取
水
場
に
お
い
て
は
、
職
員
の
巡

回
お
よ
び
原
水
水
質
自
動
監
視
装
置
に
よ
る
常
時
監
視
印
旛
沼
及

び
流
入
河
川
に
お
い
て
は
、
水
質
試
験
車
に
よ
る
定
期
的
監
視

水
道
局
技
術
部
総
務
企
画

課
、
浄
水
課

①
ご
み
清
掃
実
施
箇
所
：
柏
井
浄
水
場
印
旛
取
水
場
職
員
に
よ
る

ご
み
及
び
投
棄
物
の
収
集
の
実
施

②
水
質
事
故
の
監
視
体
制
強
化
実
施
箇
所
：
柏
井
浄
水
場
印
旛
取

水
場
、
印
旛
沼
及
び
流
入
河
川
取
水
場
に
お
い
て
は
、
職
員
の
巡

回
お
よ
び
原
水
水
質
自
動
監
視
装
置
に
よ
る
常
時
監
視
印
旛
沼
及

び
流
入
河
川
に
お
い
て
は
、
水
質
試
験
車
に
よ
る
定
期
的
監
視

実
施
主
体
名

実
施
済
み

実
施
予
定
（
H
2
2
ま
で
実
施
）

今
後
検
討
（
H
2
2
以
降
も
含
む
）

添
付
資
料

添
付
資
料

添
付
資
料

今
後
検
討
（
H
2
2
以
降
も
含
む
）

実
施
主
体
名

実
施
主
体
名

実
施
済
み

実
施
予
定
（
H
2
2
ま
で
実
施
）

実
施
予
定
（
H
2
2
ま
で
実
施
）

実
施
済
み

今
後
検
討
（
H
2
2
以
降
も
含
む
）
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Ⅲ
　
生
態
系
保
全
・
創
出

対
策
メ
ニ
ュ
ー

具
体
例

ツ
）
緑
地
・
自
然
地
の
保
全

4
6
）
崖
線
回
廊
の
保
全

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

船
橋
市

経
済
部
農
水
産
課

平
成

14
年
度

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
よ
る
森
林
保
全
作
業

平
成

14
年
度
実
施
、
船
橋
市
豊
富
町
・
鈴
身
町

5h
aボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
活
動
資
金

10
0千
円
森
林
機
能
強
化
補
助
金

40
4千
円

市
内
に
於
い
て
行
う
里
山
保
全
事
業

対
策
メ
ニ
ュ
ー

具
体
例

ネ
）
水
生
植
物
の
保
全
・
復
元

4
7
）
ビ
オ
ト
ー
プ
・
湿
地
帯
の
整
備

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

船
橋
市

都
市
整
備
部
都
市
整
備
課

平
成

17
～

19
年
度

坪
井
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
区
域
内

(印
旛
沼
流
域
内

)平
成

17
年
度
～

19
年
度
。
事
業
区
域
内
の
調
整
池
と
近
隣
公
園
を
一
体
に

整
備
し
、
調
節
池
に
常
時
水
面
を
設
け
、
区
域
内
に
あ
っ
た
以
前

の
水
辺
を
創
出
す
る
こ
と
で
、
開
発
前
の
動
植
物
が
住
む
豊
か
な

自
然
環
境
を
再
生
す
る
。

A
=5

3,
50

0m
2

八
千
代
市

経
済
環
境
部
環
境
保
全
課

平
成

5年
度
～

事
業
名
：
ほ
た
る
の
里
づ
く
り
事
業

内
容
：
「
新
川
・
桑
納
川
水
辺
空
間
整
備
計
画
」
の
一
環
と
し

て
、
米
本
地
区
に
「
ほ
た
る
の
里
」
を
整
備
し
、
ほ
た
る
を
始
め

水
生
動
植
物
が
生
息
で
き
る
環
境
を
保
全
し
て
い
く
。

規
模
：
面
積

3,
30

0m
2 に
、
ほ
た
る
の
水
路
、
と
ん
ぼ
池
等
を
建
設

し
た
。

実
績
（

14
年
度
）
：
ほ
た
る
の
里
環
境
整
備
、
ナ
イ
ト
ウ
ォ
ッ
チ

ン
グ
等
を
実
施
し
た
。

生
物
の
多
様
性
を
維
持
す
る
自
然
の
保
全
活
動
と
し
て
、
平
成

10
年
度
よ
り
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ワ
ー
ク
方
式
に
よ
る
「
ほ
た
る
の
里
づ

く
り
実
行
委
員
会
」
を
設
置
し
、
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後
も
、

今
ま
で
の
取
組
を
継
続
し
て
い
く
。

鎌
ヶ
谷
市

実
施
箇
所
：
市
内
全
域

環
境
学
習
と
生
き
物
の
生
息
地
づ
く
り
の
た
め
に
、
未
耕
作
地
や

学
校
敷
地
、
屋
上
な
ど
で
の
ビ
オ
ト
ー
プ
づ
く
り
を
検
討
す
る
。

印
西
市

参
考
：
市
立
小
倉
台
小
学
校
内
に
、
平
成

8年
地
元
企
業
の
協
力
を

得
て
ビ
オ
ト
ー
プ
を
設
置
。
現
在
も
児
童
の
野
外
学
習
の
場
と
し

て
活
用
し
て
い
る
。

60
0m

2
未
定

未
定

対
策
メ
ニ
ュ
ー

具
体
例

ナ
）
水
系
連
続
性
の
確
保

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

回
答
な
し

対
策
メ
ニ
ュ
ー

具
体
例

ラ
）
外
来
種
の
対
策
、
在
来
種
の
保
全

4
8
）
外
来
種
の
調
査
・
対
策

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

印
旛
沼
広
域
環
境
研
究
会

今
後
は
、

3つ
の
水
性
植
物
園
（
舟
戸
地
先
、
西
印
旛
沼
低
地
排
水

路
、
飯
野
地
区
低
地
排
水
路
）
で
育
苗
し
た
も
の
を
周
辺
の
小
中

学
校
に
移
植
し
て
、
育
苗
し
て
い
た
だ
く
。
特
に
絶
滅
種
の
沈
下

性
植
物
を
育
苗
し
て
「
水
辺
の
学
校
」
と
し
て
、
印
旛
沼
の
一
角

に
「
印
旛
沼
沈
水
性
植
物
園
」
と
し
て
沼
の
親
水
性
を
持
た
せ
る

こ
と
か
ら
も
行
政
に
働
き
か
け
て
い
く
。

千
葉
県

印
旛
土
木
事
務
所

河
川
改
良
課

平
成

16
年
度
～

実
施
内
容
：
鹿
島
川
の
河
道
整
備
、
並
び
に
印
旛
沼
沿
岸
の
植
生

帯
造
成
に
あ
た
り
、
整
備
区
間
に
繁
茂
す
る
外
来
種
の
ナ
ガ
エ
ツ

ル
ノ
ゲ
イ
ト
ウ
を
駆
除
す
る
。

実
施
箇
所
：
鹿
島
川
、
西
印
旛
沼
、
北
印
旛
沼

添
付
資
料

添
付
資
料

添
付
資
料

実
施
主
体
名

実
施
済
み

実
施
予
定
（
H
2
2
ま
で
実
施
）

今
後
検
討
（
H
2
2
以
降
も
含
む
）

今
後
検
討
（
H
2
2
以
降
も
含
む
）

実
施
主
体
名

実
施
済
み

実
施
予
定
（
H
2
2
ま
で
実
施
）

今
後
検
討
（
H
2
2
以
降
も
含
む
）

実
施
主
体
名

実
施
済
み

実
施
予
定
（
H
2
2
ま
で
実
施
）

添
付
資
料

実
施
主
体
名

実
施
済
み

実
施
予
定
（
H
2
2
ま
で
実
施
）

今
後
検
討
（
H
2
2
以
降
も
含
む
）
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向
上

Ⅴ
　
　

 意
識
啓
発

対
策
メ
ニ
ュ
ー

具
体
例

ム
）
自
然
水
辺
の
復
元

4
9
）
親
水
拠
点
の
整
備

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

佐
倉
印
旛
沼
ネ
ッ
ト
ワ
ー
カ
ー
の
会

印
旛
沼
佐
倉
ふ
る
さ
と
広
場
を
中
心
と
し
た
「
自
然
水
辺
の
創

出
」
・
公
園
（
緑
地
・
花
壇
・
水
）
建
設
・
親
水
会
館
（
環
境
学

習
室
・
印
旛
沼
関
係
展
示
室
・
展
望
室
等
・
管
理
名
義
人
印
旛
沼

環
境
基
金
で
実
施
は
環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
）
の
建
設
プ
ラ
ン

を
本
年
度
中
に
作
成
す
る
。

印
旛
沼
漁
業
協
同
組
合

船
溜
り
の
整
備
を
行
い
、
組
合
員
以
外
の
遊
漁
者
・
レ
ジ
ャ
ー
等

へ
も
開
放
し
た
い
。

未
定

船
橋
市

建
設
局
下
水
道
部
河
川
整
備

課

現
在
多
自
然
型
川
づ
く
り
で
整
備
中
の
下
記
2
河
川
に
お
い
て
、
ワ

ン
ド
や
中
洲
を
設
置
す
る
予
定
で
あ
る
。
実
施
年
度
、
個
所
及
び

対
策
規
模
に
つ
い
て
は
未
定
で
あ
る
。
一
級
河
川
二
重
川
(
H
6
～

H
2
0
)
準
用
河
川
木
戸
川
(
H
1
4
～
H
2
3
)

千
葉
県

印
旛
土
木
事
務
所

河
川
改
良
課

平
成

3年
度
～

鹿
島
川
・
高
崎
川
の
河
川
改
修

市
民
の
意
見
を
反
映
し
た
ふ
る
さ
と
川
づ
く
り
基
本
計
画
「
歴
史

を
映
す
印
旛
沼
、
文
化
を
育
て
る
鹿
島
川
」
の
テ
ー
マ
の
も
と

に
、
周
辺
の
自
然
環
境
と
調
和
し
た
川
づ
く
り
を
実
施
す
る
。

①
鹿
島
川
河
川
改
修
（
西
印
旛
沼
～
高
崎
川
合
流
点
）

平
成

3～
20
年
度
、

L=
2,

70
0m
、
全
体
事
業
費
：

7,
85

3,
50

0千
円

（
国
庫
補
助

1/
2）

②
高
崎
川
河
川
改
修
（
鹿
島
川
合
流
点
～

JR
橋
下
流
端
）

平
成

9～
25
年
度
、

L=
2,

65
0m
、
全
体
事
業
費
：

3,
50

0,
00

0千
円

（
国
庫
補
助

1/
2）

対
策
メ
ニ
ュ
ー

具
体
例

ウ
）
情
報
提
供

5
0
）
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
の
作
成

5
1
）
印
旛
沼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

佐
倉
印
旛
沼
ネ
ッ
ト
ワ
ー
カ
ー
の
会

①
「
印
旛
沼
解
説
パ
ネ
ル
」
を
作
成
し
、
佐
倉
ふ
る
さ
と
広
場
管
理
棟
に

常
時
掲
示
。

②
「
印
旛
沼
は
病
ん
で
い
る
1
2
例
」
、
「
印
旛
沼
水
質
浄
化
の
た
め
の
5

つ
の
提
言
」
、
「
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
、
「
鹿
島
川
の
現
状
と
課

題
」
、
「
会
報
」
の
作
成
。

①
「
印
旛
沼
解
説
パ
ネ
ル
」
は
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（

A
4片
面
）

（
目
下
、
ス
ポ
ン
サ
ー
を
探
し
て
い
る
）
と
し
て
作
成
し
、
活
用

す
る
。

②
情
報
提
供
は
、
定
期
・
随
時
を
問
わ
ず
、
継
続
的
に
実
施
す

る
。
③
「
印
旛
沼
解
説
パ
ネ
ル
」
を
ベ
ー
ス
と
し
て
作
成
す
る
。

「
印
旛
沼
解
説
パ
ネ
ル
」
を
ベ
ー
ス
に
し
て
、
一
般
市
民
向
け
情

報
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
学
校
向
け
「
環
境
学
習
用
教
材
（
資
料
）
」

を
作
成
す
る
。

情
報
提
供
の
実
施
済
一

覧
、
印
旛
沼
解
説
パ
ネ

ル
の
概
要
、
八
千
代
高

校
「
印
旛
沼
総
合
学

習
」
資
料
、

印
旛
沼
土
地
改
良
区

①
土
地
改
良
だ
よ
り
（

1回
/年
）
発
行

②
ミ
ニ
コ
ミ
と
し
て
「
田
の
畔
（
く
ろ
）
ト
ビ
ッ
ク
ス
」
を
発
行

し
、
イ
ベ
ン
ト
等
で
配
布

③
水
田
農
業
の
持
つ
多
面
的
機
能
に
関
す
る
イ
ラ
ス
ト
パ
ネ
ル
を

作
成
し
、
イ
ベ
ン
ト
時
等
展
示
※

 イ
ラ
ス
ト
を
コ
ピ
ー
し
、
関
係

市
町
村
に
配
布

④
水
田
農
業
の
持
つ
多
面
的
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
印
旛
沼
地
区
農
業

農
村
整
備
事
業
推
進
協
議
会
）
　
で
、
作
成
し
関
係
機
関
に
配
布

⑤
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
立
ち
上
げ
各
種
情
報
提
供

①
「
国
営
流
域
水
質
保
全
機
能
増
進
事
業
」
全
体
実
施
設
計
で
実

証
さ
れ
た
資
料
や
、
受
益
地
で
行
わ
れ
て
い
る
調
査
に
つ
い
て

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
情
報
提
供
し
て
い
く
。

②
土
地
改
良
だ
よ
り
（

1回
/年
）
発
行
の
継
続

③
ミ
ニ
コ
ミ
と
し
て
「
田
の
畔
（
く
ろ
）
ト
ビ
ッ
ク
ス
」
を
発
行

し
、
イ
ベ
ン
ト
等
で
配
布
先
の
拡
充

④
水
田
農
業
の
持
つ
多
面
的
機
能
に
関
す
る
イ
ラ
ス
ト
パ
ネ
ル
の

イ
ベ
ン
ト
時
等
展
示
先
を

21
世
紀
土
地
改
良
区
創
造
運
動
を
展
開

す
る
中
で
拡
充
す
る
。

⑤
水
田
農
業
の
持
つ
多
面
的
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
印
旛
沼
地
区
農
業

農
村
整
備
事
業
推
進
協
議
会
）
で
、
作
成
し
関
係
機
関
に
配
布
の

継
続
⑥
印
旛
沼
開
発
文
庫
活
用
方
法
の
検
討

⑦
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
容
の
拡
充
を
図
り
一
層
の
情
報
提
供
に
努
め

る
。

印
旛
沼
の
歴
史
、
農
業
水
利
施
設
の
は
た
ら
き
、
水
田
農
業
の
持

つ
多
面
的
機
能
等
に
つ
い
て
の
小
学
生
用
副
読
本
の
作
成

改
良
区
だ
よ
り
、
田
の

畔
ト
ピ
ッ
ク
ス
、
多
面

的
機
能
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
表

紙

印
旛
沼
漁
業
協
同
組
合

漁
連
で
作
成
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
、
お
魚
の
生
息
環
境
の
下
敷

き
を
釣
り
人
や
、
漁
協
施
設
利
用
者
に
自
由
配
布
　

20
0枚

県
水
質
協
議
会
啓
発
物
資
等
も
同
様
に
実
施

今
後
も
継
続
予
定

未
定

添
付
資
料

添
付
資
料

実
施
済
み

実
施
主
体
名

実
施
主
体
名

実
施
済
み

実
施
予
定
（
H
2
2
ま
で
実
施
）

実
施
予
定
（
H
2
2
ま
で
実
施
）

今
後
検
討
（
H
2
2
以
降
も
含
む
）

今
後
検
討
（
H
2
2
以
降
も
含
む
）
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Ⅳ
　
親
水
性
向
上

Ⅴ
　
　

 意
識
啓
発

印
旛
沼
環
境
基
金

①
印
旛
沼
白
書
の
発
行
（

A
5版
、
約

15
0ペ
ー
ジ
）

昭
和

59
～
平
成

8年
ま
で
の
毎
年
、
そ
れ
以
降
隔
年
発
行

内
容
：
水
質
現
状
と
改
善
、
水
管
理
、
生
物
、
気
象
、
流
域
の
現

状
等
資
料
、
他

発
行
部
数
：

30
0部
（
別
に
第

1部
の
別
刷

20
00
部
）
、
予
算
：

50
4,

00
0円

②
印
旛
沼
環
境
情
報
（

B
5版
、
約

20
～

40
ペ
ー
ジ
）

年
約

2回
発
行
（
平
成

15
年
現
在
、

N
o.

49
発
行
）

内
容
：
最
新
情
報
、
そ
の
他
と
り
ま
と
め

発
行
部
数
：

10
0～

20
0部
、
予
算
若
干

③
雑
誌
「
い
ん
ば
沼
」
（

A
4版
、

8ペ
ー
ジ
）

年
1～

2回
発
行
（
平
成

15
年
現
在
、

N
o.

23
発
行
）

内
容
：
一
般
住
民
向
け
、
ト
ピ
ッ
ク
ス

発
行
部
数
：

50
00
部
、
予
算
：

16
万
円

④
印
旛
沼
ま
め
新
聞
（

A
5版
、

2ペ
ー
ジ
）

年
約

2回
発
行
（
平
成

14
年
現
在
、

N
o.

34
発
行
）

内
容
：
一
般
向
け
、
環
境
読
み
物

発
行
部
数
：

60
00
部
、
予
算
若
干

⑤
印
旛
沼
の
現
状
、
イ
ベ
ン
ト
等
の
情
報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
→

ht
tp

://
vi

lla
ge

.in
fo

w
eb

.n
e.

jp
/~

im
ba

nu
m

a/
予
算
若
干

今
後
も
継
続
し
て
発
行
す
る
予
定

④
は
平
成

15
年
度
よ
り
「
印
旛
沼
環
境
基
金
だ
よ
り
」
に
改
題

印
旛
沼
水
質
保
全
協
議
会

昭
和

48
年
度
～

印
旛
沼
水
質
保
全
協
議
会
に
お
い
て
、
印
旛
沼
流
域
の
小
中
学
生

を
対
象
と
し
て
、
印
旛
沼
水
質
保
全
に
係
る
啓
発
ポ
ス
タ
ー
を
募

集
、
優
秀
な
絵
画
を
入
れ
た
ポ
ス
タ
ー
を
作
製
し
、
流
域
住
民
へ

の
水
質
浄
化
啓
発
用
に
関
係
機
関
へ
配
布
。
ま
た
、
ろ
紙
袋
、

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
も
配
布
し
、
家
庭
雑
排
水
対
策
の
普
及
啓
発
を

図
る
。
毎
年
実
施

平
成

14
年
度
：
流
域
住
民
へ
の
水
質
浄
化
啓
発
用
に
啓
発
物
質
を

市
町
村
及
び
関
係
機
関
等
へ
配
布
　
ポ
ス
タ
ー
の
配
布

60
0枚
、
パ

ン
フ
レ
ッ
ト

3,
50

0部
、
ろ
紙
袋

3,
00

0セ
ッ
ト
、
ポ
ケ
ッ
ト

テ
ィ
ッ
シ
ュ

10
,0

00
個
　
事
業
費
：

14
0万
円

今
後
に
お
い
て
、
部
数
な
ど
の
見
直
し
の
可
能
性
が
あ
る
が
、
毎

年
、
実
施
の
予
定
と
し
て
い
る
。

千
葉
市

環
境
保
全
部
環
境
調
整
課

①
環
境
情
報
紙
「
エ
コ
ラ
イ
フ
ち
ば
」
発
行

25
,0

00
部

/回
、
年

3
回 ②
「
ち
ば
し
エ
コ
ラ
イ
フ
カ
レ
ン
ダ
ー
」
作
成

5,
00

0部

対
策
に
つ
い
て
は
，
今
後
も
継
続
予
定
。

「
ち
ば
し
エ
コ
ラ
イ
フ
カ
レ
ン
ダ
ー
」
は
、
平
成
1
5
年
度
は

7
,
0
0
0
部
作
成

船
橋
市

建
設
局
下
水
道
部
河
川
整
備

課

印
旛
沼
流
域
水
循
環
の
行
動
計
画
が
策
定
さ
れ
た
後
に
は
、
市
役

所
河
川
整
備
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
概
要
及
び
啓
発
に
関
す
る
内

容
の
ペ
ー
ジ
を
策
定
す
る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
同
ペ
ー
ジ
よ
り
、

県
で
策
定
し
た
印
旛
沼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
リ
ン
ク
さ
せ
る
。

成
田
市

成
田
の
水
を
き
れ
い
に
し
よ

う
運
動
推
進
協
議
会
（
事
務

局
環
境
部
環
境
計
画
課
）

①
啓
発
冊
子
（
毎
年
度
実
施
 
各
種
イ
ベ
ン
ト
時
配
布
 
年
間
約

2
,
0
0
0
冊
）
（
わ
が
家
か
ら
水
を
き
れ
い
に
）

②
機
関
紙
「
水
の
た
よ
り
」
発
行
（
H
1
2
年
度
か
ら
年
4
回
発
行

毎
回
2
0
0
部
）
、
対
策
規
模
：
5
4
0
,
7
5
0
円
（
H
1
4
年
度
決
算
）
、

実
施
年
度
：
平
成
1
1
年
度
、

③
印
旛
沼
の
水
環
境
情
報
の
発
信
（
H
P
）
、
対
策
規
模
：

3
6
7
,
5
0
0
円

①
啓
発
冊
子
（
わ
が
家
か
ら
水
を
き
れ
い
に
）

②
機
関
紙
「
水
の
た
よ
り
」
発
行
年

4回
発
行

③
印
旛
沼
の
水
環
境
情
報
（

H
P）
の
一
部
修
正

佐
倉
市

教
育
委
員
会
佐
倉
教
育
セ
ン

タ
ー

平
成

13
年
度
に
「
環
境
す
ご
ろ
く
」
を
作
成

教
育
委
員
会
指
導
課

対
策
に
つ
い
て
は
今
後
も
継
続
予
定

未
定

鎌
ヶ
谷
市

土
木
部
工
務
課

①
広
報
紙
に
よ
る
雨
水
浸
透
桝
設
置
促
進
：
平
成

13
年

6月
1日

号
、
市
内
全
域
配
布

②
講
座
開
催
（
生
涯
学
習
）
平
成

13
年

8月
、
小
学
生
を
対
象
と
し

た
水
循
環
の
啓
発
：
浸
透
桝
設
置
体
験
、
水
質
測
定
な
ど

③
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
治
水
ペ
ー
ジ
を
掲
載
、
平
成

14
年

度
～
「
鎌
ケ
谷
の
河
川
の
現
況
」
「
総
合
治
水
と
は
」
「
雨
水
浸

透
桝
」

④
ビ
ジ
ュ
ア
ル
ボ
ー
ド
に
よ
る
総
合
治
水
対
策
の
広
報
活
動
、
毎

年
総
合
治
水
推
進
週
間
内
：
ア
ン
ケ
ー
ト
、
浸
透
桝
モ
デ
ル
展
示

⑤
市
民
夏
ま
つ
り
共
催
に
よ
る
総
合
治
水
対
策
の
啓
発
　
平
成

8年
度
～
　
子
ど
も
対
象
と
す
る
イ
ベ
ン
ト
多
数

土
木
部
工
務
課

①
現
在
実
施
し
て
い
る
対
策
に
つ
い
て
は
今
後
も
継
続
す
る
。

②
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新

白
井
市

環
境
建
設
部
環
境
課

教
育
セ
ン
タ
ー
室

平
成

11
～

13
年
度

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成

小
学

4年
生
・
中
学

2年
生
に
水
質
浄
化
対
策
に
関
す
る
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
作
成
し
配
布
（
小

4：
70

0部
、
中

2：
80

0部
）

30
9千

円

酒
々
井
町

水
質
検
査
の
結
果
公
表
及
び
家
庭
で
で
き
る
浄
化
対
策
の
紹
介
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 意
識
啓
発

印
旛
村

総
務
課

印
旛
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
記
載
。
観
光
情
報
の
一
つ
と
し
て
印
旛

村
、
捷
水
路
、
自
転
車
道
を
掲
載
。

今
後
も
継
続
予
定

千
葉
県

水
道
局
技
術
部
総
務
企
画

課
、
浄
水
課

浄
化
運
動
の
推
進
広
報
誌
に
よ
り
家
庭
で
で
き
る
水
質
浄
化
対
策

及
び
ご
み
の
不
法
投
棄
防
止
の
啓
発

水
道
局
技
術
部
総
務
企
画

課
、
浄
水
課

浄
化
運
動
の
推
進
広
報
誌
に
よ
り
家
庭
で
で
き
る
水
質
浄
化
対
策

及
び
ご
み
の
不
法
投
棄
防
止
の
啓
発

千
葉
県

河
川
海
岸
課

平
成

15
年
度
～

印
旛
沼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設

千
葉
県

水
質
保
全
課

平
成

15
年
度
～

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成

千
葉
県

印
旛
土
木
事
務
所

調
整
課

平
成

14
年
度
～

①
印
旛
沼
流
域
図
を
作
成
し
、
関
係
機
関
に
配
布
。

②
鹿
島
川
・
高
崎
川
の
事
業
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
流
域
住

民
、
関
係
機
関
等
に
配
布
。

③
平
成

14
年
度
か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
立
ち
上
げ
、
各
種
情
報
提

供
を
図
っ
て
い
る
。
今
後
は
更
に
内
容
の
拡
充
を
図
り
、
一
層
の

情
報
提
供
に
努
め
る
。

印
旛
土
木
事
務
所

調
整
課

平
成

14
年
度
～

継
続
実
施

対
策
メ
ニ
ュ
ー

具
体
例

ウ
）
情
報
提
供

5
2
）
看
板
等
に
よ
る
情
報
提
供

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

水
資
源
機
構

①
印
旛
沼
の
愛
護
意
識
醸
成
及
び
ゴ
ミ
不
法
投
棄
防
止
看
板
の
設

置 実
施
箇
所
：
新
川
、
印
旛
沼
堤
防
全
域

実
施
年
度
：
平
成

14
年
度
ま
で
の
間
に
お
い
て
随
時
実
施

②
不
法
投
棄
防
止
用
の
鳥
居
（
護
美
零
神
社
）
の
設
置

実
施
箇
所
：
不
法
投
棄
頻
発
箇
所
（
北
沼

3箇
所
）

実
施
年
度
：
平
成

14
年
度
ま
で
に
実
施

今
後
も
予
算
の
範
囲
内
で
啓
発
看
板
を
設
置
し
て
い
く
。

関
係
機
関
等
と
連
携
し
て
、
河
川
愛
護
意
識
の
醸
成
に
努
め
て
い

く
。

印
旛
沼
環
境
保
全
の

取
り
組
み

対
策
メ
ニ
ュ
ー

具
体
例

ヰ
）
市
民
活
動
の
支
援

5
3
）
環
境
家
計
簿
の
普
及

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

鎌
ヶ
谷
市

環
境
保
全
課

環
境
家
計
簿
作
成
（
市
内
全
域
）

白
井
市

環
境
建
設
部
環
境
課

①
環
境
家
計
簿
の
普
及
：
平
成
1
5
年
度
4
,
0
0
0
部
配
布
、
平
成
1
8

年
度
～
全
戸
配
布

②
小
学
生
用
環
境
家
計
簿
の
普
及
：
平
成
1
5
年
度
中
（
モ
デ

ル
）
、
小
学
3
・
4
年
生
（
2
校
）
に
配
布
。
4
0
0
部

対
策
メ
ニ
ュ
ー

具
体
例

ヰ
）
市
民
活
動
の
支
援

5
4
）
N
P
O
の
支
援

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

印
旛
沼
環
境
基
金

印
旛
沼
や
自
然
・
環
境
の
保
全
・
調
査
活
動
を
行
っ
て
い
る
小
中

学
校
・
一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
対
し
て
助
成
金
を
交
付
し
、

成
果
を
年
度
末
に
発
表
す
る
。

助
成
金
額
：
一
団
体
限
度
額

20
万
円
、
総
予
算
額

12
0万
円
、
助

成
団
体
：
選
定
審
査
会
を
経
て
、
約

15
団
体
に
交
付
、
実
施
年

度
：
平
成

12
年
度
よ
り
毎
年
、
成
果
発
表
会
：
一
団
体
約

15
分
発

表
、
専
門
講
師
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、
相
互
の
対
話
交
流
を
行

う
。

次
年
度
以
降
も
継
続
の
予
定

千
葉
市

環
境
保
全
部
環
境
調
整
課

市
民
活
動
団
体
に
対
し
，
対
象
経
費
の

2分
の

1、
30
万
円
を
限
度

に
補
助
金
を
交
付

対
策
に
つ
い
て
，
要
綱
の
見
直
し
中

建
設
局
下
水
道
部
河
川
整
備

課
流
域
内
で
活
動
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
対
し
て
、
人
的
協
力

お
よ
び
情
報
提
供
を
随
時
行
っ
て
い
る
。

引
き
続
き
、
流
域
内
の
環
境
団
体
に
対
し
て
、
人
的
協
力
お
よ
び

情
報
提
供
を
随
時
実
施
す
る
。

環
境
部
環
境
保
全
課

環
境
団
体
に
対
し
て
、
人
的
協
力
お
よ
び
情
報
提
供
を
随
時
行
っ

て
い
る
。

八
千
代
市

土
木
部
土
木
建
設
課

平
成

15
年
度

市
管
理
の
準
用
河
川
花
輪
川
で
の

N
PO
活
動
へ
の
支
援
を
平
成

15
年
度
よ
り
実
施
予
定

鎌
ヶ
谷
市

環
境
保
全
課

個
別
の
市
民
活
動
に
つ
い
て
は
、
個
々
に
支
援
を
実
施
。
後
援
、

広
報
掲
載
、
環
境
講
座
へ
の
講
師
依
頼
、
啓
発
事
業
の
委
託
な
ど

（
市
内
全
域
）

環
境
保
全
課

N
PO
の
実
施
す
る
事
業
に
対
す
る
支
援
及
び
市
で
実
施
す
る
環
境

講
座
等
へ
の
講
師
依
頼
な
ど

N
PO
と
の
連
携
を
積
極
的
に
行
っ
て

い
く
。

平
成

15
年
度
：
①
子
ど
も
環
境
学
習
の
講
師
依
頼
②
環
境
学
習

（
大
人
対
象
）
の
講
師
依
頼
（
市
内
全
域
）

N
PO
の
実
施
す
る
事
業
に
対
す
る
支
援
及
び
市
で
実
施
す
る
環
境

講
座
等
へ
の
講
師
依
頼
な
ど

N
PO
と
の
連
携
を
積
極
的
に
行
っ
て

い
く
。
（
市
内
全
域
）

印
旛
村

経
済
環
境
課

EM
菌
に
よ
る
水
質
浄
化
活
動
を
行
う
住
民
組
織
を
支
援

添
付
資
料

今
後
検
討
（
H
2
2
以
降
も
含
む
）

添
付
資
料

実
施
予
定
（
H
2
2
ま
で
実
施
）

実
施
主
体
名

添
付
資
料

実
施
主
体
名

実
施
済
み

実
施
予
定
（
H
2
2
ま
で
実
施
）

今
後
検
討
（
H
2
2
以
降
も
含
む
）

船
橋
市

実
施
済
み

実
施
主
体
名

今
後
検
討
（
H
2
2
以
降
も
含
む
）

実
施
済
み

実
施
予
定
（
H
2
2
ま
で
実
施
）
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対
策
メ
ニ
ュ
ー

具
体
例

ノ
）
環
境
学
習

5
5
）
環
境
学
習
教
材
の
作
成

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

佐
倉
印
旛
沼
ネ
ッ
ト
ワ
ー
カ
ー
の
会

①
小
学
生
副
読
本
、
高
校
「
印
旛
沼
総
合
学
習
」
支
援

②
平
成

15
年

2月
19
日
：
佐
倉
市
印
南
小
学
校

5年
生
の
鹿
島
川
清

掃
活
動
後
の
環
境
学
習
支
援

③
平
成

15
年

6月
10
日
佐
倉
市
間
野
台
小
学
校

5年
生
の
印
旛
沼
屋

形
船
湖
上
観
察
会
に
同
船
し
て
観
察
支
援
の
時
に
「
印
旛
沼
の
あ

ら
ま
し
」
を
作
成
し
、
説
明
し
た
。

④
千
葉
県
立
八
千
代
東
高
校
の
「
印
旛
沼
総
合
学
習
」
の
議
議

（
別
紙
レ
ジ
ュ
メ
）
を

15
年

4月
30
日
に
行
っ
た
。

小
中
高
校
の
印
旛
沼
関
連
の
総
合
学
習
「
テ
ー
マ
自
然
・
湖
沼
と

し
て
印
旛
沼
・
社
会
的
経
済
的
存
在
と
し
て
の
印
旛
沼
」
を
資
料

を
作
成
し
て
支
援

「
印
旛
沼
解
説
パ
ネ
ル
」
を
ベ
ー
ス
に
し
て
、
一
般
市
民
向
け
情

報
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
学
校
向
け
「
環
境
学
習
用
教
材
（
資
料
）
」

を
作
成
す
る
。

情
報
提
供
の
実
施
済
一

覧
、
印
旛
沼
解
説
パ
ネ

ル
の
概
要
、
八
千
代
高

校
「
印
旛
沼
総
合
学

習
」
資
料
、

印
旛
沼
土
地
改
良
区

印
旛
沼
の
歴
史
、
農
業
水
利
施
設
の
は
た
ら
き
、
水
田
農
業
の
持

つ
多
面
的
機
能
等
に
つ
い
て
の
小
学
生
用
副
読
本
の
作
成

改
良
区
だ
よ
り
、
田
の

畔
ト
ピ
ッ
ク
ス
、
多
面

的
機
能
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
表

紙

千
葉
市

環
境
保
全
部
環
境
調
整
課

環
境
副
読
本
「
エ
コ
エ
コ
大
作
戦
」
作
成
配
布

11
,0

00
部
、
市
内

小
学
校

4年
生
全
員
に
配
布

対
策
に
つ
い
て
は
，
今
後
も
継
続
予
定
。

佐
倉
市

教
育
委
員
会
佐
倉
教
育
セ
ン

タ
ー

平
成

13
年
度
に
副
読
本
「
ぼ
く
た
ち
わ
た
し
た
ち
の
町
・
佐
倉
の

環
境
」
を
作
成
・
配
布
。

教
育
委
員
会
指
導
課

対
策
に
つ
い
て
は
今
後
も
継
続
予
定

未
定

印
西
市

学
校
教
育
課

小
学
生
の
副
読
本
と
し
て
「
わ
た
し
た
ち
の
印
西
」
を
作
成
し
て

い
る
が
、
そ
の
中
で
印
旛
沼
に
関
す
る
記
載
を
検
討
し
て
い
く
。

未
定

白
井
市

教
育
セ
ン
タ
ー
室

平
成

14
～

16
年
度
小
学
校
社
会
科
副
読
本
「
わ
た
し
た
ち
の
白
井
市
」
の
作
成
お
よ
び
頒

布
、
市
全
小
学
校
を
対
象
、
社
会
科
副
読
本

2,
40

0冊
、
事
業
費
：

48
3

万
円

教
育
セ
ン
タ
ー
室

小
学
校
社
会
科
副
読
本
「
わ
た
し
た
ち
の
白
井
市
」
の
作
成
お
よ

び
頒
布
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
継
続
し
て
い
く
。

千
葉
県

水
質
保
全
課

平
成

15
～

22
年
度
「
健
全
な
水
循
環
」
に
関
す
る
環
境
学
習
用
副
読
本
の
作
成

対
策
メ
ニ
ュ
ー

具
体
例

ノ
）
環
境
学
習

5
6
）
学
習
会
、
講
演
会
等
の
開
催

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

印
旛
沼
広
域
環
境
研
究
会

平
成

10
～

14
年
度

①
印
旛
沼
河
川
観
測
事
業
、
平
成

13
年
度
よ
り

14
年
度
に
実
施
。

主
に
汚
濁
負
荷
の
大
き
い
桑
納
川
、
高
崎
川
の
流
域
の
小
中
学
校

13
校
位
に
対
し
て
パ
ッ
ク
テ
ス
ト
と
い
う
簡
易
な
方
法
で

C
O

D
を

測
量
し
て
も
ら
っ
た
。
（
約

10
0名
）

②
参
加
校
は
小
中
併
せ
て

3校
位
で
、
年
度
に
よ
っ
て
学
年
や
学
校

が
変
わ
る
た
め
、
最
近
で
は
「
出
前
教
室
」
と
い
う
要
請
も
少
し

ず
つ
増
加
し
て
い
る
。

③
平
成

10
年
度
よ
り

14
年
度
の
夏
に
、
ア
オ
コ
が
大
量
発
生
し
て

い
る
西
印
旛
沼
の
舟
戸
付
近
で
透
明
度
測
量
、
ア
オ
コ
や
水
生
植

物
の
観
察
等
を
行
っ
た
。
（
約

15
0名
）

④
「
親
と
子
の
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
泳
げ
る
印
旛
沼
に
！
」
を
佐

倉
市
民
事
業
ホ
ー
ル
で
平
成

12
年
と

14
年
に
、
平
成

13
年
は
志
津

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で
、
前
述
の
小
中
学
校
の
生
徒
を
主

体
と
し
て
基
調
講
演
も
行
っ
た
。
（
約

30
0名
）

①
平
成

15
年
度
以
降
は
、
飲
料
水
の
水
源
と
し
て
印
旛
沼
が

C
O

D
が

全
国
ワ
ー
ス
ト
ワ
ン
で
あ
り
、
そ
の
水
を
飲
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
を
前
述

の
事
業
を
引
き
続
き
行
う
。

②
今
年
期
に
結
成
し
た
印
旛
沼
環
境
団
体
連
合
会
を
さ
ら
に
組
織
を

広
大
し
て
、
流
域
住
民
の
浄
化
意
識
を
高
め
る
。

平
成
1
5
年
度
印
旛
沼
流

域
河
川
の
水
質
汚
染
独

自
観
測
に
つ
い
て
、
学

習
会
・
講
演
会
等
の
開

催
実
施
済
一
覧
、
印
旛

沼
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ

佐
倉
印
旛
沼
ネ
ッ
ト
ワ
ー
カ
ー
の
会

①
環
境
学
習

H
11
～

15
：
全

26
回
、

68
2名

②
学
習
会
（
会
員
に
よ
る
学
習
勉
強
会
）

H
11
～

15
：
全

5回
③
講
演
会
（
会
員
と
一
般
市
民
が
参
加
）

H
11
～

15
：
全

13
回
、

77
8名

従
来
通
り
の
ベ
ー
ス
で
実
施
す
る
。

講
演
会
は
、
個
別
の
水
質
浄
化
対
策
の
「
底
泥
浚
渫
」
「
導
水
」

等
を
テ
ー
マ
に
し
て
開
催
す
る
。
講
演
会
は
、
費
用
（
謝
礼
・
講

演
料
）
の
関
係
で
行
政
と
の
共
催
を
推
進
す
る
。

印
旛
野
菜
い
か
だ
の
会

主
に
小
・
中
学
校
に
毎
年
十
数
回
、
講
演
会
（
わ
か
り
や
す
い
紙

芝
居
付
）
や
現
場
説
明
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
各
市
民
団

体
や
地
方
行
政
の
現
場
見
学
も
受
け
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
学
校
教
育
、
市
民
団
体
講
演
を
通
じ
て

10
回

/年
の
実
施

予
定
。

市
民
啓
蒙
の
為
、
当
法
人
の

PR
・
教
材
製
作
・
浄
化
研
究
会
・
他

サ
ー
ク
ル
の
協
働
を
考
え
て
い
き
た
い
。

今
後
検
討
（
H
2
2
以
降
も
含
む
）

添
付
資
料

添
付
資
料

今
後
検
討
（
H
2
2
以
降
も
含
む
）

実
施
主
体
名

実
施
済
み

実
施
予
定
（
H
2
2
ま
で
実
施
）

実
施
主
体
名

実
施
済
み

実
施
予
定
（
H
2
2
ま
で
実
施
）
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印
旛
沼
土
地
改
良
区

①
佐
倉
印
旛
沼
ネ
ッ
ト
ワ
ー
カ
ー
の
会
：
学
習
会
へ
の
講
師
派
遣

（
12
年
度
）
（

14
年
度
）
参
加
者

45
名
程
度

②
印
旛
沼
環
境
団
体
連
合
会
の
「
親
と
子
の
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

に
て
パ
ネ
ル
展
示
（

14
年
度
）
参
加
者

20
0名
程
度
？

③
臼
井
南
中
学
校
　
ゲ
ス
ト
テ
ィ
チ
ャ
ー
派
遣
（

14
年
度
）
（
生

徒
数

35
名
、
ほ
か
父
兄
参
観
）

④
八
千
代
市
萱
田
第

1小
学
校
：
施
設
見
学
会
講
師
派
遣
（

14
年

度
）
（
児
童
数

35
名
ほ
か
父
兄
随
行
）

⑤
N

PO
い
ん
ば
主
催
の
体
験
農
業
へ
の
協
賛
参
加
（

15
年
度
）
※

農
水
省
出
前
講
座

⑥
本
埜
さ
く
ら
の
里
植
樹
祭
（

14
年
度
）
（
参
加
者
　
村
長
、
少

年
サ
ッ
カ
ー
倶
楽
部
、
農
家
等

45
名
程
度
）

⑦
21
世
紀
土
地
改
良
区
創
造
運
動
と
し
て
「
中
央
干
拓
地
域
の

水
・
土
・
里
環
境
の
創
造
に
向
け
て
」
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
実
施
（

14
年
度
、

22
名
の
パ
ネ
ラ
ー
）

①
休
耕
田
を
使
用
し
た
環
境
保
全
池
と
谷
津
田
の
環
境
、
低
地
排

水
路
の
他
目
的
使
用
に
よ
る

N
PO
い
ん
ば
と
共
同
管
理
す
る
水
草

園
を
他
の

N
PO
や
学
校
と
連
携
し
て
の
学
習
会
等
を
展
開
し
そ
の

活
用
を
は
か
る

②
印
旛
沼
開
発
文
庫
の
書
籍
を
「
あ
る
テ
ー
マ
」
を
設
け
て
順
次

公
開
す
る
。
（
学
校
の
空
き
教
室
、
公
民
館
等
利
用
）

③
「
中
央
干
拓
地
域
の
水
・
土
・
里
環
境
の
創
造
に
向
け
て
」
グ

ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
継
続
か
ら
、
「
地
域
づ
く
り
」
の

た
め
の
協
働
を
め
ざ
す

④
土
地
改
良
施
設
用
地
を
利
用
し
た
交
流
広
場
を
設
置
及
び
交
流

会
（
環
境
に
関
す
る
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
地
場
農
産

物
を
利
用
し
た
料
理
の
発
表
会
）
の
実
施

⑤
土
地
改
良
施
設
の
多
目
的
使
用
等
に
よ
る
よ
り
有
効
な
利
用
方

法
の
検
討

左
記
学
習
会
風
景
写

真
、
G
・
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
参
加
者
名
簿
、

議
事
録
、
第
二
回
開
催

案
内

印
旛
沼
環
境
基
金

①
地
域
の
要
望
に
応
じ
て
、
環
境
一
般
、
印
旛
沼
、
水
質
改
善
等

の
講
演
会
等
を
行
う
。

実
施
回
数
実
績
：
年
間
約

10
回
程
度
、
予
算
若
干

②
自
然
観
察
会
の
開
催

平
成

8年
度
か
ら
毎
年
春
夏

2回
、
身
近
な
自
然
を
観
察
し
、
自
然

環
境
保
全
の
啓
発
を
行
う
。

参
加
者
：
約

50
名
、
一
般
公
募
、
動
植
物
・
生
態
の
専
門
家
の
講

師
5名
、
予
算
：
年
間
約

18
万
円

③
印
旛
沼
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催

印
旛
沼
流
域
市
町
村
を
巡
回
す
る
形
で
実
施

平
成

14
年

8月
25
日
：
八
街
市
中
央
公
民
館
、
「
印
旛
沼
の
水
源

と
私
た
ち
」

平
成

13
年

12
月

2日
：
富
里
市
中
央
公
民
館
、
「
印
旛
沼
の
水
源

を
め
ぐ
る
環
境
」

平
成

12
年

1月
22
日
：
本
埜
村
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
、
「
水
と
鳥
と

人
と
」

以
下
省
略
、
平
成

14
年
度
予
算
：
約

7万
円

④
水
辺
風
景
画
の
募
集
、
平
成

11
年
度
よ
り
毎
年

募
集
対
象
：
印
旛
沼
流
域

15
市
町
村
、
小
中
学
校
児
童
生
徒
、
表

彰
：
最
優
秀
賞
、
市
町
村
長
賞
等
、
計

35
点
、

展
示
：
全
作
品
を
佐
倉
市
美
術
館
に
て
（
例
年

60
0～

90
0点
）
、

受
賞
作
品
の
み
巡
回
展
示
（
印
旛
沼
流
域

15
市
町
村
各

1週
間
）
予

算
：
約

25
万
円

今
後
も
継
続
し
て
実
施
す
る
予
定

④
平
成

16
年
度
以
降
は
千
葉
県
募
集
の
印
旛
沼
ポ
ス
タ
ー
と
合
体

し
て
実
施
す
る
予
定

印
旛
沼
水
質
保
全
協
議
会

平
成

7年
度
～

印
旛
沼
水
質
保
全
協
議
会
に
お
い
て
、
毎
年
、
環
境
保
全
の
知

識
・
技
術
の
研
鑽
を
深
め
る
た
め
、
講
師
を
招
い
て
研
究
会
を
開

催 平
成

7年
～
毎
年
実
施
、
毎
年
約

80
人
～

10
0名
程
度
が
参
加

平
成

14
年
度
、
研
究
会
の
内
容

①
事
例
紹
介
「
小
金
井
市
に
お
け
る
雨
水
浸
透
施
設
の
普
及
に
つ

い
て
」

②
講
演
「
浅
い
湖
沼
の
生
態
を
守
る
、
そ
の
意
味
と
方
法
」

平
成

14
年
度
、
研
究
会
参
加
者
の
内
訳

県
、
市
町
村
、
利
水
団
体
、
水
質
モ
ニ
タ
ー
、

N
PO
等

参
加
者
：

10
7名
　
事
業
費
：

10
万
程
度

今
後
に
お
い
て
も
、
毎
年
、
テ
ー
マ
を
変
え
て
、
講
師
を
招
き
開

催
予
定
と
し
て
い
る
。

千
葉
市

環
境
保
全
部
環
境
調
整
課

①
環
境
学
習
指
導
者
養
成
講
座
：

18
歳
以
上
の
市
民
を
対
象
、
公

募
、
定
員
各

30
人
、
全

5回
か
ら
成
る
「
初
級
コ
ー
ス
」
と
「
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
コ
ー
ス
」
を
開
催

②
エ
コ
体
験
ス
ク
ー
ル
：
小
学

4年
か
ら

6年
生
を
対
象
、
公
募
、

定
員
各

40
人
、

1泊
2日
を

2コ
ー
ス
開
催

対
策
に
つ
い
て
は
，
今
後
も
継
続
予
定

船
橋
市

環
境
部
環
境
保
全
課

廃
油
石
鹸
作
り
：
石
鹸
作
り
の
市
民
・
団
体
・
小
学
校
に
職
員
を

派
遣
し
て
、
石
鹸
作
り
及
び
生
活
排
対
策
の
啓
発
を
行
っ
て
い

る
。
平
成

14
年
度
実
績
延
べ

15
件

今
後
も
継
続
す
る
。

成
田
市

成
田
の
水
を
き
れ
い
に
し
よ

う
運
動
推
進
協
議
会
（
事
務

局
環
境
部
環
境
計
画
課
）

①
印
旛
沼
ク
リ
ー
ン
ハ
イ
キ
ン
グ
（
毎
年
度
実
施
印
旛
沼
岸
約
6
㎞

約
1
,
1
0
0
人
参
加
）

②
屋
形
船
に
よ
る
印
旛
沼
自
然
観
察
会
（
毎
年
度
実
施
 
西
沼
～
捷

水
路
～
北
沼
・
2
艘
約
5
0
人
参
加
）

③
坂
田
ヶ
池
親
子
自
然
観
察
会
（
毎
年
度
実
施
坂
田
ヶ
池
【
印
旛

沼
流
域
内
】
約
2
0
人
参
加

④
水
環
境
に
関
す
る
講
演
会
（
毎
年
度
実
施
市
役
所
大
会
議
室
約

1
0
0
人
参
加
）
、
対
策
規
模
：
3
,
0
0
8
,
3
6
5
円
（
H
1
4
年
度
決
算
）

①
印
旛
沼
ク
リ
ー
ン
ハ
イ
キ
ン
グ

②
屋
形
船
に
よ
る
印
旛
沼
自
然
観
察
会

③
坂
田
ヶ
池
親
子
自
然
観
察
会
・
水
環
境
に
関
す
る
講
演
会
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佐
倉
市

経
済
環
境
部
環
境
政
策
課

①
印
旛
沼
浄
化
推
進
運
動
：
昭
和

62
年
よ
り
毎
年
実
施
、
毎
年

10
0～

10
00
人
が
参
加
、
清
掃
事
業
、
屋
形
船
に
よ
る
印
旛
沼
の

見
学
、
啓
発
用
品
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
の
配
布

②
水
辺
環
境
展
：
平
成

10
年
よ
り
毎
年
開
催
、
毎
年

28
00
～

50
00

人
が
入
場

経
済
環
境
部
環
境
政
策
課

今
後
も
継
続

八
千
代
市

経
済
環
境
部
環
境
保
全
課

平
成

7年
度
～

事
業
名
：
こ
ど
も
環
境
教
室
、
実
施
年
度
：
毎
年
実
施
、
内
容
：

こ
ど
も
達
が
環
境
に
対
す
る
認
識
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

実
施
し
た
。

・
実
績
（

14
年
度
）
：
高
野
川
の
水
生
植
物
調
査
、
三
番
瀬
の
生

き
物
観
察
、
水
草
標
本
の
作
成
、
事
業
費
（

14
年
度
）
：

81
,9

00
円

今
後
、
毎
年
継
続
し
て
い
く
。

鎌
ヶ
谷
市

環
境
保
全
課

市
民
活
動
の
支
援
と
し
て
環
境
保
全
課
職
員
講
師
に
よ
る
学
習

会
。
①
平
成

12
年
度
：
①
西
部
小
の
総
合
学
習
（
水
環
境
）
へ
の
職
員

派
遣
②
自
治
会
（
印
旛
沼
流
域
）
の
学
習
会
（
浄
化
対
策
）
へ
の

職
員
派
遣

②
平
成

13
年
度
：
①
ま
な
び
い
大
学
（
テ
ー
マ
は
水
循
環
）
へ
の

職
員
派
遣
②
北
部
公
民
館
開
催
「
家
庭
で
で
き
る
浄
化
対
策
」
へ

の
職
員
派
遣
③
東
部
学
習
セ
ン
タ
ー
開
催
「
家
庭
で
で
き
る
浄
化

対
策
」
へ
の
職
員
派
遣
、
平
成

14
年
度
：
北
部
公
民
館
シ
ル
バ
ー

カ
レ
ッ
ジ
「
水
環
境
講
座
」
へ
の
職
員
派
遣
（
市
内
全
域
）

環
境
保
全
課

平
成

15
年

3月
に
策
定
し
た
鎌
ケ
谷
市
環
境
基
本
計
画
に
お
い
て
は

そ
の
根
底
に
環
境
学
習
を
置
き
、
市
民
意
識
の
啓
発
を
重
視
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
毎
年
計
画
的
に
学
習
会
等
を
開
催
す
る
予
定
で

あ
る
。

平
成

15
年
度
：
①
夏
期
：
子
ど
も
環
境
学
習
会
②
秋
期
：
一
般
向

け
環
境
学
習
会
③
各
公
民
館
で
開
催
さ
れ
る
環
境
学
習
会
へ
の
参

加

今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
手
法
に
よ
り
学
習
会
等
を
開
催
し
、
市
民
意

識
の
啓
発
、
活
動
支
援
を
実
施
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
具
体
的

な
内
容
は
未
定
。
（
市
内
全
域
）

印
西
市

生
活
環
境
課

平
成

13
～

14
年
度

①
環
境
学
習
会
の
開
催

実
施
箇
所
：

H
13
年
度

5箇
所
、

H
14
年
度

4箇
所
、
規
模
：
毎
回

30
名
程
度
を
募
集
し
、
環
境
に
関
す
る
テ
ー
マ
を
設
定
し
学
習
す

る
。
事
業
費
：

H
13
年
度

13
36
千
円
、

H
14
年
度

75
4千
円

②
環
境
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

平
成

14
年
度
は
「
川
の
汚
れ
の
原
因
は
何
か
？
」
と
「
川
に
生
息

す
る
生
物
」
を
題
材
に
し
て
水
質
汚
濁
防
止
に
つ
い
て
啓
発
し

た
。
（
印
旛
沼
流
域
内
外
関
係
な
く
市
全
体
が
対
象
）
ま
た
、
ゴ

ミ
の
出
し
方
、
分
け
方
、
リ
サ
イ
ク
ル
等
の
啓
発
も
行
っ
た
。
事

業
費
：

42
,1

70
円

生
活
環
境
課

～
平
成

22
年
度

①
毎
年
、
年

4回
程
度
、
環
境
に
関
す
る
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
学
習

会
を
開
催
予
定
。

②
未
定

環
境
建
設
部
環
境
課

①
生
活
排
水
浄
化
体
験
学
習
会
の
開
催
：
平
成

11
年
度
～
毎
年
実

施
、
市
の
河
川
の
水
質
状
況
や
水
循
環
を
学
習
し
、
水
質
浄
化
対

策
と
し
て
エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
を
実
施
。
印
旛
沼
流
域
住
民

8名
・
手

賀
沼
流
域
住
民

15
名
参
加
（
平
成

14
年
度
）

②
リ
サ
イ
ク
ル
石
け
ん
づ
く
り
：
平
成

7年
度
、
水
質
浄
化
の
啓
発

の
た
め
、
廃
食
油
を
使
い
リ
サ
イ
ク
ル
せ
っ
け
ん
づ
く
り
を
実

施
。
ふ
る
さ
と
祭
り
・
公
民
館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
来
場
者

③
環
境
家
計
簿
の
普
及
：
平
成

13
、

14
年
度

2,
00

0部
配
布

環
境
建
設
部
環
境
課

現
在
実
施
中
の
対
策
は
、
今
後
も
継
続
し
て
い
く
。

教
育
セ
ン
タ
ー
室

白
井
市
環
境
教
育
推
進
校
（
白
井
第
一
小
学
校
）
の
指
定
：
平
成

13
～

15
年
度
、
白
井
市
立
白
井
第
一
小
学
校
、
身
近
な
環
境
か
ら

地
球
規
模
の
環
境
ま
で
視
野
を
広
げ
環
境
改
善
に
努
め
よ
う
と
す

る
児
童
の
育
成
を
図
る
た
め
の
環
境
教
育
推
進
校
の
指
定
と
支

援
、

17
万
円

な
し

本
埜
村

生
涯
学
習
課

平
成

13
～

14
年
度
環
境
学
習
：
体
験
学
習
を
取
り
入
れ
た
環
境
学
習
の
実
施
、
平
成

13
年
度
里
山
学
習

3回
、
平
成

14
年
度
里
山
学
習

6回

①
現
在
実
施
中
の
対
策
を
継
続
し
て
い
く

②
小
中
学
校
で
の
環
境
に
関
す
る
学
習
内
容
の
充
実

③
環
境
に
関
す
る
生
涯
学
習
の
推
進

①
環
境
学
習
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
教
材
の
収
集
、
提
供

②
指
導
者
の
育
成
や
交
流

千
葉
県

水
道
局
技
術
部
総
務
企
画

課
、
浄
水
課

水
源
保
全
の
啓
発
小
学
生
の
授
業
の
一
環
と
し
て
、
印
旛
沼
を
水

源
と
す
る
柏
井
浄
水
場
の
施
設
見
学
に
訪
れ
る
際
に
、
水
源
保
全

の
大
切
さ
を
伝
え
る

水
道
局
技
術
部
総
務
企
画

課
、
浄
水
課

水
源
保
全
の
啓
発
小
学
生
の
授
業
の
一
環
と
し
て
、
印
旛
沼
を
水

源
と
す
る
柏
井
浄
水
場
の
施
設
見
学
に
訪
れ
る
際
に
、
水
源
保
全

の
大
切
さ
を
伝
え
る

白
井
市
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Ⅳ
　
親
水
性
向
上

Ⅴ
　
　

 意
識
啓
発

千
葉
県

教
育
庁
印
旛
地
方
出
張
所

①
小
学
校
中
学
年
の
社
会
科
学
習
に
お
け
る
「
印
旛
沼
の
開
発
」

に
つ
い
て
：
小
学
校
中
学
年
で
は
、
「
人
々
の
生
活
の
変
化
や
地

域
の
発
展
に
尽
く
し
た
先
人
の
働
き
」
に
つ
い
て
学
習
す
る
が
、

身
近
な
地
域
教
材
と
し
て
「
印
旛
沼
の
開
発
」
に
つ
い
て
染
谷
源

右
衛
門
の
苦
労
や
努
力
な
ど
の
業
績
や
国
や
県
の
事
業
と
し
て
開

発
が
行
わ
れ
、
現
在
の
地
域
の
人
々
の
生
活
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
し
た
こ
と
を
具
体
的
に
考
え
る
よ
う
な
学
習
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
資
料
と
し
て
「
す
す
む
千
葉
県
」
（
千
葉
県
教
育
研
究
会
社

会
科
教
育
部
会
編
）
・
「
水
の
は
な
し
」
（
千
葉
県
企
画
部
水
政

課
）
・
「
わ
た
し
た
ち
の
佐
倉
市
」
（
佐
倉
市
教
育
委
員
会
）
等

の
社
会
科
副
読
本
を
活
用
し
て
学
習
を
進
め
て
い
る
。

②
小
・
中
学
校
で
『
総
合
的
な
学
習
の
時
間
』
の
中
で
「
印
旛
沼

の
環
境
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
上
げ
、
調
べ
学
習
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
各
学
校
の
地
域
的
な
特
色
や
児
童
生
徒
の
発
達
段
階
を

ふ
ま
え
て
、
印
旛
沼
の
自
然
環
境
や
歴
史
、
現
在
の
汚
れ
な
ど
の

調
査
を

N
PO
等
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
る
。
具
体

的
に
は
、
印
旛
沼
に
生
息
す
る
水
生
動
物
や
植
物
な
ど
に
つ
い
て

調
べ
、
学
級
内
だ
け
で
な
く
、
保
護
者
や
地
域
の
方
を
招
い
て
学

習
発
表
会
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
印
旛
沼
環
境
基
金
の
主
催
す
る

事
業
「
活
動
成
果
発
表
会
」
に
お
い
て
も
学
習
成
果
を
発
表
す
る

機
会
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

③
小
学
校
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
：
身
近
な
印
旛
沼
周
辺

の
清
掃
活
動
を
行
う
こ
と
で
、
環
境
に
対
す
る
関
心
を
高
め
る
た

め
に
「
ふ
る
さ
と
印
旛
沼
美
化
運
動
」
に
全
校
で
実
施
し
て
い
る

学
校
が
あ
る
。
※
各
学
級
の
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
別

添
資
料
『
小
・
中
学
校
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
環
境
教
育
』
を
参

照

教
育
庁
印
旛
地
方
出
張
所

現
在
実
施
中
の
対
策
を
今
後
も
実
施
し
、
児
童
生
徒
へ
の
環
境
教

育
を
進
め
て
い
く
。
但
し
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
お
け
る
学

習
の
テ
ー
マ
は
、
各
学
校
で
児
童
生
徒
の
発
達
段
階
や
各
学
校
が

目
指
す
児
童
生
徒
に
育
て
た
い
資
質
・
能
力
・
態
度
に
よ
っ
て
、

自
由
に
課
題
を
設
定
し
て
い
く
の
で
、
毎
年
そ
の
学
年
で
『
印
旛

沼
の
環
境
」
が
学
習
の
テ
ー
マ
と
な
る
と
は
限
ら
な
い
。

教
育
庁
印
旛
地
方
出
張
所

学
習
指
導
要
領
を
踏
ま
え
、
環
境
学
習
の
充
実
に
努
め
る
。

対
策
メ
ニ
ュ
ー

具
体
例

ノ
）
環
境
学
習

5
7
）
船
上
見
学
会
の
実
施

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

佐
倉
印
旛
沼
ネ
ッ
ト
ワ
ー
カ
ー
の
会

平
成

13
年

8月
に

2回
、
平
成

14
年

8月
と

10
月
の

2回
、
計
画
し
た

が
天
候
不
順
で
中
止

平
成

15
年

8月
に
実
施
の
予
定
（

2艘
58
名
）
。
そ
の
後
は

1年
お

き
に
実
施
の
予
定
。

印
旛
沼
漁
業
協
同
組
合

①
小
中
学
校
の
課
外
授
業
と
し
て
の
講
演
等
、
授
業
へ
の
協
力
・

情
報
提
供

②
成
田
ク
リ
ー
ン
ハ
イ
キ
ン
グ
で
の
屋
形
船
の
沼
の
見
学
会
へ
の

協
力

今
後
も
継
続
予
定

未
定

印
旛
沼
環
境
基
金

印
旛
沼
水
質
保
全
協
議
会

屋
形
船
に
よ
る
印
旛
沼
見
学
会

平
成

15
年
度
：
県
水
質
保
全
課
と
の
共
催
で
、
一
般
公
募
延

6槽
の

見
学
会
、
そ
の
他
要
望
に
応
じ
、
随
時
案
内
（
年
間
約

5回
程

度
）
、
予
算
：

15
年
度
、
約

17
万
円

今
後
に
お
い
て
も
、
見
直
し
の
可
能
性
が
あ
る
が
、
今
の
と
こ

ろ
、
毎
年
、
実
施
の
予
定
と
し
て
い
る
。

佐
倉
市

教
育
委
員
会
指
導
課

平
成

15
年
度

佐
倉
市
転
入
・
新
規
採
用
職
員
対
象
に
佐
倉
市
の
環
境
に
つ
い

て
、
よ
く
知
っ
て
も
ら
い
、
日
常
の
学
習
（
教
科
）
指
導
に
活
か

し
て
も
ら
う
た
め
の
研
修
の
一
環
で
、
印
旛
沼
で
実
際
に
船
に
乗

り
、
現
場
学
習
を
行
う
。

対
象
：

40
名
、
佐
倉
市
転
入
・
新
規
採
用
職
員

教
育
委
員
会
指
導
課

平
成

15
年
度
、
実
施
し
て
成
果
等
に
よ
り
判
断
す
る
。

今
後
検
討
（
H
2
2
以
降
も
含
む
）

添
付
資
料

実
施
主
体
名

実
施
済
み

実
施
予
定
（
H
2
2
ま
で
実
施
）
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Ⅵ
　
水
害
被
害
の
軽
減

Ⅶ
　
　
　
　
　
調
査
研
究

対
策
メ
ニ
ュ
ー

具
体
例

ク
）
印
旛
沼
の
治
水
容
量
の
確
保

5
8
）
沼
の
堤
防
嵩
上
げ

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

千
葉
県

印
旛
土
木
事
務
所

河
川
改
良
課

昭
和

45
年
度
～
：
県
単
河
川
維
持
事
業

昭
和

51
年
度
～
：
河
川
修
繕
事
業

内
容
：
堤
防
の
沈
下
の
著
し
い
区
間
や
洗
掘
・
漏
水
等
に
よ
り
、

堤
防
が
不
安
定
な
区
間
に
お
い
て
、
堤
防
嵩
上
げ
や
堤
防
補
修
を

実
施
し
、
印
旛
沼
の
治
水
機
能
を
維
持
し
て
い
る
。

年
間
事
業
費
：

51
,0

00
千
円
（

H
15
年
度
）
（
国
庫
補
助

1/
3）

印
旛
土
木
事
務
所

河
川
改
良
課

平
成

16
～

24
年
度

平
成

16
年
度
か
ら
は
、
印
旛
沼
へ
の
流
入
河
川
の
整
備
と
あ
わ

せ
、
印
旛
沼
の
治
水
容
量
の
確
保
と
放
流
先
で
あ
る
印
旛
放
水
路

（
下
流
部
）
の
整
備
を
一
体
的
に
行
い
、
印
旛
沼
流
域
全
体
で
治

水
安
全
度
の
向
上
を
図
る
。

全
体
事
業
費
：

20
,6

51
百
万
円
（
国
庫
補
助

1/
2）

水
資
源
機
構

印
旛
沼
調
整
池
に
お
け
る
農
業
用
水
、
工
業
用
水
及
び
水
道
用
水

の
取
水
に
つ
い
て
は
、
調
整
池
の
容
量
配
分
を
最
低
水
位

Y
.P

.1
50

m
か
ら
、
か
ん
が
い
期
（

5月
～

8月
）
に
つ
い
て
は
か
ん

が
い
期
常
時
満
水
位

Y
.P

.2
50

m
ま
で
の
容
量

13
,1

00
,0

00
m

3、
非

か
ん
が
い
期
（

9月
～

4月
）
に
つ
い
て
は
非
か
ん
が
い
期
常
時
満

水
位

Y
.P

.2
30

m
ま
で
の
容
量

10
,4

80
,0

00
m

3、
に
よ
り
調
整
し
、

取
水
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
管
理
水
位
（
常
時
満
水
位
）
を

下
げ
る
こ
と
に
対
し
て
は
、
以
下
の
課
題
の
解
消
に
つ
い
て
関
係

利
水
者
等
の
了
解
が
必
要
で
あ
り
、
国
（
農
水
省
、
厚
労
省
、
経

産
省
）
及
び
千
葉
県
関
係
部
署
と
の
調
整
が
必
要
と
な
る
。

①
上
記
の
調
整
池
容
量
の
確
保

②
水
位
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
に
よ
る
利
水
者
の
取
水
施
設
の
機
能

補
償
（
ポ
ン
プ
揚
程
及
び
電
気
料
金
の
増
高
等
）

③
酒
直
水
門
の
余
水
吐
が
固
定
堰

(Y
.P

.2
30

m
)と
な
っ
て
い
る
た

め
改
築
が
必
要

④
設
計
水
位
及
び
調
整
池
底
高
の
条
件
変
更
に
よ
る
調
整
池
堤
防

の
安
定
照
査

印
旛
沼
の
水
管
理
（
千

葉
県
の
大
切
な
水

瓶
）
・
印
旛
沼
の
洪
水

排
水
管
理

対
策
メ
ニ
ュ
ー

具
体
例

ヤ
）
利
根
川
へ
の
放
流
量
の
増
加

5
9
）
印
旛
捷
水
路
の
掘
削

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

千
葉
県

平
成

15
～

22
年
度

印
旛
捷
水
路
の
掘
削

施
行
延
長
：

4.
3k

m
河
床
高
：

Y
.P

.-1
.0

m

対
策
メ
ニ
ュ
ー

具
体
例

ヤ
）
利
根
川
へ
の
放
流
量
の
増
加

6
0
）
利
根
川
へ
の
放
流
量
の
増
加

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

千
葉
県

実
現
に
向
け
て
、
国
土
交
通
省
と
と
も
に
調
査
研
究
を
進

め
る
。

対
策
メ
ニ
ュ
ー

具
体
例

マ
）
放
流
先
河
川
河
道
整
備

6
1
）
花
見
川
の
河
道
整
備

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

千
葉
県

千
葉
土
木
事
務
所

平
成

16
～

24
年
度
実
施
個
所
：
印
旛
放
水
路
（
花
見
川
）
、
平
成

16
年
度
よ
り
河
道

整
備
（
掘
削
等
）
、
約

7k
m

添
付
資
料

添
付
資
料

添
付
資
料

添
付
資
料

今
後
検
討
（

H
22
以
降
も
含
む
）

実
施
主
体
名

実
施
済
み

実
施
予
定
（

H
22
ま
で
実
施
）

今
後
検
討
（

H
22
以
降
も
含
む
）

実
施
主
体
名

実
施
済
み

実
施
予
定
（

H
22
ま
で
実
施
）

実
施
主
体
名

実
施
済
み

実
施
予
定
（

H
22
ま
で
実
施
）

今
後
検
討
（

H
22
以
降
も
含
む
）

実
施
主
体
名

実
施
済
み

実
施
予
定
（

H
22
ま
で
実
施
）

今
後
検
討
（

H
22
以
降
も
含
む
）

資-2-51
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調
査
研
究

対
策
メ
ニ
ュ
ー

具
体
例

ケ
）
河
道
整
備

6
2
）
鹿
島
川
・
高
崎
川
等
の
河
道
整
備

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

船
橋
市

建
設
局
下
水
道
部
河
川
整
備

課

一
級
河
川
二
重
川

L=
2,

41
0m
区
間
を
、
平
成

6年
度
か
ら
都
市
小

河
川
改
修
事
業

(現
都
市
基
盤
河
川
改
修
事
業

)に
よ
り
、
平
成

20
年
度
の
完
成
を
目
標
に
整
備
を
行
っ
て
い
る
。
準
用
河
川
木
戸
川

L=
2,

70
0m
区
間
を
、
平
成

14
年
度
準
用
河
川
改
修
事
業
に
よ
り
、

平
成

23
年
度
の
完
成
を
目
標
に
整
備
を
行
っ
て
い
る
。

建
設
局
下
水
道
部
河
川
整
備

課

引
続
き
、
現
在
施
工
中
の
上
記
２
河
川
に
つ
い
て
、
環
境
に
配
慮

し
た
多
自
然
型
川
づ
く
り
を
実
施
す
る
。
一
級
河
川
二
重
川
全
体

事
業
費
：
約

33
億
円

(国
1/

3、
県

1/
3補
助

)準
用
河
川
木
戸
川
全
体

事
業
費
：
約

20
億
円

(国
1/

3補
助

)

千
葉
県

印
旛
土
木
事
務
所

河
川
改
良
課

平
成

3年
度
～

鹿
島
川
・
高
崎
川
の
河
川
改
修

流
域
の
急
速
な
市
街
化
に
伴
う
流
出
増
に
よ
っ
て
、
近
年
、
低
地

部
に
お
い
て
浸
水
被
害
が

3年
に

1回
程
度
の
頻
度
で
発
生
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
時
間

50
m

m
の
降
雨
（

10
年
に

1度
程
度
の
雨
）
で

も
安
全
な
河
川
整
備
を
実
施
す
る
。

①
鹿
島
川
河
川
改
修
：
平
成

3～
20
年
度

西
印
旛
沼
～
高
崎
川
合
流
点

(L
=2

,7
00

m
)

全
体
事
業
費

7,
85

3,
50

0千
円
（
国
庫
補
助

1/
2）

②
高
崎
川
河
川
改
修
：
平
成

9～
24
年
度

鹿
島
川
合
流
点
～

JR
橋
下
流
端

(L
=2

,6
50

m
)

全
体
事
業
費

3,
50

0,
00
千
円
（
国
庫
補
助

1/
2）

③
な
お
、
平
成

16
年
度
か
ら
高
崎
川
の
事
業
区
間
を
鹿
島
川
合
流

点
か
ら
竜
灯
橋
ま
で
の

L=
1,

30
0m
か
ら
浸
水
区
域
を
含
む

JR
橋
下

流
端
ま
で
の

L=
1,

35
0m
区
間
を
事
業
延
伸
し
、
よ
り
一
層
の
浸
水

被
害
の
軽
減
を
図
る
。

対
策
メ
ニ
ュ
ー

具
体
例

フ
）
流
域
対
策
の
推
進

6
3
）
調
整
池
の
設
置

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

船
橋
市

建
設
局
下
水
道
部
河
川
整
備

課
昭
和

58
～
平
成

14
年
度

①
昭
和

58
年
度
～
平
成

14
年
度
ま
で
の
新
規
開
発

14
0件
に
対

し
、
雨
水
貯
留
施
設
（
調
整
池
を
含
む
）
設
置
の
指
導
を
行
い
、

27
万

m
3 の
貯
留
量
を
確
保
し
て
い
る
。

実
施
規
模
：
神
崎
川
流
域
（
事
業
者
管
理

21
,6

96
m

3 　
市
管
理

18
4,

10
7m

3 ）
、
桑
納
川
流
域
（
事
業
者
管
理

11
,7

12
m

3 　
市
管
理

52
,4

85
m

3 ）

建
設
局
下
水
道
部
河
川
整
備

課
引
き
続
き
新
規
開
発
地
へ
の
雨
水
貯
留
施
設
設
置
の
指
導
を
行
っ

て
い
く
。

鎌
ヶ
谷
市

昭
和

45
～

58
年
度

①
昭
和

45
年
度
　
東
初
富

6丁
目
　
貯
留
量

16
,1

93
m

3

②
昭
和

48
年
度
　
東
鎌
ヶ
谷

3丁
目
　
貯
留
量

4,
00

0m
3

③
昭
和

58
年
度
　
東
鎌
ヶ
谷

3丁
目
　
貯
留
量

81
0m

3

④
昭
和

58
年
度
　
東
鎌
ヶ
谷

3丁
目
　
貯
留
量

14
,6

58
m

3

宅
地
開
発
指
導
要
綱
に
基
づ
く
開
発
に
つ
い
て
は
、
流
出
抑
制
と

し
て
指
導
し
て
い
く
。

印
西
市

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
貯
留
量

15
m

3

小
倉
台
図
書
館
　
貯
留
量

95
m

3

印
旛
村

千
葉
県
宅
地
開
発
指
導
要
綱
に
基
づ
き
、
指
導
し
て
い
る
。

引
き
続
き
実
施

栄
町

昭
和

57
～
平
成

15
年
度

酒
直
台
地
区
の
住
宅
開
発
に
あ
た
り
調
整
池
1
箇
所
設
置

安
食
地
区
の
住
宅
開
発
に
あ
た
り
調
整
池
1
箇
所
設
置

成
田
土
地
改
良
事
務
所

関
連
部
署
：
富
里
市
経
済
環

境
部
産
業
経
済
課

平
成

6～
14
年
度

県
営
畑
地
帯
総
合
整
備
事
業
、
北
総
中
央
Ⅰ
期
地
区

実
施
箇
所
：
富
里
市
十
倉
地
先
（
印
旛
沼
流
域
内
）

富
里
市
十
倉
地
先
に
広
が
る
畑
地
帯
の
農
業
基
盤
の
整
備
を
行
う

事
業
で
畑

31
1h

aの
排
水
整
備
と
と
も
に
、
北
総
中
央
用
水
を
水
源

と
す
る
畑
地
か
ん
が
い
施
設
の
整
備
を
行
う
。
平
成

14
年
度
ま
で

は
排
水
施
設
を
中
心
に
整
備
を
行
い
、
高
崎
川
上
流
部
の
排
水
路

整
備
と
調
整
池

2カ
所
を
建
設
し
た
。
幹
線
排
水
路

L=
4.

8k
m
、
調

整
池

2ヶ
所
、
事
業
費
：

21
億

7千
万
円
（
国

50
%
、
県

30
%
、
市

町
20

%
）

平
成

15
年
度

県
営
畑
地
帯
総
合
整
備
事
業
、
北
総
中
央
Ⅰ
期
地
区

実
施
箇
所
：
富
里
市
金
堀
地
先
（
印
旛
沼
流
域
内
）

本
年
度
工
事
完
了
後
、
前
年
度
ま
で
に
建
設
し
た
調
整
池
の
支
配

面
積
の
う
ち

9h
aの
排
水
整
備
が
完
成
す
る
。
支
線
管
排
水
路
：

9h
a、
事
業
費
：

1億
円
（
国

50
%
、
県

30
%
、
市
町

20
%
）

平
成

16
年
度
以
降
に
つ
い
て
は
、
地
元
農
家
の
合
意
形
成
が
な
さ

れ
た
地
域
か
ら
順
次
排
水
整
備
を
予
定
し
て
い
る
。

農
林
水
産
部
耕
地
課

（
県
営
畑
地
帯
総
合
整
備
事
業
　
北
総
中
央
Ⅰ
期
地
区
）

①
事
業
着
手
後
、

9年
を
経
過
し
、
農
業
情
勢
や
社
会
情
勢
が
大
き

く
変
化
し
お
り
改
め
て
地
元
受
益
者
の
意
向
踏
ま
え
、
排
水
整
備

を
行
う
必
要
が
あ
る
。

②
地
下
水
か
ら
河
川
水
に
転
換
す
る
た
め
、
地
元
農
家
に
事
業
の

意
義
を
十
分
説
明
す
る
と
と
も
に
、
合
意
形
成
が
で
き
た
地
域
か

ら
順
次
、
支
線
工
事
に
着
手
し
水
源
転
換
を
図
る
。

平
成

2～
8年
度

県
営
畑
地
帯
総
合
整
備
事
業
、
高
崎
川
上
流
地
区

実
施
個
所
：
八
街
市
朝
日
、
富
里
市
十
倉
地
先
、
八
街
市
及
び
富

里
市
に
広
が
る
北
総
台
地
の
畑

83
ha
の
湛
水
を
防
止
す
る
た
め
の

排
水
路
整
備
及
び
下
流
へ
の
影
響
を
軽
減
す
る
た
め
、
排
水
路
や

調
整
池
建
設
工
事
を
実
施
し
た
。
幹
線
排
水
路

L=
1.

9k
m
、
調
整

池
1ヶ
所
、
事
業
費
：

7億
4千
万
円
（
国

50
%
、
県

30
%
、
市

20
%
）

千
葉
土
木
事
務
所

～
平
成
2
4
年
度

①
実
施
個
所
：
桑
納
川

②
実
施
個
所
：
石
神
川

添
付
資
料

添
付
資
料

実
施
主
体
名

実
施
済
み

実
施
予
定
（

H
22
ま
で
実
施
）

今
後
検
討
（

H
22
以
降
も
含
む
）

実
施
主
体
名

実
施
済
み

実
施
予
定
（

H
22
ま
で
実
施
）

千
葉
県

今
後
検
討
（

H
22
以
降
も
含
む
）

資-2-52
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対
策
メ
ニ
ュ
ー

具
体
例

フ
）
流
域
対
策
の
推
進

6
4
）
畦
畔
高
確
保
に
よ
る
貯
留

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

印
旛
沼
土
地
改
良
区

土
地
改
良
区
の
業
務
で
あ
る
農
業
生
産
性
の
向
上
や
農
業
生
産
の

選
択
的
拡
大
、
農
業
構
造
の
改
善
に
む
け
た
、
基
盤
の
整
備
や
農

用
地
或
い
は
施
設
の
保
全
を
行
う
中
で
、
農
地
の
保
全
が
図
ら

れ
、
畦
畔
の
管
理
が
さ
れ
、
水
田
が
小
さ
な
ダ
ム
と
し
て
の
機
能

が
保
全
さ
れ
て
き
て
い
る
。

現
在
実
施
中
の
対
策
の
継
続

畦
畔
整
備
写
真

対
策
メ
ニ
ュ
ー

具
体
例

コ
）
排
水
機
場
整
備

6
5
）
沼
・
河
川
周
辺
排
水
機
場
の
整
備
・
改
修

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

印
旛
沼
土
地
改
良
区

印
旛
沼
周
辺
の
洪
水
に
対
す
る
安
全
度
の
確
保
に
あ
た
っ
て
は
、

印
旛
沼
の
管
理
水
位
よ
り
低
位
な
低
地
排
水
路
に
集
水
さ
れ
、
印

旛
沼
に
排
水
さ
れ
る
地
域
（
地
区
内
排
水
区
域
）
の
安
全
と
印
旛

沼
自
体
或
い
は
流
入
河
川
の
安
全
の
両
方
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
が
、
地
区
内
排
水
に
つ
い
て
は
、
印
旛
沼
土
地

改
良
区
が
管
理
す
る
か
ん
が
い
排
水
施
設
に
よ
り
安
全
度
が
確
保

さ
れ
て
き
た
。

老
朽
化
と
共
に
、
都
市
化
が
進
み
施
設
機
能
が
不
足
し
た
施
設
を

国
営
流
域
水
質
保
全
機
能
増
進
事
業
や
関
連
事
業
或
い
は
防
災
事

業
の
実
施
に
よ
り
管
理
・
改
修
し
、
農
・
都
共
に
安
全
な
地
域
を

目
指
す
。

間
接
流
入
域
図
面
、
断

面
図

水
資
源
機
構

平
成

13
～

20
年
度

印
旛
沼
開
発
施
設
緊
急
改
築
事
業

印
旛
機
場
、
大
和
田
機
場
、
管
理
設
備
の
改
修

主
ポ
ン
プ
設
備
、
補
機
類
、
動
力
・
配
電
受
電
・
操
作
設
備
等
の

改
築
総
事
業
費
：
約

26
0億
円
（
平
成

11
年
度
単
価
に
よ
る
）

対
策
メ
ニ
ュ
ー

具
体
例

エ
）
環
境
調
査
の
実
施

6
6
）
環
境
調
査
の
実
施

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

担
当
部
署

実
施
年
度

実
施
内
容

佐
倉
印
旛
沼
ネ
ッ
ト
ワ
ー
カ
ー
の
会

平
成

13
～

14
年
度

高
崎
川
・
鹿
島
川
の
水
質
等
の
調
査
を
平
成

13
年
～

14
年
に
か
け

て
実
施
し
た
。
実
施
の
結
果
は
「
高
崎
川
観
察
行
」
に
ま
と
め

た
。
こ
れ
を
八
街
市
・
富
里
市
に
提
示
し
、
改
善
の
要
請
を
行
っ

た
。

平
成

15
～

16
年
度

平
成

15
年

7月
～

16
年

2月
に
か
け
て
、
印
旛
沼
佐
倉
市
ふ
る
さ
と

広
場
～
舟
戸
大
橋
間
の
環
境
調
査
（
水
質
・
植
生
・
鳥
類
・
堆
積

ご
み
等
）
を
印
旛
沼
環
境
基
金
の
助
成
（
申
請
中
）
を
得
て
実
施

し
環
境
マ
ッ
プ
（
多
目
的
に
使
え
る
も
の
）
を
作
成
し
て
多
目
的

に
活
用
す
る
。

印
旛
沼
土
地
改
良
区

印
旛
沼
に
係
る
主
要
な
水
質
調
査
資
料
や
調
査
の
情
報
提
供

地
域
住
民
と
協
同
で
の
農
業
及
び
農
業
水
利
施
設
の
環
境
等
の
調

査
・
研
究
（
水
質
保
全
機
能
調
査
、
米
微
粒
粉
に
よ
る
パ
ン
の
研

究
）

改
良
区
だ
よ
り
特
集

印
旛
沼
漁
業
協
同
組
合

県
で
行
っ
て
い
る
張
り
網
漁
獲
調
査
へ
の
協
力

今
後
も
継
続
予
定

未
定

印
旛
沼
環
境
基
金

①
印
旛
沼
の
水
草
生
存
状
況
の
調
査
（
昭
和

59
年
度
～
）

②
印
旛
沼
と
そ
の
流
域
に
お
け
る
動
物
生
息
状
況
の
情
報
収
集

（
自
然
生
態
研
究
会
会
員
の
巡
回
に
よ
る
）

③
県
・
市
町
村
等
の
実
施
し
て
い
る
水
質
測
定
結
果
を
収
集
整
理

し
、
年
次
ご
と
に
と
り
ま
と
め
、
そ
の
傾
向
を
解
析
す
る
。
測
定

地
点
数
：
約

13
0点
、
測
定
項
目
：
約

8項
目

（
予
算
若
干
）

今
後
も
継
続
し
て
実
施
す
る
予
定

千
葉
市

環
境
保
全
部
環
境
保
全
推
進

課
生
物
調
査
：
鹿
島
川
に
お
い
て
実
施

河
川
水
質
調
査
：
鹿
島
川

5地
点

未
定

船
橋
市

環
境
部
環
境
保
全
課

平
成

11
～

13
年
度

①
船
橋
市
環
境
マ
ッ
プ
作
成
事
業
市
内
の
自
然
環
境
調
査

(動
植
物

等
の
現
地
調
査

)及
び
既
存
の
環
境
デ
ー
タ
を
整
理
し
て
環
境
マ
ッ

プ
を
作
成
。
事
業
費
：
平
成

11
～

13
年
度

16
1,

07
0千
円

(緊
急
地

域
雇
用
特
別
交
付
金

)、
平
成

14
年
度
に
、
調
査
結
果
を

C
D

-R
O

M
に
取
り
ま
と
め
て
市
内
小
学
校
の
環
境
学
習
教
育
に
活
用
で
き
る

よ
う
配
布
し
た
。

(事
業
費
：

2,
10

0千
円

)
②
河
川
水
質
調
査
：
神
崎
川

2地
点
、
桑
納
川

1地
点

未
定

佐
倉
市

河
川
水
質
調
査
：
手
繰
川

5地
点
、
鹿
島
川

7地
点
、
高
崎
川

8地
点
、

北
印
旛
沼
流
入
部

1地
点

経
済
環
境
部
環
境
政
策
課

湧
水
量
の
調
査

継
続
し
て
調
査
実
施

添
付
資
料

今
後
検
討
（

H
22
以
降
も
含
む
）

実
施
主
体
名

実
施
済
み

実
施
予
定
（

H
22
ま
で
実
施
）

添
付
資
料

今
後
検
討
（

H
22
以
降
も
含
む
）

添
付
資
料

実
施
主
体
名

実
施
済
み

実
施
予
定
（

H
22
ま
で
実
施
）

実
施
主
体
名

実
施
済
み

実
施
予
定
（

H
22
ま
で
実
施
）

今
後
検
討
（

H
22
以
降
も
含
む
）
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Ⅶ
　
　
　
　
　
調
査
研
究

成
田
市

環
境
部
環
境
計
画
課

平
成

5～
6、

14
年

度

①
実
施
箇
所
：
8
河
川
（
1
8
地
点
）
、
5
池
（
5
地
点
）
、
実
施
年

度
：
平
成
5
～
6
年
度
　
事
業
費
：
1
4
,
4
2
0
,
0
0
0
円
、
対
策
規
模
：

①
植
物
（
植
物
分
布
等
）
②
動
物
（
鳥
類
・
爬
虫
類
・
両
生
類
・

昆
虫
類
・
魚
類
等
）
③
注
目
種
（
ホ
タ
ル
）

②
実
施
箇
所
：
8
河
川
（
1
9
地
点
）
、
5
池
（
5
地
点
）
、
実
施
年

度
：
平
成
1
4
年
度
、
事
業
費
：
8
,
9
2
5
,
0
0
0
円
、
対
策
規
模
：
①

植
物
（
植
物
分
布
等
）
②
動
物
（
鳥
類
・
爬
虫
類
・
両
生
類
・
昆

虫
類
・
魚
類
等
）
③
注
目
種
（
ホ
タ
ル
）
④
自
然
環
境
（
景
観
・

湧
水
分
布
・
谷
津
田
分
布
）

③
河
川
水
質
調
査
：
北
印
旛
沼
流
入
部
1
地
点

環
境
部
環
境
計
画
課

5ヵ
年
毎
に
実
施
予
定

八
千
代
市

経
済
環
境
部
環
境
保
全
課

①
事
業
名
：
八
千
代
市
水
辺
の
自
然
環
境
調
査
、
実
施
年
度
：
平

成
11
年

4月
～
平
成

13
年

3月
、
内
容
：
市
内
の
川
や
水
路
に
生

息
、
生
育
す
る
動
植
物
や
湧
き
水
等
の
調
査
を
行
っ
た
。

②
河
川
水
質
調
査
：
神
崎
川

2地
点
、
桑
納
川

5地
点
、
新
川

2地
点
、
手
繰
川

2地
点

調
査
報
告
書
の
子
供
向
け
概
要
版
を
作
成
す
る
。

鎌
ヶ
谷
市

河
川
水
質
調
査
：
神
崎
川

1地
点

四
街
道
市

環
境
経
済
部
環
境
政
策
課

平
成

7～
14
年
度

①
自
然
観
察
地
整
備
調
査
（
平
成

7年
度
）

②
自
然
環
境
調
査
（
平
成

14
年
度
）

③
河
川
水
質
調
査
：
手
繰
川

2地
点
、
鹿
島
川

6地
点

平
成

16
年
度

ホ
タ
ル
・
ト
ン
ボ
等
生
息
調
査
（
平
成

16
年
度
）

八
街
市

河
川
水
質
調
査
：
鹿
島
川

7地
点
、
高
崎
川

6地
点

印
西
市

生
活
環
境
課

①
職
員
に
よ
る
湧
水
調
査
を
実
施
。

実
施
年
度
：
平
成

10
～

12
年
度

②
実
施
箇
所
：
市
内
の
自
然
主
要

7箇
所
（
印
旛
沼
流
域
内
外
問
わ

ず
）
実
施
年
度
：
平
成

12
～

14
年
度

規
模
：
動
植
物
の
種
類
に
よ
っ
て
調
査
時
期
を
分
け
、
春
・
夏
・

秋
・
冬
（
年
度
に
よ
っ
て
異
な
る
）
に
実
施
し
た
。
事
業
費
：

(H
12

)6
18
千
円
、

(H
13

)1
,8

56
千
円
、

(H
14

)7
63
千
円

③
河
川
水
質
調
査
：
神
崎
川

2地
点
、
師
戸
川

1地
点
、
将
藍
川

7地
点

生
活
環
境
課

平
成

15
年
度
～

①
15
年
度
よ
り
、
印
西
市
環
境
基
本
計
画
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
一
つ
と
し
て
「
指
標
生
物
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
」
を
実
施
し

て
い
く

平
成

12
～

14
年
度
に
実
施
し
た
調
査
と
同
様
の
調
査
を
平
成

18
～

20
年
度
に
実
施
を
予
定

②
市
内
全
域
を
対
象
と
し
て
、
環
境
要
素
別
（
動
植
物
、
湧
水
、

緑
地
分
布
等
）
に
調
査
し
、
環
境
マ
ッ
プ
を
作
成
す
る
。

生
活
環
境
課

平
成

15
年
度
～

15
年
度
よ
り
、
印
西
市
環
境
基
本
計
画
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

一
つ
と
し
て
「
指
標
生
物
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
」
を
実
施
し
て

い
く

白
井
市

環
境
建
設
部
環
境
課

平
成

11
年
度
～

①
湧
水
調
査

委
託
に
よ
り
調
査
、
調
査
か
所
：

16
ヶ
所

(H
11
：

5ヶ
所
、

H
12
：

5ヶ
所
、

H
13
：

5ヶ
所
、

H
14
：

1か
所
）
、
調
査
内
容
：
水
質
分

析
（

10
項
目
）
、
水
温
、
湧
水
量
、
成
分
な
ど
、
事
業
費
：
委
託

料
12

5,
00

0円
（

H
14
年
度
）

②
河
川
水
質
調
査
：
神
崎
川

3地
点

環
境
建
設
部
環
境
課

継
続
し
て
調
査
実
施

富
里
市

河
川
水
質
調
査
：
高
崎
川

4地
点
、
北
印
旛
沼
流
入
部

1地
点

酒
々
井
町

①
水
質
検
査
の
結
果
公
表
及
び
、
家
庭
で
で
き
る
浄
化
対
策
の
紹

介 ②
河
川
水
質
調
査
：
高
崎
川

4地
点
、
北
印
旛
沼
流
入
部

8地
点

今
後
も
継
続
す
る
。

印
旛
村

河
川
水
質
調
査
：
師
戸
川

4地
点
、
北
印
旛
沼
流
入
部

3地
点

本
埜
村

環
境
保
健
課

平
成

7年
度
～

①
実
施
箇
所
：
印
旛
沼
流
域
内
、
実
施
規
模
：
河
川
（

2）
年

1～
4

回
実
施
。
そ
の
他
、
地
下
水
、
観
測
井
実
施
。

②
河
川
水
質
調
査
：
北
印
旛
沼
流
入
部

11
地
点
、
長
門
川

2地
点

今
後
も
継
続
。

印
旛
土
木
事
務
所

調
整
課

平
成

14
年
度

実
施
箇
所
：
印
旛
沼
流
域

実
施
内
容
：
流
域
の
動
植
物
（
魚
類
・
水
生
植
物
・
陸
生
植
物
・

鳥
類
等
）
の
生
息
・
生
育
状
況
に
つ
い
て
把
握
す
る
目
的
で
、
平

成
14
年
度
に
河
川
環
境
情
報
図
を
作
成
。

印
旛
土
木
事
務
所

調
整
課

平
成

14
年
度
～

定
期
的
に
追
跡
調
査
を
行
い
、
河
川
環
境
情
報
図
の
見
直
し
を
図

る
。

水
質
保
全
課

公
共
用
水
域
水
質
測
定

水
質
保
全
課

公
共
用
水
域
水
質
測
定

印
旛
沼
内

4地
点
（
月

2回
）

流
入
河
川

8地
点
（
年

4回
～

12
回
）

水
資
源
機
構

平
成

14
年
度
～

印
旛
沼
自
動
水
質
観
測
装
置

設
置
箇
所
：
吉
高
水
位
局
舎
（
北
部
調
整
池
）
、
舟
戸
水
位
局
舎

（
西
部
調
整
池
）
の

2箇
所

設
置
年
月
：
平
成

15
年

3月
観
測
項
目
：
水
温
、
電
気
伝
導
率
、
揚
存
酸
素
、

pH
、
ク
ロ
ロ

フ
ィ
ル

a

印
旛
沼
自
動
水
質
観
測
装
置

設
置
箇
所
：
吉
高
水
位
局
舎
（
北
部
調
整
池
）
、
舟
戸
水
位
局
舎

（
西
部
調
整
池
）
の

2箇
所

観
測
項
目
：
水
温
、
電
気
伝
導
率
、
揚
存
酸
素
、

pH
、
ク
ロ
ロ

フ
ィ
ル

a

自
動
水
質
計
の
観
測
に
よ
り
、
水
質
の
経
時
的
変
化
を
把
握
す
る

こ
と
に
よ
り
、
今
後
の
水
管
理
の
検
討
資
料
と
す
る
と
と
も
に
、

関
係
機
関
に
対
し
て
水
質
浄
化
対
策
検
討
の
資
料
と
し
て
提
供
す

る
。

印
旛
沼
水
質
調
査
位
置

図
・
印
旛
沼
水
質
管
理

月
報
（

20
03
年

8月
）
日

報
（

20
03
年

8月
14
日
）

千
葉
県
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調
査
研
究

対
策
メ
ニ
ュ
ー

具
体
例

テ
）
研
究
の
促
進

6
7
）
研
究
の
促
進

セ
ン
タ
ー
名

期
間

昭
和

47
年
度
～
継
続

平
成

5～
14
年
度

平
成

15
年
度
～

森
林
研
究
セ
ン
タ
ー

平
成

13
～

17
年
度

畜
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

平
成

13
年
度
～

昭
和

50
年
度
～
継
続

平
成

10
～

19
年
度

平
成

4～
14
年
度

平
成

15
年
度
～
継
続

ア
メ
リ
カ
ナ
マ
ズ
の
生
態
調
査
（
利
根
川
）

内
水
面
水
産
研
究
セ
ン
タ
ー

農
林
業
未
利
用
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
研
究
の
一
貫
と
し
て
、
家
畜
ふ
ん
尿
の
効
果
的
な
処
理
・
利
用
を
目
的
に
、
堆
肥
等
の
実
態
把
握
と
排
泄
量
の
低
減
化
、
簡
易
・
低
コ
ス
ト
処
理
方
式
の
検
討
と
炭
化
処
理
等
の
検
討
、
草
地
・
飼
料
畑
の
化
学
肥
料
削
減
の
検
討
等
を
実
施
し
て
い
る
。
今
後
、
開
発
さ
れ
た
技
術
・
成
果
を
公
表
し
普
及
化
に
努
め
る
。

魚
類
相
把
握
調
査

張
網
に
よ
る
魚
類
・
甲
殻
類
の
採
捕
調
査
（
年

4回
）

※
昭
和

57
年
度
以
前
は
年

1回
※
調
査
は
印
旛
沼
漁
業
協
同
組
合
と
協
力
し
て
実
施

モ
ツ
ゴ
に
関
す
る
調
査
・
研
究

漁
種
で
あ
る
モ
ツ
ゴ
に
着
目
し
、
そ
の
生
息
や
産
卵
場
所
に
関
す
る
調
査
・
研
究

ナ
マ
ズ
の
放
流
試
験

環
境
保
全
型
農
業
に
関
す
る
研
究

①
ニ
ン
ジ
ン
や
キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
の
野
菜
の
植
付
け
部
分
に
施
肥
し
、
化
学
肥
料
を
減
ら
す
方
法

②
水
稲
の
生
育
状
況
に
合
わ
せ
、
徐
々
に
効
い
て
い
く
肥
料
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、
施
肥
料
を
減
ら
す
方
法

③
代
か
き
後
の
一
定
期
間
水
田
か
ら
水
を
出
さ
な
い
こ
と
に
よ
り
、
肥
料
や
除
草
剤
の
流
出
を
大
幅
に
減
ら
す
方
法

「
環
境
保
全
型
農
業
」
研
究
の
第
Ⅲ
期
と
し
て
、
「
ち
ば
エ
コ
農
業
」
の
支
援
技
術
の
開
発
を
主
た
る
目
標
に
、
農
薬
と
化
学
肥
料
を
慣
行
栽
培
の

50
%
以
上
削
減
し
つ
つ
、
収
量
や
品
質
の
維
持
が
図
ら
れ
る
持
続
的
な
安
定
生
産
技
術
の
研
究
開
発
に
着
手
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
、
開
発
さ
れ
た
技
術
・
成
果
に
つ
い
て
は
速
や
か
に
公
表
し
、
生

産
現
場
へ
の
定
着
普
及
に
努
め
て
い
く
。

里
山
の
保
全
、
整
備
及
び
活
用
技
術
の
確
立

・
「
千
葉
県
里
山
の
保
全
、
整
備
及
び
活
用
の
促
進
に
関
す
る
条
例
」
が
平
成

15
年

5月
18
日
に
施
行
さ
れ
た
。

・
条
例
の
施
行
に
あ
た
り
、
市
町
村
、
里
山
活
動
団
体
、
森
林
所
有
者
等
に
よ
る
適
正
な
里
山
整
備
が
効
果
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
「
里
山
の
整
備
指
針
」
作
り
を
進
め
て
い
る
。

農
業
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

特
定
流
域
圏
に
お
け
る
窒
素
動
態
に
関
す
る
研
究

水
圏
・
気
圏
・
地
圏
に
係
る
窒
素
動
態
を
解
析
し
、
発
生
源
分
布
・
汚
濁
負
荷
経
路
・
改
善
手
法
等
の
研
究
を
行
う
。

廃
棄
物
等
不
適
正
処
理
に
伴
う
環
境
リ
ス
ク
評
価
と
修
復
手
法
に
関
す
る
調
査
研
究

投
棄
廃
棄
物
の
種
類
と
量
に
関
す
る
調
査
、
投
棄
環
境
場
の
把
握
、
投
棄
廃
棄
物
に
由
来
す
る
環
境
影
響
化
学
物
質
の
特
定
及
び
汚
染
調
査
等
の
関
連
す
る
個
別
調
査
を
実
施
解
析
す
る
こ
と
に
よ
り
環
境
影
響
リ
ス
ク
を
評
価
し
、
現
場
の
特
性
に
応
じ
た
修
復
レ
ベ
ル
の
設
定
及
び
手
法
を
検
討
・
開
発
す
る
。

平
成

15
～

19
年
度

環
境
研
究
セ
ン
タ
ー

調
査
・
研
究
内
容

印
旛
沼
・
手
賀
沼
の
水
質
に
関
す
る
調
査
及
び
研
究

特
定
流
域
圏
管
理
モ
デ
ル
の
開
発

印
旛
沼
の
水
質
改
善
の
た
め
に
必
要
と
考
え
ら
れ
る
、
沼
の
浄
化
、
健
全
な
水
循
環
の
確
保
、
回
復
に
向
け
て
必
要
な
政
策
等
の
提
案
を
念
頭
に
置
き
、
水
循
環
モ
デ
ル
、
水
質
浄
化
モ
デ
ル
、
窒
素
循
環
モ
デ
ル
な
ど
を
統
合
し
た
管
理
モ
デ
ル
を
構
築
す
る
。

特
定
流
域
圏
内
浅
層
地
下
水
盆
内
の
流
動
機
構
解
明
と
表
流
水
質
へ
の
影
響
に
関
す
る
研
究

地
下
水
盆
管
理
に
係
る
基
礎
デ
ー
タ
の
集
積
、
局
所
的
地
下
水
流
動
系
の
把
握
、
浅
部
地
下
水
流
動
系
と
表
流
水
系
と
の
関
係
の
把
握
を
行
う
。
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対策による水質改善効果予測 
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1.2 モデルの検証 

 モデルの検証として用いたデータは、印旛沼主要流入 6 河川の河川流量データ（毎時）、

降雨時水質データおよび沼内水質データ（公共用水域水質データ）である。 

(1) 河川流量・負荷量 

○河川流量 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○負荷量（COD） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高崎川

0.0

10.0
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流
量
（

m
3 /s
）
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20
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80

100

降
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）

実測値 計算結果

高崎川
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90
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7/1 8/1 9/1 10/2 11/2 12/3 1/3 2/3 3/6 4/6 5/7 6/7

負
荷
量
（

g/
s）

0

20

40

60

80

100

降
雨
量
（

m
m

/h
）

計算結果

実測値

平常時の負荷量を概ね再現

できている。 

平常時の流量を概ね再現で

きている。 
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(2) 沼水質 

 近年 5ヶ年の年平均値は、概ね再現できている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Chl.a

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

98/1 99/1 00/1 01/1 02/1

C
hl

.a
（
m

g/
l）

計算値 実測値

リン

0.00

0.05

0.10

0.15

0.20

0.25

0.30

98/1 99/1 00/1 01/1 02/1

リ
ン
（

m
g/

l）

実測値 計算値

観測値計算値観測値計算値観測値計算値観測値計算値

0.110.100.120.122.12.510.310.55か年

0.100.100.110.132.22.59.39.802年

0.080.100.110.122.32.39.510.101年

0.130.100.130.111.92.611.312.300年

0.120.110.140.131.92.811.112.199年

0.110.100.130.122.02.410.410.098年

クロロフィルa全リン全窒素COD

観測値計算値観測値計算値観測値計算値観測値計算値

0.110.100.120.122.12.510.310.55か年

0.100.100.110.132.22.59.39.802年

0.080.100.110.122.32.39.510.101年

0.130.100.130.111.92.611.312.300年

0.120.110.140.131.92.811.112.199年

0.110.100.130.122.02.410.410.098年

クロロフィルa全リン全窒素COD

○近年 5ヶ年の再現計算結果（年平均値） 
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2 効果予測ケース 

(1) 予測ケースの設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○各予測ケースの設定内容                                 

ケース名 
予測 

時期 
備考 

－ 現況 H14 現況のケース 

ケース 1 現状維持 現状の対策レベルを維持した場合 

ケース 2’ 流域対策 
施策把握調査結果を積み上げた対策の実

施量をもとに設定 

ケース 2 
流域対策 

（緊急行動計画での対策）

緊急行動計画において設定した対策の実

施量 

ケース 3 
流域対策＋ 

河川・沼内対策 

H22 

ケース 3の対策量に、河川水路の浄化、沼

の底泥浚渫、沼内植生浄化帯の対策を追加

 

 

・ 予測ケースには、平成 14 年度を「現況」、中期目標年次である平成 22 年を「将来」と

設定し、「現況」と「将来」の対策なし、対策ありの場合について、水質改善効果を検

討する。 

・ 「緊急行動計画 対策量」とは、雨水浸透施設の設置、下水道整備、高度処理型合併処

理浄化槽について、流域の全市町村に対し、目標を達成するための実施量として設定し

ている。 

・ 「河川・沼内対策」とは、河川管理者が行う対策として、沼底泥浚渫、流入河川等の直

接浄化、湖岸植生帯の設置を指している。 
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(2) 対策のモデルへの入力 

 

 

 

○各ケースにおける対策の実施量とモデルへの入力方法             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）ケース 2’（施策調査結果より）における実施量は、施策把握調査結果から数量が把握できた対策を積み上げて算出している。 

※1 千葉県における宅地開発等に伴う雨水排水・貯留浸透計画策定の手引き、千葉県 

※2 千葉県畜産課資料による 

 

 

・ モデルへ入力した対策とその実施量、および対策の効果量は以下の通り。 
注 施肥の削減等の対策については、具体的な実施量が把握できなかったこと

から、モデルによる対策効果を算出していない。 

実施量 負荷量 実施量 施策効果

雨水浸透施設 なし －
浸透マス：14,455基
浸透トレンチ：4,675m 7,190m3/hr増加

透水性舗装 なし － 120,500m2 1,250m3/hr増加

浸透機能を持っ
た貯留施設の設
置

なし － 3,800m3 3,800m3
増加

下水道
56.7万人

（増加ゼロ：H14と同数）

69.0万人
（12.3万人増）

農業集落排水
2,700人

（増加ゼロ：H14と同数）

7,000人
（4,300人増）

合併処理浄化槽

21.2万人
（人口増加分を全て合併
処理浄化槽人口の増加と

設定）

12.2万人

高度処理型浄化
槽

0.1万人 0.4万人

家畜排泄物処理
施設

削減なし 122kg/日 家畜排泄物からの負荷を
全て削減

0kg/日

河川等の直接浄
化

削減なし － － －

沼内底泥浚渫 削減なし － － －

湖岸植生帯 削減なし － － －

主要な
観点

Ⅰ
平常時水
量回復

Ⅱ
水質
改善

対策名

生活系負荷量
(kg/日)

COD：1,645
T-N：1,149
T-P：118

生活系負荷量
(kg/日)

COD：3,066
T-N：2,099
T-P：212

ケース2'　（施策調査結果より）ケース1（現状維持）

実施量 対策効果 設定方法

浸透マス：63,400個
浸透トレンチ：63,400m 40,300m3/hr増加

浸透能　浸透マス：0.432m3/hr/個で設定※1
　　　　浸透トレンチ：0.203m3/hr/mで設定※1
設置場所は未定であるため、実施する自治体内の市街地・住宅地メッシュに等配分

179,200m2 1,860m3/hr増加 浸透能：0.0104m3/hr/m2
設定※1

整備箇所に該当するメッシュに整備面積を入力

97,700m3 97,700m3
増加 該当メッシュに調整池効果を持たせる。

69.0万人
（12.3万人増）

施策調査結果で把握した数
値

人工系モデルに処理人口を増加

7,000人
（4,300人増）

施策調査結果で把握した数
値

人工系モデルに処理人口を増加

5.8万人 人工系モデルに処理人口を増加

6.4万人 人工系モデルに処理人口を増加

家畜排泄物からの負荷を
全て削減

0kg/日
家畜排泄物は処理施設に
おいて適正に処理されるとし
て設定※2

人工系モデルに家畜負荷削減量を入力

T-P：17.9kg/日削減 T-P：
17.9kg/日

河川・水路等で複数のリン
除去型浄化施設の設置によ
り削減するとした

河川負荷から一定量の負荷を削減

220ha T-P：
8.9kg/日

底泥分布にもとづき高濃度
の堆積域を浚渫するとした

底泥からの溶出量をT-P：8.9kg/日削減

100m幅の植生浄化帯を約
12km設置

（沼COD）
0.2mg/l

既往文献値、他地域での実
績の浄化率を用いて、植生
帯通過水量と滞留時間から
算出

沼水質からCOD：0.2mg/lを低減

ケース4（緊急行動計画での対策量）

巻末資料参照

生活系負荷量
(kg/日)

COD：1,594
T-N：891
T-P：91

合併処理浄化槽の新規設置、
および転換分が全て高度処理
型合併処理浄化槽になるとした

モデルへの入力方法
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【生活系負荷 項目別排出負荷量】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※施策を実施した場合（ケース 2‘およびケース 3）、現況に比べ、農業集落排水（農集排）の負
荷量が増加していることについては、農集排の整備により処理人口が増加しているためである。

農集排の整備により、合併、単独、し尿、自家の処理人口が減少するため、負荷量のトータル

値は減少することになる。 

総人口 下水道 農集排 合併 単独 し尿 自家 高度

- 現況 727,113 523,725 2,730 76,044 74,205 49,851 558 0
ケース1 将来施策なし 828,710 523,725 1,963 212,336 85,412 23,627 70 0

ケース2’ 将来施策あり（施策調査結
果）

828,710 641,267 6,961 122,434 34,351 23,627 70 0

ケース3
将来施策あり（緊急行動計
画実施量）

828,710 641,267 6,961 57,969 34,351 23,627 70 64,465

総量 下水道 農集排 合併 単独 し尿 自家 高度

0 2.9 3.3 22.3 19.2 19.2 2.5
- 現況 2,881 0 8 251 1,655 957 11 0
ケース1 将来施策なし 3,066 0 6 701 1,905 454 1 0

ケース2’ 将来施策あり（施策調査結
果）

1,645 0 20 404 766 454 1 0

ケース3
将来施策あり（緊急行動計
画実施量）

1,594 0 20 191 766 454 1 161

総量 下水道 農集排 合併 単独 し尿 自家 高度

0 3.5 6.5 7.5 3 3 2.5
- 現況 1,212 0 10 494 557 150 2 0
ケース1 将来施策なし 2,099 0 7 1,380 641 71 0 0

ケース2’ 将来施策あり（施策調査結
果）

1,149 0 24 796 258 71 0 0

ケース3
将来施策あり（緊急行動計
画実施量）

891 0 24 377 258 71 0 161

総量 下水道 農集排 合併 単独 し尿 自家 高度

0 0.41 0.67 0.7 0.4 0.4 0.25
- 現況 124 0 1 51 52 20 0 0
ケース1 将来施策なし 212 0 1 142 60 9 0 0

ケース2’ 将来施策あり（施策調査結
果）

118 0 3 82 24 9 0 0

ケース3
将来施策あり（緊急行動計
画実施量）

91 0 3 39 24 9 0 16

（人数：人）

原単位（g/人・日）

原単位（g/人・日）

原単位（g/人・日）
（COD負荷：kg/日）

（T-N負荷：kg/日）

（T-P負荷：kg/日）



施策の施策量  （1／3）

【緊急行動計画における対策施策量】

千葉市 250 H10～14実績 400 H14実績から推定 3,920
船橋市 2,624 S58～H13の実績 552 過去の実績から推定 9,184
成田市 2,600 H3～14実績 1,733 過去の実績から推定 1,232
佐倉市 設置の指導 補助制度（100万円/年）の実施 12,992
八千代市 設置の指導 設置の指導 6,720
鎌ヶ谷市 1,036 H7～14の実績（市全域） 613 面積比（7.4%）按分により推定 1,120
四街道市 1,179 H12～14の実績 3,151 過去の実績から推定 7,168
八街市 設置の指導 設置の指導 10,416
印西市 設置の指導 設置の指導 2,016
白井市 設置の指導 設置の指導 2,128
富里市 61 H4～14の実績 44 過去の実績から推定 1,680
酒々井町 540 H7～14の実績 540 過去の実績から推定 1,344
印旛村 設置の指導 設置の指導 1,456
本埜村 672
栄町 49 H12～14の実績 131 過去の実績から推定 1,344
合計 8,339 7,164 63,392
千葉市 3,920
船橋市 10,138 S58～H14の実績 4,055 過去の実績から推定 9,184
成田市 300 H3～14実績 200 過去の実績から推定 1,232
佐倉市 設置の指導 補助制度（100万円/年）の実施 12,992
八千代市 設置の指導 設置の指導 6,720
鎌ヶ谷市 設置の指導 設置の指導 1,120
四街道市 128 H14実績 620 7,168
八街市 設置の指導 設置の指導 10,416
印西市 設置の指導 設置の指導 2,016
白井市 設置の指導 設置の指導 2,128
富里市 設置の指導 設置の指導 1,680
酒々井町 設置の指導 設置の指導 1,344
印旛村 設置の指導 設置の指導 1,456
本埜村 672
栄町 設置の指導 設置の指導 1,344
合計 10,566 4,875 63,392
千葉市 2,973 歩道（H13～14） 1,020 歩道（H15） 2,500
船橋市 19,368 歩道（S58～H14) 22,400 歩道（H15～17） 25,000
成田市 7,600 駐車場等（H3～14） 5,067 過去の実績から推定 5,067
佐倉市 5,290 歩道（H13～14） 34,700 歩道道（H15～） 34,700
八千代市 整備の指導・要請 整備の指導・要請 55,800
鎌ヶ谷市 (22,418) 市内全域の値 300
四街道市 786 歩道（H13～H14） 3,200
八街市 2,026 歩道（H13～14） 2,840 歩道(H15～16） 13,000
印西市 2,120 歩道（H13～H14） 2,051 歩道（H15） 14,900
白井市 1,370 歩道（H14） 770 歩道（H15） 4,400
富里市 6,388 歩道（H13～14） 5,891 歩道（H15～） 9,900
酒々井町 4,950 歩道（H15～H17) 4,950
印旛村 8,439 歩道（H13～14） 1,800 歩道（H16） 4,400
本埜村 4,200 H15～ 4,200
栄町 800
千葉土木 5,870 歩道（～H14） 24,100 H15～22 －

成田土木 420 歩道（H14） 15,790 H15～ －

印旛土木 3,466 整備の指導 整備の指導 －

合計 66,116 125,579 183,117

対策

貯留・
浸透施
設の整
備

浸透マス
（単位：基）

※新規設
置量

浸透トレン
チの設置
（単位：m）

※新規設
置量

透水性舗
装の整備

（単位：m2
）

※新規設
置量

既実施（～H14） 施策調査結果（H15～22） 緊急行動計画対策量（H15～22）
実施･主体

過去の平均年間新築戸数
から今後8年間の新築戸数
を推定し、そのうち7割の家
屋について1戸あたり浸透
マス2基設置するとして設
定

過去の平均年間新築戸数
から今後8年間の新築戸数
を推定し、そのうち7割の家
屋について1戸あたり浸透
トレンチ2m設置するとして
設定

過去の整備実績から推定

※各市町村実施量には千
葉県実施分も含む。
※施策調査結果が大きい
場合、施策調査結果を採
用
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施策の施策量  （2／3）

対策
既実施（～H14） 施策調査結果（H15～22） 緊急行動計画対策量（H15～22）

実施･主体

千葉市 7,359
船橋市 2,514 校庭貯留3校（S57～H14） 未設置校15校に対し順次整備 12,042
成田市 2,007
佐倉市 1,426 小学校校庭貯留2校 24,753
八千代市 38,300 公園の池としての機能を併せ持つ 15,387
鎌ヶ谷市 － （流域内に該当施設なし） 1,338
四街道市 50 校庭貯留1校 1,000 小学校校庭貯留1校 11,373
八街市 30,604 小中学校校庭貯留11校（S60～H12） 1,338
印西市 10,035
白井市 15,900 調整池、グラウンド等 運動公園内に設置予定 10,035
富里市 3,345
酒々井町 2,676
印旛村 3,345
本埜村 2,007
栄町 3,345 学校校庭貯留5校 0
印旛土木 1,217 県立高校校庭貯留1校 2,400 県立高校校庭貯留2校

合計 91,930 ※印西市を除く 3,826 107,040
千葉市 1.90 3.30 3.30
船橋市 11.01 13.02 13.02
成田市 1.03 1.34 1.34
佐倉市 15.39 16.96 16.96
八千代市 7.61 9.25 9.25
鎌ヶ谷市 1.46 1.50 1.50
四街道市 6.18 8.07 8.07
八街市 1.33 （第4期湖沼計画より） 1.70 （第4期湖沼計画より） 1.70 （第4期湖沼計画より）

印西市 2.98 4.30 4.30
白井市 3.85 4.13 4.13
富里市 0.12 0.19 0.19
酒々井町 1.85 2.05 2.05
印旛村 0.54 1.53 1.53
本埜村 0.00 0.00 公共下水道計画の見直し 0.00
栄町 1.41 1.62 1.62
合計 56.66 68.96 (12.3万人増) 68.96
千葉市 8,960 2,063 1,663
船橋市 8,199 5,000 5,000
成田市 2,184 3,187 2,184
佐倉市 3,013 11,731 3,013
八千代市 3,391 7,338 2,983
鎌ヶ谷市 217 1,789 217
四街道市 730 9,000 730
八街市 27,148 （第4期湖沼計画より） 59,839 （第4期湖沼計画より） 27,148
印西市 879 1,329 879
白井市 7,477 9,850 7,438
富里市 2,770 4,131 2,770
酒々井町 1,518 3,109 1,518
印旛村 1,198 2,397 1,198
本埜村 1,228 1,671 1,228
合計 68,912 122,434 57,969

下水道
以外の
生活系
負荷対
策

※調査では基数を回答頂いたが、ここでは第4期湖沼水質保全計画において設定されている数値を用いた（各市町村に確
認済み）
※栄町は長門川流域であり、湖沼計画対象エリア外であるため、本表には掲載していない。ただし、長門川流域も印旛沼流
域であるため、水循環施策の検討対象エリアには属する。

今後の新規設置分、転換
分は全て高度処理型合併
処理浄化槽とする（下欄）。

湖沼計画のH22合併浄化
槽人口から、下記の高度
処理型合併浄化槽人口を
差し引いて、左欄を計算し
た。

浸透機能
を持った貯
留施設の
設置（公共
グラウンド・
開発調整
池等）

（単位：m3
）

※新規設
置量

下水道
整備

合併処理
浄化槽設
置・転換に
よる処理人
数（単位：
人）

※累積人
口

各市町村内の公立小中高
校数に応じ設定（未設置
校を対象）

※県立高校（千葉県実施）
数を含む

下水道の
整備人口
（単位：万
人）

※累積人
口
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施策の施策量  （3／3）

対策
既実施（～H14） 施策調査結果（H15～22） 緊急行動計画対策量（H15～22）

実施･主体

千葉市 15 設置補助（H14） 400 設置補助（H15） 400

船橋市 要綱でBOD10mg/l以下を規定 0

成田市 1,003

佐倉市 745 設置補助（H13～14） 3,400 設置補助（H15） 8,718

八千代市 4,355

鎌ヶ谷市 － （全域下水道整備区域） － （全域下水道整備区域） 1,572

四街道市 8,270

八街市 32,691

印西市 450

白井市 2,412

富里市 1,361

酒々井町 1,591

印旛村 1,199

本埜村 443
水質保全課 補助制度導入の推進

合計 760 3,800 64,465

※（ ）書きは所定単位の数量で、他の単位にて数量が明記されているもの。対策量合計には含まない。
※対策量は、実施が確実なものと実施の今後検討するものを加えた数字

※既実施として回答いただいた対策であっても、H15に実施したとあるものは、H15～22の対策とした

高度処理型合併浄化槽の
設置は、単独等からの合
併転換時、または下水処
理区域外に新規転入者が
ある場合のみと考えた。

そこで、合併浄化槽の人
口増加分を、転換数と読
み替え、数値を設定した。

高度処理合併浄化槽転換
人数＝合併槽人数（現況）
－合併槽人数（H22）

ただし、船橋市は上式の
計算が負になるため0、千
葉市は施策調査に基づく
設定値を採用した。

高度処理
型合併処
理浄化槽
設置基数
（単位：人）

※累積人
口

※高度処理型合併処理浄化槽1基あたり5人として換算
※栄町は長門川流域であり、湖沼計画対象エリア外であるため、本表には掲載していない。ただし、長門川流域も印旛沼流
域であるため、水循環施策の検討対象エリアには属する。
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3 予測結果 

 

 

 

 

 

 

○沼水質 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 各ケースについて、改善効果の予測を行った。 

・ 沼水質（COD）については、施策なし：ケース 2 の場合に比べ、緊急行動対策を行っ

た：ケース 3、4の場合、それぞれ 3.8、4.6mg/lの削減効果が見込まれる。 
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【参考 緊急行動計画 実施対策量の設定について】 

 

 緊急行動計画の対策メニューである、(1)雨水浸透マス・浸透トレンチ、(2)透水性舗装、

(3)公共グラウンド等への貯留、(4)高度処理型合併処理浄化槽、について、対策実施量の設

定方法を示す。 

 

(1) 雨水浸透マス・浸透トレンチ 

【設定の考え方】 

印旛沼流域内における過去の新築家屋数から、計画期間 8 ヶ年で新築される家屋数を推

定し、その家屋に浸透マス、浸透トレンチが設置されるとして算出した。 

 

a. 過去の新築家屋数 

 流域 15市町村ごとの 1年間の新築戸数（建築確認数）は下表の通り（平成 10～12年の 3

ヶ年平均値）。 

 この 1年間の新築戸数を、緊急行動計画の実施期間（平成 15～22年）の 8ヶ年に引き延

ばし、8年間の新築戸数を推定した。 

表 1 建築確認戸数（平成 10～12年の平均）と 
緊急行動計画実施期間での建築戸数 

平均新築戸数
H10～12の平均 丸め戸数

緊急行動計画
実施期間での戸数

戸/年 戸/年 戸/8ヶ年
千葉市 350 350 2,800
船橋市 820 820 6,560
成田市 105 110 880
佐倉市 1,160 1,160 9,280
八千代市 600 600 4,800
鎌ヶ谷市 100 100 800
四街道市 635 640 5,120
八街市 925 930 7,440
印西市 180 180 1,440
白井市 190 190 1,520
酒々井町 142 150 1,200
富里市 120 120 960
印旛村 130 130 1,040
本埜村 53 60 480
栄町 115 120 960
合計 5,625 5,660 45,280  

※成田市については平成 13～14年の新築戸数の平均値で設定 
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b. 将来（平成 22年）における浸透マス・浸透トレンチの設置数 

 家屋 1 戸あたりの浸透マス・浸透トレンチの設置数は、周辺地域での事例や基準を参考

に、1戸あたり浸透マス 2個、浸透トレンチ 2mとした。 

 また、浸透マス・浸透トレンチを設置する家屋は、新築家屋全体の 7割とした。 

 

 以上の設定から、平成 22年までの雨水浸透マス、浸透トレンチの設置数量は下表の通り。 

表 2 雨水浸透マス、浸透トレンチ設置数量 

浸透マス・トレンチの
設置戸数（×0.7）

浸透マス
設置数

浸透トレンチ
設置量

戸/8ヶ年 個 m
千葉市 1,960 3,920 3,920
船橋市 4,592 9,184 9,184
成田市 616 1,232 1,232
佐倉市 6,496 12,992 12,992
八千代市 3,360 6,720 6,720
鎌ヶ谷市 560 1,120 1,120
四街道市 3,584 7,168 7,168
八街市 5,208 10,416 10,416
印西市 1,008 2,016 2,016
白井市 1,064 2,128 2,128
酒々井町 840 1,680 1,680
富里市 672 1,344 1,344
印旛村 728 1,456 1,456
本埜村 336 672 672
栄町 672 1,344 1,344
合計 31,696 63,392 63,392  
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(2) 透水性舗装 

【設定の考え方】 

 過去の整備面積をもとに、今後 8年間での整備予定量を推定した。 

 

a. 過去の整備実績 

 千葉県で平成 14 年度に実施予定（平成 13 年度時点）の河川流域ごとの透水性舗装整備

面積は下表の通り。 

表 3 河川流域ごとの透水性舗装の整備予定面積（平成 14年） 

平成14年予定量
m2

鹿島川 620
高崎川 3,800
手繰川 1,500
神崎川 1,000
桑納川 3,600
師戸川 570
新川 5,400
西印旛沼 0
北印旛沼 630
合計 17,120  

 

b. 将来（平成 22年）における市町村ごとの透水性舗装整備面積 

 透水性舗装は、今後積極的に採用されるものと考えられることから、表 3に示す整備面

積が、年 5%ずつ伸びると仮定して、緊急行動計画実施期間 8ヶ年における河川流域ごとの

透水性舗装の整備面積を算出すると、下表の通り。 

表 4 緊急行動計画（平成 22年） 
における透水性舗装の整備面積 

m2

千葉市 2,500
船橋市 25,000
成田市 1,100
佐倉市 22,600
八千代市 55,800
鎌ヶ谷市 300
四街道市 3,200
八街市 13,000
印西市 14,900
白井市 4,400
富里市 9,900
酒々井町 3,900
印旛村 4,400
本埜村 700
栄町 800
合計 162,500  

※河川流域→市町村への

変換は、河川流域の整

備面積を、各河川流域

に含まれる市町村の面

積按分より、各市町村

に割り振って算出して

いる。 
※整備面積は、各市町村

内で実施する値であ

り、実施主体には市町

村および県の両方が含

まれている。 
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(3) 公共グラウンド等による貯留量 

【設定の考え方】 

各市町村内にある公立の小中高校の数から貯留量を算出した。 

 

a. 公共グラウンド（学校校庭）における貯留量の設定 

 印旛沼流域内にある公立の小中高校の数は、下表の通り。 

 これら各学校に貯留施設を設置するとして、学校 1 校あたりの貯留量を、雨水貯留モデ

ルの洪水調節計算結果（千葉県資料）より、669m3と設定する。 

以上より、各市町村における貯留量は以下の通り。 

 

表 5 各市町村内の公立小中高の学校数と貯留量 

1校あたりの
貯留量

貯留量

m3 m3

千葉市 11 11 7,359
船橋市 21 3 18 12,042
成田市 3 3 2,007
佐倉市 37 37 24,753
八千代市 23 23 15,387
鎌ヶ谷市 2 2 1,338
四街道市 18 1 17 11,373
八街市 13 11 2 1,338
印西市 15 15 10,035
白井市 15 15 10,035
富里市 5 5 3,345
酒々井町 4 4 2,676
印旛村 5 5 3,345
本埜村 3 3 2,007
栄町 5 5 0 0
合計 180 20 160 107,040

669

学校数
既設置校
数

設置対象
校数

 

※学校数は、現在流域に位置する公立小中高校を計上している。 
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(4) 高度処理型合併処理浄化槽 

【設定の考え方】 

 第 4期印旛沼湖沼計画における平成 22年までの合併処理浄化槽（以降、合併槽）処理人

口増加分を、高度処理型合併処理浄化槽（以降、高度処理槽）処理人口に置き換えること

により設定した。 

 

a. 高度処理槽処理人数の算出方法 

将来（平成 22年）までの高度処理槽の処理人口は、次の通り設定した。 

 

①基本的に、高度処理槽処理人口＝合併槽人口増加分として算出した。 

ここで、合併槽人口増加分＝合併槽人数（H22）－合併槽人数（現況） 

※合併槽人数は、第 4期印旛沼湖沼水質保全計画策定時の数字 

 

ただし、 

②船橋市の場合 高度処理槽設置数＝0 とした。 

③千葉市の場合 高度処理槽設置数＝400 とした。 

 

この設定の考え方は下記の通りである。 

①について 

高度処理槽の設置は、単独・し尿等→合併槽への転換時、または下水道処理区域外に新

規転入者がある場合のみと考えた。現在、すでに設置されている合併槽を取り壊してまで

の設置は考えていない。 

正確な合併槽転換数は、湖沼計画のフレーム値からは判断できないため、合併槽の人口

増加分を転換数と読み替え、数値を設定した。 

 

③について 

船橋市、千葉市は、合併浄化槽人口が増加せず、逆に減少する。これは、合併槽転換人

数よりも、合併から下水道に転換する人数の方が多いためと考えられる。 

そこで、船橋市は高度処理槽設置数をゼロとした（下水道での対策〈下水道整備、下水

道接続〉が中心になる）。（千葉市は下記） 
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③について 

千葉市は上記②の考え方に基づくと設置数はゼロとなるが、施策把握調査における平成

15年の実績（10基、5人槽と考えて 50人）を、さらに計画期間 8年に引き延ばした数字（50

人×8年＝400人）を設定した。 

 

なお、佐倉市からも回答をいただいているが、施策調査結果を元にした数値（千葉市と

同様に計算すると 3,400 人）よりも、①の考え方の設定値（8,718 人）の方が多いため、こ

れを採用した。 

 

 

b. 高度処理槽処理人数の設定 

 以上の考え方にもとづき、将来（平成 22年）までの高度処理槽の処理人数は下表の通り。 

 

表 6 緊急行動計画（平成 22年）における 
合併槽および高度処理槽の処理人数 

現況 施策調査結果
（第4期湖沼計画）

合併槽 合併槽 合併槽 高度処理槽

人 人 人 人

千葉市 8,960 2,063 1,663 400
船橋市 8,199 5,000 5,000 0
成田市 2,184 3,187 2,184 1,003
佐倉市 3,013 11,731 3,013 8,718
八千代市 3,391 7,338 2,983 4,355
鎌ヶ谷市 217 1,789 217 1,572
四街道市 730 9,000 730 8,270
八街市 27,148 59,839 27,148 32,691
印西市 879 1,329 879 450
白井市 7,477 9,850 7,438 2,412
富里市 2,770 4,131 2,770 1,361
酒々井町 1,518 3,109 1,518 1,591
印旛村 1,198 2,397 1,198 1,199
本埜村 1,228 1,671 1,228 443
合計 68,912 122,434 57,969 64,465

緊急行動計画

 
※栄町は長門川流域であり、湖沼計画対象エリア外であるため、本表には掲載していない。ただ

し、長門川流域も印旛沼流域であるため、水循環施策の検討対象エリアには属する。 
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現地調査結果 
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2 降雨時河川水質調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

【第 1回調査：2003年 9月 20日】                                     【第 2回調査：2003年 10月 14日】 
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 鹿島川、手繰川、神崎川の 3河川において、2降雨を対象として降雨時の連続水質調査を行った。

・ 先行降雨が約 3週間前であった 9月 20日の調査では、水質濃度のピークが流量のピークより早
く現れる明確なファーストフラッシュ現象が見られた。 

・ 降雨期間中の T-N、T-Pの変化特性 

T-N →溶解性が T-Nの大部分を占めており、湧水が起源と考えられる。降雨時には表面流出水に
より希釈されるため濃度が低下し、降雨後、再び濃度は上昇する。 

T-P →降雨時では、ピークが現れるが、溶解性は変化しないことから、表面流出に伴う土壌等の
懸濁態が大部分を占めることが分かる。降雨後、流量の低下とともに濃度は低下する。

・ 調査結果から考えられる負荷削減対策 

COD、T-P：降雨時の懸濁態の流出を抑制する施策（初期降雨流出水の沈殿除去、路面清掃等）
T-N      ：湧水水質を改善する施策（施肥量削減等） 
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3 詳細流域調査結果 

 平成 14年度の一斉河川流量・水質調査（高崎川、桑納川の 2流域で実施）において、特

に水質汚濁が進んでいた地点について、その流域を詳細に踏査することにより、水質汚濁

原因の検討を行った。 

 

調査実施流域と水質汚濁の原因 

流域 地点名 水質の状況 水質汚濁の原因 

高崎川 高-4、6 COD、T-Pが高い 
・最上流部の工業団地からの流入水（工場排水） 
→最上流の工業団地から、人為汚染と考えられる

ECの高い水の流入が確認された。 

高崎川 高-23（湧水） T-Nが高い 

・台地上の畑の窒素肥料の影響 
→生活排水、畑地窒素肥料の 2要因の可能性を考
慮して調査した結果、畑地窒素肥料の影響であ

るとわかった。 

高崎川 高-32（湧水） 

T-Nが高い 
イオンバランスが

悪い（塩化物イオ

ンが高い） 

・残土処分場の影響 
→残土、生活排水、畑地窒素肥料の 3 要因の可能
性を考慮して調査した結果、残土の影響であると

わかった。 

桑納川 桑-16、17 COD、T-N、T-P が
総じて高い 

・生活排水の流入 
→本川へのいくつかの横流入の中で生活雑排水と

思われる横流入が確認された。 

桑納川 桑-18 COD、T-N、T-P が
総じて高い 

・生活排水の流入 
→流域内が全て暗渠水路となっており、横流入の

確認はできなかったが、桑-18 地点において明ら
かに生活雑排水と思われる水（洗濯排水等）が確

認された。 

 

詳細流域調査の実施流域 

 

桑-16、17 
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高-4、6 
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高度処理型合併処理浄化槽の必要性について 
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○印旛沼のような閉鎖性水域を抱える流域では、合併処理浄化槽、特に窒素・リンを処理

できる高度処理型の浄化槽の設置が重要です 
 
 
 
 
 
表 通常型と高度処理型の放流水質の比較 

放流水質 
（mg/L） 

通常型 
窒素・リン 
除去型 

COD 17 10 
全窒素 20 10 
全リン 2.3 1.0 
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図 各汚水処理形態から排出される一人一日当たり負荷量（左：COD、右：全リン） 

※単独・し尿・自家処理は第 4期印旛沼湖沼水質保全計画の原単位（千葉県） 
※通常型合併処理浄化槽は前ページと同様、実測放流水質値を用いて算出 
※高度処理型合併浄化槽は霞ヶ浦方式水質（前ページ）×排水量原単位 250L/日（湖沼計画原単位）で算出 
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図 印旛沼に流入する生活系負荷量の違い（左：COD、右：全リン） 

・ 通常の合併処理浄化槽は、有機物（BOD・COD）の除去に主眼をおいているため、窒素・リンは
十分には除去できません。 

・ 窒素・リンなど栄養塩類は、印旛沼のような湖沼で植物プランクトンのエサとなり、湖沼での水

質悪化を引き起こします。 

※通常型の放流水質は千葉県環境研究センター資料（千

葉県）より、実測平均値 
※窒素・リン除去型は霞ヶ浦方式の浄化槽補助対象水質

（ただし COD の水質は設定されておらず、BODの水
質値 10mg/L を COD に読み替えた）（出典：第 2 回印
旛沼・流域再生フォーラム資料（稲森委員提供）） 

※原単位は上図と同様の値を用いている。 



 

  資-5-2

○ 市町村の補助制度を充実させて下さい 
 
 
 
 
 
○ 霞ヶ浦流域の事例 
窒素、リンを除去できる浄化槽又は浄化槽システムを設置する事業に対し，国の補助制度に加え，

リン除去相当分の費用を補助する。（次ページに参考資料） 

 
 
○ 佐倉市・千葉市の事例 
佐倉市・千葉市では、高度処理型合併浄化槽に対して、上乗せの補助制度を設けています。 
（但し、現在のところ、窒素除去型を想定した補助制度となっている。） 

 
【佐倉市・千葉市の高度処理型合併浄化槽の上乗せ補助金額（単位：万円）】 

槽別 設置額 補助金額   個人負担額 

  国 県 佐倉市・千葉市  
5人槽 102.0 14.8 14.8 29.8 42.6 

6～7人槽 113.4 16.2 16.2 31.2 49.8 
8～10人槽 138.0 19.2 19.2 34.2 65.4 

 
【高度処理型合併浄化槽の通常（市町村上乗せ無し）補助金額（単位：万円）】 

槽別 設置額 補助金額   個人負担額 

  国 県 市町村  
5人槽 102.0 14.8 14.8 14.8 57.6 

6～7人槽 113.4 16.2 16.2 16.2 64.8 
8～10人槽 138.0 19.2 19.2 19.2 80.4 

 
【通常型合併浄化槽の補助金額（単位：万円）】 

槽別 設置額 補助金額   個人負担額 

 （万円） 国 県 市町村  
5人槽 88.8 11.8 11.8 11.8 53.4 
7人槽 102.6 13.7 13.7 13.7 61.5 
10人槽 129.6 17.3 17.3 17.3 77.7 

 
【単独浄化槽を転換する場合の上乗せ補助金額（既設施設撤去費用相当分）】 
  千葉県    9万円 
  佐倉市の場合 9万円+2万円（上乗せ）＝11万円  合計 20万円 

高度処理型合併浄化槽（窒素・リン同時除去型）の普及のためには、通常型合併浄化槽と高度処

理型合併浄化槽の差額分を上乗せで補助する補助制度が必要です。 



 

  資-5-3

【参考：霞ヶ浦流域の取り組み；霞ヶ浦方式 浄化槽システム設置促進事業】 

 

 
出典：茨城県ホームページ（http://www.pref.ibaraki.jp/bukyoku/seikan/kasumi/reiki/joukasou.htm） 

 
－ 以上 － 




